


龍ヶ崎市北部地域における竜ヶ崎ニュータウンの建設は，住宅◎都市整備公

団によって進められており9建設地城内の埋蔵文化財包蔵地等の発掘調査は，

昭和52年度より茨城県教育財団によって実施され，現在に至っております。

これまでに刊行された竜ヶ崎ニュータウン建設地内の発掘調査報告書は，こ

の地域の貴重な資料を多く提示しております。

本書は，昭和54年度から昭和55年度にかけて発掘調査が実施された廻り地A
■

遺跡の調査成果を集録したものであります。縄文時代の集落遺跡である廻り地

A遺跡から発見された多くの資料は，茨城県の原始時代を究明するにあたって

資するものが多いと考えます。その意味からも，本書がより多くの方々に御活

用いただけるよう希望いたします。

発掘調査および整理期間中には茨城県教育委員会，龍ヶ崎市教育委員会，住

宅e都市整備公団をはじめ関係各機関の御協力と御指導をいただき，ここに厚

くお礼申し上げます。

昭和57年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　大　金　新　一
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匪瑠

上本書は，住宅。都市整備公団（昭和56年10月1日　宅地開発公団と日本住宅公団との統合に

より改組）と茨城県教育財団との委託契約に基づいて，昭和54年度から昭和55年度にわたって

実施された龍ヶ崎市馴馬町所在廻り地A遺跡の発掘調査報告書である。

2・廻り地A遺跡の調査にかかわる茨城県教育財団の組織は次のとおりである。

理　 事　 長　 竹内　 藤男 （茨城県知事　 昭和52年 4 月～昭和56年11月）

大金　 新一 （昭和56年12月～　 ）

！副 理 事 長 古橋　　 靖 （茨城県教育長　 昭和54年 7 月～　 ）

匝 務 理 事 川野辺四郎 （昭和52年 4 月～　 ）

事 務 局 長 大内　 秀夫 （昭和52年 4 月～昭和55年 3 月）

小林　 義久 （昭和55年 4 月～　 ）

調 査 課 長 川俣吉之助 （昭和52年 4 月～昭和55年 3 月）

大塚　　 博 （昭和55年 4 月～昭和56年 3 月）

寺内　　 寛 （昭和56年 4 月～　 ，昭和53 ・54年度調査第 2班々長）

企画管理班 坪　　 秀雄 （昭和53年 4 月～　 ，址長）

鈴木　 三郎 （昭和52年 4 月～　 ）

海野　 孝志 （昭和53年 4 月～昭和56年 3 月）

綿引　 良人 （昭和56年 4 月～　 ）

調査第 2班 青木　 義夫 （昭和55年度班長，昭和56年度整理姓々長）

佐野　　 正 （昭和54 ・55年度廻 り地A e成沢遺跡調査）

中沢　 時宗 （昭和55年度廻り地 A ・成沢遺跡調査）

瓦吹　　 堅 （昭和54 e55年度廻 り地A 遺跡調査　 昭和56年度整理 ・執筆）

桜井　 二郎 （昭和55年度廻 り地A 遺跡調査　 昭和56年度整理 e執筆）

高村　　 勇 （昭和56年度整理 ・執筆）

豊田　 垂徳 （昭和54年度調査補助員）

3・本書は，瓦吹堅・桜井二郎e高村勇が分担して執筆し，瓦味が総括した。また，貝類遺体・

魚類遺体・獣類遺体等の同定にあたっては，東京大学総合研究資料館赤澤威助教授，貝類遺体

の放射性炭素年代測定は学習院大学年代測定室木越邦彦教授，種子類遺体の同定は名古屋大学



考古学研究室渡辺誠助教授，岩石等の鑑定は茨城県立教育研修センター蜂須紀夫氏よりそれぞ

れ御指導を得た。

4．遺構の規模などの計測値はすべて遺構検出面からの計測値であり，基準標高についてはそれ

ぞれ図中に表示した。また，主軸方向については座標北を中心に測定した。

5．出土遺物の解説表中において，出土地のI・II……は層位をあらわし，備考中などの1×・

2×は1区・2区覆土の略号であらわした。

6．土層解説の色調については，『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局監修　財

団法人日本色彩研究所色票監修）を用い，実測図中に記号で表示し，別に解説を記載した。

7＿．遺構実測図中においては，炉跡・焼土・貝層など下記のスクリーントーンで表示した。

■　●　●　●　●●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●

l　●　●l●　●　●　●　●

J●●●一●●j■●●

ゝ　△　△　△
△　△　△
ゝ　△　△　△

貝層

8．廻り地A遺跡の発掘調査および整理・執筆に際して御協力・御指導を賜わった関係諸機関や

多くの研究者各位に深く感謝の意を表したい。
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第五茸　は　じ　め　に

遺跡の環境

廻r）地A遺跡は，稲敷台地南部の標高20－30mの低位で平坦な台地上に位置し，龍ヶ崎市馴馬

町廻り地5164ほかに所在している。女化から細長く南東にのぴる台地は，廻り地A遺跡周辺で台

地幅が広が生　南西には蛇沼からの沖積地が開け，さらに北東には別所谷とよばれる支谷が入F）

こんでいる。遺跡周辺の台地縁辺部は小さな支谷によって樹枝状に開析され，複雑な地形を呈し

ている。

当遺跡の調査対象面積は21，668m2を有し，遺跡標高は23．5－24．5mをはかる。沖積地との比高

は約14mほどで，台地縁辺はやや急斜面を呈している。遺跡の地表面はほぼ平坦であるが，詳細

に地表面を観察すると，中央部分が直径80mほどの範囲でややくぼみ，その周辺は中央部より約

50cm内外高い徴高帯部を形成している。′微高帯部は直径100mほどの環状を里し，東部は別所谷

には㌢）だした舌状の小台地へ続き，西側には蛇沼からの沖積地にのびた小さな台地がみられる。

調査前の遺跡の現況は山林であ生　戦時中に一部が開墾されたといわれ，立木伐開時に地表面か

ら土器片が多く採集された。その分布は環状の微高帯部に多くみられ，中央のくぼみ部分にはほ

とんど検出されていない。

別所谷周辺の遺跡群について，学史的にみると，明治20年代に霞ヶ浦周辺の貝塚群踏査の際，
（1ラ

中央の多くの学者が立ち寄り，遺跡e遺物などについて紹介している。この遺跡群の中で廻り地
（2）

A遺跡は，地元の研究者間で大羽谷津遺跡と呼称されていた遺跡であり，戦時中にはすでに貝塚

の存在が知られていた。縄文時代の遺跡を中心にみれば，当遺跡の南東には昭和56年に発掘調査
（3）

が実施された仲根台遺跡が位置し，さらに別所谷をはさんだ台地上には，昭和43年11月に西村直
（4j

衛氏によって発掘調査された中一後期の向地貝塚群（A～D）が点在している。蛇沼からの沖積

地をはさんだ若葉側の台地上には中期に編年される赤松遺跡があり，ほぼ環状に分布する住居跡
刷

群と袋状土墳群が検出されている。そのほかの時代の遺跡は，廻り地A遺跡の北に隣接して古墳
（（う）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

時代前期の太羽谷津遺跡があり，赤松遺跡の南東には先土器時代e古墳時代前期の沖餅遺跡が位

置している。

龍ヶ崎市北部台地上には，このように多くの遺跡が分布し，廻り地A遺跡周辺の縄文遺跡から

みても地域的に遺跡の時代的変遷を追うことができる。さらに，この地域においても縄文時代中

一後期前半の集落規模の拡大が看取され，遺跡分布の濃厚な地域というばかりでなく，地域研究

の場としてもっとも適した地域のひとつということができる（第1図）。
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第1回　遺　跡

番号 遺　 跡　 名 所　 在　 地 種　　　 類 時　　　 代 発　 掘　 調　 査 備　　　　　　 考

R 16 行 部 内 追 跡 別所町行 部内 集 落 跡 ・貝 塚 縄　　　　　 文 現状保存

R 17 大 羽谷津遺跡 若柴町 大羽 谷津 集　　 落　　 跡 古　　　　　 墳 昭 和5 4年 度調査 昭和 55年度整理 ・報告書刊行

R 18 廻 り地 A 遺跡 馴馬町廻 り地 集　　 落　　 跡 絶 文 ・ 古 墳 昭和54 ・55年度調査 昭和5 6年度整理 ・報告書刊行

R 19 平　 台　 遺　 跡 馴馬町平台 集　　 落　　 跡 縄 文 ・ 古 墳 昭和 5 6年度調査

R 20 成　 沢　 遺 跡 馴 馬町成沢 集　　 落　　 跡 組 文 ・ 古 墳 昭和 5 5年度調査 昭和5 6年度整理 ・報告書刊行

R 2 1 松　 葉　 遺　 跡 若柴町松葉 集 落 跡 ・塚 群 古墳 ・中世 以降 昭和 5 2年度調査 昭和53年度酪理 ・報告書刊行

R 2 2 庚 申 塚 遺 跡 若梨町庚 申塚 集　　 落　　 跡 組 文 ・ 古 墳 消　 滅

R 2 3 沖　 餅　 遺 跡 若柴町 沖餅 集　　 落　　 跡 先 ・組文 ・古墳 昭和 53年 度調査 昭和 54年度整理 ・報告書刊行

R 24 赤　 松　 遺 跡 若柴町赤松 集　　 落　　 跡 縄文 ・古墳 ・近世 昭和53 ・54年度調査 昭和5 4年度整理 ・報告書刊行

R 2 5 打 越 A 遺 跡 別所町打越 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和 5 4年度調査 昭和5 5年度整理 ・報告書刊行

R 2 6 打 越 C 遺 跡 別所・町打越 集　　 落　　 跡 縄　　　　　　 文 昭和 54年度調査 昭和5 5年度整理 ・報告書刊行

R 2 7 ウ ツブ タ追跡 別所町 ウツブ タ 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和 54年度調査 昭和 55年度整理 ・報告書刊行

R 28 仲 根 台 塚 群 馴馬町仲 根台 塚 （1．2．3号 ）群 縄 文 ・中世以降 昭和 54年 度調査 昭和55年度整理 ・報告書刊行

仲 根台 B 塚群 J／ 塚 （4．5．6号 ）群 昭和 56年度調査

仲 根台 B 遺跡 1／ 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和 56年 度調査

R 2 9 廻 り地 B 遺跡 馴馬町廻 り地 集　　 落　　 跡 縄　　　　　 文 昭和 5 4年 度調査 昭和5 5年度整理 ・報告書刊行
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調査法と調査経過

廻り地A遺跡の地形的な特徴については前述したが，調査対象面積は21，668m2ほどで，東西約

270m e南北最大幅約100mほどの山林が遺跡である（第2図）。調査法は，区域内の立木伐開後，

座標北方向に40m四方の大調査区を設定し，さらに4m四方の小調査区に分割した。

大調査区名称は，北から南へ「A」・「B」・「C」……，西から東へ「1」・「2」e「3」

……とした。小調査区名称は北から南へ「a」e「b」・「C」……「i」・「j」，西から東

へ「1」e「2」e「3」……「9」・「0」とし，各小調査区名称は大調査区と小調査区を合

わせた4桁で「Alal」・「BlaO」のように表示した。

当遺跡の調査区の発掘はプ　第I段階として25％の割合で対象地城内全体を調査し，遺物・遺構

の検出状況に応じて拡張する計画で進め，調査区および遺構の調査は分層発掘を原則とした。住

屠跡の調査は四分法で実施し，記録の行程は土層断面写真撮影→土層断面図作成→平面写真撮影

→断面図作成→平面図作成を基本とし，遺構の特徴などによって出土遺物については原位置論的

調査法を採用した。土境の調査は長軸で二分割する二分法を用い，そのほかは住居跡の調査法に

準じた。貝塚の調査は，基本的に調査区分割の基準線をもとに50cm四方の貝採取用区割をし，水

平基準から5cmごとに分層して収納した。また，小さな貝ブロックについては二分法を通用した。

第I段階の調査の結果，遺跡の西側地区に遺構e遺物が集中して検出され，東側地区にはほと

んど検出されず，西側地区の表土全面を除去して遺構を検出し，検出順に遺構番号をつけて調査

を進めた。基本的には大調査区ごとに番号化する方法をとったが，遺構の複合が激しく，調査中

に新旧関係を明確にしえないものも含まれた。

廻り地A遺跡の発掘調査は，昭和54年9月下旬から諸準備を開始し，10月1日から実施した。

はじめに遺跡全体の調査区分割をし，さらに地表面に散在している土器片を小調査区ごとに採集

して収納した。その結果からみると，前述のように東側地区にはほとんどみられず，西側地区の

B2eC3eC4・B4区を中心に分布が認められ，中央部の環状微高帯部に多く分布していることが判

明した。

西側地区の第I段階の調査結果は，表面採集段階で遺物が多く採集された部分と同じ地区から

多くの遺物e遺構が確認され，B2eB4区においては貝ブロックが数か所検出された。西側地区全

域にわたって遺構e遺物が確認されたことによって，全域の表土除去を計画したが，排土置場な

どの関係からB4区を集中して調査し，排土置場として利用すべく計画を変更した。集中して調査

したB4区からは，予想のとおり多くの遺構・遺物が検出され，B4区以外の調査区から確認される
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第2回　温亀』地風遺跡地形且

であろう遺構との関係をみるために排土置場として利用することは中止した。B4区の遺構調査は

昭和54年度後半のほとんどを費した。

B4区では北西から南東方向の幅40mほどの範囲に遺物が集中して出土し，表土下用cmほどで20

＿30。mの遺物包含層とな生表土除去作業は遺構調査と並行して行われ，西側のやや低くなる部

分では遺構。遺物ともやや少なることが判明した。

昭和54年度に調査されたB4区において検出された遺構数は，住屠跡約20軒。土墳約150基で，

貝塚も10地点ほど発見された。また，単独で埋置された埋設土器も5か所以上確認され，地区全

体の遺物墓も豊富であった。

－4－



昭和55年度は4月初旬から調査を再開し，B4区の補足調査とC4区の表土除去作業と並行して実

施した。C4aOを中心にやや規模の大きい第1貝塚（SMl）が確認され，遺構e遺物の濃厚に分布

する部分は北東から南西方向にみられ，B4区とは異なる方向を示していることが判明した。D4e

D5区は南部に位置する調査区であるが，第I段階の調査の結軋遺構・遺物が極めて少ないので，

排土置場として利用することとし，排土置場の確保によって周辺部の排土がほとんど処理できた。

C4区においても遺構の複合が多くみられ，とくにB4区との境界区域に顕著であり，SMlなどの

貝塚調査には時間を要した。貝層下には性別亦。土壌等が確認され，これらの遺構もかなり複合

していた。

C4・C5区の調査後，D3・C3eC2区と順に表土除去し9表土除去と並行して遺構の調査を進めた。

C3区周辺では北西から南東方向に遺構が多く検出され9既調査地区の遺構分布と連結して円形状

に遺構分布が認められた。環状に分布する遺構群は，微高帝都とほぼ一致し，貝塚の分布もこの

フラットな微高帯部に認められ，B2区においても遺構。遺物が多く検出されることが予想され

た。

C3区周辺の表土除去作業終了胤B3区の表土除去作業を進め，遺構調査も並行して実施した。

遺構e遺物の分布はB4区と同様に調査対象区城外にのぴ，南部はそれほど遣物の出土量は多くな

く，地表面もやや低い。このB3区で調査された遺構は土壌が多く9縄文時代に編年される土壌は

少なく，広場的なものと考えられる。

表土除去作業はB3区からB2区へ移り，さらにA2・A3区と進めた。当追跡中もっとも高いB2区と

C2区の接点部で方形周溝墓4基が確認され，昭和54年度に調査された太羽谷津遺跡との関連が示

唆された。縄文時代の遺構は方形周溝墓によって一部撹乱をうけ9B2区には小貝塚が多く点在し，

B2区のほぼ中央部に第2貝塚（SM2）が発見されたoA2・A3区においても遺構が多く，調査対象

区城外にのぴていることが予想された。

遺跡全体の遺物出土が多い部分を概略的にみれば，前述のようにB4・C4eC3eC2・B2eA2区を

結ぶ幅40mほどの環状部分で，遺構の分布や貝塚の分布と合致し，中央部のB3区周辺はその地区

からくらべると遺構e遺物の確認される数もはるかに少ない。また，この中央部には住屠跡がま

ったく確認されず，中央広場として利用していたものと考えられる。

東側地区のB5・B6。C5eC6区は，西側地区との関連を考慮して表土除去し，遺構の検出を進め

た。しかし，遺構の分布は希薄であ生遺物の出土墓もきわめて少ないものであった。

遺構調査は全体的に大調査区の表土除去後に実施し，B3区の方形周溝墓の調査は縄文時代の遺

構に先行して実施した。しかし，方形周溝墓の主体部は確認することはできなかった。

sM2の調査は，前述したように50CJm四方の区分割で実施し，そのほかの小貝塚の調査とあわせ

て約6か月の日数を費した。
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昭和54年10月から昭和56年3月まで18か

月にわたる廻り地A遺跡の調査は，多くの

貴重な埋蔵文化財を発見し，茨城県の縄文

時代集落研究に重要な資料を提示した。

廻り地A遺跡の基本的層序についてみれ

ば，1は表土層で15cmほどの厚さを有して

いる。2は15～20cmほどの暗褐色土層で，

B3区周辺部においては2層がみられない部

分もある。3～9までの間はローム層で厚

さは2．3mほど有している。ローム層は色

調や含有物の相違および粘性などによって

細分したが，9は粘土粒子の混入が多くみ

られ，ローム層から粘土層への漸移層と考

えられる。最下層は粘土層で，上層には鉄

分を含み，この粘土層下は礫層と考えられ

る（第3図）。

引用文献

土層解説
l Hup75YR宛＋撮l＋＋色．表上廟

と　Hup L5Y廿もl電・振＋色

j Hup IU’k鬼　爪　褐　色　口一ム、出汁沌′J

∴接待しんへる。

他く川Ilt

4　Hup lDYR％　硯　　色　ローム　し′、－ト

ロ一一ムト　ロ．1褐色

1ノ′．1之へもり

5IluL・1りIl九　八　袖　色　ローム

H lり1H％　撮　　色　ローム

T jlut・いハ’fく九　ここ．　　ローーム，小‾7ロ

的棉　色　クI　ノ川，．イ乞

含む

81llJe lOYR％‘∴ぶ1・＋香川作をイ1する。

故瑚　色

リ　HlJe10Ⅵけ≦　吠胱制色　ローム小プロ　′

ク．カーボン′I大

・・▼、．．－　1、

や柚t，車，lィ　少ノ

を含L

lLIHue HつY椚イ撮り七　色軸IJdl血に鉄

分を奇瑞．硯色

1＿わ．長大する

第3図　廻り地A遺跡土層柱状図

（1）川角寅吉「常陸竜ヶ崎近傍の石世遺跡」『東京人類学会雑誌』9－92　明治26年

八木英三郎「常陸別所小形磨石斧」『東京人類学会雑誌』13－139　明治30年

（2）茨城県教育委員会『茨城県における開発区域遺跡分布調査報督1ト石岡市・竜ヶ崎市・北相

馬郡守谷町－』昭和46年

（3）仲根台遺跡の調査は，昭和56年度，当教育財団によって実施され，住居跡・土塀のほか小貝

塚も調査されている。時期は縄文時代後期を主体としたものである。

（4）西村正衛「向地貝塚」『茨城県史料　考古資料編　先土器・縄文時代。茨城県　昭和54年

（5）『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書4－赤松遺跡一。茨城県教育財団　昭和55年

（6）『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書▼5－前清水遺跡・大羽谷津遺跡・打越A遺跡・

打越C遺跡・中根台塚群・廻り地B遺跡－』茨城県教育財団　昭和56年

（7）『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書3－沖餅遺跡－。茨城県教育財団．昭和55年
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第2章 遣 構

本遺跡から検出された遺構は，住居跡126軒。土壌1877基（貝類の投棄がみられるものも含む）

・貝塚87か所e埋設土器25基・方形周溝墓4基である。各遺構については，それぞれの種類別ご

とに説明を加え，また，それらの遺構から出土している遺物については第3章において記述する。

また，住居跡e土墳（埋設土器を含む）・貝塚は，S巨SK eSMで表現した。

本遺跡の調査による土層観察は，『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局）を使

用し，その後，整理の段階で土層を次のように番号化し，報告図版中に番号を記載した。

1褐色土　　Hue7．5YR％e％・％

2　暗褐色土　Hue7．5YR％・％

3　黒褐色土　Hue7．5YR％。％・％

4　黒色土　　Hue7．5YR労。男

5　極暗褐色土Hue7．5YR％

6　明褐色土　Hue7．5YR％・％

7　黄褐色土　Hue7．5Y％・％e％

8　明黄褐色土HuelOYR％・％

9　灰褐色土　Hue7．5YR％・％・％

10にふい褐色土Hue7．5YR％・％e％

11赤褐色土　Hue　5YR％・％

Hue2．5YR％。％

12暗赤褐色土Hue　5YR％e％e％e％

13赤色土　　HuelO R％・％e％

14暗赤褐色土HuelO R％・％

15極暗褐色土Hue　5YR％e％0％

瑠。住　居　跡

a　ローム粒子を少量混．入

a′　ローム粒子を中量混入

a’′　ローム粒子を多量混入

b　ローム／j、ブロックを少量混入

b′　ローーム／トブロックを中量混入

b’′　ローム小ブロックを多量混入

C　ロームブロックを少量混入

C′　ロームブロックを中量混入

C〝　ロームブロックを多量混入

d　ローム粒子・／トブロック（ブロック）を少量混入

d′　ローム粒子・ノj、ブロック（ブロック）を中量混入

d′’ローム粒子・ノj、ブロック（ブロック）を多量混入

e　ローム粒子。焼土・炭化粒子を微量混入

e′　ローーム粒子e焼土・炭化粒子を少量混入

e′′　ローム粒子。焼土・炭化粒子を中量混入

f　焼土・炭化米立子を少量混入

f′　焼土・炭化＊立子を中量混入

f’’焼土e炭イヒ串と子を多量混入

g E7－－ム

h　灰

i　　粘　　上

J　砂

k　撹　乱

S　貝少量注と入

S′　貝中量混入

S〝　貝多量混入（純貝層）

本遺跡から検出された住捌亦は126軒であり，各住居跡の説明文中では，a位置・b規模e。

各部の状況・d覆土および遺物出土状況の順で記述した。
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第　号住居跡　第　図　　遺物　第柑図）

a　調査区の北東部（A5i2eb2）に位置し，他の住居跡と比較して外辺部にみられる。

b　（2．65）×4．36m　東半部分は区域外にのぴ，平面形は楕円形状と考えられる。

C　壁高は16－27cmで外反ぎみに立ちあがり，床はほぼ平坦であるが部分的に撹乱がみられる。

炉跡はほぼ中央に位置すると考えられ，円形状で20cmほど皿状に掘られ，内部には焼土が充満

している。柱穴は壁沿いに11か所と炉跡の南に1か所確認されている。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は少量であるが住居跡の北より中央部にかけた覆

土中より出土している。

第　号住居跡　第　図　　遺物　第柑　◎相国）

a　調査区の北東部（B4d8ed9）に位置し，SIOO4eO20などと重複している。

b　5．98×　5．6m　平面形は楕円形状を呈し，長軸方向はN－32Lwをさす。

C　壁高は10～16cmほどで外反ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，東側はSKO75などの土壌と

複合している。炉跡は床の南東にみられ，楕円形を里し，皿状に焼土が充満している。柱穴は

9か所にみられ，北側はSIO04によって切られている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は北部の覆土中に多く出土している。

第　号住居跡　第　図　　遺物　第臓図）

a　調査区の北東部（B4e8・e9）に位置し，北側にSIO02が隣接している。

b　4．79×4．54m　平面形は隅丸万形状を呈し，長軸方向はN－68LEをさす。

C　壁高は10－15cmほどで外反ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，中央部にSKO89が複合し，

炉跡は確認されていない。柱穴は壁の周辺に17か所ほど確認されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は床の北側および南西側の覆土中に出土している。

第超風号住居跡（第6甥）

a　調査区の北東部（B4b8eb9）に位置し，南半部分にSIOO4Bが重複している。

b　5．52×5．07m　平面形は楕円形状を呈している。

C　壁高は11－22cmほどで外反ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦であ生　中央東よりに楕円形状

の炉跡がみられる。柱穴は13か所に確認され，P7・P8は入口部の施設と考えられる。北側は撹

乱をうけている。

d　覆土は自然堆積の状況を呈し，遺物はほとんどがSIOO4Bに投棄されたものである。
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②

第5図　第　3・5　号住居跡実測図
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第　院号住居跡　第　瑠　　遺物　第臓～臓　◎鍼図）

a　調査区の北東部（B4b8ec9）に位置し，SIOO4Aの002を切って構築されている。

b　6・2×6」7m　平面形は楕円形状を呈し，主軸方向はN－23LEをさす。

C　壁高は16－26cmほどで外反ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，炉跡は中央のやや南西にみ

られ，入日部付近に位置する。柱穴は壁沿いに23か所みられ，柱間は北側と南側では多少異な

る。また，南西のPl～P28P2。～P25は入口部の施設と考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，覆土中から多量の土器片が出土している。遺物は住居跡の全

面に広がって検出され，人為的に投棄されたものと考えられる。

第　骨住居跡　第　璃　　遺物　第錮図）

a　調査区の北東部（B4d7ee7）に位置し，SIO25と重複している。

b（4．9）×（4．5）m　平面形は長方形状を里し，S王025を切っている。

C　壁高は5～16cmでほぼ垂直に立ちあがる。床は平坦であるがほとんど土境が複合し，炉跡は

検出されていない。また，柱穴も5か所ほどしか確認されず，大部分は土壌で破壊されたと考

えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は北および南側の覆土中から少量出土している。

第　号住居跡　第　m　　遺物　第錮図）

a　調査区の東部（B4h60h7）に位置し，南東にSIOllが一部重複している。

b　5・ユ4×4・77m　平面形は隅丸万形状を里し，長軸方向はN－49Lwをさす。

C　壁高は14－24cmほどでほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦であるが中央部がやや低く

な生　南東にTピット状のSKl18が複合している。炉跡は中央より南東に位置し，SKl18によ

って一部が切られている。柱穴は壁沿いに21か所ほど検出されている。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中に少量の土器片が出土している。

第晋号住居跡（第番凰）

a　調査区の北東部（B5d2）に位置し9　東側は調査区城外にのびている。

b SKOlOと北の地割溝によってほとんどが破壊され，平面形は不明である。

C　壁高は10cm内外であるが，北壁以外は確認されず，床もやや軟弱である。炉跡は検出されて

いないが，柱穴は3か所ほど確認されている。住屠跡としてほ疑問が残る。

d　覆土はやや軟弱で自然堆積の状況を示し，遺物はほとんどみられない。
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第6図　第　4　号住居跡実測図
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第　号住居跡　解　団　　遺物　第鋼図）

a　調査区の東部（B4iOejO）に位置し，東側にSIO75が重複している。

b　推定5・3×5・2m　平面形は柱穴の配列から楕円形を呈するものと考えられる。

C　掘り込みが浅く壁の立ちあがりがほとんどみられない。床はほぼ平坦であるが，土壌等の重

複によって複雑である。ほぼ中央部のSK326の覆土中に土器組み炉跡（第205図）がみられ，本追

跡中でもっとも遣存度の良好な例である。炉跡内には焼土e灰等が充満している。

d　覆土はみられず，遺物も炉跡に使用された土器以外は出土していない。

第　号住居跡　第　図　　遺物　第鍼凰）

a　調査区の北東部（B4e6・f6）に位置している。

b　4・13×3・55m　平面形は長方形状を呈し，長軸方向はN－11．5Lwをさす。

C　壁高は10～20cmで外反ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，中央よ男ヒ側に炉跡がみられる

が，焼土はそれほど多いものではない。柱穴にはそれほど規格性がみられないが10か所ほど検

出されている。西側はSK206が複合し，壁も床とも不明瞭である。

d　覆土は自然堆積の状況を里し，部分的に撹乱がみられる。遣物はきわめて少なく，覆土上層

に少量みられる。

第柑号住居跡　第　図）

a　調査区の東部（B4h8。h9）に位置し，S工011。023と重複している。

b　推定5・3×5・Om　平面形は柱穴の配列から楕円形を呈していたものと考えられる。

C　ローム層への掘り込みがほとんどみられず，壁の立ちあがりほ確認できない。床はほぼ平坦

で，中央付近に炉跡がみられるが，その南側をSK245が切っている。柱穴はSIOllやSKlOle

254などと重複しているため不明な点もあるが，7か所ほど確認されている。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていないが，床のほぼ中央部に貝が投棄されている。

第m号住居跡（第鋸郎

a　調査区の東部（B4i7ei8）に位置し，SIOlO・006・023が重複している。

b　推定6・2×6・Om　平面形は柱穴の配列より棺円形状を呈すると考えられる。

C　掘り込みがローム層まで達していないため，炉跡と柱穴しか確認されていない。床はほぼ平

坦であるが，土壌などによってかなり破壊されている。炉跡は中央やや南よl）位置し，1m内

外の不定楕円形を里し，35cmほど掘と）込み，内部には焼土e灰が充満している。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。
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第臓号住居跡　第柑図）

a　調査区の北東部（B4C5・C6）に位置し，SIO14の019が重複し言ヒ西部は区域外にのぴる。

b　推定5・6×（3．4）m　轄円形状の平面形が考えられる。

C　掘り込みがローム層まで達していないため壁は確認できない。床はほぼ平坦であるが，大部

分が土壌およびSm14。019などによって破壊されている。炉跡はSK257によって一部が切ら

れている。柱穴は8～9か所ほど検出されている。

d　覆土および遣物はほとんど確認されていない。

窮摘草住居妙　策相聞　　遺物　第鍼潤）

a　調査区の北東部（B4d4ee4）に位置し，SIO15eO21と重複している。

b　推定6・0×5・0汀1平面形は柱穴の配列から棺円形状と考えられる。

C　ローム層への掘り込みがほとんどみられないため壁は確認されていない。床はほぼ平坦であ

るが土壌の重複が多くみられ9　プランの検出は困難であった。炉跡は中央よりやや西側にみら

れ，床を皿状に20cmほど掘り込んで地床炉としている。柱穴は5か所ほど確認されている。

d　覆土はほとんどみられず，遺物はきわめて少量が出土している。

第掴号住居跡　第相聞）

a　調査区の北東部（B4b6）に位置し，南西にS工019と重複している。

b　推定3．2×3．0m　平面形状は不明である。

C　ローム層まで掘り込まれていないため壁を確認することはできなかった。床はほぼ平坦で，

炉跡は中央よりやや北側にみられる。柱穴は炉跡を中心として5－6か所が検出されている。

d　覆土はみられず，遺物もほとんど出土していない。

第摘号住居跡　第柑掬う

a　調査区の北東部（B4e3ee4）に位置し，SI肌3eO21などと重複している。

b　推定5．5×4・8m　平面形は柱穴の配列から楕円形と考えられる。

C　壁はほとんど確認されず，床はほぼ平坦であるがかなり撹乱をうけている。炉跡はほぼ中央

部に位置しているが，SK246によって切られている。柱穴は炉跡を中心に9か所ほど検出され

ている。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。

第柑号住居跡　第銅撲　　遺物　第鋼凰）

一17－
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a　調査区の北東部（B4d5・d6）に位置し，SIO17・024と重複している。

b　5・2×4・33m　平面形は隅丸長方形状を呈し，長軸方向はN－57と－Eをさす。

C　壁高は6－10cmほどで，ほぼ垂直に立ちあがる。床はほぼ平坦であるが，他の遺構との重複

が激しく，柱穴などほ複雑である。炉跡は中央部付近に位置し，一部をSK264などによって切

られている。柱穴は13か所ほど確認され，P4・P5は入口部の施設と考えられる。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中から少量出土している。

第17号住居跡

a　調査区の北東部（B4d5）に位置し9　SIO16eO21と重複している。

b　外形不明。

C　掘り込みがローム層まで達していないためほとんどが不明で，とくに本跡は炉跡と考えられ

る焼土がわずかに確認されただけで，壁e柱穴等もほとんど検出することができなかった。

d　覆土はほとんどみられず，炉跡の周辺に少量の土器片が出土している。

第柑号住居跡　第m図）

a　調査区の北東部（B4b6ec6）に位置し，SIO14eO19。024などと重複している。

b　推定5・6×5・1m　平面形は柱穴の配列から楕円形と考えられる。

C　壁はほとんど確認されず9床はほぼ平坦であるが，柱穴状のピットが床中央部に多くみられ，

他の住屠跡との重複が考えられる。炉跡は中央付近に位置しているが，SK261などに切られて

いる。柱穴は炉跡を中心に8－13か所ほどが考えられる。

d　覆土および遣物はほとんど確認されていない。

第柑号住居跡　第柑図）

a　調査区の北東部（B4d6ec6）に位置し，SIO12。014eO18と重複している。

b　推定4・5×4e3m　平面形は柱穴の配列から楕円形と考えられる。

C　掘り込みがローム層まで達していないことと他の住居跡との重複が激しいため，壁および床

の状態を明確に把握することはできなかった。床中央部の炉跡下より，SIO12あるいはSIO18

の柱穴が検出されている。柱穴は7－9か所考えられる。

d　覆土および遣物はほとんど確認されていない。

話捕号住居跡（買博司）　遠地（笠2巴2図）

a　調査区の北東部（B4C7。d8）に位置し，S工002によって東側が切られている。

一一一一一一・1～十一一一一
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b　4・8×4・25m　平面形は北西壁が確認されていないが長方形状を呈すると考えられる。

C　壁高は8－15cmであるが，北西e北東壁はSIOO2・025などとの重複のため確認できない。

床はほぼ平坦であるが，SK198などの重複により炉跡は確認されていない。柱穴は24か所ほど

みられ，西部にやや多く検出されている。

d　覆土はわずかに暗褐色土がみられ，遺物は少なく，中央部に少量の貝が投棄されている。

第紆母性虐跡（第m周）

a　調査区の北東部（B4d4ee4）に位置し，SIO13eO15と重複している。

b　外形不明であるが，棺円形状の平面形を呈するものと考えられる。

C　覆土および壁などほ確認することができず，わずかに炉跡の焼土が残存する。床の状況・柱

穴なども不明であるが，わずかに炉跡の西に柱穴が数か所検出されたにすぎない。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。

第錮号住居跡　第臓図）

a　調査区の東部（B4g3eg4）に位置し，環状微高帯部の内側にみられる。

b　推定6・0×5・3m　平面形は柱穴の配列より隅丸長方形状と考えられる。

C　ローム層まで掘り込みが達していないため壁は不明である。床は平坦で硬く，中央部に炉跡

がみられる。炉跡は不定長方形状を呈し，床をかなり掘り込んでいるが焼土は少ない。柱穴は

9か所ほどみられるが，SK162などによって破壊されている。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。

第調号住居跡　第悶図　遺物　第鋼図）

a　調査区の東部（B4i8ei9）に位置し，SIOllと重複している。

b　推定5・4×5・Om　平面形は柱穴の配列より西にやや張りだす楕円形と考えられる。

C　壁は不明であるが9床は幸甚で中央付近に炉跡がみられ，柱穴は11か所が検出されている。

d　覆土はわずかに暗褐色土が残存するが，遺物は少量出土している。

第24号住居跡

a　調査区の北東部（B4C6）に位置し，SIO18と重複している。

b　外形不明。

C　炉跡だけが確認されただけで，壁e柱穴などは不明である。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。
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窮鏑号住居跡　第相聞　遺物　第鍼図）

a　調査区の北東部（B4d7ee7）に位置し，SIOO5eO20と重複している。

b　推定4・8×4・6m　平面形は柱穴の配列より楕円形状を呈するものと考えられる。

C　掘り込みがローム層中まで達していないため明確に規模e壁などを確認することはできなか

った。中央部に炉跡がみられるがSK169e170などによって切られている。柱穴は円形状に8

か所ほど検出されている。重複関係はSIO05より古い時期の住居跡である。

d　覆土はみられず，遺物は炉跡内より1点のみ出土している。

第鯛号住居妙　策相聞）

a　調査区の東部（B4i4ei5）に位置し，環状徴高帯のやや内側にみられる。

b　外形不明。

C　床はほぼ平坦であるが，壁は掘り込みが浅いため確認されていない。炉跡は中央にみられ，

焼土が南東に流出している○柱穴は9か所確認されているが，南方は土壌によって破壊されて

いる。

d　覆土および遺物は確認されていない。

第調号住居跡　第摘図　遺物　第錮～鍼図き

a　調査区の東部（B4軋B5jl）に位置し9　S工0758042と重複関係にあり，環状徴高帯の外側

に所在する。さらに上面にはSMlの貝塚がみられる。

b　5・6×5・1m　平面形は重複によi）不明瞭であるが楕円形と考えられる。

C　壁高は16－30cmほどで，外反ぎみに立ちあがる。床は平坦で中央部が硬く，炉跡は中央部に

みられる。炉跡は土器組み炉（第205図－3）であるが南半分はみられない。柱穴は多くみられ

るが9　本跡に伴うものは接か所ほどである。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，南西部にSMlの貝が投棄されている。遺物は覆土中に多くみ

られ，住屠跡廃絶後に投棄されたものと考えられる。

第調号住居跡　第相聞　遺物　第鍼甥）

a　調査区の南東部（C5flOf2）に位置し9環状微高苦よi）やや外側にはなれてみられる。

b　4・0×3・7m　平面形は方形状を呈し，長軸方向はN－31㌦Eをさす。

C　壁高は16－22cmで9　外反ぎみに立ちあがる。床は平坦で，中央付近に炉跡がみられる。柱穴

は壁よ男こ多くみられ予　捌糧にやや大きい柱穴が位置する。南コーナーに溝状の柱穴がみられ，

入口部の施設とも考えられる。
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d　覆土は自然堆積の状況を示し，ほとんどの遺物は覆土中に検出され，それほど多くはない。

第別号住居跡　第柑図　　遺物　第錮凰）

a　調査区の南東部（C4C4ec5）に位置し，南西部にSIO39が重複している。

b　4．5×3．89m　平面形は長方形状を呈し，長軸方向はN－50LEをさす。

C　壁高は8－12cmで，ほぼ垂直に立ちあがる。床は平坦で硬く，炉跡は中央よと）南方に位置し，

焼土の一部は床の北方へ流れている。柱穴は20か所ほどみられるが，浅いものもみられ

る。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物はほとんど覆土中から出土している。

第鍼風号住居跡　第相聞　　遺物　第鍼凰）

a　調査区の東部（B4j6，C4a6）に位置し，SIO32B・053　と重複している。

b　推定6．0×6・Om　平面形は北東部が重複により不明瞭であるが，方形状と考えられる。

C　壁高は10－14cmで，垂直ぎみに立ちあがるが，北壁は不明である。床は平坦で，やや南東に

炉跡がみられる。柱穴はP15－P2。の8か所が検出されている。SIO32Bは本跡より新しい時期の

ものである。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中に少量みられる。

第鍼B号住居跡　第開聞　　遺物　第錮　e鍼図）

a　調査区の東部（B4j6ej7）に位置し，SIO32Aを切っている。

b　推定5．8×5．2m　平面形は長方形状を呈している。

C　壁高は15－25。nlで，垂直ぎみに立ちあがる。床は若干凹凸がみられるがほぼ平坦をなしてい

る。炉跡は中央部にみられ，L25×1．05mほどの長方形状の平面形を呈している。炉床下にSI

O32Aの柱穴がみられ，新旧関係は前述のようにBがAよりも新しい。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は覆土および床から出土している。

第鍼号住居跡　第相聞　　遺物　第鍼図）

a　調査区の南東部（C4d9ee9）に位置し，環状微高帯の外側にみられる。

b　5．12×3。86m　平面形は長方形を里し，長軸方向はN－43ユーWをさす。

C　壁高は20－26cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，北東壁部にはSK424が複

合している。炉跡は中央部にみられるが，SK491に南部が掘り込まれている。柱穴は24か所ほ

どみられるがあまり規則性がみられない。
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d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は東側の覆土中に少量出土した。

第鍼号住居跡　第柑図　遺物　第別図）

a　調査区の東部（C4b8ec8）に位置し，南にSIO48が重複している。

b　6・8×6・Om　平面形は北東に張l）だす不定楕円形を示し，長軸方向はN－35と－Eをさす。

C　壁高は10－26cI第であるが，北壁の一部は不鮮明である。床は平坦であるが，中央部付近がや

やくぼみ，炉跡は南側にみられる。柱穴は37か所ほどみられるが，本跡以外のものも含まれ，

P18。P19は入日部の施設と考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は北側の覆土中に少量みられ，炉跡の南には，魚骨が多

く検出された小貝塚を伴うSK446と埋設土器SK443がみられる。

辞S鴇や巌跡（第7柑）　達掬（第ブ牝022潤）

a　調査区の南東部（C4d2ed3）に位置し，東にSIO40が重複している。

b　5・0×5淵4m　平面形は隅丸万形状を呈し，北壁の一部にSK481が重複している。

C　壁高は5cm内外で，床は平坦で硬い。炉跡は中央部付近に位置し，柱穴は24か所ほど壁沿い

に検出されている。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は少量でP周辺に大形の土器片が出土している。

第鍼号住居跡　第相聞　　遺物　第別図）

a　調査区の南東部（C4d4ee4）に位置し，南にSIO38が重複している。

b　推定5・5×5ゆ4m　平面形は隅丸長方形状を呈すると考えられる。

C　壁高はわずか5cmほどで，酉壁はほとんど確認されない。床はほぼ平坦で，中央部付近に不

定形の炉跡がみられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し言去物は覆土上層から少量出土している。

第錮号住居跡　第臓図）　遺物拍錮図）

a　調査区の南東部（C4e2ef3）に位置し，S工036・067が重複している。

b　推定6・6×6。45m　平面形は楕円形状を呈している。

C　壁高は8－16cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがるが，東壁は不鮮明である。床は平坦であるが

撹乱が多く，炉跡は検出されていない。柱穴は壁沿いに認められ，それ以外は不明である。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中に小片が少量みられただけである。
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第鍼号住居跡　第鋼凰　　遺物　第那瑠一望嘲酎

a　調査区の南々東部（C4f4ef5）に位置し，SIO38A e Bの複合が考えられる。

b　5．5×5．2m　平面形は長方形状を呈し，炉跡が2か所に認められる。

C　壁高は20cm内外で，北西壁は確認できない。床はほぼ平坦で，炉跡は南西部（SIO38A）と北

東部（S工038B）の2か所があり，柱穴はそれぞれPl～P9とPl。～P17が伴う。切り合い関係は不

明であるため遺物は単一遺構として取りあげた。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中に多く出土しているが時期差はみられない。

第調号住居跡　第鍼図）

a　調査区の南東部（C4C4・d4）に位置し，SIO316040が重複している。

b　推定5．4×5．1m　平面形は柱穴の配列より隅丸万形状を呈すると考えられる。

C　掘り込みが浅いため壁は確認されない。床は平坦で，炉跡はほぼ中央に位置している。柱穴

は多くみられるが，本跡の柱穴は配列より7か所が想定され，SIO31より時期は新しい。

d　覆土はほとんどみられず，遺物もほとんど出土していない。

第鯛号住居跡　第錮聞き

a　調査区の南東部（C4d3ed4）に位置し，SIO350036が重複している。

b　推定5．4×5．0m　平面形は柱穴の配列よ一月奮円形と考えられる。

C　壁はSIO39と同様に重複のため確認できないが，床はほぼ平坦で，炉跡は中央部にみられる。

柱穴は10か所ほど検出されたが重複が多い。

d　覆土および遣物はほとんど確認されていない。

第那号住居跡　第別図）

a　調査区の中央部（C3C8ed9）に位置し，環状微高帯部の内側にみられる。

b　5．73×5．6m　平面形は北西部がやや張りだす長方形を呈する。

C　壁はわずかに確認されたが南西部はほとんど認められない。床は平坦で部分的に撹乱が認め

られ，炉跡は確認されていない。柱穴は14か所みられるが，ほかは土境などによって破壊され

ている。

d　覆土は薄く認められ，遺物はきわめて少量出土している。

第鵬号住居跡　第鍼凰）

a　調査区の東部（C4aO，C5al）に位置し，SIO29eO50・051が重複している。
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b　4・5×4・15m　平面形は不定長方形状を呈している。

C　壁は遺構の重複および撹乱のため不明瞭である。床は若干凹凸がみられるがほぼ平坦である。

中央部付近には炉跡がみられるが，土壌によって一部破壊されている。柱穴は1ト12か所ほど

確認されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示しているが，住居廃絶後に多量の貝が投棄され（SMl上上層に

貝類の堆積層がみられる。

第朋号住居跡　第錮図　　遺物　第別図）

a　調査の南部（D3d8ec8）に位置し，南側にSIO44が重複している。

b　5・3×5・Om　平面形は北側が不鮮明であるが，長方形と考えられる。

C　壁高は25cmほどで，ほぼ垂直に立ちあがる。床は若干の凹凸がみられるがほぼ平坦であり，

炉跡は中央のやや西にみられる。柱穴は21か所ほど検出されているが，一部はSIO44に含まれ

る。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中から少呈出士している。

第掴号住居跡　窮鍼図　遺物　第那　◎鍼図）

a　調査区の最南端（D3C9ed9）に位置し，SIO43の南に重複している。

b（4・4）×4・15m　平面形は長方形状を呈するものと考えられる。

C　壁高は14～18cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦であるが言ヒ酉はSIO44によって

切られている。炉跡は確認されていないが，柱穴は11か所ほど検出されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示しているがやや軟質である。遺物は覆土中に少量出土している。

第45号住居跡

a　調査区の南部（D3d6）に位置し，SIO46および多くの土壌と重複している。

b　重複のため平面形は不明であり，炉跡のみ検出されている。

C　土境等の重複が激しく，炉跡のみ確認された。

d　覆土は確認されず，遺物もほとんど出土していない。

第鯛号住居跡　第錮且　　遺物　第那図）

a　調査区の南部（D3a5・b5）に位置し，南西部は区域外にのぴ，SIO45と重複している。

b　4・8×4645m　平面形は方形状を呈している。

C　壁高は16－20cmで，垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦であり，南西部には長方形のSK637が

－1∴屈一一ll－
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重複している。柱穴は16か所確認されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，部分的に撹乱がみられる。遺物はほとんど覆土中から出土し，

それほど多い呈ではない。

第椚号住居跡　第錮図　　遺物　第銅　e別　図）

a　調査の南部（D3a8eb8）に位置し，北西にSIO56が重複している。

b　4．8×4．2m　平面形状は隅丸長方形を呈している。

C　壁高は20－28cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，中央部に炉跡がみられ，

遺存度は比較的良好であるが9　炉床はやや凹凸を呈する。柱穴は7か所ほど検出されてい

る。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は南側の覆土中に少量出土している。

第鯛号住居跡　第錮図）

a　調査区の南東部（C4d7ed8）に位置し，SIO34e O57　と重複している。

b　推定5．4×4．5nl　平面形は柱穴の配列より楕円形と考えられる。

C　掘り込みがローム層まで達していないため壁は不明である。床は平坦であり，中央部に炉跡

がみられ，床を皿状に26cmほど掘i）込んでいる。炉内部には焼土。灰等が多量検出されている。

柱穴は19か所ほどみられ守　北東部のPle P2はSIO34の入口部の施設と考えられる。

d　覆土はほとんどみられず，遺物もほとんど出土していない。

第鯛号住居跡　第鏑図　　遺物　第掴e飢　e那　且）

a　調査の中央部やや南（C3f9・g9）に位置し，SIO64eO68　と重複している。

b　6．5×5．27nl平面形は楕円形を呈し，長軸方向はN－46LEをさす。

C　壁高は10－14cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，2か所に炉跡がみられる。柱

穴は14か所みられるが，SIO64・068の重複によって複雑である。炉跡は東西の2か所で，焼

土が20cmほど堆積し，西の炉跡内には深鉢形土器の底部（第　図－2）がみられた。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は中央部の覆土中に多くみられた。

第閑号住居跡　第鏑瑠）

a　調査区の東部（C4aOebO）に位置し，SIO42と重複している。

b　平面形は柱穴の配列から楕円形と考えられる。

C　掘り込みが浅いため壁は不明である。床は平坦であり，北東部はS工042によって切られてい

…39－
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る。炉跡は中央部付近に位置し，焼土・灰が充満している。柱穴は14か所確認されている。

d　覆土上層は投棄された貝類が堆積し（SMl上本跡に伴う遺物はほとんど出土していない。

第馴号住居跡　第鏑図　遺物　第別図）

a　調査区の東部（B4j9，C4a9）に位置し，SIO42eO50と一部重複している。

b　平面形は柱穴の配列より轄円形状を皇すると考えられる。

C　掘り込みは浅く，ローム層まで達していないため壁は不明。床は平坦で，ほぼ中央に炉跡が

みられる。柱穴は19か所ほど検出されているが，西側部は不鮮明であり，Pll～P15は入日部の施

設と考えられる。

d　炉跡内と床面に少量の土器片が出土し，覆土上層には投棄された貝（SMl）がみられる。

第52号住居跡（酎5回）　遺物（第219022鴫）

a　調査区の東部（C4a8eb8）に位置し，南西にSIO55が重複している。

b　平面形は柱穴の配列より棺円形状と考えられる。

C　掘り込みが浅いため壁は不明であるが，床はほぼ平坦をなし，中央部付近に炉跡がみられる。

柱穴はPl～Pllが考えられ，SIO55の炉跡下にP9が検出され，本跡が古い時期と考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は中央部の覆土中に多くみられる。

舞53号住居跡（筑2個）　遺物（第紺野）

a　調査区の東部（C4a7・a鋸に位置し，SIO54－eO55などが重複している。

b　平面形は柱穴の配列よ引隅丸方形と考えられる。

C　重複が多くみられ，壁は不明瞭である。床はほぼ平坦で，中央部付近に炉跡がみられる。柱

穴は15か所ほどみられ，P6－Pllは入日部の施設と考えられる。

d　覆土は薄く，遺物は中央部付近の覆土中より少量出土している。

第錮号住居跡　第銅図）

a　調査区の東部（C4a7eb7）に位置し，Sm53・055が重複している。

b　平面形は重複が激しいため不明であるが楕円形状と考えられる。

C　壁は南が一部みられるだけで，そのほかは確認されない。床はほぼ平坦で，炉跡は中央付近

にみられる。柱穴は8か所ほど検出され，小規模な平面形を有すると考えられる。

d　覆土は薄く言造物は中央部付近の覆土中に少量出土している。

－42－
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第55号住居跡（第25諷）　遺物（第2210226酎

a　調査区の東部（C4a7・b7）に位置し，SIO53eO54が重複している。

b　平面形は重複のため不明であるが，楕円形を呈すると考えられる。

C　壁はほとんど確認できない。床はほぼ平坦をなし，中央部付近に方形状の炉跡がみられ，焼

土e灰が充満した土器組み炉跡が検出された。本跡に伴う柱穴はP12～P2。が考えられる。

d　覆土は薄く，遺物は土器組み炉跡（第226図－3）のほか少量出土している。

第56号住居跡（第23岡）　遺物（第222園）

a　調査区の南部（D3a7ea8）に位置し，南東にS工047が重複している。

b　推定4．95×4．6m　平面形は隅丸万形状を呈している。

C　壁高は12－20cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがるが南東は不明である。床は平坦で，炉跡は中

央のSK770内に焼土が少量残存している。本跡全体からみると，SIO47を切っているもので，

柱穴は23か所ほどみられ，P13～P15は入口部の施設と考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はほとんど出土していない。

第5硝佳辰跡（第2時i）

a　調査区の南東部（C4e7・e8）に位置し，北西にSIO59が重複している。

b　推定4．6×4．5m　平面形は隅丸万形状を呈している。

C　壁高は10～12cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部付近にみられる。

柱穴は北西部付近を除いてP13～P21が考えられ，SIO59より古い時期のものである。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はほとんど出土していない。

篤53号住居跡く第2缶図）　遠地（贅2掴0222～225野）

a　調査区の南東部（C4d5・e5）に位置し，貝塚を伴うSK586と重複している。

b　平面形は上境の重複が激しいため不明である。

C　壁は不明であり，床のほとんどは土境によって切られている。炉跡は破壊され，柱穴はわず

かに7か所だけ確認された。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は多く出土している。

第59号住居跡（第29匿）　遣物（第2細別

a　調査区の南東部（C4d7・e7）に位置し，SIO57・SK950などと重複している。

b　推定5．3×4．6m　平面形は重複により不明であるが柱穴の配列より隅丸長方形と考えられる。
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C　壁はほとんど確認できないが，床は平坦で硬い。炉跡はほぼ中央部に位置し，2か所みられ

る。SK950によって南側を切られているが，焼土・灰が多量にみられた。柱穴はPl～P12が考え

られるが，南西部はSK447ell13などによって破壊されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は多く，SIO57より新しい時期のものである。また，廃

絶後にSK950が構築されて貝が投棄された。

第閑A号住居跡（第39珂）　遣物（鑑228図）

a　調査区の南部（C3i8ei9）に位置し，SIO60Bと重複している。

b　5・35×（4・6）m SIO60Bを切り込み，北壁は不鮮明であるが，柱穴の配列から平面形は楕

円形と考えられる。

C　壁高は15－28cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部にみられる。柱

穴はPl～Pllが考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は炉跡周辺に少量出土している。また，本跡はSIO60B

より新しく構築された住居である。

第醐畠号住居跡（筑39区）　遺物（揖2捕図）

a　調査区の南部（C3i8・i9）に位置し，SIO60Aと重複している。

b　4．3×（4．0）m S工060Aに南部を切られているが，柱穴の配列より楕円形と考えられる。

C　壁高は15－25cmで，ほぼ垂直に立ちあがる。床はほぼ平坦であり，中央部に炉跡がみられ，

柱穴はP12－P19が考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，一部に貝の小ブロックがみられる。遣物は覆土中より少量出

土している。

第鋸号住居跡（第39割）　遺物（第22霊園）

a　調査区の南西部（C3j3，D3a3）に位置し，南西部は区域外の道路下にのぴる。

b　推定5・2×5・2m　平面形は南西部が不明であるが，柱穴の配列よr）隅丸万形状と考えられる。

C　壁高は20－33cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦であり，炉跡は確認されていない。

柱穴は10か所ほど確認されているが南西部は不明である。重複するSKllOl～1103などほ本跡

より新しい。

d　覆土は自然堆積の状況を示すがやや軟質である。遺物は覆土中から少量出土している。

第62号住恩跡（第29試）
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a　調査区の南部（C4ilei2）に位置し，北側にSIO73が重複している。

b　推定5．4×4．8m　炉跡が2か所にみられ，平面形は楕円形状を呈する。

C　壁はわずかに確認されるが明瞭ではない。床はほぼ平坦で，中央部付近に炉跡が2か所接し

ている。はじめ複合したものと考えたが，整理の段階で単一の住居跡とした。柱穴は14か所ほ

ど確認されているが不規則である。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はわずかに覆土中から出土している。

第63号住居跡（第3で劉）　遠地（第2相即

a　調査区の南部（C3g8・h9）に位置し，SIO64などと重複している。

b　推定5．3×5．0m　平面形は楕円形状を里していると考えられる。

C　壁高は24cmほどで，北西壁はSK673e680などに切られて不明である。床はほぼ平坦である

が，土境による重複が激しい。炉跡はSK799によって切られている。柱穴は15か所ほどみられ

るが，本跡の柱穴は10か所ほどと考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は東側の覆土中から少量出土している。

第錮号住居跡（第31隅）　遣物（第23時l）

a　調査区の中央部の南（C3f8・g9）に位置し，SIO49・063　と重複する。

b　5．9×5．8m　平面形は楕円形状を呈していると考えられる。

C　壁高は東壁が24cmであるが，ほかは重複により不明である。床は平坦で，中央部付近に炉跡

がみられる。柱穴は13か所ほど確認されているが，北東部のものはSIO49に伴うものである。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は炉跡内と覆土中に少量出土している。

第65号住居跡（第32図）　遣物（第230只）

a　調査区の南東部（C4g5・h5）に位置し，北西部はS工066に切られている。

b　5．75×（4．5）m　平面形は隅丸万形状と考えられる。

C　壁高はわずか5cmほどで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部付近に位

置し，焼土はそれほど多くないが，皿状に25cmほど堆積している。柱穴はPl～P9eP14が考えら

れる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中に少量出土している。

第66号住患跡（第32図）　遣物（第239河）

a　調査区の南東部（C4g4・g5）に位置し，SIO65・038　と重複している。
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b　4．73×4．3m　平面形は隅丸万形状を呈する。

C　壁高は10～15cmで，垂直ぎみに立ちあがり，北壁はSIO38と重複しているため不明である。

床は平坦であるが撹乱をうけている。炉跡は撹乱のため検出されていない。柱穴は貝。一銭。が考

えられるが，P13－P15はSIO65の柱穴の可能性が考えられる。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中から少量出土している。

舘錮号住居跡（第32顎）　遺物（第23で図）

a　調査区の南東部（C4g2・g3）に位置し，北側にSIO37が重複している。

b　5．2×4．5m　平面形は楕円形を呈している。

C　壁高は10－16cmで，外反ぎみに立ちあがる。床は平坦であるが，北壁および中央部付近にSK

916などが重複し，炉跡は確認されていない。柱穴は8～10か所ほどみられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物はほとんどみられない。

鑑58風音侵鼻音跡（箆33詞）　遠地（鑑231圃）

a　調査区の中央部南（C3fO）に位置し，SIO68Bと重複している。

b　重複のため詳細は不明であるが，柱穴の配列などから推定5．2×5．2mほどの円形状と考えら

れ，東のSIO68Bによってほとんどが切られている。

C　壁はほとんど現存せず，床はほぼ平坦であるが，土境などによって撹乱をうけている。炉跡

はほぼ中央部に位置している。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は炉跡周辺から少量出土している。

第閑院号住居跡　第鍼図　　遺物　第錮　◎錮図）

a　調査区の中央都南（C3fO，C4fl）に位置し，SIO68Aを切って構築されている。

b　重複のため詳細は不明であるが，柱穴の配列などから推定5．1×4．7mほどの楕円形と考えら

れる。

C　壁高は現存部で20～30cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床はSK599などによって撹乱をう

けているが平坦をなし，中央部に炉跡がみられる。

d　覆土はやや授乳をうけているが，遣物は炉跡周辺に少量出土している。

第閑号住居跡　窮開聞）

a　調査区の東部（C4b7ec7）に位置し，北側にS工054が重複している。

b　推定5．0×4．6m　平面形は柱穴の配列から楕円形と考えられる。
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C　掛）込みが浅いため壁・覆土は不明である。床は平坦で，中央部付近に炉跡がみられるが，

円筒状の深いSK906・907によって切られている○柱穴は10か所内外が確認されているが，南

側は不明である。

d　覆土および遣物はほとんど認められない。

舞悶号住居跡（第錮図）　遺物（第232回）

a　調査区の南西部（C3d2）に位置し，西にSIO71が重複し，環状徴高帯の内側にみられる。

b　推定4・5×4・3m　平面形は柱穴の配列より楕円形と考えられる。

C　炉跡はSKlO07に切られ，床は硬く，柱穴は10か所ほど検出されている。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。

第71号住居跡（鑑35図）

a　調査区の南西部（C3dled2）に位置し，環状微高帯部の内側にみられる。

b　推定5・5×5・Om　平面形は柱穴の配列より楕円形と考えられる。

C　掘り込みが浅いため壁e床とも不明であり，炉跡と柱穴がわずかに確認された。炉跡は中央

部付近に位置し，25cmほど皿状に掘り込まれている。柱穴は15か所ほど検出されているが，P5e

P8はSIO70の柱穴と考えられる。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。

那2号住居跡（第35回）　遺物（第2260232珂）

a　調査区の南部（C3h6eh7）に位置し，北側にはSIO74が重複している。

b　5・7×5・65m　南西部は撹乱を受けているが，平面形は隅丸形状を呈している。

C　壁高は20cmほどで，外反して立ちあがる。床はほぼ平坦で，中央部付近に炉跡がみられ，床

を15cmほど皿状に掘り込み，内部には焼土を混入する暗褐色土が堆積している。柱穴は19か所

ほどみられるが，あまり規格性を有したものではない。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は南東の床面に埋設された深鉢形土器（第226図－5）の

ほかほとんど出土していない。

第73号住居跡（揖錮図）　遺物（第233図）

a　調査区の南部（C4hleil）に位置し，SIO62と重複している。

b　6・6×5・1m　平面形は西部がやや張りだす楕円形状を呈している。

C　壁高は10cm内外で，外反ぎみに立ちあがるが，SK736・747などの重複で不鮮明である。床
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は平坦で，中央部付近に炉跡がみられる。柱穴は8か所ほど確認されているが，壁沿いにはみ

られず，中央部周辺に位置している。平面形はやや小規模となる可能性が考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示しているがやや軟質である。遺物は覆土中に少量出土している。

筏掴号住居跡（第36図）

a　調査区の中央部南（C3f6eg7）に位置し，環状微高帯南部の内側にみられる。

b　土境などの複合が激しいため平面形は不明であるが，柱穴の配列から楕円形と考えられる。

C　壁は確認できず，中央部付近にわずかに炉跡が残存している。柱穴は土壌などの重複によっ

て確認できないものが多く，わずか9か所が検出された。

d　覆土はほとんど認められず，遺物もほとんど出土していない。

琵絹号住居跡（鑑3時i）　遺物（第232囲）

a　調査区の東部（B4iO・jO）に位置し，SIOO8e O29　と重複している。

b　外形不明。重複が激しいため平面形は不明であるが，柱穴の配列から楕円形と考えられる。

C　掘り込みが浅いため壁は不明である。炉跡はほぼ中央に位置し，柱穴は不明瞭であるが10か

所ほど検出されている。

d　覆土は確認されず，遺物は炉跡内より少量出土している。

第捕号住居跡（第37函）　遺物（第233閏）

a　調査区の西部（C2b9ec9）に位置し，西側住居跡群のやや東にみられる。

b　5．5×4．53m　平面形は隅丸長方形状を呈し，長軸方向はN－500－Wをさす。

C　壁高は30cmほどで，外反ぎみに立ちあがる。床は平坦であり，炉跡は確認されていない。柱

穴は20か所ほど検出されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示しているが，部分的に撹乱をうけている。遺物は北西の覆土中に

少量出土している。

第開号住居跡（篤銅図）　遣物（第2m。？錮耳）

a　調査区の南部（C3gO，C4gl）に位置し，北側にS工068が重複している。

b　推定6．2×5．2m　平面形は柱穴の配列より隅丸長方形状を呈している。

C　壁高は10－16cmで，垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部のやや西寄りに位置

している。柱穴は12か所ほど確認され，P2・P4e P12は主柱穴的なものと考えられる。炉跡は床

を12cmほど皿状に掘生　焼土は上層にみられるがそれほど多いものではない。
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d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は南東の覆土中に少量出土している。

篤摘号住居跡（第38閏）　適地（第235回）

a　調査区の南西部（C3i4ej5）に位置し，北西にSIO79が重複している。

b　推定5．8×5．3m　外形は楕円形を呈しているが，柱穴の配列では柄鏡形を呈している。

C　壁は重複によr）不明瞭であるが，床はほぼ平坦である。床中央部の東に炉跡がみられ，床を

20cmほど掘り込み，焼土はレンズ状に堆積している。柱穴は15～17か所確認され，Pll～Pl。ほ

入口部の施設と考えられる。また，炉跡の北側を切る柱穴は，SIO79のものと考えられ，本跡

が古い時期のものと考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は南側の覆土中に出土している。

講開号住居跡（箆3酎郎　遣物（宗ア錮軌）

a　調査区の南西部（C3i30i4）に位置し，SIO78と重複している。

b　推定5．2×4．4m　平面形は階円形と考えられる。

C　壁は不明瞭であるが，20cmほどの高さを有して外反ぎみに立ちあがる。床は平坦であるが，

かなり撹乱をうけている。炉跡は床中央部に位置し，平面形は長方形を里しているが焼土の墓

は少ない。柱穴は10か所ほど確認され，主柱穴としては中央の4か所が考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は覆土中から少量出土している。

第8号住居跡　第錮図　　遺物　第錮図）

a　調査区の北西部（B2e6・f6）に位置し，SIl18と重複し，南方には住居跡はみられない。

b　5．2×4．96m　平面形は隅丸方形を呈し，長軸方向はN…30－Eをさす。

C　壁高は14～28cmで，西壁が高く，東壁が低い。床はほぼ平坦で，中央部のやや東寄りに炉跡

がみられる。柱穴は13か所ほどみられ，北西コーナーと南側は撹乱をうけている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は中央部付近の床面および覆土中に多く出土している。

第馴号住居跡　第鏑図　　遺物　第錮凰）

a　調査区の北西部（B2d5ed6）に位置し，SH18と重複し，西にSMlがみられる。

b　6．47×5。42nl　平面形は楕円形を呈し，長軸方向はN－530－Eをさす。

C　壁高は12－24cmで，南西部がやや高い。床は平坦で，北東にやや張りだしているが炉跡は確

認されていない。柱穴は11か所ほど検出され，束床部にはSK1233が重複し，円筒状に　2．2nl

ほど掘を）込まれている。
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d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は北西側の覆土中に少量出土している。

第犯号住居跡（箭朋暦）　遣吻（第2錮区）

a　調査区の北西部（B2a5eb5）に位置し，SH00elOl　と重複している。

b　推定5．3×4．7m　平面形は柱穴の配列より楕円形と考えられる。

C　掘り込みが浅いことと住居等の重複によって壁は確認できない。床はほぼ平坦で，中央部付

近に炉跡がみられるがSK1622e1623によって東西の各一部が切られている。柱穴は12か所ほ

ど確認され，Pll～P15はSIlOOelOlの柱穴と考えられる。

d　覆土はわずかに認められ，遺物は覆土中に少量出土している。

誌消号住監執（第相同）　遣物（第238回）

a　調査区の北西部（B2b7・C7）に位置し，住居跡群の内側にみられる。

b　5．6×5．5m　平面形は隅丸方形を呈し，長軸方坤まN－280－－Eをさす。

C　壁高は17～20cmで，外反ぎみに立ちあがり，南西壁は高く，北壁は低い。床は若干起伏がみ

られ，中央部に炉跡がみられる。柱穴は17か所確認され，Pl～P17は壁沿いに位置し，P4e Pl。。

P12e Pl。ほ炉跡を四角に囲んだ主柱穴と考えられる。

d　覆土は薄いが自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中に少量出土している。

第掴母性鱈・跡（培椚闇）　遠地（第239回）

a　調査区の北々西部（A3i3ej3）に位置し，北東は区域外に接する。

b　5．65×4．9m　平面形は隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－660－Eをさす。

C　壁高は12－18cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，中央部付近に長方形状の炉跡

がみられ，規模は1．45×1．2mで，床は18cmほど掘り込まれている。主柱穴はPl～P5・P7e P9が

考えられ，そのほかは補助的な柱穴であると考えられる。重複した土壌群はほとんど本跡より

新しいものである。

d　覆土はやや軟質であるが自然堆積の状況を示し，遺物は覆土中から少量出土している。

第8号住居跡　第那珂　　遺物　第錮図）

a　調査区の南西部（C2megO）に位置し，南e西の住居跡群の中間にみられる。

b　5．56×5．5m　平面形は隅丸方形状を呈し，長軸方向はN－360－Eをさす。

C　壁高は14－22cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，中央部付近に炉跡がみられ，

床を15cmほど掘り込み，焼土はそれほど多いものではない。柱穴は12か所ほどみられ，P2とP8
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を結ぶ直線に対して左右対象である。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はきわめて少量である。

第錮号住居跡　第鵬図　　遺物　第錮　◎錮図）

a　調査区の北部（B3a5・a6）に位置し、SIO88と重複し，北東部は区域外にのぴる。

b SIO88と同様に北東部は区域外にのひ，平面形は不明である。

C　壁は不明瞭で，ゆるやかに立ちあがり，床は平坦であるがやや軟質である。炉跡は確認され

ず，柱穴はPl～P4が確認されているにすぎない。

d　覆土は篠根などの撹乱をかなりうけているため不鮮明である。遺物は床面から少量出土して

いる。

第鍼号住居跡　第朋図）

a　調査区の北部（B3a5。b6）に位置し，北東部は区域外のため未調査であり，SIO87と重複し

ている。

b　平面形は楕円形状を呈すると考えられる。

C　壁高は低くゆるやかに立ちあがる。床はほぼ平坦であ生　炉跡は確認されていない。柱穴は

Pl・P5－P8がみられる。

d　覆土は薄く，遺物はほとんどみられない。

第8号住居跡　第朋図）

a　調査区の北西部（A3ilejl）に位置し，ほかの住居跡群より環状徴高帯の内側にみられる。

b　5・5×5・4m　平面形は北側がやや張りだす楕円形を里し，長軸方向はN－410－Eをさす。

C　壁はほとんど認められず，床はほぼ平坦であるが撹乱を多くうけている。炉跡は床中央部付

近に位置し，床をわずかに掘り込んでいる。柱穴は17か所が確認され，P9～P12は入日部と考え

られる。

d　覆土はわずか5cmほどで，遺物はほとんど出土していない。

第閑号住居跡　第姻図　　遺物　第錮　e錮図）

a　調査区の北々西部（A3h3）に位置し，北西のSIO91に切られている。

b　北東部は区域外にのぴるため外形は不明であるが，棺円形状を呈するものと考えられる。

C　壁は南部が16cnlほどであるが，そのほかは重複のため不明である。床は平坦であるがSK1591

などに切られている。炉跡はほぼ中央部に位置し，柱穴は8－10か所が確認されている。
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d　覆土は薄く，かなり撹乱をうけている。遺物は覆土および床から出土している。

第馴号住居跡　第朋図　　遺物　第鍼　e錮図）

a　調査区の北々西部（A3g2eg3）に位置し，南にSIO90が重複している。

b　5．82×（5．2）m　平面形は隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－370－Wをさす。

C　壁高は15cmで，外反ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦で，炉跡は中央部に位置している。柱

穴は23か所が確認され，P7。Pl。・P12－P21はやや壁沿いにみられ，Pl～P6eP8－Plle P19は炉跡

を「コ」の字状に囲み，P2e P5はその中に位置している。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は覆土中より出土している。

第鍼号住居跡　第鯛図　　遺物　第錮図〉

a　調査区の北々西部（A3elefl）に位置し，SIO94と重複している。

b　5．2×4．8m　平面形は台形状を呈している。

C　壁高は28cmほどで，西壁は重複のため不明である。床はほぼ平坦で，中央部付近に炉跡がみ

られるが，SK1584によって切られている。柱穴は13か所ほど確認されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は北側の覆土中に少量出土している。

第閑号住居跡　第掴図　　遺物　第鍼図）

a　調査区の北々西部（A2d9）に炉跡が検出されている。

b　長方形の炉跡のみ確認され，他の施設については不明である。

C　住居の平面形は確認されず9　炉跡と埋設された深鉢形土器（第226図－11）が出土している。

d　覆土は確認されず，住屠跡ではない可能性も考えられるが，炉跡の存在から住居跡とした。

第鍼号住居跡　第掴図　　遺物　第錮　e鍼図）

a　調査区の北々西部（A2托・eO）に位置し，SIO92と重複している。

b　5B2×5．0m　平面形は隅丸方形状を呈している。

C　壁高は18－24cmで，ほぼ垂直に立ちあがるが，北～西壁の一部は撹乱をうけて不明である。

床は平坦であるが中央部がややくぼみ，炉跡はほぼ中央部に位置している。炉跡は床を30cmほ

ど掘り込み，焼土はかなり堆積している。柱穴は19か所確認されたが北西部は不明である。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，南西部床に埋設土器（第245図－3）のほか，遺物は覆土中に

多くみられる。
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第鏑号住居跡　第姻図　　遺物　第鍼図）

a　調査区の北西部（A2f8）に位置している。

b　楕円形状の炉跡のみが確認され，他の施設については不明である。

C　住居跡の平面形は，SIO93と同様に確認されていない。焼土中に2個体の深鉢形土器（第244

図－4e5）が埋設され，土器内の埋土はやや軟質である。また，焼土は40cmほど堆積してい

る。

d　覆土は確認されず，遺物は炉跡内から出土したものだけである。

第鍼号住居跡　第鯛図　　遺物　第錮図）

a　調査区の北西部（A2g9弓19）に位置し，西部にSIl05が重複している。

b SH05によって大部分が切られているため外形は不明である。

C　壁は確認されず，SIl05の東壁部に不定形の炉跡が確認されている。SH05の床面に柱穴が

重複してみられるが，東側部は不鮮明である。

d　覆土はほとんど認められず，遺物は炉跡内から少量出土している。

第錮号住居跡　第鵬図　　遺物　第錮図）

a　調査区の北西部（A2i6）の住居跡密集地に位置し，SH08などと重複している。

b　外形は不明であるが，楕円形状と考えられる。

C　壁は重複によりほとんど確認されていない。床はほぼ平坦で，中央部付近に炉跡がみられる。

柱穴はSH08との重複により複雑であるが，炉跡および柱穴の配列よりPl～P9が考えられ，平

面形は楕円形状と考えられる。

d　覆土はわずかに確認されているが，住居跡間の新旧関係は不明である。遺物は炉跡内よr）少

量出土している。

第鍼号住居跡　第鵬図　　遺物　第錮聞）

a　調査区の北西部（A2h6）に位置し，SIO97elO40108el09と重複している。

b　5・2×5・Om　平面形は隅丸万形状を呈しているが南東部は不明である。

C　壁高は10cm内外で，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦であるが土境によって切られてい

る部分が多い。炉跡もSK1671によって切られ，わずかに残存する。柱穴は17か所ほどみられ，

西は壁沿いであるが，北東はやや中央寄りにあり，南東はやや外にはりだしている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し言遣物はほとんどみられない。
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第99号住居跡

a　調査区の北西部（A2j7）に位置している。

b　外形は不明である。

C　土壕の重複が激しい地区で，わずかに炉跡の焼土が検出された。そのほかほとんど不明であ

る。

第柑号住居跡　第補間）

a　調査区の北西部（B2b5・b6）に位置し，SIO82・101と重複している。

b　推定6．0×5．5m　平面形は柱穴の配列より楕円形と考えられる。

C　壁は南壁の一部が残存しているが明確でない。床は平坦で，中央部付近に円形の炉跡が位置

し，南西1・7mにSIO82の炉跡がみられる。柱穴は8～11か所ほど検出されている。

d　覆土および遺物はほとんど確認されていない。

第柑号住居跡　第鵬図　　遺物　第錮　e錮図）

a　調査区の北西部（B2b4ec5）に位置し，SIO82。100　と重複している。

b　推定5．9×5．1m　平面形は楕円形状を呈している。

C　壁高は10cm内外で，ほぼ垂直ぎみに立ちあがるが，東壁部は重複のため確認できない。床は

平坦で，中央部に炉跡が位置し，その周囲にSIO82の柱穴がみられる。炉跡は撒乱をうけてい

ないが，SIO82よr）古い時期のものと考えられる。柱穴は10－13か所検出されている。

d　覆土は暗褐色土が一層認められ，遺物は覆土中から少量出土している。

第柑号住居跡　第耶図　　遺物　第錮　e錮図）

a　調査区の西部（C2C7ee7）に位置し，SH19・127　と重複している。

b　5・4×4・8m　平面形は隅丸方形を呈し，長軸方向はN－490－Wをさす。

C　壁は第2層を12－18cm掘り込んで構築されている。床は平坦で，中央やや南寄りに炉跡が位

置している。柱穴は20か所ほど確認され，Pl～Pllは壁沿いに廻り，P12－P2。は炉跡を囲むようにさ

その内側にみられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はほとんど覆土中より出土している。

第柑号住居跡　第鯛且　　遺物　第鏑図）

a　調査区の北西部（B2a7・a8）に位置している。

b　4．93×4．6m　平面形は円形を呈している。
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C　壁高は22cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，中央部付近に炉跡がみられるが，

SKl183によって一部が切られている。柱穴はPl～Pl。が壁沿いに廻り，Pll～P15は炉跡を囲む

ように検出されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遣物は少量出土している。

第柑号住居跡　第鯛図　　遺物　第鏑図〉

a　調査区の北西部（A2h7・i8）に位置し，住居跡群の密集地にみられる。

b　推定5．1×5。1m　平面形は柱穴の配列より楕円形状と考えられる。

C　壁は掘り込みが残いため確認されていない。床は土壌の重複のため複雑に撹乱をうけている。

炉跡は中央部に位置し，楕円形を呈している。柱穴は13か所検出され，Pl。～P13は主柱穴的な

ものと考えられる。P3はSIllOの炉跡を切っているため，本跡が新しい時期のものである。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，層位から重複関係は明瞭でない。遺物は覆土中よr）出土して

いる。

第柑考住居跡　第鯛凰　　遺物　第鏑図〉

a　調査区の北西部（A2g8・h9）に位置し，SIO96ellO　と重複している。

b　5．2×4．7m　平面形は楕円形を皇し，柱穴の配列は柄鏡状を呈している。

C　壁高は16－24cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床はほぼ平坦をなし，中央部付近に円形の

炉跡がみられる。柱穴は重複のため多くみられ，Pl～P，eP17－P19は入日部の施設と考えられ，

P。～P16は壁沿いに検出されている。東部のP21－P27はSIO96の柱穴と考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は南東の覆土および床面から出土している。

第柑号住居跡　第開聞　　遺物　第鏑～鏑図）

a　調査区の北西部（A2j5，B2a5）に位置し，南にSH07が重複している。

b　5．5×4．6m　平面形は円形を呈するが，柱穴などの配列から柄鐘状と考えられる。

C　壁高は37～41cmで，外反ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央のやや南東に位置し，

北側に2か所の深い柱穴がみられる。柱穴は壁沿いに30か所ほど円形に廻生　南西のものは中

心に向かってゆるい傾斜を示している。SIl07の一部を入日部の施設とすれば長軸は8．2　mほ

どである。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は中央部の覆土中に集中して出土している。また，北側

のPl。とP14の間には土器（第255図）が埋設され，その上にも土器（第252－254図）が出土して

いる。
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第108・107　号住居跡実測図
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第柑号住居跡　第鯛珂　　遺物　舞踊　◎鏑甥）

a　調査区の北西部（B2a5ea6）に位置し，SH06の南に重複している。

b　5．2×3．3m　平面形は隅丸長方形状を呈し，中央部に深さ2．4mほどのSK1201がみられる。

C　壁高は30cm内外で，外反ぎみに立ちあがる。床は平坦で，北にSH06から続く溝状の掘㌢）込

みが壁沿いに1．7mほどみられる。柱穴は11か所ほどみられ，P。7－P。。は入口部の施設かと考え

られ，SIl06の入日部に続く様相を呈し，SIl06に付属する施設とも考えられる。

d　覆土はSIl06とほぼ同一のものであり，遺物は覆土中から出土している。

第柑号住居跡　第朋図　　遺物　舞踊図）

a　調査区の北西部（A2i6）に位置し，SIO97。098　と重複している。

b　推定5．6×5．2m　平面形は楕円形と考えられる。

C　壁高は10－14cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，中央部付近に炉跡が位置し，

その北西に少量の貝が投棄されたSK1721がみられる。柱穴はPl。～P20が円形状に確認されてい

る。P24はSIO97の炉跡下にみられることから，SIO97より古い時期のものと考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物は炉跡内から少量出土している。

第109号住居跡

a　調査区の北西部（A2i7）に位置し，SI104と重複している。

b SH04の南西部に炉跡がみられるだけで平面形は不明であるが，時期はSH04よi）古い。

C　住居跡と土墳の重複によって大部分が破壊され，炉跡以外は確認されていない。

第m号住居跡　第馴凰）

a　調査区の北西部（A2h7。h8）に位置し，南西にSH040109　と重複する。

b　6．1×5．4m　平面形は隅丸方形状を呈している。

C　壁高は15clmほどで，酉e南壁は重複により不明確である。床はほぼ平坦で，炉跡は中央部付

近に位置し，SK1676の調査中に確認された。柱穴は22か所ほど確認されているが，重複のた

め複雑である。Pl～P15は壁沿いに確認されている。

d　覆土はわずかに暗褐色土がみられ，遺物はほとんど出土していない。

第m一m6号住居跡（第超9◎5頂。細別

a　これらの遺構は，環状微高肯部束のB5区にやや離れて位置している。SIlll（B5a7eb7㌦

SIl12・113（B5e9ef9），SIl14（B5e7），SIl15（B5h7・i7），SIl16（B5h9）のうちSエ
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111el14el15はほぼ南北線上にみられ，SIl13・116も同様でありSIl12el13は重複して

いる。

b　平面形は不定楕円形あるいは不定長方形状を里し，いずれも5－6m内外の大きさを有して

いる。

C　壁はいずれも外反ぎみに立ちあがり，床は平坦であるが軟弱である。炉跡・柱穴はいずれか

らも確認されていない。

d　覆土はそれぞれ自然堆積の状況を示しているが，ロームブロックを多く含む軟質の土層であ

る。遣物はほとんど検出されず，また，周辺部から遺物の出土はほとんどみられない。これら

は住居跡として調査を進めたが，調査結果から住居遺構ではなく，比較的新しいものと考えら

れる。縄文時代の住居跡は，県道東部地区まではのぴていない。

第m驚住居跡　遺物　第鏑図）

a　調査区の北西部（A2i8）に炉跡が検出されている。

b　平面形は不明であり，炉跡のほか撹乱のため破壊されているものと考えられる。

C　壁e柱穴などの施設については撹乱のため不明である。

d　覆土はほとんど確認されず，遺物は少量出土している。

第日　号住居跡（第52河）

a　調査区の北西部（B2e5ee6）に位置し，SIO80・081と重複している。

b　5．4×5．34m　平面形は隅丸方形を呈している。

C　壁高は14－24cmで，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部に位置し，SK

1283と重複している。柱穴は26か所ほど確認され，Pl～P17は炉跡を中心にほぼ四角形に配され，

さらにP18－P22も炉跡を囲むように検出されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はほとんど出土していない。西部には小貝塚が散在して

いる。

第日監号住居跡（第53呵）

a　調査区の西部（C2C6）に位置し，SH02・120・127と重複している。

b　推定4・8×4・5喝　平面形は重複が激しいが棺円形状を呈するものと考えられる。

C　壁はほとんど確認することができない。床はほぼ平坦で，中央部付近に炉跡がみられるが，

撹乱をうけている。柱穴は21か所ほど確認され，P8－P12は入口部と考えられる。

d　覆土は自然堆積の状況を示しているが，遺物はほとんど出土していない。
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第臓号住居跡　第開聞　　遺物　第鏑　◎鏑図）

a　調査区の西部（C2b6ec6）に位置し，南にS工119が重複している。

b　重複により外形は不明であるが，柱穴の配列より隅丸長方形状を呈している。

C　壁高は10cm内外で，ほぼ垂直ぎみに立ちあがる。床は平坦で，中央部付近に炉跡がみられる。

柱穴は14か所ほど確認されているが，南西部は土壌によって切られている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，SIl19との切り合い関係は不明である。遺物は北西コーナー

および炉跡周辺に少量出土している。

第臓号住居跡　第錮図）

a　調査区の西部（C2a5ea6）に位置し，SH22。123　と重複している。

b　外形は不明であるが，楕円形状を呈するものと考えられる。

C　壁は不明瞭で東壁部は第2号方形周溝墓によって切られている。床は平坦で，炉跡は中央部

に位置していると考えられる。確認されている柱穴は11か所ほどである。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，遺物はほとんど出土していない。

第臓号住居跡　第鍼図〉

a　調査区の西部（B2j5・j6）に位置し，SI12巨第4号方形周溝墓などと重複している。

b　外形は不明であるが，楕円形状を呈するものと考えられる。

C　壁はほとんど確認されず，床は平坦であるが北側部は検出されていない。炉跡は方形状を呈

し，内部から土器が出土している。柱穴はP12－P16が確認されている。

d　覆土は薄い暗褐色土の堆積がみられ，遺物は炉跡周辺から少量出土している。

第臓号住居跡　篤郎頚　遺物　舞踊　◎鏑甥）

a　調査区の西部（C2a5）に位置し，SI12le122　と重複している。

b　外形は不明であるが，楕円形を呈するものと考えられる。

C　壁はほとんど不明であるが，床は平坦で，炉跡の焼土が少量検出されている。柱穴は重複が

激しいため不明である。

d　覆土は少量の貝を混入する黒褐色土がわずかにみられ言造物は覆土中から出土している。こ

れらは貝とともに投棄されたものであろう。

第臓号住居跡　第開成　　遺物　第鍼図）

a　調査区の北西部（B2a3ゆb3）に位置している。
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b　5・35×4・76m　平面形は隅丸長方形を呈している。

C　はじめ2か所の炉跡からSI124e125としたが，その後S工124は欠番とした。壁は10～13cmで，

ほぼ垂直に立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部付近に2か所みられる。柱穴は16か所でほ

ぼ壁沿いに確認されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示し，住居間の切り合いはみられない。遣物は覆土中より少量出土

している。

窮臓号住居跡　第開園　遺物　第鏑　◎開園）

a　調査区の西部（B2a4。b5）にSH23と重複してみられ，南西部は区域外へのぴる。

b　5e8×（4や2）m　平面形は隅丸方形あるいは隅丸長方形が考えられる。

C　攣高は14cmほどで，外反ぎみに立ちあがる。床は平坦で，炉跡は中央部付近に位置する。柱

穴は8か所確認されている。

d　覆土は自然堆積の状況を示している。遣物は北側の床面および覆土中に土器。貝e獣骨等が

みられ，住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。

第臓号住居妙　策媚図）

a　調査区の西部（C2d6）に位置し，SIl19el02と重複して南西部は区域外へのびる。

b　外形は不明であるが，楕円形状を呈するものと考えられる。

C　壁轟は20cm内外で，外反ぎみに立ちあがる。床は約％ほど調査されたがほぼ平坦をなし，炉

跡も％ほど調査した。柱穴は6か所ほど検出され，残r）％は区域外の道路下にのびる。

d　覆土は自然堆積の状況を示しているが，遣物はほとんど出土していない。
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r・」

N

l・・寸

N

r→
r－4 N

▼－4
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慧◎　藍　　　蠣

当遺跡の発掘調査によって検出された土壌は，調査区城のほぼ全面にわたって確認され，その

数は1760基にのぼるが9　ま霊てが縄文期にあたるものでは
玖㌧　こぶか

い。なお，調査中に2基存在すると

思われた土壌が1基に統合されたもの，あるいは消滅したもの，重複により本来の形状をかなり

失なっているもの等が多くみられる。その後整理の段階に，消滅したものは欠番としヲ　重複する

ものを個々に分け9　埋設土器e地点貝塚等を含めた数は1877基となる。

以上のようにかなりの数にのぼる土壌群はまた様々な形態をもって存在し，これらを逐一詳細

にわたって検討を加えることは困難であり，従って，次の様な観点に立って一覧表記述e実測図

作成にあたった。なお9　観点は住居跡一覧表も同じである。

0位置の表示はダリット名をもって示した。

0主軸方向は9　長軸方向をもって示し，円形あるいは円形に近い楕円形は記述しない。

。規模は，前の数字を長径ヲ　後を短径とLmで9　壁高はそれぞれcmで記した。

0各部の状況は9　壁はローマ数字でI～Yと記号化し9　床もアラビア数字で表した。

壁

‡　壁は床より垂直（垂直ぎみ）に立ちあがる。

H　壁は床より外反（外反ぎみ）に立ちあがる。

HI　壁は床よりゆるやか（なだらか）に立ちる。

Ⅳ　壁は床から袋状に立ちあがる。

床1　床は平坦である。
2　床は皿状（捨鉢）である。

3　床は凹凸状である。

3′　床は凹凸が激しい。

Ⅴ　壁は床よりV字状（日宇状）に立ちあがる。（床の状況が硬い出軟弱日を記す）

C？覆土は，自然堆積（naturai accumulationトN　人為堆積（artificial accumulation）dA

と記した。

。形態分類　平面形などで分け，規模で細分した。

A㌔平面形が楕円形，円形で，壁は外反あるいはゆるやかに立ちあがるもの。
＼

B　乎面形が楕円形の円形で，壁は垂直に立ちあがるもの。

C平面形が円形十長方形軋一断面が甑であり9新旧がわかるものは別に分類するo

D　平面形が（隅丸）長方形も方形である。

E　平面形が不定形であるもの。

F　平面形が楕円形・円形で深いピット状のもの。

G　平面形が長楕円形，断面がV字状をなすもの。
uh－伽戦珊瑚血哺甑ぬ軸〆一町が㌦〟㌦一h”㌦ル～か一がベルww。

H　平面形が楕円形e円形，断面が袋状をなすもの。
極均も淘触れ

I　貝　塚

J　埋設土器
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Z　形態不明。

さらに平面規模で　～Ⅲに分け，壁高でa e bに分ける。

Ⅱ　平面規模が1－2m以内のもの。

II　平面規模が1Ill以内のもの。

m　平面規模が2m以上のもの。

a　壁高が50cm以下のもの。

b　壁高が50cm上のもの。

（例えはA‡a・ゆ平面形が楕円形で規模が1。5×呈。2m，壁高は39cmなどの場合）

。平面形で重複により形状が不明をものについては推定で記し（）を付加する。規模の覆土等

についても同様である。

。重複し新旧関係が明確に把握されるものはA e B e Cに分け，BがAより新しい。

。貝塚の埋設土器については別欄をもうけて掲載した。

。時期が判定できる遺物を伴出する土壌について時期を記したが9　遣物が少量，少片で時期を決

定するに至らないものについては時期欄に△をもって記すことにした。

0実測図については9　形態ごとに分類して掲載した。

。遺物については9　第3章の遺物でラ　貝塚については9　第4章の自然遺物のところで後述する。

形 態 一 覧 表

A B　 i　 c D　 i　 E
F
中 車

Z 計

小計 遺構数巨 塚！小可 畢 中 潮 小計 遺構数 遺構可 貝塚 小可

目 許
351　　 30 1　　 31　　 8 8　　302 11 313 236 9 245

237　　 84 6　　 90　　 27　　 1 28　　　8（〕 8 88 28 28

小 計 巨 84 巨 388 日 可 7
121
35 i l i 36

382 19 401 264 9
273 i 2 巨

25 1259
Ii a i 169 1 170　 可

18 47 6　　　53 23　 15 38

Il　b　　　　 4 4 1〔）巨 22 ノ「／ 7 3 3

i 小 計 巨 7日 l i 174

28

37 巨 ！ 44 i
54 6 細目 6 15 41

i
315

Hi　a　　　　 28 2　　 1　　 3　　　 2

5　　　　　　 5　　 1　 1

2 66 2 68 89 6 95

8lt† ト　　　　 寸 l 2　　　22 1　　 23　　 18　　　　　 18

… つ　 可
29
7 i 1 8 i 3 i l 4 日 8 3 巨 車 可 6 113 ！ 8 i

50 303

グ堅ん．．合 計 巨 鋪 巨 591 158 i ll 169 日 8 巨
4°i 524 巨 L 空士 d 30 427 i 2 8 回 25

50 1877
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土　士廣　一　覧

遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部の状況
！蔑

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （nl） 璧高（cm）
壁 回 滝

S K　OO l B 5al H l L1 円　　　 形 1．4×L 3 65～66 Ⅳ
1 i
N

南東璧ぎわに土器が少量みら
れる。

F ig 175
P L 223

S K　OO2 B 5b l A H a 円　　　 形 0．16×0．65 15－17 II夏
中

A
F ig76
P L 224

S K　OO3 B 5b l，b2 D I a 円　　　 形 1．35×1．21 4 ～ 6 H …1 1 N

S K　OO4 B 5b2 N 硝5lOww A I b 楕　 円　 形 36 II 1 1 N

S K　OO5 B 5b2，C2 N　－520”E A I a 長 楕 円形 L 57×0．82 17－28 II 1 N
F ig56

S K　OO8 B 5e2 J 円　　 形 0．45×0．4 32 I 2 N △ S K OlO内にみられる。
F ig189

S K　OO9 B5C2 N　m 3㌔W A I a 楕　 円　 形 1．33×0．85 32 王Ii
車
N ピットは本跡より新しい。 F ig56

P L 225

S K　O用A B5d2，e2 E IIIa 不　 定　 形 （1．6）×（2．0） 26 Il 1 N llI期
F ig169
P L 226

B 17 E m b 楕　 円　 形 3．8×3．6 166
I車 i

N m 期
F ig169
P L 226

S K　Oll B5e2 N　w850－E A I a ／／
巨 2）×1・35

18
I 巨 i

N P L 227

S K　Oユ2 B 5e2，d 2 N －82㌧E A I a 長 方 形状 （1．の×1．2 26 II 1 A 比較的新しい時期のものか。

S K　O13 A 4i（〕 E　｝　b 楕　 円　 形 1．68×（0．85）56～74 II 3 A ／1

S K （H 4 A A 5jl，8 5al N　－5㌢㌧E 上目Iこl 0不　 定　 形 2．6×2．2 15
弓 1

B
F ig147

B 〃 N 一朗∴E D I a 不定長方形 L 52×1．02 30 II 3 2 A
F ig147

S K　o15 A 5il，jl N　w14㌧E い111こl 長 楕 円形 3．3×1．7 18 王－1 1 N III期 P L 228

S K　Oユ6 A 5hl，il N　ル750－E A I a 楕　 円　 形 1．5×1．（．）5 18
I車

N 南にS K O17が隣接する。
F ig56

S K　O17 A 5hl，il N　欄8㌧W E H a 不　 定　 形 （）．83×0．68 13
I王車

N 酉にS K O17が隣接する。

S K　Oユ8 A 5hl，を12 ＝三m a」 楕　 円　 形 3∴3×1．3 24～32
中 巨

i

F ig176
P L 229

S K　O19 B 5f2
！
B I b ／1 ユ．58×1，3 52

中 回 N i
北にS K O26が隣接する。

flig89

S K　も）20 B 5f2，g 2 N　P7㌢ノⅣ A　王　a ！／ ユ．27 X i∴＝ 2〔ラ～23
I車
～2 N

F ig56
P L 230

S K　o2ユ 8 5g2 N　ル5 0んW E II a 1才 0．92×0．86 20
‡車

N
F ig139

S K　022 8 5g2 N “880－E C I ．b ／！ （1．7ラX L 4 16～5（j
中 巨

N
F ig95
P L 231

S K　o23 B 5hl N　w80㌧E A I a ′′ 16～18 II
1 i l
N

F ig56
P L 232

S K　O24 fう5il，i2 N ∴330ww ！′ ／1 ．5　×L 17 15 Iヱ 1 3 N
F ig56
P L 233

S K　O25 i34i（） N　－4㌢∵E f〕I a 長　方 形状 1．3 1×0。9 32 ‡
l i
N I期

F iglOO
P L 234

S K　O26A B 5f2 A H a F当　　　 形 0．96×0．94 24
I車

N ／ゝ 南にS K O19が隣接する。
F ig147

B 〃 N　－620－W E I a 不　 定　 形 1．3×（0．82） 20 琵I 2 雨 △
F ig 147

R　T ト1 卵ト」梱 丁
＋1 l

N 円筒状を呈上でいるハ
F ig89

腰　しノAl 、ノレさ

S K　 O 28

ー　t　ふJ、J

A重出

i

N　－70 0一〃E

i

A　王　a

i

〃

I

1，2 ×0 ．9 8

l

ユ5

i

II

i

一1

i l

N

l l

S K O 29 と重 複 し本 跡が 新 し い。

「r L ムD

F ig 15 9

S K　 O 29 A 4 i9，iO N　一一54 0一′E 十日Ill J 「 長　 方　 形 3 ．8 ×（1．8） 2 0 I 1 4 N 住 屠 跡の 可 能性 かみ られ る。 F ig 1 5 9

S K　 O 3（「 B4 C 9 N ”5 2 0w W C I b 楕　 円　 形 1．8 ×1．2 3 3 －8 2 ‡ 1 N △ 西 側 が V 字 状の 溝 とな る。
F ig 9 5

P L 2 36

S K　 0 3 1 A 4 j（j N　－18 0－W A I a ／1 ユ．1 ×0 ．9 1 5 H 3f 1 A 像 乱 か抜 根 跡。

S K　 0 3 2 A 4 jO，a O N　w 14㌧W A I a k 楕 円 形 15 II … 1 N 覆土中に少壷の か一．－ボンを含む。
F ig 5 6

S K　 O 33 ／′ N　－48 0”′E D H a 長　 方 形 状 28 H 3 A
f lig l2 0

S K　 O 34 A 4 j8，j9 N　－3㌢㌧E E I a 子音　 形　 状 1．98× L 7 3 1 ～6 3
I
H 1 N I 期

F ig 12 8

S K　O 35 B　a 9 N　w7 0 0－E A II a 楕　 円　 形 （∴67 ×0 ．5 2 1 4 H i 2 N 撹 乱 か抜 根 跡。

S K　O 36 8 ‘蟻り　C ′） N　－25 0－E C I a 11
i

2 3 H 1 N
F ig 9 4

P L Z37・238

S　K （ラニ37 8 4 b（j N　－80㌔W I〕I a 王立　 ノノー　 彬 ユ．24 X ．銅 17 H 1
卜 i F ig lO O

S K （〕38 上35 e l，8 4 e（．） N　〃6 0－E A I b 轄　 ＝＋ 彬 1．3 1×1．0 8 4 8～5 5 I 十一1 N
F ig 7 4

S K　0 3 9 8 4 f（‾j N　－40 G－W A II a ′′ 1．OX O ．8 8 2 5－3 0 ・H 2
！
＼

F ig 7 6

P L 2 3 9

S K　O 4 0 A B 4 f（），B 5日 N　－63 0－－E A I a ！！ l 」× 1月 2∠婁 H 1 ＼
F ig 9 5

B ！ノ N　wlが－I一二 B I b 1／ L l X l誹6 57 ‡ I N
F ig 9 5

S　K （う4ユ H 5 m A H a ′！ （）．63×（L 6 3 5 H 1 N
F tig 7 6
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遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部の 状 況 覆

土

時 期 備　　　　　　　　 考 関 連 図版

平　 面 （m ） 壁 疎 cm ）壁 床
ピ ッ

ト’

S K　 O 4 2 B 4 fO ，B 4 g O N －3 3 0－W A I a ． 楕　 円　 形 1．1 7 × 1 ．0 2 4 ～ 36 Il 1 N F ig 5 6

S K　 O 4 3 B 5 fl ，f2 N －4 0 0－W D I a 長 方 形 状 1．2 8 × 1 ．2 1 3 7 II － 1 1
F ig l OO

S K　 O 4 4 A B 5 m ，g l N …4 6 ㌧ E （E I a ） 楕　 円　 形 （1 ．0）× 1．0 5 2 0 111 2 N 形 態的 に は C I b か。 F ig 1 4 7

B ！′
l

（B I b ） 円　　　 形 1 ．2× 1．0 4 60 王 1
F ig 1 4 7

S K　 O 4 5 B 5 g l N …4 7 ㌧ E A H a 楕　 円　 形 0 ．9× 0 ．6 3 1 6 II 1 N F ig 1 4 7

S K　 O 4 6 B 5 g l ，B 4 g O N －3 0 0－W C I b 長 楕 円 形 1 ．5 2 × 1 ．0 64 I 1 N 円 筒状 を呈 して い る。

S K　 O 4 7 B 5 h l N －17 ㌧ E C I b 楕　 円　 形 1 ．36 × 1 ．2 5 3 8 ～ 7 8 ‥1 1 N ／1
F ig 9 5

S K　 O 48 B 5 il N －3 5 0－W A I a 円　　　 形 1 ．0 7 × 0 ．9 8 3 0 ～ 3 2 I 1 N F ig 5 6
P L 2 4 0

S K　 O 49 B 4 fO N MW8 8 ㌧ E C I b 楕　 円　 形 1 」 2× 0 ．94 60 I 1 N I 期 F ig 9 5
P L 2 4 1

S K　 O 50 B 4 fO A H a 円　　　 形 0 ．55 × 0 ．54 10 」旧 1 3 A 擾 乱 か 抜根 跡
P L 2 4 2

S K　 O 5 1 B 4 fO N …8 ㌔ E A I a． 楕　 円　 形 1．1× 0 ．7 2 13 III 3 N F ig 5 7

P L 2 4 3

S K　 O 52 A B 4 fO N …1 4 。→W E I a 不　 定　 形 （0 ．8 ）× 0 ．8 3 0 m 2 N ∴ 酋壁 外 辺 は張 り出す （C I b ） F ig 9 5
P L 2 4 4

B 1！ N …2 2 。…W B I b 楕　 円　 形 1 ．0 7 × 0 ．96 5 6 i 1 N
〃

S K　 O 53 B 4g O N －7 5 0－E A H a 0 ．74 × 0 ．66 10 王‡ 2 N 擾　 乱 F ig 7 6

S K　 O 54 ！／ N …7 9 ㌧ E A I a 楕　 円　 形 1．22 × 0 ．75 10 H 1 N S K O 5 3 が隣 接 す る。 F ig 56

P L 2 4 5

S K　 O5 5 ／′ N uw 4 5 0｛W 11 長 楕 円 形 1．8 5 × 1 ．18 2 5 ～ 3 5 i 1 1 N ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい。 F ig 5 6
P L 2 4 6

S K　 O5 6 A 4 j9，B 4 a 9 N 一一6 8 。一一一W E I a 不　 定　 形 1．8 × 1 ．3 2 5 Il 3 N
F ig 1 28

S K　 O5 7 A B 4a 9 N …6 7 。－W A I a 長 楕 円 形 1．9 8 × 1 ．25 5 I 1 N F ig 56

P L 2 4 7

n
避　　　　　　 〕 i ！ノJ　　 i N ＿1 ら0＿ⅥJ H

l　　　　　 l
兼右　 ロ］　 弄之
…　 ‥　 月ノ i

1 19 X rl q 4 P 6 ！互里 ブ
‾ i
つ N

l　　 l 】

F ig 56

P L 2 4 8　　 8

凛　　　　 n

1．Jl

「 〃 h T＿1 ら0＿W

i

l　 〝

l

i 枯　 円　 形

l …

h lクX rl q 4

「 ．▲‾ノら）’〉ふ

巨 6 l llr

l ．‘‘

I ブ

l ‾

i l

i

i N

l

l

l

l

l

l F ig 56　　 邑

P L 2 4 8

S K　 O5 8 B 4 a 8 N －4 7・0…W A I a 1／ 1 ．1 × 1 ．0 1 10 ～ 1 2 I．1 1 A S IO O4 A の北 に 位 置 して い る。

S K　 O 5 9 B 4 a 8 N 一献だ W ／／ 1／ 1 ．26 × 1 ．1 6 1 5 ～ 2 3 1 1 6 N △
F ig 56

P L 2 4 9

S K　 O 6 0 B 4 a 7 ，a 8 N －6 7 ㌧ E ／／ 1！ 1．7 4 × 1 ．3 9 7 ～ 1 0 － 1 1 3 N
F ig 5 7

S K　 O 6 1 B 4 a 7 ，a 8 N －6 1 0－W D III a． 台　 形　 状 2．0 9 × 1 ．5 10 I 1 N II 期
P L 2 5 3

S K　 O 6 2 B 4 b 7 N ′…4 4㌦ E A III a 2 ．1 × 1 ．5 6 14 ～ 1 6 1 1 N II 期
F ig 8 3

P L 2 54

S K　 O 6 3 B 4 b 7 N －8 7㌧ E A II a 楕　 円　 形 0 ．9 4 × 0 ．9 2 10 － 1 2 1 1 2 N
F ig 76

P L 2 5 1

S K　 O 6 4 A ／！ N …24 0－リーE E I a 不　 定　 形 （1．8 ）× L 2 11 II 1 N F ig 14 8

P L 2 5 2

B ／1 （N －3 3 。－E ） B I b 楕　 円　 形 1．0 1 × 0 ．8 4 5 7 ・Il 1 N F ig 14 8

S K　 O 6 5 B 5 c l ，d l N －8 50－E A H a ／！ 0 ．8 5 × 0 ．8 2 10 ～ 1 8 m … 3 F ig 7 6

S K　 O 6 6 B 4 g O D I a 長 方 形 状 2 0 I 1 1 N
F ig lO O

P L 2 5 5

S K　 O 6 7 ！／ N …1針L E E II a （楕 円　 形 ） 0 ．7 7 × 0 ．7 14 m 1 2
F ig 1 39

P L 256・257

S K　 O 6 8 B 4 g 9 ，g O A I a 楕　 円　 形 1．2 × 1．0 4 2 7 Il 1 1 N
F ig 5 7
P L 257・258

S K　 O 6 9 B 4 g 9 N －9 0－E D I a 良　 ‾方　 形 1．7 1 × 1 ．2 5 2 7 I 1 2 N F ig lO O

S K　 O 7 0 B 4 g 9 ，h 9 N m”18 ㌦ W D I a 〃 1 ．6 7 × 1 ．2 3 0 Il 1 1 N
F ig lO O

S K　 O 7 2 A B 4 f9 ，fO N 」犯㌧ E B I b 楕　 円　 形 （1．2 ）x l ．17 6 1 Il 1 N F ig 14 8

P L 2 5 9

B 1／ N －60 0－W A I b ！／ 1．1 ×（）．8 8 5 5 i 2 N F ig 14 8

S K　 O 7 3 A 1！ Z 不　　　 明 （1．5 ）× 4 4 Il 1 2 N
P L 2 6 0

A ′ 1！ N …78 0…W 用 I a ） 長 方 形 状 1，7 5 × 1 ．3 4 3 i 1 N
11

B ／≠ N …77 0－W 用 I a ） 1／ 1 ．6 1 × 1 ．2 4 2 I呈 1 N
／1

S K　 O 7 4 B 4 c O ，d （〕 N －5 ㌧ E A I a 楕　 円　 形 1．7 × 1．6 4 0 ～ 44 II ＋ 1 N F ig 5 7

S K　 O 7 5 B 4 C 9 ，d 9 Z

S K　 O 7 6 B 4 d 8 N …6 5 ㌧ E A I a 楕　 円　 形 14 ～ 16 ‡ 1 N

S K　 O 7 8 且4 e 9 N …59 0－E D III b 長　 方　 形 2 ．2 ×0 ．5 3 5 7 1 1 A F ig 1 26

S K　 O 7 9

l

B 4 f8 N －4 4 0m－E A I a 楕　 円　 形 1．2 6 × 1 ．14 10 － 20 Il 1 ニう N
F ig 5 7
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遺構番号 地　　 区 形　　 態 平　 面　 形
脱　　　　 摸

編 鉦 車　 考

関連図版
平　 面 「料） 日勤穎料

睦 竺
B 4f8 A ‡a 円　　　 形

l・26 ×1 ・2日 7 ～12
I　 I　　　　 N　　 ∠1

i s K O81
B 4bO 1／ 楕　 円　 形

日 ×1・06 巨 ～11 車 巨 回 ！

■虐
S K　 O82 B 5bl N w′12㌦E A I a 1／ 1．06 ×0．82　 13 ～23 II 1 N

南側の床か∵一段低 く凹状をな
す。

i s K O83
B4 b（），C（＿） N －W鮮0…W 〃 〃

1・53×ユ・26 巨 ～16 亘 1 i N i i F ig57

S K　 O84 85c l N …180…W ！／ タ′ 1．ユ2×三．（．）2　　 ユ5～23
r

I 「 1
N

S K　O85 B 4cO N －350－W E I a 不　 定　 形
1 ・85× 1・可 12 車 ・1 回 i

S K　O86 ′！ N 一一　∠0…W A I a 楕　 円　 形
1・8 ×i e27 巨 ～12 車 回 △ 巨 ッ トは根 F ig57

P IJ261

S K　O87 B 姐 0 11 円　　　 形 1 ．45 ×ユ．34　 12～16 圭　 i　　　　 N　　 ∠ゝ Flig57
P L 262

S K　O88A B 4d 9，e9 N 」沌㌦W ′／ 1，75 ×日∴うう　　 35 中 日 可 可 F ig5 7

B ／／
i

り rl。07 ）×　　　　 36
車 ‖ 可 可 F ig57

S K　 O9 l B 4i9ァiO N 1 3㌦W ナ十 i＋ i

「＋ i

巨
0 ，5∠妄×0 ．48　　　 24

匪
肛期 「埋設土器＋＝綾部欠拍

IjL 265

S K　 092 1！
匠 280－－W

∴
ユe諏× ・封i 巨 2 日　 日 可

S K　O9：3 I‾34h9，i9 E I a 鰭 i‾ijj　彬
ユ潮 欄 巨 棚 ‡車 ‖ 可 可 F ig＿ほ8

S K　O94 B 4i9 A H a 「Ij　　　 彬
。．72×0 ．6轟 9 ～ 11

！

I車 ‖ N 巨 ！ F ig76

S K　O95 B 4j9 tl ！′ 0 ．4（う×（ム）。44
i 30 車 ‖ 可 澗 ほ 023の南凱 位置し濾 部欠 ！

車 回 可 瞞　　　　　 i

F ig189
）了‘

S K　O96 Iう4h8 N －ノー53㌧E U H a
恒 ブ潮 太 欄 紬 m 巨 7 F ig120

P I．267

S K （拍7 8 4i8 ナ了
巨　 形 … ノラ縮 可 ㌘ H　　 N H 期 ぼ 云所 有だ布 軋 渦 部欠 ！

止 ⊥ k L 十 ＋ ＋ ＋ ‾ 「

flig は9
P 1 268

S K （：）98
i B 4i6

N 一一328－－W E H a 不　 定　 ′彬
H j1×0 湖 i 25

i
F ig 139

S K　 O9g B4 i9 ナ了 円　　　 形 23
車 巨　 謂 埋設され9 底弧 ［腺 郎

S K lO（‾） B 4′h7，｝16 N 一一1 8。一一一W A I a 総　 門＋ 形
1・45X i∴斗 ノ窒～′24 車 ！ 回 △　 S IO06が北西に位錮 る0 F ig58

S K　 H ）3 且射澄 PJ －　30－－W t〕m d 上、壬　 方　 形 2 ．4X l，58　　 ：31 I　 1　 5　　 N ／ゝ F ig14（〕
P L 270

S K l04 B 4g8 N 一一800－－E C I b 楕　 円　 形
B

67 1　 1　　　　 ＼　　 ∴
P L 271

S K lO5 B 4g7，g8 N －24㌦W E m a 長 橋　 ′1 形 2ユ
I車 巨 回 △ 桓 二S K 106か隣接するCっ flig140

P L 272

S K l（痛 〃 N －”み540－－－W I）I a 楕　 円　 形
I・5 ×… 3 巨 8 車 ！ FliglOO

P L 273

S K l（．）7人 I：34｝18 N ∴待㌦E 1 日「！ 長 榎日当彬 2．（j7 ．X l．23　　　 10
I＝ l i l N F ig ＿購

）　　7

H 〃 N ′”45㌦W B　　 a 上主　 方　 形 車 i N Fljg 148

S K l08 84g8 N u－Afう2。一一W E I a 子、　　　 形 1千　　十　　　　 ＼ F ig 128

［14でヮ　fQ 11 1　も，
1 仰、、ノ1 ′　 ！ 。川　 i r　上 ！　 、，　　 l　　　　　　　　　　　　　　 i宕－ir，1榊　 農

⊥ノ　　エ　　リ 0乙 i つ ⊥i つ L　hb上しノU
P L 275

13 ／′ Ei
A 王iI d 緒　 川＋ 彬 2 。摘×「L か 15　　　 日 1

＼∴i
‡ヽ

F 海1f39

S K llO A iおk 7，汀 N Y〝　7㌧E D もほa 不定長亮一形 2．X ．糾う ユ7　　　 H　 l
回 iII期 Flig169

P L 276

B 〃 N w8 5。一一W D I b 長　方 形状 92　　 I　 l
A i F ig169

C 〃 N 一一一一65。一一W A H a 楕　 円　 形
卸 回 2 F ig16 9

S K lユ2 上34I17 N み　つ一一一E E llt！★ k 贈日当彬
舶 巨 巨

3
N 巨 flig＿14日

S　K 11こう よう4 i（う N 一強0－－W 日　工　a k　 ノナ　 彬
！ …2… ）回 3′i

i
＼ S I（‾）06 の南西に位置する。フ

S　K iユ4 ノ章 B4h7，h8 N 一一一一62㌦E E m b ア／ 2 。04 ×1．。75
6中 巨

′1 N　　 △
新旧は明瞭でないが，比較的

B が新 しい。
F ig 147
P L2 77

B 〃 N ・．W7∠圭0－－－E A H　b 棺 ［J－J ノ彬
i

㌃ 閏 2 N 巨

S K li5 fj4i8 N 一一鋸∴W E　　 a 不定棺＝彬 1．7×1．53
：j5 回 1

i
N 巨

東南壁にピットがみられる′ニ。 F igI28

S K l16 jう4待，g6 N 一一一一560ハ・E iH H b 土豪　 ノJ’ 彬
巨 7 回 1 A 巨

新 しい農耕用グ雄二．蔵穴かノ。

i
P L 278

S　K l17 8 4i7 N 一一860－－－E A I a 鴨　 川　 形
22－2車 半

2
N 恒 F ig58

P IJ279

S K l18 B4h7 N －550一一E G m b k 材日当彬 3 」3 ×Oj
川中 車

N　 IH 期 S IO鵬の南側の床 を切るT ピ

ット状の もの

Flig173

S K 119 〃 ．1 ijj　　　　 ≠杉 （）．4 1×日．4
27 回 2 n

S K 157 と重複する。
F ig191

S　K 12（） 〃
i ‖ ！ SI00Ciの中央やや南にあ リS K

118 ケ重複す る

S　K 12 1 〃
‖ 恒 j

S K l18の覆土上面にみ られる。
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！ 遺構番号

地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 蔑

時期 備　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁礫cm）壁 床 ピい

ト、
ノ　土

S K 123 B 4h7 Z II期、こ　SIO06のほぼ中央覆土出土

S K 124 B 4g7 N －60㌧E A I a 長 楕 円 形 1．38 ×1．07 23 ～25 王I 1 1 N III期 S IO06 の北側に位置する。
F ig58
P L 280・281

S K 125 B 4h8 J 円　　　 形 0．38 ×0．38 21 I 2 N III期 埋設土器　 日綾部欠抜 F ig189
P L 282

S K 126 A B 4g9 N －41㌧E C III b 楕　 円　 形 1．75 ×1．75 72 II 1 N
匠 F ig185

P L 283

B ／／ Z I 1 N ！1

S K 127 1／ lII期

S K 129 B 4h9 N …30。－W B I b 楕　 円　 形 1 ．1×0 ．77 56～72 I 1 A 111期 F ig89

S K 131 B 4h9，hO N －4 ㌧E D I a 方　 形　 状 1 ．18×1 ．11 17 I 1 3 N F iglOO

S K 136 B 4f9 N －760－E A I a 楕　 円　 形 1．1×0 ．85 6 ～ 8 1 I 1 N
P L

S K 137 ／／ ／／ ／／ 1．13 ×1．04 16 ～24 II 1 1 N △
F ig58
L

S K 138 B 4e9 N －130－W E III b 不　 定　 形 2．6 ×1．74 64 IIl 3 N △
P l。287

S K 139 B4 f8 N －850－W A I a 楕　 円　 形 1．16 ×1．07 18 ～22 II 1 N △ F ig58

S K 140 B 4g9 N －86㌦W A I a 1／ 1．26 ×1．06 5 ～27 I 1 N △
P L 288

S K 142 B 4h5，i5 N －7 0－W D III a 方　　　 形 2 ．4×2 ．34 32 I 3′ 3 N
F ig122
P L 289

S K 143 B 4h5 N －650…W E IIIa 楕　 円　 形 2 ．47× 1．49 21． II 3’ 6 N ミ△

S K 144 B 4g5，h5 N h－66㌧E ／／ ／／
（2 ・6）×芸：33 20 I 3 2 N 南のS K 149 に切 られている。 F ig140

P L 290

S K 145 B 4h4 N …460－E A I a ／！ 1 ．65×1 ．34 30 －33 Ii 3′ A △
P L 291

S K 146 B 4g5，g6 N …74㌧E E I a 不 定 台形 2．03 ×0 ．25） 40 王I 3 1 N △
南東壁をS K 15 1に より切 られ
る。

F ig 147
P L292

S K 147 l R 拙 f6 N －7 ㌧W l B I b
l ‥㌦ln‥月′

1 74 ×1 59 13 ～Gq
l）） ））

l
l ▲l

‖

つ

五

l l’

上，廿日

「⊥テ▽J

恒 央が凹状をなす0 lF ig89　 旨
lp L 293　 星

S K 148 B4 i4 N …510∴首 D III a 長 方 形 状 2．3 ×2．05 25 王 3‘ 4 Å △
P L 294

S K 149 B 4h5 （Z ） 不　 定　 形
1．66 ×1．6
1．5 ×1．4

r45 ～88
80 ～110 I 3

A △ 電柱の埋設施設 と思われる。
F ig148

S K 150 B 4f5 N …6 50－W E I a 円　　　 形 1．6 ×1．5 25 I 1 2 N △ 床面に小型摩製石器が出土
F ig128
P L 295

S K 151 B 4g6 N …26㌔E A I a 楕　 円　 形 1．06×0 ．98 34 II 1 N △ 注目土器片が出土
P L 292

S K 152 B 4f4，g4 E I a 不　 定　 形 1 ．6×1．2 30 II 1 2 N
F ig128
P L 296

S K 153 B 4f5，g5 N 仰360－W D I a 長 方 形 状 1．83× 1．36 23～55 II 1 3 N △
F iglOO
P L 297

S K 154A B 4i5 （Z ） 不　 定　 形 2 ．0 × 55 II王 3′ N
P L 298

B ／／ N －210－W C I b 楕　 円　 形 1 ．53 ×1 ．35 18 王 1 1 N 円筒状を呈 している。

S K 155 B 5b2 （E I a ） （　 〝　 ） 1．6 × 26 ～36 II 3 A
東は区域外 となるか新 しい
（擾乱）

S K 156 B 4i9 N －33㌧E E I a 不　 定　 形 1．42 ×1．05 38 III 1 N △
F ig 128

S K 157 B4h7 N …3 ㌧W E I a 不定楕円形 1．76 ×1．15 25 II －1 N
△ ！－北側をS K lOOに よって切 られ
ている。

F ig148

B ／／ E I b 方　　　 形 1．0 ×0 ．9 60 II 1 N

S K 159 B 4g4 N －5 ㌧W A I a 楕　 円　 形 1．46 ×1．43 18 ～24 ヱ 3’ 4 N
P L Z9 ・雄9

S K 161 B 4h3，h4 N Fu75㌧E E IIIa． 不　 定　 形 2 ．4×1．86 22 II 1 N 床面に小型石棒が出土 F ig140
P L 30卜302

S K 162 B 4g4，h4 N …148－W ／！ 不定楕円形 2 ．0×1．4 30 i 1 3 N II期 F ig拍0

S K 163 B 4g4 N …2 ㌧E ！！ 不　 定　 形 2 ．8転×1 ．9 18 I 3 7 桝）
遺物は中央，南向 き横位で
出土 （埋葬か）

F ig14 1
PL j掛組側

S K 164 A B 4g7 N －23㌧E E　王　b ／！ （2 ．1）×L 52 52 m 1 N
うつ

可

遺物は床面に少量出土 F ig159
P L 305

B 11 B I b 楕　 円　 形 1 ．26 ×1 ．15 75 I 1 N F ig159

S K 165 B4g6，h6 N －75㌧E H Illh ／／ 2．6 ×2 ．0 122 I 1 N F ig93

S K 166 B 4e7 N －880－W D I a
′つ

i

不 羞 可

1．38 ×1．13 38 H

1

日

1 i

l l

1 1

1 I

1 1

1 1

3 l

1

i

3 l

N

N

可

可

N i

△ i

△ l

l

i

△ i

F ig lOO

S K 167 B 4e7 N －4 0－E A　王　a 1．1×1 ．07 28 S K 168 と重複する。

S K 168 i
B 4e7，d 7 i

〝　 i

B 4d 7　 ！

N －800－W E I a 1．4 ）×1．1 38
S K 167 と重複 上　 本跡の方か
新しい。

S K 169 N －42㌔W D I a 長　 方　 形 1．92 ×1．53 35 F iglO（う

S K 170 N －66㌧E E I a 不　 定　 形 1．53 ×1．23 35 F ig128
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遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の状 況
［覆

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連 図 版

平　 面　 汀り 壁高 （cm ）璧 床
ビ ッ
ト数

S K 17 1 B 4 g 3，g 4 A I壬a 円　　　 形 0．8 2 × 0 ．7 6 18 － 2 2 ヱ 1 N ／会 F ig 76

S K 17 2 B 4 g 3 N －84 ㌧ W E I a 楕　 円　 形 1．0 6 × 0 ．7 5 2 5 II 1 2 N △
P L 30 6

S K 17 3 1才 N －57 ㌧ E E I a 不 定楕 円 形 L 5 2 × 1 ．2 6 5 0 II 1 N H 期 F ig 12 9

P L 30 7

S K 1 7 4 A B 4 f4 A Il a 楕　 円　 形 0 ．8 2 ）く0．7 3 3 4 m 1 N F ig 14 8

B B 4 f3 B II b 1／ 1 ．0 1 ×（0 ．7） 6 3 ‡ 1 N
F ig 1 4 8

S K l ′7 5 ！′ N －4 7 0－E A　王　a 1／
1 ・2 4 × 0 ・8 6 巨 2

I 1 1 A
F ig 5 8

S K 1 76 B 4h 3 N …6 5 0…W E I a 不定 楕 円 形
1 63 7 × 0 ・7 巨 3

王I 3 1 N

S K 1 77 B 4 g 3 ，h 3 N 4 ぽ∵Ⅳ B I a 長 楕 円 形 1．5 7 × 1 ．2 2 2 ～ 2 4 II 3 ′ 2 N S IO 2 2 の南 面 に位 置 す る。 F ig 8 7
P L 3 0 8

S K 1 78 B 4 h 2 ，h 3 N 一一4 3 0－W A　王　a 楕　 円　 形 L 5 3 × 1 ．0
I
9 ～ 16 I 3 ′ N

S K 17 ．9 11 N …4 7 0－E 1′ ／1 1 ．8 8 × 1 ．5 1 ユ2 － 1 6 I 3 ′ 2 N ピッ トは擾 乱 に よ る もの。
P L 3 0 9

S K 18 0 B 4 i3 E I a 不　 定　 形 l ，7 1 × 1 ．4 ユ7 ～ 2 7 II 3 ′ A II 期 F ig 1 2 9

S K 18 2 B 4 ぎ3 N ←2 4 ㌔ E D I b 長　 方　 形 1 ．5 7 × 1 ．1 4 7 5 I 1 N △ 農業 用 の新 しい貯 蔵 穴
F ig l 16

P L 3 1 1

S K 18 3 A B 4 h 4 ，i4 Z 不　　　 明 0 ．9 3 × 0 ．58 2 0 H 3 N
恒 F ig 1 48

B ノブ B 7 b 楕　 円　 形 X L 54 7 1 I 1 N
F ig 14 8

S K 18 4 8 4 h 4 N 一一一5 8 ㌧W D I a 長　 ‾方　 形 L 7 3 × 0 ．9 6 4 8 II 1 4 N F 海 10 0

S K 18 5 A B 射 4 N －5 3 0－W Z 不　 定　 形 2． X L 6 2 0 I壬 1 N

i

∴ I

l

i

F ig 16 9

B
！

11 ！！ 2 0 3 ＼
F ig 16 9

C
i
メタ N …4 10血E 〃 不　 定　 形 （1．0 1 ラ× 1．0 4 3 5 I 2 N F ig 16 9

D プ／ N ∴摘㌔ E E I b プ′ 1．4 × 1．0 8 2 I 1 N F ig 16 9

E ノダ N …4 50－W D I b 方　　　 形 0 89 X O ．7 8 4 6 ‡ り乙ノ N
F ig 16 9

S K 1 8 6 B 4 h8 ，h 9
tJ i

不　 定　 形 L 9 X l カ 3 5 H 1 H 期 埋 設 土器 で底 部 欠 損
F ig 19 1

P L 3 12

S K 1 8 7 B 4 i2 N …28 ㌧ W B I b 円　　　 形 1．6 5 × 1 ．5 5 6 0 ～ 6 5 ‡ 1 N F ig 8 9

S K 1 8 8 ！／ N …16 ㌔ E D I ．b 台　　　　 形 1．3 9 × 1 ．2 5 2 ‡ 1 N ∠ゝ
i
i
i

F ig l 1 6

S K 1 8 9 B 4h 2 N …5 ㌦ E B I I a 円　　　 形 0 ．9 ×0 ．8 8 3 6 ～ 3 8 I 1 ＼
F ig 9 2

S K l 鮒 8 4h 2 N ∴拍㌧ E
A H a I

円　　　 形 6 ～ 8 H 1 1 N ピ ッ トは 本 跡 よ り新 しい。

i

F ig 7 6

S K 1 9 1 1／ N l で∵Ⅳ B I a 楕　 円　 形
2 7 ～ 3 6 i

‡ 1 N ∴
F ig 8 7

S K 19 2 Å B 4 il，i2 N …16 ㌦W E I a （楕　 円　 形ラ 1・1 1 × 0 ・7 5 巨 6 － 2 8 I‡ 1 N ∴

R ／′ N ．一朗圭 E n † a 与　 ‾方　 形
（う，8 5 × 1 ．r） ！4 2 ～ 4 8

言 2 A △ 撒 乱． ＝抜柏 癖 か ハ

S K 193

i

B 射 1

l

N ∵＝㌣W

i

A I a

i

楕　 円　 形

［　　　　　　　 i　　　 l

i・23X l可 22～2車

i

1

l i

N

！

△

i
i
i

i　　　　　 琵
F ig58

S K 194 B 4hl A Il a プ！
！

0 ・86×ほ 巨… 車
1 1 A

F ig76

S K 195 B 4hl N …2 ㌔E 〃 ブタ
0 ・88 ×0 ・84 巨 2 い‡

1 N 床中央は撹乱をうけ凹状をなす。
F ig77

S K 196 I〕4C8，d8 N ∴粕㌦E
巨 …

長 橋 円 形
1 ・52×0 ・粥 巨 5 i I

1 N
F ig139

S K 197 B 4g2 N －2（〕0－－E A I a 楕　 円　 形
l む85 ×1 865 匠 1車

1 N
F ig58

S K　201 B 4e5 N …240－－E ， A I a ”長 ‾方 形 状
ユー6 X l・鵬 恒 2車

つJ 2
N ／ゝ
i

F ig58

S K　202 B 4e4，e5 N …6紆∵E E I a 不　 定　 形

l

1・67 ×1・35 巨 ～2車
3 N △

S K　205 B 4b9 N …1 ㌦E D　ヱ　a 長　 方　 形
1・06 相 可 33 巨

1 1 N
F iglOO

S K　206A B 4e5，f5 ！1 長　 方 形 状
1・65 軋 鋼 「 ほ 序

1 N ∴
F igiは

B ／1 N 一一・射ム0－－E f〕I b－ 長　 方　 形
… 紬 可 55 巨

l l＿ N ∴
F ig l16

S K　 2（う7 84 e5 N …728－－W A　ヱ　a 長 楕 円 形
1ゎ45 ×1・2　 … 車

2 ＼ m 期 F ig58

S K　 208 B4e6 N …4 ㌧E
l
E I a 不定長方形

1・51 ×1・1 37 巨
1 ＼

頼
＼ S K 216 と重複する。

P L 313

S K　 2（j9 B4db，e6 N p′57㌦E D I b 長　 方　 形
ユぁ5 ×（96 巨 小

1 A 頚土中か らの遺物である。 F ig lま6

S　　 2ユ2 B4e6 E　　 a 柁　 円　 形
l・5… 巨… 車

－1
i
N
∠つ 束をS K 217 によって切られて

いる。

S K　 213 8 4g6 N 一一25∵W I〕H a r　　 タメ　　 j （（．射×紬．郎　　 22 1⊥ 1 N I粧期
Fig 120

一一一一1川「一一



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 ”部 の 、状 況 覆

土

時期 備　　　　　　　　 考 関連 図 版

平　 面 （m ）　 壁湧勘所 壁 床 ビ ッ
ト数

S K　 2 1 4 B 射 7 ，g 7 N －4 5 と－W D 王II a （楕 円 形 ） 2．1× 1 ．3 5 3 5

l

II 1 N S K 22 9 と重複 す る。
圧 ’ig 1 4 7

l

S K　 2 1 6 B 4 e 6 N －18 L W A I a 長 楕 円 形 1 ．96 × L l 2 5 王 1 N △ S K 20 8 と重 複す る。
P L 3 13

S K　 2 1 7 B 4 e 6 ，e 7 B I b 円　　　 形 2．2× 2 ．0 14 0 I I 1 N △
S ′K 2 1 2 を切 り，S K l 1 6 に南 を

切 られ る。

F ig 15 9

S K　 2 1 8 B 4 d 9 N …5 2 L E A I a 楕　 円　 形 1．22 × 0 ．9 9 ～ 1 1 Il 1 N
S K 2 19 と重複 し本跡 の 方が

古 い 。

F ig 5 8

S K　 2 19 ／／ N －3 8L E ！／ ／1 1 ．5 8 × 0 ．7 5 14 ～ 16 II 1 N F ig 5 9

S K　 2 20 ／′ N －3 7 0－E ／！ 1／ 1．7 × 1．15 17 ～ 2 6 II 1 N S K 2 19 と重複 す る。 F ig 5 9

S K　 22 2 1′ N 一朗だ W ／1 〃 1．2 5 × 1 ．0 5 4 8 ～ 5 0 ‡ 1 1 N ／ま S 工0 0 4 の 東壁 を切 る。 F ig 5 9

S K　 22 5 A B 4 f7，e 7 E I a （ 11 ） 1 ．5 ×0 ．6 4 18 II 1 N △
F ig 1 4 9

B 1ノ D I b 長　 方　 形 1．4 8 × 1 ．2 4 54 I 1 N ／ゝ
F ig 1 4 9

S K　 2 2 6 B 4 f5 プ絡 A I a 楕　 円　 形 L 5 5 × 1 ．4 2 3 4 － 4 2 H 3 N m 期 S IO 0 9 の 南西 を切 る。
F ig 5 9

S K　 2 2 7 B 4 e 7 ，e8 N － 8 ㌧ E E I a 不　 定　 形 1 ．6× ま．3 2 0 ～ 2 8 I‡ 1 N S IO 0 5 の 東壁 に 位置 す る。
F ig 1 29

P L 3 14

S K　 2 2 8 B 4 g 6 N …4 3 ∵Ⅳ A I b 楕　 円　 形 1 ．9×ま．6 48 ～ 5 2 II 1 N △
F ig 74

P L 3 1 5

S K　 2 29 B 4 f7 D I a． 長　 ‾方　 形 L 2 5 × L l 2 7 I 1 N 111華十 S K 2 14 と重複 す る。
F ig 14 7

S K　 2 30 B 4 i5 ，i6 N －7 9 0－W D III a 長 方 形 状 2．4 × 1 ．4 2 6 II 1 N △ 北に S K 2 3 1 が隣 接す る。
F ig 12 2

P L 3 16

S K　 2 3 1 ／′ N …8 8 ㌦W B I a ／／ 1 ．9 5 X L 17 28 ～ 3 2 I 1 N △
F ig8 7

S K　 2 32 B 4 b8 A I a 楕　 円　 形 1．2 × 0．9 1 28 ～ 3 2 I 1 1 N
ピッ トは S I O0 4 の 柱 匿 と思 わ

れ る。

S K　 23 3 B 4 iO ，B 5 il N …6 0 0－W D III b 長　 方　 形 2．12 × L 5 5 5 1 II 1 1 N F ig 12 6

S K　 23 4 B 4 e 6 ，e 7 A II a 楕　 円　 形 1．0 × 0．7 17 ～ 42 I 1 1 N S IO 0 5 の西 側に 位 置す る 。 F ig 7 6

q　R r lワ1 ら R A p 7　′ヽ只 N －らち0′｛W n　T　只 1　只ぢ∴g1 ．A q 1 9 rrl 1 ＼「 ＜
F ig lO l

童 ） 1L “U U　 i 〕よ）‘’）もノ 111

S K 23 日 目
N …4 2㌔ E D I a 〃 1 ．8 5 × 1 ．15 2 4 H 1 2 N

S K 2 3 7　 恒 7
N …5 50u・・W D I a 長　 方　 形 1．4 3 × 1 ．1 2 6 II 1 N ∴

f lig l O l

S K 2 3 8 極 ，fl
N …14 0…E D 王II b ／／ 2 ．6 3 × 1 ．6 3 88 ‡ 1 N

2 基 の重 複 の 可能 性 がみ られ

る。

F ig 1 2 6

S K 2 3 日 B 4 C 7
N －4 9 ㌧W D i a 71 1 ．8 × 1 ．1 24 王 1 5 N △ 壁 ぎわに ピッ トがめ ぐる。 F ig l O l

S K 2 4 0 i B 4 d 7
N ん一3 0 0…W ／1 不 定 長方 形 1．7 7 × 1 ．2 8 25 II 1 4 細 ∠仝

ピ ッ トは S I O 20 の 柱 穴 の 可

能性 があ る。
F ig l O 2

S K 2 4 1 恒 3 ，d 4
N 4－5 9 ㌧ E ＝ Ill L） 長　 方　 形 3 ．8× 1．0 2 3 〔主‰106 I 1 A ∴ 遺 物 は流 れ込 み と思 わ れ る。 F ig 1 26

S K 2 4 2 ！B 4 d 4
N －8 8 ㌧ E ＝ 111 こl ！1 2 ．0 6 X l ．4 8 2 1 I 1 N △

R g 12 2

P L 3 1 7

S K 24 3 i B 4 d 3
A II a 楕　 円　 形 0 ．78 × 0 ．67 2 5 － 3 5 H 3 A 擾 乱 に よる もの か。 F ig 7 6

P L 3 1 8
S K 24 6 A 恒 ，e 4

N …6 8 0－W D I a 長　 方　 形 1 ．88 × 1 ．6 2 6 II 3 1 N ∴ ピッ トは 本跡 よ り新 しい。

中 4 e 3
N w・5 7 0ムーW A I a 楕　 円　 形 1．2 × 0 ．9 4 0 II 2 N △

C i B 4 e4
N 一′8 8 9－W A II a ′／ 4 0 I 1 N ∴

s K 24 7 i B 4 e3 ，e 4
N ∵浮㌧W E I a 不 定長 方 形 1．4 3 × 1 ．1

巨 7
H 3 2

巨
△ ピ ッ トは S IO 15 ，0 2 7 の柱 穴 か。

P L 3 2 1

S K 2 4 8 i B 4 e 3
N －2 0 0やtW

署
E m a 不　 定　 形 2．5 8 × 1 ．2 8 3 7 m 3 N ∴

P L 3 2 2
s K 2 離 恒 鍋

N …8がL E D i a 不定 長 方 形 1 7 王 1 N ∴ 西側 は轍 乱 を受 け て い る。 F ig lO 2
P L 3 23

B 巨
B ‡I b ト工弓　　　 形 軋 8 ×軋 7 3 5 8 I 1

晶
∴

F ig lO 2

P L 3 2 3

竺 空 」 空 空
N …66 ㌔ E D I b 不　 定　 形 6 3 II 1 6 A Ⅲ期 S I O 2 1 9 S K 2 4 2 よ り新 しい。 F ig 12 7

P L 3 24
S K 2 5 1 i B 4 g 3

D I a 不 定 方 形 1．2 7 × 1 。0 4 18 I壬 3 1 A
ピ ッ トは同 時期 の もの と思わ
れ る。

s K 2 5 2　 匡 鋸 4
D I a 長　 方　 形 l ．6× 1．2 6 20 IH 3 N S K 1 6 1 よ り本 跡の 方 か実 い。

s K 2 5 3 i B 4 f3
E I a 不　 定　 形 1，2 3 × 3 1 m ：3 N △

S K 18 2 よ り古 く S K 2 8 7 よ り新

しい 。
F ig 12 9

s K 2 5日 B 4 h 8 誹
N …7 8 0－・E D H a 長 方 形 状 27 I 1 N I日掛 F ig 12 0

S K 2 55　 巨 4 h 8
D I b 長　 方　 形 1 ．2× 1 ．0 6 5 II 1 N △ S IO l仇より本 跡が 新 しい。

s K 2 56 i B 4d 3，e 3
N －3 4 ㌔W 王〕 I a 1／ 1 ．5 ユX l ．2 2 3 H l 3 2 N H 期 F ig l O 2

s K 25 7 i B 4 b5
N 1－6 5 0…E

I
D I b ！ヂ 1 ．6 5 × 0 ．65 9 1 I 1 A ∴

農 業用 の 貯蔵 穴 か， 遺 物は 流

れ 込み 。

S K 25 日 B 姉 C 5
N …5 9 ㌧ E H lI仕 〃 9 0 I 1 A ∴ ！／

一一1∵Ⅱ）1－－1－1



遺構 番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 ‾‾‾　 形

規　　　　 模 各部 の状 況 覆

時期

土

備　　　　　　　 考 関 連 図版
画　 ／ 平　 面 （m ） 壁高 （cm

回 頼 義

i s K 2 5 9
B 4 C4 ，C 5 N …5 8 ㌦ E D I b 長　 方　 形 1．4 8 ×0 ．7 4 9 7 I 1 A △

覆 土 は軟 質 で， ブ ロ ッ クま じ

r）で あ る。

i s K 2 60 B 4 C7 ，C 6 N －5 0－E D I a ／1 L 4 × 0 ．9 5 34 I 3 N △ S K 2 6 1 よ り本 跡 は新 しい。
F ig l O l

距 K 2 6 1 B 4 b 6 ，C 6 N …3 50－E ／1 11 1 ．5 5 × l ．1 48 II 3 N II 期 S K 26 0 よ r）本 跡 は古 い 。
F ig l O l

i s K 2 6 2 8 4 C6 N …35 ㌧ E E I a 不　 定　 形 2 ．1× 1 ．1 5 3 4 II 3 ′ 6 N △
北 西壁 に そ って ピ ッ トがみ ら

れ る′。
F ig 1 59

S K　 2 6 3 B 4 C 6 ／／ 長 方 形 状 1 ．7× L 3 5 3 2 II 1 4 N △
S K 2 6 2 と重 複 す るが！新 潤 は
不 明

F ig 1 59

S K　 2 6 4 B 4 d 5 ，d 6 N －5 2 。一E A 王　b 楕　 円　 形 1 ．8 5 × 1 ．4 3 6 2 I 1 N F ig 74

P L 3 25

S K　 2 6 5 B 4 C 6 A　王　a 円　　　 形 L 2 × 1 ．2 3 4 II 3 N

S K　 2 6 7 A B 4 d 5 N －5 9 ㌦W E I a 楕　 円　 形 （0．5 3 ）× 0．6 8 1 6 I 1 N △ S K 3 1 1 よ り本 跡の 方が 古 い。＿ F ig 14 9

B 11 l B Il b 円　　　　 形 0 ．8 9 ×0 ．7 8 6 I 2 A △
F ig 14 9

S K　 2 68 B 4 b5 ，b 6 A I a 楕　 円　 形 1．3 5 × 1 ．1 18 ～ 24 IIl 1 1 N △
ピ ッ トは S IO 1 4 か S I O 18 の柱 穴

か 。 P L 3 2 6

S K　 2 69 B 4 C5 ，b 5 B I b 不　 定　 形 1．7 3 × 1 ．1 3 8 5 I 十 1 2 N △ ピッ トは S IO 12 の 柱穴 か 。 F ig 1 88

S K　 27 0 〃 N 仲5㌢J Ⅳ D　ヱ　b 円　　　 形 2 ．1× 1，9 5 58 I 十 1 6 N △
覆 土上 層， 西 壁 よ りに焼ま 多
量 検 出す る。

F ig l 16
P 1－3 2 7

S K　 2 7 1 B 4 C 5 A I a ！！ 1 ．2× 1 ．1 3 3 I 1 N △
S K 27 2 よ り新 し く床 面 に少 量

のハ マ グ リ出土 。 P L 5 4 9

S K　 2 7 2 ／1 Z 不　 定　 形 1．9 × 0 ．8 5 4 7 I 3 6 N △
S I O 1 2 の 南 西 コ ー ナー に位

置す る。
F ig 18 8

S K　 2 7 3 B 4 C 7 A II a 円　　　 形 0 ．76 × 0 ．65 1 2 ～ 1 5 I 3
l

F ig 76

S K　 2 7 4 B 4 e 2 ，e 3 N …5 0 0－E D ‡ b 長　 方　 形 1．3 5 × 0 ．9 7 5 I 1 N F ig l 16
P L 3 28

S K　 2 7 5 B 4 j4 ，j5 B　ヱ　a 楕　 円　 形 1．3 7 〉く1．25 38 ～ 4 6 I 1 A △ 床 中 央 に ピ ッ トが 3つ 並 ぶ。 F ig 8 7

S K　 2 7 6 B 4 j5 D I b 円　　　 形 1．1 × 0．9 7 5 0 ｝ 1 N △
F ig l1 6

S K　 2 77 B 4 e3 B I‡ b 円　　　 形 0 ．8 2 ×0 ．8 7 6
l
I 1 N

P L 3 2 9

S K　 2 79 B 4 d 3 A I a 楕　 円　 形 L 7 4 × 1 ．4 3 18 ～ 2 0 ‡ 1 N ／ゝ F ig 5 9

S K　 28 0 B 4 d 2 ，d 3 N －8 60－W C I a′ i ／1 1 ．7 × 1 ．2 5 2 2 ～ 4 2 I 1 1 N ／ゝ
F ig 9 4

S K　 2 8 1 B 4 d 2 N －59 0－E D I a 長 方 形 状 1 ．0 5 ×（L 8 4 0 王 2 N ∠＼
P L 3 3 0

S K　 2 8 2 〃 N －8 ㌦ W ／1 不　 定　 形 1 ．0 3 × 0 ．9

i

3 5 II 3 2 A ピッ トは根 か 。

S K　 2 8 3 B 4 e 2 ，d 2 N …3 ㌢J Ⅳ A H a
楕　 円　 形 ！

0 ．89 × 0 ．6 7 8 ～ 1 2 III つ
LJ
1 A

F ig 7 6

S K　 2 8 4 B 4 d 2 ，e 2 N －2 8 0－W E A II a 楕　 円　 形 0．9 × 0 ．7 20 － 3 0 H l 3 2 N
柱 穴状 の もの がみ られ るが性
格 は不 明

F ig 76

P L 3 3 1

S K　 2 8 5 B 4 e 2 ！！ 円　　　 形
［
0．9 5 × 0 ．8 20 － 2 2 m 3 ’ N

S K　 2 8 6 A B 4d l，e l N 醐8 5 ㌔ E E I a 棺 円 形 状 （1．2 ）× 1．13 ／！ I … 1 4 N ∠＼

B 1／ N …3 6 0－W D H a 方　　　 形 4 0 I 1 A
覆土 は軟 質 で 多量 の ロー ムブ

rl 。。ノ7ノ仝．ナ、s K 287 ！B 4f3　 位 ㌫ 星

Z

！

不　　　 明

I

19

l

III

l

3

l

2

l

N

l l －　／／　出　tJ o

S K 253 より本跡の方が古い。

i　　　　　　　 8

S K 288　 B4e2＋ 巨… m
A I b （楕 円　 形） 1．13 ×0 ．85 65～7 1 I 1 1 N ピットは本跡より新 しい。 F ig74

P L 332

S K　289 A　　 l／ Z
i

不　　　 明 6 I ユ 2 N △
i

B 「 ′　　 卜 7 0nww
D II a 0 ．7×0 ．68 40 1 Å △

S K 290 巨　 ！
E II a 不　 定　 形 0 ．92×0 ．57 27 圭喜I 3 1 A △

i 鮒 か抜恨痕

S K 291 巨　　 匠 m
I〕H a 〃 0 ．73×0 ，58 17 H 3′ N

S K 29日 鮎 川　 N 一勝 E
！／ 鰭　 円　 形 ！

0 む97 ×086　 薯 35 I 1 N
l F ig120

S K　 293　　 B 4gl，fl　　　 N －71㌦E A II a 〃 8 一～13 工 1⊥ N
！

F ig77

S K 294 A 削 ぎ2　 iN ′700一W
D H b 方　　　 形 72 ヱ 1 N

B　 り　 ！
E H a 不　 定　 形 30 II 2 1 N

S K 295 巨　 ；
A H a 楕　 円　 形 「 日 射甘 調 16 ～25 H 2 N F ig76

S K 29日 B 射　　 恒 0－E
B I b 〃 76 I 1 N ∠ゝ SK 297 よ f）本跡の方が新 しい。

F ig89
P L 333

S K 297 巨　　 恒 銅
A I a 〃 19 H 3 N F ig89

S K 2鱒 巨 離 2 ！
D I a I一主　 方　 形 23 H 3 3 ＼

東側に新 しい掘 り込みがみら
れる。

F iglOl
P L 334

S K　 299　　　 ／′ ′′ 長　方 形 状 45 H つ
。．j

」 ＿空＿＿＿1

一一lL12lll一ハ



遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 ！覆

ノ　土
時期 備　　　　　　　 考 関連図版ノ 平 射 m ） 恒 （cm

封壁 床
瑠

S K　300 B 4g3 E I a 不　 定　 形
1・25 ×0 ・8 巨 3

II 3 1 N S K 301より本跡の方が古い。
P L335

S K　301 B 4g2 N －35㌧E C I b 楕　 円　 形 1．4 ×L 12 40 I 1 1 N △ SK 300 より本跡の方が新しい。
F ig95

S K　302 ／／ N －82㌧W D i a 長　 方　 形 1．4 ×1．05 19 III 1 1 N F iglOl

S K　 303 ／／ N －2gL E ／1 長 方 形 状 1．23×0 ネ92 23 II 1 N F iglOl

S K　 304 B4g l N －6げ－E ／／ ／／ 1 ．34× 1．1 27 琵I 3 3 N 床中央は擾乱 をうけている。

S K　305 ／／ N －40。一W B I a 楕　 円　 形 1 ．27×1 ．1 37～40 II 2 A F ig87

S K　306 B 4d6 N －65㌦W E I a 不　 定　 形 1．8 ×1 ．0 18 錆I 3 3 N △
SIO 16の入口部にあり住居より
新 しい。

F ig129
P L 336

S K　307 B 4d5 N －22。－E A I a 楕　 円　 形 1．37 ×1 ．09 20 II王 2 5 N △
S IO17の炉に接 し，3 本の柱穴
が並ぶ。

F ig59
P L 337

S K　308 B 4d5，e5 N －41㌧W ／／ ／／ 1．93 ×L 2 18 ～20 I 3 5 N △
F ig59
P L 338

S K　309 B 4d 3 N －410－W D I a 長 方 形 状 1．04 ×0．8 17 II 3 N F ig lOl

S K　310 B 4d3，d4 E I a 不　 定　 形 1．5 ×L l 25 I 2 N II王期 F ig129

S K　 3日 B 4d4 N －450－W D I a 長 方 形 状 1．63× 1．39 47 H 2 2 N △ ！ピッ トはSIO 17の柱穴か。
∴亡霊！

S K　 32 1 C 5a2，B 5j2 N －300…E B I a 不定楕円形 1 ．3×1．08 24～33 I 1 N △
F ig87

S K　 322 C 5a2，al N －870－W A I a 楕　 円　 形 1 ．55×1 ．06 18～28 王 1 N △ F ig59
P L 340

S K　323 C 5al N －42。－E A II a ／！ 1．0 ×0 ．85 14～18 持 1 N F ig76

S K　324 C 5al，a2 N －54㌦W A I a 長 楕 円 形 1 ．41×0 ．55 20～24 II圭 1 N

S K　325 C 5bl，b2 N …6 ㌧W D I a 長 方 形 状 1．54 ×1．22 20 王 1 N F iglOl

S K　326 B 4iO N …40㌔W A I b 楕　 円　 形 1 ．48 ×L 34 54 王 1 N II期
土器組炉跡 （娩土，灰が充
満）

F ig74

S K　327 C 5b2
l

N ～35㌧E
i

i n I a 苺　 有　 形
「‥

】 1・67 ×1・4 3只一・一4？
i ））　 一‾

H
l ムA
1
i ▲；

l 当
i ＜ l

l

IF ig lO2 i

！＋ ＋＋ ！

S K　 328 C 5C2 N 一・7 0－W D I a ／／ 1．28 ×0 ．88 16 ～26 I 1 N 床は北側へ傾斜 を示 している。

S K　 329 C 5C2，d2 N －47㌧E ／プ ／／ 1．54× 1．1 28 I 1 N △
F iglOl
P L 341

S K　 330 C 5d2，e2 N －380－W ／1 不定長方形 1 ．55× 1．14 45 II 1 N 王期 F iglO2
P L 342

S K　331 A 1／ A I a 長 楕 円 形 1 ．8×1．1 23 II 1 N F ig149

B ／1 D II b 方　　　 形 0 ．65 ×0 ．6 84 I 1 N
！

S K　332 C 5e2 N …33㌦E A I b 楕　 円　 形 1 ．06 ×0 ．89 52～62 I 1 N F ig74

S K　333 C 5el，e2 B II a 円　　　 形 1．02 ×0 ．94 18 I 1 N
∴∴ （

S K　334 ！／ A H a ／／ 1．09 ×0．98 12～20 I 1 N △
F ig76 i

S K　 335 C 5e2，f2 D II a 長　 方　 形 0 ．97 ×0．88 14 I 1 N F ig 126

S K　 336 C 5d l A H a 円　　　 形 0 ．69 ×0 ．65 20 ～23 II 2 N
△ l F ig76

S K　 337 C 5f3 A I a 楕　 円　 形 1．28× 1．03 16 I 1 N F ig59

S K　 338 C 5g3 N －50。…W A I a ／／ 1 ．53× 1．1 12 ～22 I
1 i

N F ig60

S K　339 C 5h3 D 王　a 長　 方　 形 1 ．14× 1．0 19 ヱ 2 2 酎） ピッ トは根に よるもの。 F iglOl

S K　340A C 5h3，i3 N －68。洲－E D IIIa ／／ 2．2×1 ．8 20 III 1 N
F ig97 i

B ／！ D 王　b ／／ 1．7×L 52 52 I 1 N
F ig97 ；

S K　341 C 5h2 N …82㌦E E Hlこ1 不定長方形 2．17 ×1 ．02 48 王‡I 2・ A
i

S K　 342 C 5｝12，i2 N r－520－E D I a 1！ 1．48 ×0 ．59 46 H 3 A
性格は不明だが覆土は軟質で
ある。

F iglO l

S K　 343 C 5i2 A I b 楕　 円　 形 1．55 ×1．35 57 II l N F ig74
P L 344

S K 34日
C 5h l，h2 N －W320－W CA I a．） 長 楕 円 形 1．25 ×1．05 18 ～20 II 3 N

SK 352 と重複し本跡の方が古

い㍉
S K 345 ！

C 5g l N …87㌦E A I a 楕　 円　 形 1．5 ×1．05 14 ～18 王II 2 2 N ピットは本跡より新しい轍軋

S K 346 i
C 5 il A II a 円　　　 形 0 ．89×0 ．84 13～ 17 ‡ 1 N

覆土上層にカ…ボンを少量含
む。

F ig76

S K 347 i

i s K 348 i

睦 K 349 i

C 5il，jl i

C 5i3　 i

C 5bl ＿ ＿＿ま

N 胤 可

i

N －620－W

A ： a i

i

E I a i

棺 誓 可

i

〝 i

1・15× 1可

1・72× 1e3 i

1 ・83×1 ・07 ＿i

32～36 ！

20～24 ！

20 i

王 i

可

可

1 i

弓

1

1

i

i

可

N i

N i

I 可

！

△ i

漂 認 諾 誓 み遺物は i

i

豊 漂 る溝によって鋸 当

譜 測

F ig59

F ig129

－1（〕ニ3－1



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の状 況 覆

土

時期 備　　　　　　　　 考 関 連 図版

平　 面 （m ） 壁高 （cm ）壁 床 ピ ッ
ト、’

S K　 3 5 0 G 隻b O N －2 1。－E A I a 楕　 円　 形 1 ．4 3 × 1 ．1 2 18 － 2 1 II 1 N II1期
F ig 6 0

P L 3 4 6

S K　 3 5 1 C 5 c l N －7 1 。一E ／1 11 1 ．2 × 0 ．8 4 10 ～ 1 2 II 1 2 N
東 西 にみ られ る ピ ッ トは比 較

的 新 しい。

F ig 6 0

P L 3 4 7

S K　 3 5 2 C 5 h l ，h 2 B I b 1／ 1 ．5 6 × 1 ．14 5 7 1 1 N
S K 34 r4 と重 複 し本 跡の 方が 新

しい。
F ig l 1 6

S K　 3 5 3 A C 4d O N － 5 0－E D III a 長　 方　 形 2．1× 1．5 2 9 I 1 N ） △
遺 物 は流 れ 込み の もの と思 わ

れ る 。
F ig 1 4 9

B ／／ N － 5 。－E A II b 楕　 円　 形 0 ．9 × 0．8 5 5 6 I 3 3 N F ig 1 4 9

S K　 3 54 C 4 eO ，fO D I a 長　 方　 形 1．4 8 × 1 ．2 3 1 9 1 1 N
F ig l O 2

S K　 3 5 5 C 5 e l，f l N …4 8 。－E ！／ （長楕 円 形 ） 1．8 6 × 1 ．0 1 8 I
I
1 1 N ∠＼

F ig l O2
P L 3 7 9

S K　 3 5 6 C 4 fO A I a 楕　 円　 形 1．4 5 × 1 ．0 5 3 3 ‡ 1 1 N ／＼ ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。 F ig 6 0

S K　 3 57 C 4 fO N …7 2 ㌧ E ／1 プ1 1 ．1 3 × 0 ．8 ユ2 － 15 Il 1 2 N
F ig 60

S K　 3 58 C 4 g O N －2 7 。－W A H I こl ／1 2 ．3 × 1 ．6 2 2 0 ～ 4 0 I 3 6 N △
F ig8 3
P L 3 48

S K　 3 59 ／／ N －4 1 8…W A II a ／1 0 ．8 5 × 0 ．6 1 2 － 4 0 I 2 N F ig7 7

S K　 3 60 ～ 1′ N －2 7 0－W A I a ／／ 1．2 5 × 0 ．7 8 1 0 － 12 III 3 1 A △
F ig 6 0

S K　 36 1 C 4 h O ，g O A I a ／1 1 ．6 7 × 1 ．3 2 73 II 2 1 N △
F ig 5 9

S K　 36 2 C 4 h O ，g O D I a 長 方 形 状 1 ．7× 1 ．6 5 20 III 3 ’ 6 N △ 裸 乱 か 抜根 痕 。 F ig l O 2

S K　 36 3 C 4 h O N －8 2 。－W A II a 楕　 円　 形 0 ．9× 0 ．6 8 2 0 ～ 2 4 I 1 N F ig 7 7

S K　 36 4 C 4 h O ，iO N －3 0－W A III a ／1 2 ．0 × 1 ．6 5 3 0 ～ 3 3 I 3 N △
F ig 8 3

P L 349 ・350

S K　 36 5 C 4 h 9 A II a 17 0 ．7 × 0 ．7 1 2 ～ 1 4 王 1 1 N ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい 。 F ig 7 7

S K　 3 6 6 A C 4 iO ，g O N －4 5㌧ E E I a 不　 定　 形 1 ．3 2 × 0 ．8 9 111 1 N 巨 部分 的 に撹 乱 を うけ てい る。 F ig 14 9

P L 3 5 1

B ／！ B I b 円　　　 形 1 ．1 2 × 1 ．1 2 54 I 1 N
F ig 1 4 9

S K　 3 6 7 C 4 i9 A I a ／／
l

4 5 － 5 0 I 1

l

N 土壌 サ ンプ リン グを実 施 F ig 6 0

P L 3 5 2

S K　 3 6 8 A C 4 g O N －65 ㌦ E E I a 不　 定　 形 1 ．0 4 × 0 ．6 7 1 2 II 1
l
N

l

1 期 i
形態 は （C Ib ）とも思 われる。

F ig 9 5

P L 353・354

B ／′ B I a 円　　　 形 1．4 × 1 ．2 1 4 7 I 1 N 覆土 中に 分 鋼型 石 斧が 出土。 F ig 9 5
P L 353 ・354

S K　 3 6 9 B 4 j4 A II a 楕　 円　 形 0．9 5 × 0 ．8 5 8 ～ 1 5 I 3 N F ig 7 7

S K　 3 7 0 ／／ N －8 ㌦ E E I a 不　 定　 形 1．2 × 0．8 5 3 1 III 3 ′ N
東 壁 に方 形 の掘 り込 み が み ら

れ る。

S K　 3 7 1 B 4 i3 ，i4 N －1げL E E I a 不　 定　 形 1．8 7 X L O 5 4 6 II 1 1 N 覆 土 上層 に撒 乱 が み られ る。 F ig 1 2 9

S K　 3 7 2 B 4 i3 ，g 3 E I b ／／ 1．0 6 × 0 ．8 8 15 ～ 7 5 I 3 N 不定形の掘 り込みがみられ る。 F ig 13 9

S K　 3 7 3 C 4 a4 ，B 4 j4 A I a 楕　 円　 形 1．6 4 × 1 ．2 4 3 5 ～4 0 II 3 5 N ） F iが 0

S K　 3 7 4 C 4 月4 N － 2 0－W n　 T　a 長　 方　 形 1．5 2 × 1 ．3 7 3 2 II 3 N
F ig l O 3

遜　｝－‾‾　一°m

S K　 3 7 5 C 4 a4

！

N －8 。－W

l

Jl

i y h

11

l

1 ．6 8 ×0 ．8 6 3 1

l

I I

1

1

1

2 N

l

△

】 l

F ig l O 3

S K　 3 7 6 A C 4a 3 ，a 4 N －2 4 0－W D I a ／／ L 5 × 1 ．1 1 9 王 1 4 N △ ピ ッ トは 本 跡 よ り新 しい。
F ig 14 9

B ／1 D 王　b ／！ 1．1 2 ×0 ．7 6 50 王 1 1 N
！ △ F ig 1 49

S K　 3 77 B 4 j4 D I b 1′ 1 ．7 7 × 1 ．4 7 6 5 I 3 2 N △ 壁 は凹 凸 状 をな して いる。 F ig l 1 6

S K　 37 8 C 4 a 3 ，b 3 N －5 0 ㌧ E n I a ′／ 1．7 5 × 1 ．7 46 II 3 N △ 床 は凹 状 と な る。 F ig l O3

S K　 37 9 B 4 j3 B　王　b （円　　 形 ） 1 ．2× 1．1 1 0 5 I 1 N 平 面形 あ る いは方 形 状か 。
P L 3 5 5

S K　 3 8 0 ／1 N －3 0㌧ E E I a 不　 定　 形 1．2 4 × 0 －7 7 23 汀i 3 ′ N △
S K 3 9 1 と重複 し本跡 の 方が 古

い 。

S K　 3 8 1 B 4 j2 N －5 60－W E ITI a 11 2 ．5 6 × 1 ．2 4 29 II 3 ′ N

S K　 3 8 2 B 4 j2 ，i2 B l a 円　　　 形 1 ．2× 1 ．2 4 0 Il 1 N
F ig 1 4 9

S K　 3 8 3 ／′ C 王　b ！／ 1 ．5 5 × 1 ．0 9 4 2 王 1 N △
F ig 1 4 9

P L 3 5 6

S K　 3 8 4 B 4 i2 N －56 。－W D I a 長 方 形 状 1 ．18 × 0 ．8 2 3 4 II 1 錮）

S K　 3 8 5 B 4 il N －4 7 3－W ！／ ／1 1 ．6 1 × 0 ．8 2 2 7 Ii 1 2
㈱ l
△

S K　 3 8 6 ／／ N －5 8 0－W A II a 楕　 円　 形 0 ．7 5 × 0 ．59 1 2 ～ 1 5 I 3 1 N
F ig 7 7

S K　 3 8 7 ／1 A I a 1／ 1 ．12 × 0 ．95 20 ～ 2 4 I

t

1 N △ F ig 6 0
P L 3 5 7

S K　 3 8 8 B 4 jl ，j2 N 1 3 6 ㌧W E I b 不　 定　 形 1．7 8 × 1 ．15 6 5 III 3 ′ 糾） △ F ig 1 3 8
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遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部の状況 覆

土

時期 備　　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （m ） 壁高rc両 壁 床 ビッ
ト数

S K　389 C 4a2 B I b 円　　　 形 1．33 ×0．95 106～109 I ＋ 1 N 覆土上層に撹乱が入る。 F ig89

S K　390 C 4a3 N …4 ㌧E B I a 11 1．09 ×0．99 21 I 3 2 N

S K　391 B 4j3 N 博690…W LA I a ） 楕　 円　 形 1．05 ×1．05 35 I 1 N △
S K 380 より本跡は新しくSK 40 1
よ り古い。

S K　392 C 4al，B 4jl N －7㌢L E E I a 不　 定　 形 1．70 ×1．28 41 H 2 A
覆土中に多くのロ㌧－ムブロッ
クを含む。

S K　393 C 4al，a2 N －780－E D I a 長　 方　 形 1．22 ×0 ．8 20 I 1 N ，
F iglO3

S K　394 C 4a2，b2 N －370－W A II a 楕　 円　 形 0 ．8 ×0 ．56 12 －14 II 3 2 N
F ig77

S K　 395 C 4b2 N －900－E D I a 長 方 形 状 1．51 ×0 ．69 35 I 3
F ig103

S K　 396 C 4b l B I a 円　　　 形 1．33 ×1．06 43 ～46 I 1 A
F ig87

S K　 397 ／1 A II a 1／ 1．08 ×0 ．89 10 ～12 II 2 N 床中央の凹は撹乱による F ig77

S K　 398 C 4b2，C2 N －38 ㌔E A I a 楕　 円　 形 1．31 ×0 ．94 5 － 8 I 1 N F ig60

S K　 399 C4a2 N －30 。－W （B I b ） ／／ 1．37× 1．35 67 I 1 N
SK 404 と重複 し本跡の方が新

しい。

S K　40 08 C4a2，B 4j2 N －450－W （B I a ） ／1 （0 ．7）×1．0 43 I 1 N 巨
F ig 174

B 1！ N －67 ㌧W D III b 長　 方　 形 4 ．17× 1．86 105 I 1 伍） 西にSK 404が接 している。
F ig 174

S K　 40 1A C 3j3 （B I b ） し楕「円 形） 1．27× 1．15 ぁ　62 王 1 N I I期一一
F ig89
P L 358

B 1／ N －870…W B I b 楕　 円　 形 1．56× 1．46 75 I 1 討）
覆土下層は㈹），上層は変則的
堆積

F ig89

S K　 402 C 5i2，j2 N －31㌦ E A I a ／／ 1．97× 1．8 46～48 II ＋ 1 1 仏） I 埋
遺物は覆土中か らのものが 多
く鳥獣把手が出土

F ig60
P L 362～364

S K　 403 A C 5jl，j2 Z 不　 定　 形 1．46×（0 ．5） 23 Il 3 1 N ）△ 浅いピットがみ られる。
F ig 151

B ／！ N －16。一W B I b 隅丸万形状 1．52× L 38 62 I 1 N 円筒状 をなしている。
F ig 151

S K　404
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l

C 4a2，a3
！
N …220－W

l
G III b

l
長 楕 円 形

l
3 ．22×0 ．8

1
113
l
I
l
1 3‾
l　　　　l
N
l l

T ピッ ト状で開口幅60cm，底
部幅26crn　　　　　　　　　 l

F ig174
P L 359・404　由

S K　 4 0 4 C 4 a 2 ，a 3
l

N …22 0－W

l

G III b

i

長 楕 円 形 3 ．2 2 × 0 ．8 1 1 3

！

I 1

1

3‾ N

i

T ピッ ト状 で開 口幅 6 0 cm ， 底

部 幅 2 6 cm　　　　　　　　　 t

F ig 1 7 4

P L 359・404 月

S K　 4 0 5 A B 4 j l E I b 不　 定　 形 1．6 6 × 1 ．3 2 4 3 ～ 6 2 II 2 △

B ／′ N …3 7 0－E A I a し楕 円 形 ） 1．0 3 × 0 ．9 5 47 I I 1 S K 39 2 と重複 す る。

S K　 4 0 6 B 4 i6 N －7 3 0－E D I a 長 方 形 状 1．7 2 × 1 ．0 6 19 II 2 1 N
F ig lO 3

S K　 4 0 7 B 4 j8 B I a 円　　　 形 1．5 6 × 1 ．4 38 I 1 2 N △
S I O 23 の南 西 にあ り壁 に ピット

が み られ る。

F ig 8 7

P L 3 6 1

S K　 4 0 8 B 4 j8 N －7 8 0－W A 王I a 楕　 円　 形 0 ．9 3 × 0 ．8 4 1 8 ～ 2 0 I 1 ㈹） m 期 F ig 7 7

S K　 4 0 9 B 3 j8 N 鵬6 7 ㌦ W D I a 長　 方　 形 1 ．6× 1．1 3 27 III 1 N △
F ig lO 3

S K　 4 1 0 B 3 j7 ，j8 ／／ 1／ 1．4 5 × 1 ．0 20 III 1 N △ S IO 3 2 と重 複 し本 跡 が新 しい。
F ig l O 3

S K　 4 1 1 B 3 j9 N －5 打㌧E ／／ 隅丸 長 方形 1．8 8 × 1 ．5 2 32 II 1 N △ 部 分 的に撒 乱が み られ る。
F ig l O 3

P L 3 6 0

S K　 4 1 2 A B 4 iO ，jO ／／ 長　 方　 形 1．1 1 × 0 ．8 5 20 I 1 1 N
北 壁 に他 の掘 り込み が み られ

る。

F ig lO 3

B ！／ N －4 1 0－W ／／ ／／ 1．0 9 × 0 ．9 8 32 II 2 1 N 床 中 央は やや 凹 状 をな す。 F ig lO 3

S K　 4 1 3 B 4 iO A II a 円　　　 形 0 ．9 4 × 0 ．8 5 13 I 1 N
F ig 7 7

S K　 4 1 4 ！／ ′／ ′／ 0 ．6 3 × 0 ．4 6 2 4 ～ 2 7 I 1 N
S K 4 1 5 と重 複 し本 跡 の方 が古

いか 。

F ig 7 7

S K　 4 1 5 ／！ N －12 0－E E I a （楕 円　 形 ） 1．3 8 × 0 ．8 6 4 6 I 3 2 N
ピ ッ トは S K 4 1 5 よ り新 し い

か 。

S K　 4 1 6 C 4 c O N 仙2 0 ㌦ E G III b 長 楕 円 形 3 ．1 4 × 1 ．3 75 ト王1 1 N T ピッ ト状 で開 口幅 1 ．5～ 1 ．4

m

F ig 17 3
P L 36 5

S K　 4 1 7 C 4d O ，C O N ｛5 3 0l E D I a 隅方 長方 形 1 ．9× 1 ．3 5 25 III 1 N
F ig lO 4

S K　 4 1 8 C 4 f9 ／／ 長 方 形 状 1 ．1 2 × 1 ．0 8 29 II 1 N
F ig lO 3

S K　 4 1 9 C 4 e O A I a 円　　　 形 1 ．1× 1 ．0 2 2 1 ～ 2 3 ト粛 1 N 床中央 付近は擾 乱をうけてい る。 F ig 6 0

S K　 4 2 0 C 4 C8 ／／ 楕　 円　 形 1 ．4× 1 ．1 1 1 8 ～ 2 2 Il 2 N F ig 6 1

S K　 4 2 1 C 4 b 9 ，C 9 ／′ ／！ 1 ．7× 1 ．4 5 2 0 ～ 2 3 I 1 N △
F ig 6 1

S K　 4 2 2 C 4d 8 D I a 長　 方　 形 1 ．5 1 × 1 ．1 23

l

II 1 2 N
覆 土 は軟 質 で新 しい時 期 の

所 産
F ig lO 3

P L 3 76

S K　 4 2 3 C 4d 8 A I a 楕　 円　 形 1 ．3 6 × 1 ．2 8 8 I 1 N
F ig 6 1

S K　 4 2 4 C 4d O，e O N ＋6 8 0－W E B I b 不　 定　 形 2 ．8 3 × 1 ．7 9 75 ト Il 2 餌） △ S IO 3 3 と重複 し本 跡が 新 しい 。 F ig 16 0

S K　 4 2 5 C 4 C 8 N －7 ㌧ E E II a ／′ 0 ．8 9 × 0 ．7 8 （20 ） H 2 3 N
ピットは S IO 34 との 関 係か み ら

れ る。

S K　 4 2 6 C 4 a6 D I a 隅 丸 万形 状 1 ．6 2 × 1 ．4 9 39 Il 1 1 N △
F ig lO 4
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遺 構 番品 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の状 況
トi 覆

巨
時期 備　　　　　　　 考 関連 図版／

平　 面 （m ） 壁 高圧m
）回 蛸 壷

S K　 4 2 7 B 4 j6 ，j7 N －2 0－E D I b 長　 方　 形 1．9 4 × 1 ．3 8 5 7 I 1 1 N III 期 西壁に不定形の溝がみ られる。 F ig l 17

S K　 4 2 8 C 4 f8 N －2 5 ㌦ E A I a 楕　 円　 形 1．1 3 ×0 ．7 4 1 5 ～ 18 II 1 N

S K　 4 29 C 4 摘，f9 N －70 ㌔ E D I a 11 1 ．3 2 × 0 ．9 5 2 7 III 1 N F ig l O4

i s K 43 0 C 4 f7 N －8 8 。－E A H a ／′ 0 ．8 9 × 0 ．7 4 1 8 ～ 2 0 II 2 N F ig 7 7

S K　 4 3 2 C 4 g 8 ，f8 N …3 g L E D I a 長 方 形 状 1 ．5 7 × 1 ．28 2 7 II 1 N △ F ig lO 4

S K　 4 3 3 A C 4 g 8 N －4 9 。－W D I a 1／ 1 ．8 8 × 1 ．2 2 6 II 2 N

B ／／ D II b 方　 形　 状 0．9 5 × 0 ．7 8 6 I 1 N

S K　 4 3 4 C 4g 9 N …3 0 0…W A II b 円　　　 形 1．1× 1．0 1 2 ～ 15 I 1 N F ig 7 7

S K　 4 3 5 C 4 g 8 ，g 9 D I a 長 方 形 状 L 5 9 × 1 ．5 4 9 5 1 1 1 N ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。 F ig l O 4

S K　 4 36 C 4 g 8 A I a 楕　 円　 形 1 ．1 7 × 0 ．9 3 1 6 ～ 2 0 II 2 錮） △ 覆 土は やや 軟 質 で ある 。 F ig 6 1

S K　 4 3 7 C 4 g 8 ，h 8 A I a ／／ 1 ．2 7 × 1 ．ユ5 2 2 ～ 2 5 II 2 ㈹ F ig 6 0

S K　 4 3 8 C 4 h 8 N －2 7 ㌦ E A H a 不 定楕 円 形 0 ．84 × 0 ．6 22 ～ 3 2 II 2 N 撹 乱 に よ る ものか 。 F ig 7 7

S K　 4 3 9 ！′ D I a 隅 丸長 方 形 l J × 1 ．0 2 ！／ III
1 i

N

S K　 4 4 0 ／／ N …4 8 ㌧ E A I a 楕　 円　 形 1．15 × 0 ．9 10 ～ 15 亘I
2 i

N 撹 乱 が部 分 的に み られ る。

S K　 4 4 1 C 4 i9 N l 討手 E D II a 長　 方　 形 0 ．9 5 ×0 ．7 5
1 3 ！
′III 2 1 仏） 方形の ピットは本跡よ り新 しい。 F ig 12 0

S K　 4 4 2 C 4 j8 ，j9 A I a 楕　 円　 形 1．1 1 × 0 ．8 8 ‘8 ～ 12 II 1 N ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。

S K　 4 4 3 C 4 C 8 ，d 8 J 円　　　 形 0 ．4 7 ×軋 4 6 2 5 I
l
1 払） 汀期 S IO 3 4 の南 側 に位 置 す る。 F ig 9 9

P L 3 6 8

S K　 4 4 4 C 4 d 7 J 1／ 0 ．44 × 0 ．3 6 2 8 I 1 1／
F ig 1 89

P L 3 6 9

S K　 4 4 5 ／／ J ！′ 0．38 × 0 ．36 2 3 ‡ 1 ／1
S IO 5 7 の 北東 コー ナ ー に位 置

す る。
F ig 18 9

P L 3 70

S K　 4 4 7 C 4 a 7 N 4 賂∵W A H a 楕　 円　 形 0 ．8 ×0 ．7 1 0 Il 2 1 ＼ S I O3 2 よ り新 しい 。 ，
F ig 77 ！

S K　 4 4 8 ！！ E II a 不　 定　 形 1．0 3 ×0 ．7 14 ～ 30 fII 2 2 N △ ／／
F ig 13 9 ！

S K　 4 4 9 C 4 a 6 A II a 長 方 形 状 0 ．8 4 × 0 ．6 8 2 2 ～ 2 6 待I 3 ／ゝ
F ig 7 7

S K　 4 50 C 4 a 5 ，b 5 E III a 不　 定　 形 2 ．5 2 × 2 ．0 5 4 5 II 1 1 糾） III 期
覆 土上 層 に一 括 して出 土 して

い る。
F ig 1 4 2

S K　 4 5 1 ！／ ！／ ！ク 2 ．1 3 × 1 ，4 9 2 7 Iヱ 3

1

N ／ゝ 部分 的 に撹 乱 がみ られ る。 鵠 馴

S K　 4 5 2 C 4 b 5 D I a 1 ．0 9 × 1 ．04 3 5 H 1 1 N ∠会 床 面 に′j遭誓皿状の ものが出二L F ig l O4
P L 3 6 7

S K　 4 5 3 A ／1 N －8 6 ㌦W
l

E 王H a 不 定長 方 形 2．0 6 × 1 ．5 20 ～ 3 0 H 3 A ／ゝ
A ， B の新 旧関 係 は不 明瞭 で

あ る P L 3 6 7

B ／／ D I b 長　 方　 形 1．0 ×0 ．8 8 5 I 1 △

0

P L 3 67

S K　 4 54 C 4 b 5 ，C 5 N →l がL E E I a 不　 定　 形 1．6 9 × 0 。9 2 1 II 3 2 払） △
方 形 の ピ ッ トは しっか り して 整 g J 字黛 i

S K　 4 5 5

l

C 4 b 4 ，b 5

ぎ i

A I a

l

不定 楕 円 形

ぎ

L 2 × 1 ．0

I

1 3

l

持I

i

3

i

3

i

N

！ l P L 誹わ′　＿＿＿謎

F ig 6 1

P L 3 6 7

S K　 4 5 6 C 4 C 5 N …58 ㌔ W D I a 長　 方　 形 1 ．3 8 × 0 ヶ7 7 20 II 1 1 N F ig l O 4

S K　 4 5 7 C 4 C 4 ，C 5 N …8 9 ㌔ E D llI こ1 ／！ 2 。6 6 × 1 ．0 13 I 1 7 N △ 西側 の大 きなピッ トは新 しい。
P L 3 7 4

S K　 4 5 8 C 4 C 5，C 6 N －4 0 8…E E I b 不 定 長方 形 L 8 × 1 ．5 3 5 0 I 1 1 N △
北西 壁 の楕 円 形の ピッ トは性

格不 明 。
F ig 1 38

S K　 4 5 9 C 4 C5 ，d 5 N …3 5 0→E E I a 不　 定　 形 1，5 6 × 1 ．14 1 6 I 1 2 N ∴
東西 に楕 円 形状 の 掘 り込 みが

み られ る。
F ig 1 30

P L 3 7 5

S K　 4 6 0 C 4C 4 ，d4 N …2 3 0－W A I a 楕　 円　 形 1．17 ×0 ．8 4 2 0 ～ 26 I l N
S IO 3 1 の中 央や や 南東 よ りに

位 置 す る。
F ig 6 1

S K　 4 6 1 C 4 a 4 ，b4 N －3 ㌔ E E fIl a 不　 定　 形 3 ．1× 1．3 2 1 II 3 4 N △
大 小 の ピ ッ トは 本 跡 よ り新 し

い 0

S K　 4 6 3 C 4 C 4 N 1 7 ㌧ E E I a ！／ 1．3 5 × 0 ．9 9 1 8 ～ 2 6 I 3 1 N
ピッ トは S IO 3 1 ない し Ot3 9 の柱

穴 と思 わ れ る。
F ig 1 3 0
P L 3 7 8

S K　 4 6 4 1／ A H a 楕　 円　 形 0 ．8 2 × 0 ．7 4 1 5 一～1 8 H 3 N ∴
F ig 7 7 ‾1

S K　 4 6 5 ／！ N …3 8 0－FW ／／ 〃 2 3 ～ 2 5 H 2 N F ig 6 1

S K　 4 6 6 C 4 C3 E m b 不　 定　 形 3．0 4 × 1 。9 9 15 0 H I 2 細 ／ゝ
S K 4 8 1 と重 複 し， 本 跡 の方 が

新 しい。
F ig 1 69

S K　 4 6 7 C 4b 3 D I a 隅 丸長 方 形 1．0 ×0 ．8 9 2 8 I 1 N F ig lO 3

S K 1 4 6 8 C 4 b 3 ，C 3 A I a 円　　　 形 1．1 7 × 1 ．15 2 0 ～ 27 I 1 錮） ∴
南 壁 がや や オー バ ーハ ング ぎ

み とな る。
F ig 6 1

S K　 46 9 C 4 b 3 甘 1 ド 虻 E H a 不　 定　 形 1 ．（：）× 0 ．6 2 28 I 1 3 N
南 側 が轍 乱 を うけちピ ッ トは

本 跡 よ り新 しい
F ig 13 9

S K　 4 7 0 C 4 b 2 N 一一5 2 0…E D H a 長 ‾方 形 状 6 ～ 4 3 I 1 1 押
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遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 覆

土
時期 備　　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （m ） 壁顧 cm）壁 床 ビッ
ト数

S K　471 C4C5，C6 N －700－E D I a 長　 方　 形 1 ．42× 1．1 46 II 3 2 N △
北側をS K472 によって切られ

ている。
F iglO4

S K　472 C 4C6，b6 ／1 ／／ 1．53× 1．0 20 II 1 2 N △
P L 380

S K　473 C 4b5，b6 ／！ ／1 1．7× 1．27 25 I 3 2 N △
F iglO4

S K　474 C 4f7 N －13㌔W B I b 楕　 円　 形 1．67×0 ．87 50－56 I 1 1 N ） △
長方形の土壌が南に掘り込ん
でいる。

F ig89

S K　475A C 4g7 N －69。－W A 王　a ／／ （0 ．75）×0 ．88 14～20 II 1 N ）△

B ／1 B II b 1／ 0 ．92×0 ．6 65－68 I 3 N

S K　476 ！／ N －11。－E D IIIa 長 方 形 状 2 ．78 ×1 ．57 20 I 1 1 N △ ピットは本跡より新しい。
F ig 160

S K　 477 ／／ D I a 長　 方　 形 1 ．38 ×1 ．22 25 I 1 N F ig lO4
P L 381

S K　 478 C 4g6，g7 ／／ 隅丸長方形 1 ．43 ×1 ．04 30 I 1 2 N
南東壁に2 ヵ所のピットがみ
られる。

F ig lO5

S K　 479 C 4C2 B I a 円　　　 形 0．92 ×0．83 35 I 1 N
S K 480 と重複 し，北奉壁を本
働くが切 っている。

F ig150

S K　 480 ／／ N －46。－E D I a 隅丸長方形 1．69 ×1．39 14 I 1 1 N △
本跡はvS K 479 より古 く，西壁

に掘 り込みがあ る。
F ig150
P L 382

S K　 48 1 C 4C2，C3 E III a 不　 定　 形 3．05 ×（1．4 ） 32 III 2 4 N ） △
F ig169

S K　 482 C 4C2 N －800－E D I a 長 方 形 状 1．13 ×0 ．68 17 I 1 2 N △ ピットは本跡より新 しい。
F iglO5

S K　483 C4 cl，dl N －340－W A I a 楕　 円　 形 1．5 ×0 ．64 20 II 2 2 N

S K　484 ／／ N －530－W E I a 不　 定　 形 1．13×0 ．74 17 王II 2 1 N

S K　485 C 4c l H l b 円　　　 形 1．16×ユ．02 53 Ⅳ 1 糾） △
壁はわずかにオーバーハ ング
ぎみとなる。 P L 383

S K　486 1／ N －380－E E I a 不　 定　 形 1．35×0 ．78 21 王II 3 3 N
楕円形 と方形の重複が考えら
れる。

S K　487 B 4 iO，jO B I b 楕　 円　 形 1．41× 1．23 70－85 I 1 1 A △
S IO29よ り新 しくピッ トはSI

075の ものか。

F ig90

S K　488 B 5 il N －670－E D II a 長　 方　 形 0 ．8×0 ．48 11 III 1 N F ig120翔　S K　 4 8 8
縫

B 5 j l N －6 7 0－E D II a 長　 方　 形 0 ．8× 0 ．4 8 1 1 III 1
l
N

l
r lg ⊥乙U　 騒

S K　 4 8 9 ！1 ・N 1 8 0－E A H a 卵　　　 形 0 ．8 4 × 0 ．5 7 1 0 ～ 1 2 II 1 N F ig 78

S K　 4 9 0 ／／ N －8 6 ㌧ E D I a 長　 方　 形 1 ．3 6 × 0 ．6 6 2 1 Il 1 4 N
ピッ トは本 跡 より新 しくS 王0 2 9

の可 能性 あ り。

F ig lO 5

P L 3 84

S K　 4 9 1 C 4 e 9 B H a 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．9 24 ～ 2 8 I 1 N iII期か
S IO 3 3 の炉 を切 り， 北壁 に浅

鉢が 出土。

F ig 92

S K　 4 9 2 B 4 jO A I b ／／ 1 ．2 4 × 1 ．2 5 3 ‡ 1 N
床 よ り垂直 に 立 ち， 中段 よ り

外反 ぎみ とな る。
F ig 74
P L 3 85

S K　 4 9 3 C 4 d4 ，e 4 ．J ／／ 0 ．7 3 × 0 ．68 2 3 1 1 N ） II 期 S 工04 0 の南 の位 置 してい る。
F ig 18 9

P L 38 6

S K　 4 94 C 4 C 2，d 2 A II a 円　　　 形 0 ．98 × 0 ．9 2 14 ～ 2 2 II 1 2 ㈹） 床 は 西 に傾 斜 して い る。
F ig 77

S K　 4 9 5 C 4 C 3，d 3 N －5 1 0－E E I a 長 楕 円 形 1 ．79 × 0 ．6 8 2 2 II 3 1 ㈹） △
F ig 13 0

S K　 4 96 C 4d 3 N －8 2 0－E D I a 長　 方　 形 1．4 7 × 0 ．8 3 12 ～ 3 2 H 1 2 N △
ピ ッ トは本 跡 よ り新 し く， S I

0 3 5 か 0 4 0 の もの か 。
F ig lO 5
P L 38 7

S K　 4 97 C 4 a l E III b 不　 定　 形 2．1× 1．5 5 2 5 m 3 ′ 2 仏）

S K　 4 98 C 3 aO ，b O N －2 2㌔ W A I a 楕　 円　 形 1．0 7 × 0 ．6 2 13 ～ 18 II 1 3 N
長 軸 線 に沿 っ て 3 つの ピッ ト

が並 ぶ。

S K　 49 9 ／1 N －39 0－W E I b 不　 定　 形 1．6 2 × 1 ．16 7 1 王I り
ん

N F ig 13 8

S K　 50 0 C 3a O ，a 9 つ I a 長　 方　 形 1．0 5 ×0 ．9 5 3 8 II 3 ′ 仏） 覆土 は軟 質 で あ る。

S K　 50 1 ／／ A II a 楕　 円　 形 0 ．9 2 ×0 ．7 3 8 ～ 12 I王 3’ 2 仏） 槻 乱 に よる もの か 。

S K　 50 2 C 3 a O N －7 9 ㌧ E D I a 長　 方　 形 1．0 8 ×0 ．8 1 5 1 II 1 N
F ig l O 5

S K　 50 3 C 3 a 9 D I b 11 1 ．2 × 1 ．1 6 3 王I 3 N ） 覆 土 は軟 質 であ る。 F ig l 1 7

S K　 50 4 C 3 a 9 ，b 9 D I a ／／ 1．4× 1．1 34 II 3 A
」

〝
F ig l O 5

S K　 50 5 C 3 a 9 N －3 9 。－E D 互II b ／／ 2 ．8 6 × 2 ．1 7 6 8 ～ 108 iII 1 N △
北 壁 はゆ る い傾 斜 を示 して い

る。

F ig 1 60

P L 3 8 8

S K　 5 0 6 C 3 a 8 E III a 不　 定　 形 2 ．4 4 × 1 ．0 3 2 I 2 N
F ig 1 6 0

P L 3 8 8

S K　 5 0 7 A ／！ N －16 0－E D II a 方　　　 形 0 ．9× 0 ．8 6 3 6 I 1 N F ig l O5

B ／／ D I a ／／ 1．2 4 × 1 ．0 2 15 II 3 A F ig l O5

S K　 5 0 8 ／／ N －1 2 ㌧W A I a 楕　 円　 形 1 ．2× 0 ．7 5 2 5 III 3 ′ 仏） 大 部分 撹 乱 を うけて い る。

S K　 5 0 9 ／／ D I a 長　 方　 形 1 ．4 7 × 1 ．2 15 I 3 1 N ピッ トは 本跡 よ り新 しい。

S K　 5 10 C 3 a 7，a 8 N －7 3 。w w A II a 長 方 形 状 0．9 × 0 ．7 18 － 3 2 ト調 3′ N 部分 的 に挽 乱 がみ られ る。 F ig 78

S K　 5 1 1 ／！ N －8 0 0－W A II a 楕　 円　 形 0．6 × 0．39 12 ～ 1 8 II 3 A F ig 7 9

一107一



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の状 況
：！穫

ノ土

時期 備　　　　　　　 考 関 連 図 版
平　 面 （m ） 壁 高（cm 、

j 壁 床 瑠

S K　 5 1 2 C 3 a 8 ，b8 N －6 9 ㌧W E I a 不　 定　 形 0 ．6 × 0．3 9 2 1 II 2 Å
覆土 は軟 質 でや や新 しい もの

か 。
F ig 13 0

S K　 5 1 3 ／／ N －5 ㌔ E ／1 ／！ L 5 2 × 0 ．5 2 1 4 III 3 ′ A ／！ P L 3 8 9

S K　 5 1 4 A C 3 a 7 71 ／！ （L 6 ）× 1．4 5 2 5 II 3 N
恒

B ／1 A I a 円　　　 形 L O 6 × 1 ．0 4 3 5 II 2 N

S K　 5 1 5 C 3 a6 N －9 ㌔ W Z 1 ．03 × 0 ．8 40 II 1 N 西側 に S K 5 1 6 が隣 接 して い る。 F ig 1 50
P L 3 9 0

S K　 5 16 ／／
l E H I a

不　 定　 形 2 ．3× 1 ．5 2 4 3 II 3 N △ 壁，床 とも凹 凸 がみ られ る。 F ig 1 50

P L 3 9 0

S K　 5 17 C 3a 7 N …68 ㌦ E A　王　a 楕　 円　 形 ユ．0 2 × 0 ．7 3 5 ～ 8 III 3 ′ 擾 乱 に よ る ものか 。

S K　 5 18 C 3 a 7 ，b 7 N …6 3 。－E D I a 長 方 形 状 L 」× 0 ．7 15 II 2 2 N
F ig lO 5

P L 3 9 1

S K ノ5 10 ′／ B II a 楕　 円　 形 0．52 × 0 ．4 4 5 I 1 餌） 覆土 は軟 質 で あ る。

S K　 5 2 0 C 3 a 7 N 一丁5㌧ E E I a 不　 定　 形 1．3 × 0．8 10 ～ 4 2 Ii 3 A
！

！
北 東 壁 に焼 土が み られ る。 F ig 13 0

S K　 5 2 1 C 3 b O N －8 0 。－E D m b 長　 方　 形 2．1× 1．5 6 0 I 1 N △
床 由 に石 斧， 石鉄 が各 1 点 出

土
F ig 12 7

P L 3 9 2

S K　 5 2 2 C 3 b O D I a 1／ 1 ．1 × 1 ．0 8 4 5 II 3 1 N

S K　 5 2 3 C 3 c O E I a 不定 楕 円 形 1．0 5 ×0 ．8 8 2 0 ～ 3 2 II 3 2 N ピ ッ トは撹 乱 に よ る もの。

S K　 5 2 4　ン ／1 N －5 7 ㌧W ＝’l L1 長 方 形 状 L 4 5 × 1 ．0 5 9 II 2 餅） △ 覆 土 はやや 軟 質 で ある 。

S K　 5 2 5 － ′／ N …1ポ∵Ⅳ 17 長　 方　 形 L 6 × L l 6 5 王 1 N ∴
S K 5 24 と重複 す る新 旧は不 明

瞭
F ig l 1 7

P L 3 9 5

S K　 5 26 C 3 C8 N －4 ．5 ㌦E G m b 長 楕 円 形 3 ．4 5 × 1 ．6 5 9 3 ト粛 2 N △
開 口部 は 3 ．3 8 × 0 ．4 8 m ，床 中

央 にゆ る い傾 斜。 P L 3 9 3

S K　 5 27 わ B I b 楕　 円　 形

童

1 ．0 5 X l ．0 4 3 ～ 5 3 I 1 N ／ゝ
穫土 中 に 少量 の焼 土粒 子 を含

む。
F ig 90

P L 3 94

S K　 52 8 ／／ N －6 4 ㌧ W A II a ′／ 0 ．7× 0 ．5 2 1 5 － 2 0 I 1 細 覆土 ，床 と も軟弱 で ある 。 F ig 7 7

． S K　 52 9 C 3 b 9 ，C 9 N －3 5 0－W A I b 〃 1 ．6 2 × 1 ．6 4 5 ～ 5 2 II 3 N 覆土 は 軟質 で あ る。 F ig 74

S K　 5 3 0 11 A H a 1／ 1 ．0 × 0 ．8 5 20 ～ 2 5 II 3 2 N ノ′ F ig 78

S K　 5 3 1 ′ C 4 f3 D H a 隅 丸 方形 0．9 6 × 0 ．8 2 2 8 H 1 N
F ig 12 0

P L 39 6

S K　 5 3 2 ′1 B II a 楕　 円　 形 0．9 7 × 0 ．85 2 9 Ii 1 N F ig 9 2

S K　 5 3 3 C 4 e 3 ，f 3 N －3 1 8－W D I a 長　 方　 形 2 1 ‡ 1 N F ig l O 5
P L 3 9 7

S K　 ‾5 3 4 C 4 e 3 N ～3 40－E A I a 長 方 形 状 L i X 0 ．6 9 2 3 I 1 1 N ピ ッ トは 抜根 痕 。
P L 3 9 9

S K　 5 3 5 C 3 b8 N …54 0－W ． A Il上 l 長 楕 円 形 2 ．0 8 × 1 ．2 3 3 ～舶 I
i
3 N 北側 が 段 状 をな す。

F ig 8 3 ！

S K　 5 36 ／1 N ｝拍㌧ E D I a 方 ′　　　 形 ユ」 2× 0 ．9 5 4 5 ‡ 3 細 覆 土は 軟 質 であ る。 F ig l O 5 ！

S K　 5 37 ／！ N －15 0－W D m a 長　 方　 形 2 ．3× 1 ．5 3 20 II 3 ′ N △
F ig 1 22 ；

く　打　 ち1只 「 1h 7 11 1‘只 ′／ 1 （〕ぢY I　A A ら
†～†，！ヮ

N ＜
F ig ］．0 6 ！

踵　〉 ふ‾ ）t‾′〉 g

S K　 53 9 ！！ A H a 楕　 円　 形 0 ．95 × 0 鳶 1 5 － 2 0 Iト服 3 N 床 面 に撹 乱 が み られ る。 F ig 78

S K　 54 0 C 3 b 6 ，b 7 A I a 〃 1 ．1 × 1 ．06 15 II 1 2 N ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい 。 F ig6 1

S K　 5 4 1 C 3 C 6 〃 ！／ 1。6 × 1 ．4 4 4 6 II 3 N
S K 5 4 2 と重複 し，本 跡 の方 が
新 しい 。

F ig 15 0

S K　 5 4 2 C 3 C 6 ，d 6 N －6 3 ∵W 〃 ／／ ユ．0 × 0．6 5 1 3 II 1 N
F ig 15 0

S K　 5 4 3 A C 3 C 7 N づ 5 ㌧ E D　王　a 長　 方　 形 3 7 I 1 N
i j △
iヽ

F ig lO 6

B 〃 Z （　 〝　 ） 4 2 H 3 飾

S K　 5 44 プ！ N mt 2 ∵W A I a 楕　 円　 形 1．3 ×0 ．9 1 3 1 H 王 2 踊 床 中 央に撹 乱が み られ る。

S K　 5 4 5 C 3d 7 ，d 8 N －8 5㌧ W ノ　D m b 長　 方　 形 2 ．1 4 × 1 ．6 5 8 2 I 1 N △
F ig 1 2 7

P L 3 9 8

S K　 54 6 C 3d 7 A I a 楕　 円　 形’ L 3 × L 2 33 I 3 N
F ig 6 1

S K　 54 7 C 3 d 6 A H a ！！ 18 ‡ 1 細

S K　 54 8 〃 N 一一24 0－W D I a 長　 ‾方　 形 4 1 上端 2 N F ig l O5
P L 4 0 0

S K　 54 9 C 3 d 6 ，d 7 N －5 9 8－E ！′ ／／ 1 ．8 5 × 0 ．9 5 13 I － 1 N ／ゝ

S K　 5 5 0 C 3 e 6 N 崇 6 ㌧ E D 王II b 〃 2 ．0 1 X l ．37 7 7 I 1 N F ig 1 27

S K　 5 5 1
l

C 3 d O ，C O A H a 楕　 円　 形 12 ～ 1 5 I 1 1 N △
F ig 78

．S K　 5 5 2 C 3d 9，d O D I a 長　 方　 形 1．22 × L O 7 15 ‡ 1 N
F ig lO 5

…108…



遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部の状況
極

土

時期 備　　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁議（cm）壁 床

瑠

S K　 553A C 3d O N …11。…E E I a 不　 定　 形 1．76 ×1 ．22 30 II 1 N
F ig99
P L407

B 1／ D H b 方　　　 形 0 ．9 ×0．74 71 I 1 N F ig99
P L407

S K　 554 C 3d9，dO N －63㌦E E I a 不　 定　 形 1．37 ×0 ．9 10 ． II 1 N F ig 130

S K　 555 C 3dO N －42㌦ E A Il a 楕　 円　 形 0 ．87 ×0 ．73 20 ～22 II 1 1 N ピットは遺構 と同時期である。F ig78

S K　 556 C 3dO，eO N －730－W A I a ／1 1．26×0 ．98 18～28 王 3 A
F ig61
P L 408

S K　 557 C 4dl 1ノ ／／ 1 ．2×0 ．98 4 ～ 8 I 1 N F ig61

S K　 558 C 4dl，el A II a ／／ 0 ．95×0 ．86 16～ 18 I 1 N F ig78

S K　 559 C 3eO，dO N －21㌧E D 王　a 長　 方　 形 1 ．13×0 ．86 33 I 1 N F iglO5

S K　 560 C 3eO，C 4e l N －76㌦E E I a 長 方 形 状 1 ．22×0 ．5 11 I 1 1 N △ ピッ トは同時期の ものか。
F ig130

S K　 562 C 3C6 A II a 円　　　 形 0 ．97 ×0 ．9 15～21 II 3 N 覆土はやや軟質 である。 F ig78

S K　 563 C 3dO，eO A I a 楕　 円　 形 1．03 ×0 ．91 12 ～16 I 1 N
S K lO14 と重複し本跡の方が新
しい。

F ig6 1

S K　 564 C 3eO ／／ ／／ L 29 ×1」4 28 ～30 II 2 N △
F ig6 1

S K　 565 ／1 B I b 円　　　 形 1．22 ×1．09 42 ～52 I 1 N △
F ig90

S K　 566 C 3e9，eO N …270－E D I a 長 方 形 状 1．39 ×0 ．9 16 トII 1 N △

S K　 567 C 3e9 A II a 楕　 円　 形 0 ．84×0 ．75 7 ～ 10 II 1 N F ig78 ノ

S K　 568 ／／ D II a 長　 方　 形 0 ．78×0 ．65 13 I 1 1 N
F ig120

S K　 569 C 3e8 N －50㌧E ／！ ！／ 0 ．98×0 ．71 9 I 1 N
F ig120

S K　 570 C 3e7，e8 N ・4 4 ∵Ⅳ A 王I a 楕　 円　 形 0 ．99×0 ．92 34～38 II 1 N F ig78

q　打　 にワ1
g　U lL　U‥　 l

（11バR　r只
））“）’））　 ！

N …1 0…W
i
羊1 T ll

l ーノもれノJH／i
1 ・58 ×1 ・02 1 5畑

TT l

A▲ I

ゥ i

］ l
l
l
N ！
I
l
l
S K 576 と重複 し本跡の方が古 l

いかハ　　　　　　　　　　　　 l
F ig138
P L 401　 建

I　＼　K　　に「1
g　U l l U ‥

l r 「．くパ只　ハ只
、－ノ目しハ▲　）I　ヽ一ノヽノ

l ＼1 1 、－帆 l　 h1 1　h
l　ノu＿＿・・Jノゝ　ノJ　Jl／

1　 58 l I王 】2 l I ＼†
1ヽ
l

いか 。
I ⊥11g ⊥JO　　 翔
P L 4 0 1

S K　 57 2 C 3d 8 ，d 9 E I a ／／ 1 ．ユ8 × 0 ．84 6 III 3 ㈹ S IO4 1 よ ケ本 跡 の方が古いか。
F ig 13 0

S K　 5 7 3 C 3d 9 N －U5 9 ㌔ E D I b 長　 方　 形 ユ．7 8 × 1 ．2 2 9 2 I 1 A △
F ig l 17

P L 4 0 2

S K　 5 7 4 C 3d 8 A II a 楕　 円　 形 0．9 5 × 0 ．8 2 4 3 ～ 4 7 I 1 N F ig 78

S K　 5 7 5 C 3C 9 N －8 6 0－W A I a ／／ 1．0 7 × 0 ．6 8 18 ～ 3 3 II 2 N
東側 に み られ る掘 り込 み は新

しい 。
F ig6 1

S K　 5 7 6 C 3C 8 N …4 7 ㌦ E B I b ／／ 1．19 × 0 ．9 8 4 5 ～ 50 I 1 N
S K 5 7 1 と重 複 し本跡 の 方が 新

しい。

F ig9 0

S K　 5 7 7 C 3 d 8 D II a． 長　 方　 形 1．0 ×0 ．8 2 3 8 III 3 N 床 は 南に傾 斜 を示 してい る。 F ig 12 0

P L 40 3

S K　 5 7 8 C 3 c O N －18 0－E D I a ／／ 1．2 9 ×0 ．8 1 2 3 III 1 1 N F ig lO 5

S K　 5 7 9 A C 3 d 9 ，d O N －24 0－E E　王　a 不　 定　 形 （0 ．9 4 ）× 1．3 2 6 ～ 4 6 II 3 N
新 旧 関係 は それ ほ ど明 確 では

ない 。
F ig 16 0
P L 4 0 4

B C 3 d 9 N －24 0－E B II b 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 2 8 4 I 1 N
F ig 1 6 0

S K　 5 80
！C 3 d O

N …2㌢L E D I a 長 方 形 状 L 8 7 × 1 ．0 3 1 0 ～ 2 0 II … 1 N S K 5 9 1 と重 複 し本跡 の 方が 古

い。

F ig 1 6 0

S K　 5 89 C 4d 5 D II a 楕　 円　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 8 12 II 1 1 N △ ピッ トは 本跡 よ り新 しい。

S K　 59 1 C 3d 9，d O D I b 長　 方　 形 1．4 × 0 ．88 6 0 II 1 1 A
Jl

P L 4 0 5

S K　 5 9 2 C 3 e8 ，d 8 N …3 6 ㌧ E D I王a 方　　　 形 0 ．86 × 0 ．7 7 2 4 I 1 2 N △

S K　 5 9 3 〃 N …3 7 ㌧ E E I a 不　 定　 形 1 ．58 × 0 ．74 2 2 ～ 2 6 IIl 3 5 N △

S K　 5 9 4 C ∠呈f5 J 円　　　 形 0．7 8 × 0 ．7 2 3 0 王 1 II 期 F ig 1 89

P L 4 0 9

S K　 5 9 5 ／／ Z 不　　　 明 1．0 7 × 0 ．7 3 △ つぶれ た状 態で遺 物のみ出土。
P L 4 10

S K　 5 96 A C 3 d 9 ，e 9 E I a 不　 定　 形 1．2 7 × 1 ．1 2 8 II 1 N 形態 は C Ib の可 能 性か みられる。
F ig 96

B ／／ D H b 方　　　 形 0 ．6 8 ×0 ．6 5 7 4 I ．1 N

S K　 5 9 7 C 3 d 8 E H a 不　 定　 形 0 ．7 2 ×0 ，5 7 II 2 1 N 撹 乱 に よ る ものか 。

S K　 5 9 8 C 3 e 9 C I a 楕　 円　 形 1．3× 0 ．7 8 4 2 工 1 N 重 複 しているがほほ同 時 期か。

S K　 5 99 C 4 fl E IH b 不　 定　 形 3 ．3× 2 ．2 8 30 II 1 5 へ竜 N △
本 跡 は住 居 よ り新 しいが ピ ッ

トは S K O 6 8 か 。
F ig 16 1

P L 4 0 6

S K　 60 0 ／／ D l a 長 方 形 状 L 9 5 × 1 ．4 4 34 王 1 N △
F ig lO 6

S K　 6 0 1 A C 3 cO ，d O N －4 9 。一1 E E III a 不　 定　 形 2 ．5× 1 ．8 1 8 ～ 3 0 II 1 N 日 F ig 15 0
P L 4 11

B 1／
＿」

A I a 楕　 円　 形 1 ．14 × 0 ．9 8 3 3 II 2 N
F ig 1 5 0

P L 4 1 1

l、lつ09－－



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の 状況 覆

土

時 期 備　　　　　　　　 考 関連 図版

平　 面 （m ） 壁 高（cm ） 壁 床
ピッ

ト’

S K　 6 0 2 D 3 d O N －70 0－W E I a 不　 定　 形 2 ．0 8 × 1 ．3 4 4 5 II 1 1 N △
床 中央 に 焼土 が み られ その 東

西 に擾 乱 が 入 る。 P L 4 1 2

S K　 6 0 3 D 3 d 9 ，d O N －80 。－E A I a 楕　 円　 形 1．5 5 × 1 ．4 8 2 9 ～ 3 1 王II 1 N
F ig 6 2

S K　 6 0 4 D 3 d 8 ，d 9 N －13 。一W D I a 長 方 形 状 1 ．8 3 × 1 ．3 6 3 1 III 1 N △
F ig lO 6

S K　 6 0 5 D 3 C 9 ，CO N －5 。－E D I a 長　 方　 形 1 ．2 7 × 1 ．04 2 0 II 2 N
F ig lO 5

S K　 6 0 6 D 3 b 8 ，b 9 H I b 円　　　 形 1 ．07 × 0 ．96 7 0 Ⅳ 1 N
床 付 近 で僅 か に袋 状 を示 して

い る。

F ig 1 75

P L 4 13

S K　 6 0 7 D 3 d 8 N －6 7 ㌧ E D III a 長 方 形 状 2 ．3 1 × 1 ．4 7 3 0 Il － 1 4 N ピ ッ トは挽 乱 によるものか。 F ig 12 2

S K　 6 0 8 D 3 d 7 ，d 8 N －4 3 0－E ／／ 長 方 形 状 ち2 ．45 × 1 ．75 3 5 H 1 N △
F ig 12 3

S K　 6 0 9 D 3 d 7 N －7 6 。－W E III a 不　 定　 形 2 ．45 × 1 ．22 1 5 II 1 2 N △ ピ ッ トは撒 乱 に よる もの か。
F ig 14 1

S K　 6 1 0 D 3 d 9 N －5 6 0－E D I b 長　 方　 形 1 ．4 6 × 1 ．17 6 3 II 1 N
覆土 上層 に 砂 質粘 板岩 の 凹石

が 出土。

F ig l 17

S K　 6 1 1 D 3 b 8 N －5 3 0－W D I a ／1 1 ．4 × 1 ．32 3 5 I 1 N F ig lO 6

S K　 6 1 2 D 3 C 7 N －2 8 。－W ／！ ／／ 1．5 6 × 1 ．0 6 2 5 II 1 N △
F ig lO 6

S K　 6 1 3 D 3 C 6 N －9 0 0－E ／／ 長 方 形 状 1．6 7 × 1 ．0 7 4 1 II 1 N △

S K　 6 14 D 3 b6 ，C 7 A I a 楕　 円　 形 1．3 × 1．14 2 5 ～ 3 5 I 1 1 N △ ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい 。 F ig 6 1

S K　 6 1 5 D 3 C6 N －0 0－E ．D II a 長　 方　 形 1．0 × 0 ．89 3 0 II 1 仏） II 期 床 中 央付 近 に一 括 出土 。
F ig 12 0

P L 4 14

S K　 6 1 6 D 3 C 7，b 7 N －3 8 0－W D IIl a 不 定長 方 形 2．2 7 × 1 ．3 9 2 0 II 1 2 N △ ピッ トは本 跡よ り新 しい捜 乱

S K　 6 17 A D 3 C9 N －8 4 0－W D II a 長 方 形 状 1．8 × 1．3 7 20 I 1 N ）△
F ig 1 6 1

B D 3b 9 A I b 楕　 円　 形 1．3 7 ×0 ．8 7 74 I 1 N B ，C の新 旧は明瞭ではない。 F ig 1 6 1

C ／／ B I b ／1 1 ．8 × 1 ．4 2 5 6 ～ 6 8 王 1 N
F ig 1 6 1

S K　 6 1 8 A D 3c O N －3 5 0－E E III a 三　 角　 形 4 ．1× 3 ．3 5 28 II 1 2 N 主
F ig 1 7 0

B 1／ B I b 円　　　 形 1．2× 1．2 56 I 1 N
F ig 1 7 0

S K　 6 19 D 3C 6
Z

（D I a ）
1 ．5 5 × 0 ．9 44 II … 1 N △

S K　 62 0 C 4 f3 ，f4 A I a 楕　 円　 形 1．3 7 × 1 ．1 6 3 0 ～ 3 5 m 2 N
F ig 6 2

S K　 62 1 C 4 d 4 ，e 4 ，N －6 20－W ／／ 長 楕 円 形 1 ．3 2 × 0 ．7 7 1 5 － 17 II 1 N
F ig 6 2

S K　 6 2 2 C 4 e 3 ，e 4 E III a 不　 定　 形 2 ．3 8 × 1 ．2 3 4 0 II 1 仏） △ F ig 1 4 3

P L 4 1 5

S K　 6 2 3 D 3 b O A I a 円　　　 形 1．0 6 × 1 ．0 5 1 4 ～ 16 II 1 N △ 覆 土上 層 は軟 質 で ある 。 F ig 6 2

S K　 6 2 4 ／／ A II a ！／ 0 ．8 9 × 0 ．8 3 2 4 － 2 6 II 1 N △
F ig 7 8

S K　 6 2 5 D 3 b 9 ，bO N －8 4 ㌧ E D I a 長 方 形 状 1．2 3 × 0 ．9 28 II 1 N △
F ig l O 7

J‘‾ヽ　　▼′’　　′‾、rヽ ′ヽ T ′ヽヽ1 11　1　′ヽ Tヽ　‘1メO　　T「 Tヽ 　T E　十　 】工ィ、LL 1　　つC）＼／11　0 4 り／ヽ TT 1 †ヽ ＜
F ig l O7

こ）n　 O∠0 U t）D コ，DU lY ‾C）よ士　‾　上ニ 1！1　し1 丁、く　ノJ　ノIン　4ノし 上．㍉J（）／＼U ．0り－ J U ⊥⊥ ⊥ 1ヽ

S K　 6 2 7 D 3 b 9 ，a 9 N －18 0－W D I a 隅丸 長方 形 I 1 ．5 7 × 1 ．0 8 4 2 II 1 N △ F ig l O7

S K　 6 2 8 D 3 a 9 A I a 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 1 ．6 1 7 5 II 1． 2 N △ ピッ トは 本跡 よ り新 しい。
F ig 6 2

P L 4 1 6

S K　 6 2 9 D 3 a O A I a 楕　 円　 形 1 ．0 7 × 0 ．9 6 2 3 － 2 6 Il 1 N △ 覆土 は やや 軟 質 であ る。 F ig 6 2

S K　 6 3 0 D 3 a 9，a O A I a 11 1 ．1 3 × 0 ．9 7 1 5 ～ 2 0 I 1 N △ F ig 6 2

S K　 6 3 1 D 3 a 9 A II a ／／ 0 ．75 × 0 ．7 1 8 ～ 2 0 II 1 3 N △ ピッ トは本 跡 よ り新 しい F ig 78

S K　 6 3 2 D 3 a 9 N － 6 0－E A I a ／／ 1 ．37 × 1 ．14 38 ～ 4 0 Il 1 N △ 表裏 条痕 土 器 あ り。
F ig 6 2

S K　 6 3 3 D 3 a 9 A II a 円　　　 形 0 ．8 1 × 0 ．77 20 － 2 2 I 1 1 ピッ トは本 路は ㌣新 しい。 F ig 78

S K　 6 3 4 A C 3 j8 ，D 3 a 9 N －4 2 0－W D IIl a 不 定長 方 形 2．2 × 1．74 3 0 II 1 N ） △
F ig 15 0

B ／／ D I b ／／ 1．6 × 1．2 5 2 II 1 N F ig 15 0

S K　 6 3 5 D 3d 9 ，C 9 B I b 楕　 円　 形 1．2 × 1．0 2 6 4 I 1 N 形 態 的に は （C 工b ）とも思われる。

S K　 6 3 6 D 3 aO N －0 0－E A II a 不 定楕 円 形 0．9 7 × 0 ．6 6 28 ～ 30 II 2 N ） △

S K　 6 37 A D 3b 4 N －3 7 0－W D III b 長　 方　 形 2．3 8 ×（1．3 ） 6 6 I 1 N
lII期

F ig 16 1

B ／1 （A I b ） （楕 円　 形 ） 1．2 7 × 0 ．8 1 7 8 I 1 N F ig 16 1

S K　 6 38 D 3b 5 ，C 6 N －2 。－E （B III b ） ／／ 2．5 × 1．5 3 12 0 I 1 N I 期
F ig 9 3

P L 4 17

S K　 6 39 A 3 b 5 B II a 円　　　 形 1．0 7 × 0 ．9 3 3 1 II 1 N △
F ig 16 1

一110－



遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 覆

ノ　土
時期 備　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （m ） 壁轟（cm封壁 床 ピい
ト、

i s K 640
D 3b5 （B I b ） 楕　 円　 形 1 ．07×（0 ．68 ） 92 I 1 N △ F ig161

＄ K　641 D 3b4，b5 Z 不　　　 明 1．07 ×0．75 40 1 N 寧K 637 ・640 と重複 し本跡の方
が古い

F ig 161

S K　643 D 3b5 D II a 不 定 方 形 0．98 ×0 ．85 30 II 1 N △
0 F ig 120

S K　 644 D 3b6，b7 N －61。－E E I a 不　 定　 形 1．83 ×0 ．88 16 II 1 N △ 床南西部に一括 して出土。
F ig130
P L 418

S K　 645 ／／ N －740－E ／／ ／／ 1．9×0 ．98 40 II 1 N △
SK 645 と重複 し本跡の方が古

いか。
F ig131

S K　 646 D 3C6，C7 N －81。－E A I a 楕　 円　 形 1．62×1 ．19 18～25 II 1 N 覆土はやや軟質である。

S K　648 D 3b7，b8 N －．310－E D I a 隅丸長方形 1 ．62×1 ．53 15 II 1 ㈹ III期 SIO43の壁に 接 し本跡の方が
新 しいか

F iglO7

S K　649 D 3b8 ／／ ／！ 1 ．46 ×1．2 46 II 1 1 N △
0

／／
F iglO6
P L 419

S K　650 D 3a8，b8 N －300－W A I a 隅九長方形状 1．73 ×1．35 13 ～23 Il 2 2 N II期 S K 649に切 られ，ピットは
撒乱による卓の

F ig62

i s K 651
C 4aO N －380－E D I a 長　 方　 形 1．35 ×0．8 10 ～25 I 2 2 N △

J　　、・－　　　　　　Jl′ノ〔 F ig lO7

i s K 652 A
〝 N －88㌧E E II a 不　 定　 形 0 ．5 ×0．46 16 I 1 1 N 主 ピットはS IO42 の柱穴か。

l　 ‖
／！ B Il a 楕　 円　 形 0 ．48×0 ．43 37 I 2 1 N ／／

1
［s K 653

！！ A II a 円　　　 形 0 ．77×0 ．73 14～ 18 II 1 N 覆土中に焼土を混入す る。 F ig78

i s K 654 A
C 4aO，bO N －2 50－W A I a 楕　 円　 形 1．26 ×（0 ．6） 42 II 1 N ）△

SIO42 と重複 し本跡の方が新
しい

F ig62

B ／／ B II a 円　　　 形 0 ．83 ×0 ．82 48 I 1 N
0

S K　655 C 4aO，C 5al A II a ！／ 0 ．93 ×0 ．85 10 ～15 II 1 N F ig78

S K　656A D 3a6，a7 E I a 不定楕円形 1．7 ×（1．5 ） 18 II 1 N

iIl期

北方よ り投棄 された状況で出
土。

F ig 151

i　 B
／！ N －50㌧E B I b 双　 円　 形 1．48 ×1．0 56 I 1 N ）

2 基の土壌の重複も考えられ
る。

F ig 151

！s K 657
D 3b6，C6 N －100－W

l

Z

l（A I a ）l
1．4× 1．15 17

1
II
】
1 ㈹ △ l

：北は捜乱をうけプランは不明

1である

I

S K　 658 D 3b6 Z
（A I a ） 1．48× 1．38 14 II 3 錮） △

0
南はS K 657と同 じ捜乱をうけ
ている

i

S K　659 ！／ N …120－W A H a 楕　 円　 形 0 ．72×0 ．62 15～20 II I △
0 F ig78 ！

S K　660 ！！ N －190…W A II a 楕　 円　 形 0 ．82×0 ．66 12～23 II 2 1 N
F ig78 ！

S vK　661 ／／ N －860－E A I a ！／ 1 ．39 ×0 ．77 22 I 1 1 N
F ig62 i

S K　662A C 3e7 E IIIa 不　 定　 形 2．78 ×2．4 10 II 1 N F ig98 i

B C 3e7 B I b 楕　 円　 形 （1．3 ）×1．3 60 I 1 N
‘南壁かややオーバーハ ングぎ

みとなる。
F ig98 i

C ／／ B I b 円　　　 形 1．36 ×1．3 82 I 1 N
形態的には（C IIIb）の可能性 あ
り。

F ig98 i

S K　 663 D 3b6 J ！／ 0 ．43 × 14 III期 床は南西に傾斜を示 している。
F ig 190 i

S K　 664 D 3a5，b5 A I a 円　　　 形 1．0×0 ．9 26～44 II 1′ N △ F ig62

S K　665 C 3e7，f7 N －420…W D I a 長　 方　 形 1．44×0 ．62 14 II 1 N F ig lO7

S K　666A C 3f6，f7 N －130－W D I a ／！ 1 ．34×1 ．22 12～20 II 1 N

△
B ！／ A I a 楕　 円　 形 0 ．93×0 ．9 18 ～28 II 3 3 N ピッ トは挽乱によるものか。 F ig62

S K　667A C 3f7，f8 E I a 不　 定　 形 1．3 ×1 ．2 11 II 1 N

△

F ig131 i

B ／！ E I a ／／ 1．4 1×1．09 35 II 2 N
F ig13 1 ！

S K　 668 C 3f8 N －200－W D I b 長　 方　 形 1．95 ×1．7 87 I 1 ㈹） △ 覆土は密で硬い。
F igl17

こち　S f： 669
習

C 3g8，f8 N －0 0－E A I a 楕　 円　 形 1．08 ×0 ．9 24 －30 I～II 2 N 床は南に傾斜を示している。
F ig62 i

S K　 670 A D 3a6 E l a 不 定 方 形 1．38× 1．32 32 II 1 N F ig 151

B D 3b6 F 円　　　 形 0 ．56×0 ．43 117 I 2 N F ig 151

C D 3a6 B II b 楕　 円　 形 0 ．85×0 ．64 91 I 2 N IIl期 遺物は覆土上層に多 く出土。 F ig 151

S K　671 C 3eO，fO J 円　　　 形 0 ．45×0 ．4 18 I 1 N ） 日綾部 を下にして埋設 されて
いる。

F ig190 i

S K　672 C 3f8，f9 N －87。－E E I a 不　 定　 形 1．35 ×0 ．8 18 II 3 5 仏） △

S K　 673 C 3g8，g9 A HIa 楕　 円　 形 2．6 ×2．18 7 II 1 N △
ピットはS IO49 の可能 性がみ
られる。 P L 420

S K　674 D3a5，a6 N －300－W
l

E ： a l

l

不定長方形 1．7 ×1．1 30
II i

II l

1 ！

1 i

1

2

可

可
△

北西の凹は新 しい肌 i

i

F ig130

S K　 675 D 3a5 N －270－W 三　 角　 形 1．6×1．3 18 F ig131

ー111－1



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の 状 況
！覆

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連 図 版

平　 面 （m ） 璧 高（cm） 壁 床
ビッ

ト数

S K　 6 7 6 C 4 d 7 J 円　　　 形 0．9 4 × 0 ．9 3 0 I 1 N II 期
南方 に傾 き埋 設 され ，底 部 欠
損， 覆 土 は硬 い。

F ig 18 9

P L 4 2 1

S K　 6 7 7 D 3 a 4 N －3 8 ㌔ E C III b 不 定楕 円 形 2 ．7 5 × 1 ．9 5 2 2 ～ 7 2 I 1 2 N II 期
円 筒状 で 覆土 上層 に 多 く出土

肩 部 に ピ ッ ト P L 4 22

S K　 6 7 8 C 3 f8 N …4 9 0…W D　王　a 長　 方　 形 1 ．57 × 1 ，35 2 5 II 3 2 A △
F ig lO 6

S K　 6 7 9 C 3 g 8 A II a 楕　 円　 形 0 ．9 7 × 0 ．83 20 ～ 2 3 ト Ii 1 N ／ゝ
F ig 78

S K　 6 8 0 C 3 h8 E II上1 不　 定　 形 2．6 × 1．53 1 5 II 3 払） II ～

III期

S IO 63 の南 西 部 にあ り多量 の

ま 器 が 出土 。

F ig 14 1

S K　 6 8 1 C 4 i8，h 8 N －6 0－W D I a 隅 丸長 方 形 1．2 8 × 1 ．0 2 2 4 II ′ヽJ l N F ig lO 7

S K　 6 8 2 C 4 i8 A II a 楕　 円　 形 0．9 5 × 0 ．7 5 12 ～ 1 4 I 1 1 N F ig 7 9
P L 4 2 3

S K　 6 83 C 4 i8 N ∵鑑だ W E III a 不　 定　 形 2．8 2 ×ま．9 3 1 8 II 1 2 N ピ ッ トは本 跡 よ r）新 しい。
F ig 16 1

S K　 68 4 C 4 i8，j8 N －5 2 。－W E I a ／／ 1．3 7 ×0 ．8 5 4 1 Il 1 3 N 覆 土 はや や 軟質 で あ る。

S K　 68 5 C 4 j7，j8 Å 王　a 円　　　 形 1．1 3 × 1 ．0 15 ～ 18 I 1 N F ig 6 2

S K　 68 6 C 4 i7，i8 ／／ 楕　 円　 形 1．5× 1．3 4 1 5 ～ 18 II 3 ’ N

S K　 68 7 C 4 i8 A H a 円　　　 形 0 ．6 4 × 0 ．6 〃 貰 1 N ピ ッ トは 本跡 よ r）新 しい。 F ig 7 9

S K　 6 8 8 C 4 i8 N ∴娼㌧ E E I a 不　 定　 形 1」 9× 0 ．7 2 1 II 3 N
F ig 1 30

S K　 6 8 9 ′ C 4 h 8 A II a 楕　 円　 形 0 。8× 0 ．6 5 2 5 ～ 2 8 I王 3 N 床 中央 の 凹 は捜 乱 に よる。 F ig 7 9

S K　 6 9 0 C 4 i7 ／！ 1！ 0 ．8 1 × 0 ．7 8 1 8 － 2 8 I 3 ㈹ 11
F ig 7 9

ノ　S K　 6 9 1 C 4 h 7 ／！ 円　　　 形 L O X O ．9 1 5 ～ 17 I 3 N
F ig 7 9

S K　 6 9 2 C 4 j7 ／1 楕　 円　 形 0 ．9 5 × 0 ．9 2 3 2 ～ 3 6 I 1 N
F ig 7 9

S K　 6 9 3 C 4 h ナ N …5 6 。亜E A I a ／1 L 2 × 0 ．9 5 1 3 － 19 I 1 N F ig 6 2

S K　 6 9 4
I
C 4 h 7 ，i7 ′1 1／ 1 ．17 × 1 ．07 1 5 ～ 1 8 I 1 A

F ig 6 2

S K　 6 9 5 C 4 i6 N …6 2 0－E E I a 不　 定　 形 L 7 × 1 ．1 3 4 I 3 A △
S K 7 0 0 と重複 し本 跡 の方 が新

しい。

S K　 6 9 6 ／／ N … 5 。－W A II a 楕　 円　 形 0 ．8 5 × 0 ，77 20 ～ 2 7 III 2 2 仏）
覆土 も軟質 で ピ ッ トは撹 乱 に

よ る ものか 。
F ig 79

S K　 6 9 7 11 N …1 5 0面E A I a ／1 1 ．16 × 1 ．0 2 35 ～ 4 5 I 3 2 払） △ 11
F ig6 2

S K　 6 98 C 4 j5 ，i6 N －4 4 0…W D II a 方　　　 形 2 2 I 1 N 床 ，壁，覆土 とも軟 弱 であ る。
F ig 12 0

S K　 6 99 C 4 j6 N －5 0 0－W D I a 長　 方　 形
0．9 8 × 0 ．8 2 ！

2 5 王 3 3 N
F ig lO 7

S K　 70 0
［
C 4 i6 N ”m6 2 ㌦ E E I a 不　 定　 形 1．6 × 1．4 2 8 II 3 2 N

S K　 70 1 C 4 i6 N －1 5 0…W E IIl こl 1！ 2 ．0 8 × 1 ．2 3 9 H 1 1 N ∴ 北 側 の凹 は 本跡 よ り新 しい。

S K　 70 2 C 4 j7 ，D 4a 8 ン N －8 0…W
I

A II王a 楕　 円　 形 2．4 3 、× 2．0 8 2 2 ～ 2 6 王I 3 ′ 腑 △
F ig 8 3

S K　 7rn 「か清　 ‾仕か試 R　 T　b 円　　　　 形 l．8 2 × 1 ．5 仕上 1 18 I 1 N L＼ 同 僚状 を呈 して い る′、
F ig 9 0

S K　 70 4

W　‾J　U　y　▲‾’’‾’．Lu－ヽ▼′

C 4 j5

l

N －5 0u－W

i

（E I a ） 不　 定　 形

i

1 ．6 5 × 1 ．2 3

l

3 2

i

III 3

i

3

i

N

i

△
S K 72 8 と重複 し本 跡の 方が 古

いか 。

l　　　　　　 踵

S K　 7 0 5 ／1 N 雨30 0－W A H a 楕　 円　 形 0 ．9 3 × 0 ．8 7 2 5 ～ 27 I 1 N
F ig 7 9

S K　 7 0 6 C 4 i5 ／！ 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．8 3 4 － 36 m 2 1 純 ピ ッ トは やや 新 しい。 F ig 7 9

S K　 7 0 7 ／ダ N －44 0－W i D I a 長　 方　 形 L 5 8 × 1－．2 1 3 III 1 N
F ig l O 7

S K　 7 0 8 C 4 j4 ，j5 N …9 0 0－W ／／ ／1 1 ．8 × 1 ．2 30 H 1 5 錮） △
ピッ トは新 し く撹 乱 に よ る も

の か。

F ig l O 6

S K　 7 0 9 C 4 i4 ，j4 N －2 4 0…E B I b 楕　 円　 形 1 ．5× 1．2 2 64 II 2 仏） △
楕 円形 ， す り鉢 状の 掘 り込 み

が み られ る。
F ig 15 2
P L 4 24

S K　 7 1 0 C 4 i4 N －2 がL E D I a 長　 方　 形 1 ．0 7 × 0 ．8 8 17 I 1 1 N ピッ トは本 跡 よ り新 しい。 F ig 15 2

P L 4 24

S K　 7 1 1 C 4 i3 ，i4 N 一一19 0－W A I a 楕　 円　 形 1 ．4 8 ×ユ．0 3 3 0 － 4 0 I 1 N △
F ig 6 3

S K　 7 1 2 17 N …5 8 0－E E I a 不　 定　 形 3 3 H 1 N ∴
F ig 1 30

S　K　 7 1 3 C 4 j3 ，j4 N …3 8 0仙E C I b 楕　 円　 形 L 8 2 × 1 ．37 2 2 ～ 9 2 I 1 N △
円 筒状 の土 壌 へ 平場 の床 は傾

斜 を示 す。
F ig 9 6
P L 4 2 5

S K　 7 1 4 C 4 i3 ，j3 N …6 ぴ∵E D I a 長　 方　 形 2．1× 1 ．6 1 3 2 H I 3 ′ 5 仏） △

S K　 7 1 5 C 4 i3 N －6 7 ㌧ E A I a 楕　 円　 形 1．5 × l 」5 24 － 3 4 II 2 ユ． N 覆 土 上層 に 焼土 を混 入す る。 F ig 6 3

S K　 7 1 6 C 4 h 3，i3 N …2 （．）0…W B I b ！！ 1．3 2 × 1 ．0
10 8 ！

I 1 N △
F ig 90

S K　 7 1 7 C 4 h 3 A I b 〃 1 ．1 × 0 ．9 4 46 － 5 6 l I 2 錮） ∴ 覆土 はや や 軟 質 であ る。
F ig 7 5

S K　 7 18 C 4g 2 ，h 3 N l 拍∵W E H I a 不　 定　 形 2．7 4 × 1 ．6 6 2 9 II 1 N II 期
F ig 14 1

P L 4 26

ー一つ12…



遺構 番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況
I覆

土

時 期 備　　　　　　　　 考 関 連 図版

平　 面 （m ） 壁高 （cm j 壁 床
ビ ッ

ト数

S K　 7 19 C 4 i3 N －5 2。－W D I a 方　　　 形 1．0 5 × 0 ．9 5 9 II 3 1 仏） △
F ig 7 9

S K　 7 20 C 4 j3 N －6 30－E A II a 楕　 円　 形 1．5 × 0．7 5 10 ～ 14 I王 1 1 N △ ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい。 F ig 7 9

S K　 7 2 1 C 4 j3 A II a 円　　　 形 0 ．8 7 ×0 ．8 2 0 ～ 26 Il 1 N
F ig 7 9

S K　 7 22 ／／ N －8 60－E ／1 楕　 円　 形 0 ．7 5 × 0 ．6 1 4 ～ 16 王I 1 N
F ig 7 9

S K　 7 23 C 4 i2 ，j2 N －18 。一W E II a 不　 定　 形 0 ．7 8 ×0 ．6 2 2 4 II 3 1 即） 覆 土 はや や 軟質 で あ る。 F ig 1 3 9

S K　 7 24 C 4 i2，i3 N －88 0－W D I a 長　 方　 形 1．2 2 × 1 ．0 2 6 II 1 N ／／
F ig l O 7

S K　 7 25 C 4 i3 N －80 0－E A 王　a 楕　 円　 形 1．0 9 ×0 ．7 7 1 8 ～ 2 4 II 3 1 N ピ ッ トは 本 跡 よ り新 しい。
F ig 6 3

S K　 7 26 C 4 i3，h 3 ／／ 楕　 円　 形 1．1 5 ×0 ．9 5 2 3 ～ 2 6 I 1 N
F ig 6 3

S K　 72 7 C 4 h 2 ，h 3 N －8 8 0－E D I a 長　 方　 形 、 1．7 5 × 0 ．7 1 30 王I 1 N △
F ig l O 7

S K　 72 8 C 4 j5 N －4 1。－E D I b ／／ 1．1 8 × 0 ．8 6 5 2 III 1 仏） S K 70 4 よ り新 し く覆土 は軟 質

で あ る。

S K　 72 9 C 4 h 2 ，h3 N －8 8 。一E A II a 楕　 円　 形 0 ．6 1 × 0 ．5 1 2 0 ～ 2 6 II 1 N
F ig 7 9

S K　 7 3 0 C 4 h 3 N －7 0 ㌦ E D II a 長　 方　 形 0 ．7 7 × 0 ．5 7 2 3 II 1 N
F ig 1 2 1

S K　 7 3 1 C 4 f4 N － 5 0…W E I a 長 方 形 状 1．2 6 × 0 ．5 10 II 2 郎） △

S K　 7 3 2 C 4 f4 B Il a 円　　　 形 0 ．8 3 × 0 ．7 7 3 8 ～ 4 0 I 1 N △
F ig 9 2

S K　 7 3 3 C 4 f4 ，f5 N －8 5 。一E E I a 不定 長 方形 1．3 9 × 0 ．7 26 Il 2 1 N △ ピ ッ トは複 乱 に よ る ものか 。

S K　 7 3 4 C 4 f4 ，e 5 N 4 n ㌧ E D I a 長　 方　 形 1．1 1 × 0 ．7 6 28 Il 1 N
F ig l O 7

P L 4 2 7

S K　 7 3 5 A C 4 i2 ，h 2 E I a 不　 定　 形 L 6 8 × 1 ．5 5 34 III 1 N

△

形 態 的 には C Ib とも思われ る。 F ig 1 5 1

B 11 B II b 方　　　 形 0 ．9 8 × 0 ．8 4 1 14 I 1 N
F ig 1 5 1

踵 S K 7 3 6 I C 4 h 2 N …5 7 0－W
i

A I a 楕　 円　 形 1．8 5 × 1 ．6
l

2 4 ～・2 8
1

Il 1
】
N △

F ig 6 3

S K　 7 3 7 A C 4 i2 N ～2 6 ㌧ E E I a 不　 定　 形 1 ．7× ユ．2 8 18 I 1 N

△

F ig 1 5 1

B
▼
／！ B I b 楕　 円　 形 L O 7 × 0 ．9 6 78 I 1 N flig 1 5 1

S K　 7 3 8 C 4 i2 N －3 7 0－W A I a 楕　 円　 形 1．3 4 × 0 ．9 4 1 6 － 2 0 II 1 N

S K　 7 3 9 C 4 jl ，j2 A 王I a 円　　　 形 0 ．9 9 × 0 ．9 1 5 － 17 II 1 払） △ S I O6 2 の炉 を切 って いる 。
F ig 7 9

S K　 7 4 0 C 4 jl A II a ／／ 0 ．9× 0 ．8 3 3 5 － 3 8 Il 1 N △
F ig 7 9

S K　 7 4 1 C 4 jl ，j2 N 一一9 0 0…E D I a 長　 方　 形 1．5 5 × 1 ．0 4 17 I 1 N △
F ig l O 7

S K　 7 4 2 C 4 jl ／／ 隅丸 長 方形 1 ．4× 1．1 6 34 II 1 N △
F ig l O 7

S K　 7 4 3 C 4 il （A I a ） 1 ．0 4 ．× 0 ．8 3 33 II 1 N △ S K 7 6 7 よ り本 跡 の方 が古 い 。

S K　 7 4 4 C 4 h l A I a （円　　 形 ） 1 ．2× 1．0 35 II 1 N △
S K 7 5 8 と重 複 し本 跡 の方 が新

しい。

S K　 7 4 5 C 4 i2 N …3 2 0－W D I a 長 方 形 状 1 ．3 6 × 1 ．0 8 16 II 1 N
S K 7 68 と重 複 し本 跡 の方 が新

しい 。 P L 4 2 9

S K　 7 4 6 C 4 il ，C 3 iO N …18 0－W A III a 楕　 円　 形 2 ．3 2 × 1 ．8 3 2 2 ～ 2 6 I 1 N ！ゝ
F ig 8 3

S K　 7 4 7 C 3 iO ，C 4 h l A I a ／！ 1 ．9 5 × 1 ．8 2 2 － 2 6 II 1 N △
F ig 6 3

S K　 7 5 1 C 4 d 7 ，d 8 N －3 9 0…W ！！ ！／ 1．0 5 × 0 ．6 7 17 II 1 N
F ig 6 3

S K　 7 5 2 C 4 d 7 N －6 8 0－uUW E I a 不　 定　 形 1 ．4 2 × 1 ．0 4 28 II 3 2 N ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。
F ig 1 3 0

S K　 7 5 3 ！1 甘 1 0 ∵W D II a 長　 方　 形 0 ．9 6 × 0 ．7 8 19 H 1 N △
F ig 1 2 1

S K　 7 5 4 C 4 C 8 A II a 円　　　 形 0 ．7 3 × 0 ．7 3 1 7 ～ 2 0 H 1 N 床 中 央は擾 乱 を受 けて い る。 F ig 7 9

S K　 7 5 5 C 4 jO A I a 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 1 ．1 5 2 2 ～ 2 6 I 1 N 本跡 は S I O 29 よ り新 しい。 F ig 6 3

S K　 7 5 7 C 4 h l ，I12 N －8 5 0…W B m b ！／ 2 ．4 2 × 1 ．5 7 3 2 ～ 3 6 I 1 1 N △
F ig 9 3

S K　 7 5 8 C 4 h l
！

卜 5 0 0－W l

E III a 不　 定　 形 2 ．14 ×（1．6 2 ） 28 II 1 N ∠ゝ

S K 7 6 3 と重複 し本跡 の 方が 古

い。

F ig 1 4 1

S K　 7 5 9 C 4 g l ，h l A I a 長 楕 円 形 1 ．8 6 × 1 ．1 3 25 I 1 N △
F ig 6 3

S K　 7 6 0 C 4 g 2 ，h 2 N －4 1 0－W D I a 長　 方　 形 1 ．8 2 × 1 ．5 9 3 4 I 1 N △

S K　 7 6 1 C 4 g 1 ，g 2 N －8 5 0－W
E III a l

l

E ：可

不 定 楕 円形 2 ．0 5 × 1 ．2 2 4 4 II 1 N △

S K　 7 6 2 C 4 f2 ，g 2 N －5 （：）0一一E
不 等 可

i

3 ．1 1 × 1 ．5 4 2 ‡ 1 N ／ゝ

S K　 7 6 3 C 4 f2 N ～5 ぴL E 2 ．1 7 × 0 ．7 7 6 5 II 2 A △
S IO 3 7 と重 複 し本 跡 の方 か新

しい 。
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i 遺構番号

地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部の状況 覆

土

時期 備　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁高（cm）壁 床

ピッ
ト、

i s K 764
C 4fl，f2 N －250－E E I a 不定楕円形 1．58 ×1．12 37 I 1 3 N ） △ ピットは視乱によるもの。

i s K 765
C 4fl，gl A I a 円　　　 形 1．25 ×1．1 26 ～30 I 1 N F ig63

i s K 766
C 4g1，C 3gO N －79。～W A III a 長 楕 円 形 2 ．45× 1．34 24～ 28 II 1 N △

F ig84
P L 430

i s K 767
C 4il N －35。－E D I a 不定長方形 1．62× 1．05 36 III 1 N △

S K 743 と重複し本跡の方が新
しい。

l s K 768
C 4il N －0 0－E E I a 不　 定　 形 1 ．17×0 ．8 20～34 II 1 N △ F ig130

P L 429
i s K 769 A

C 3e9，f9 （D I a ） （長 方 形） 1 ．04 ×（0 ．53 ） 35r I 1 N △ S IO49 と重複 し新旧は不明
F ig117

i　 B
／／ N －8 ㌧W D I b 長　 方　 形 1 ．78 ×1 ．33 85 I 1 N F ig117

S K　770 D 3a7，a8 N －49㌧W D IIIa ！／ 2．05 ×1．74 20 I 1 N III期
遺物は覆土上層に多く，北西
部には焼土がある。

F ig 123

S K　771A C 3gO B I b 楕　 円　 形 1．27 ×0．9 59 Il 2 N
ln期

F ig 152
P L4 31

B 1／ Z 50 II 1 N F ig 152

〝

C ／／ B H b 不　 定　 形 1．64× 1．0 87 I 3 N
西壁の肩部に埋設土器がみ ら
れる。

F ig152
〝

S K　 772A C 3g 9，gO E I a 不　 定　 形 1．63× 30 II 1 N △ F ig151

B ／／ N －0 0－E D Il a 方　　　 形 0 ．98×0 ．98 38 I 1 N F ig151

C ／／ N －490－W D 王　b 長　 方　 形 1 ．16×0 ．94 78 I 1 N F ig151

S K　773 C 3gO，hO N l封el W D II a 楕　 円　 形 0 ．98 ×0 ．76 33 II 1 N F iglO8

S K　774 C 3hO N －32㌧W A I a ！／ L 37 ×1．12 26 II 1 N
F ig63

S K　776 C 3hO N －280－E ／／ ／／ 1．19 ×0．8 24 ～28 II 1 N △
F ig64

S K　 777 C 3iO N －180－W ／／ ／／ 1．84 ×1．24 10 ～16 I 1 N F ig64

S K　 778 C 3iO N －900－W ／／ 1／ 1．42 ×0 ．98 24 ～30 I 1 1 N △
ピットは新しい挽乱によるも
の。

！

S K　 779
I
C 3i9 N －450－E E I a 不定楕円形 1．33×0 ．98 21 I 1 N

S K 972 と重複 し本跡の方が古
い。

F ig131 ！

S K　 78 1 D 3aO，C 3jO D I a 隅丸長方形 1．32× 1．09 32 II 1 1 N △
F iglO8 ！

S K　 782 D 3dO N －900－W D I a 長　 方　 形 1 ．39×0 ．97 42 H 1 N △ 覆土はやや軟質である。
F iglO8 ！

S K　783 D 3jO N －430－W D III a 長 方 形 状 2 ．08 ×1 ．47 40 I～II 1 3 N △
F ig123 ！

S K　784 D 3j9，a9 D I a 1／ 1 ．07 ×0．93 19 III 2 A △ 覆土はやや軟質である。
F iglO8 j

S K　785 C 3j9 N －2 。－W A I a 楕　 円　 形 1．27 ×0．95 5 ～12 III 2 N △
B i濫 i

S K　786 C 3 i9，j9 N －280－E A I a ／／ 1．48 ×1．14 30 ～50 I 3 4 A △ 床の東側は授乱をうけている。
！

S K　 787A C 3j9，j8 N －610－W E HI a 不定長方形 2 ．7 ×1．67 35 Il 1 N

△

南側の覆土中に多くの土器と小
型石棒出土。

F ig 151 i

B ／／ ／／ 不　 定　 形 1．31 ×1．0 33 II 1 N
F ig151 i

騒

S K　 7 88

】

C 3 j8 ，j9

l l

A I a 円　　　 形

l

1 ．4 8 × 1 ．3 4

I

2 0 ～ 2 8 I

l

1

l

餅）

I

△

1　　　　　 踵

F ig 6 4

S K　 78 9 C 3 j8 N －73 ㌧ E C I b 楕　 円　 形 1．6 4 × 1 ．1 7 2 9 － 133 I 1 N △ F ig 9 7

S K　 7 9 0 C 3 j8 A I a ／／ 1 ．00 × 0 ．9 3 2 5 － 2 8 I 1 1 N

S K　 7 9 1 C 3 j7 ，j8 N －10 0－E B III b ／／ 2 ．1 2 × 1 ．26 5 7 I 1 N ∠＼
F ig 9 3

S K　 7 9 2 C 3 j7 N －5 0 0－－E D I a 長　 方　 形 1．9 8 ×（1．3 1 ） 2 0 I 1 4 N △ ピッ トは S IO 5 6 の柱 穴 か 。 F ig 16 2

P L 4 3 3

S K　 7 9 3 D 3 a 7 N －8 1 0－W E I a 不　 定　 形 1．5 9 × 1 ．12 2 1 II 1 3 N △ ／！
F ig 13 1

P L 4 34

S K　 7 94　 ′ C 3 j7 N －4 0 。－E D I a 長 方 形 状 1．5 2 × 1 ．19 4 0 I 1 N △ F ig l O 8

S K　 7 9 5 A C 3 j7 ，D 3 a7 E I a 不　 定　 形 1．2 6 ×（0 ．9 6 ） 8 5 I 1 N 1

j △

S K 7 9 2 の北 壁 を4本 跡が 切 って

いる。

F ig 16 2

P L 4 3 3

B ／／ N －60 ㌧E D I b 方　　　 形

l

1 ．4 3 × 1 ．5 1 6 0 I 3 A

S K　 7 9 6 C 3 i9 J 円　　　 形 0 ．3 7 × 0 ．3 6 27 I 2 銅） II 期 F ig 1 9 0

S K　 7 9 7 C 3 h 9 ，hO N －4 4 0－E D III a 長　 方　 形 3 ．5 2 × 1 ．7 7 35 II 1 1 錮） △ ピッ トは撹 乱 に よ る もの 。

S K　 7 9 9 C 3 g 9 ，h 9 N －0 0一一E
Z

（D I a ′） （長 方 形 ） （0 ．9）× 1 ．1 3 4 3 II 3 N △
南 に S IO 6 3 の 炉， 北 は S K 8 0 0

に切 られ る。

F ig 1 5 2

P L 4 3 6

S K　 8 0 0 C 3 g 9 N － 0 0－ D I a 長　 方　 形 1．6 × 1 ．0 5 4 8 III 2 N △ 部分 的 に轍 乱 がみ られ．る。 F ig 1 52

P L 4 3 6

S K　 8 0 1 C 3 g 9 N …2 1 0～W A I a 楕　 円　 形 L 4 3 × 0 ．8 8 4 5 II 1 N △

S K　 80 2 C 3 fo E II壬a 不　 定　 形 2．4 3 × 2 ．18 2 5 II 2 N III期 北西床に埋設土器がみ られる。
F ig 14 2

P L 4 3 7
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遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況

i 覆

巨 時期 備　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁轟 cm iメ

壁 床
ビッ
ト数

！s K 803
C 3f9，f8 E I a 不　 定　 形 2．08 ×1．06 47 王 1 3 N △

l

ピットはS IO49の柱穴か。

i s K 804
C 3j7 N －530…W E I a ！1 1．57 ×0 ．96 40 王I王 2 払） △ F ig131

距 K 805
C 3i6 N －360－W D I a 長　 方　 形 L 32 ×1や11 30 II 1 N △

土壌廃棄後に遺物が投棄 され
ている。

F iglO8

i s K 806
C 3i5 N －750－E D m a 楕　 円　 形 2 ．34× 1．02 35 II 1 N △

F ig123

i s K 807
C 3 i5，i6 N －100…W D I a 長　 方　 形 L 55×0 ．89

！
30 II 1 3 △ ピッ トはSIO72の柱穴か。

F iglO8

i s K 808
C 3i6 D I a 長　 方　 形 1 ．3×1 ．4 34 II 1 1 N △ ピッ トは本跡よ り新 しい。 F iglO8

i s K 809A
C 3g7 E I a 不　 定　 形 1．2×1 ．0 26 往I） （2） N

匠 i

i！　 B
／／ B II b 楕　 円　 形 0 ．96 ×0 ．76 72 王 1 N

i s K 810 A
C 3h7 N －570－W D I a 長　 方　 形 2．25 ×1。8 1 25 II － 1 錮）

恒 床のほぼ中央に2 ヶ所 ピッ ト
がみ られる。

F ig 152

B 1／ B II b 円　　　 形 1．0 ×0．9 1 121 I‡ 1 N

S K　 811 C 3h 7，g7 N …380－W A I a 楕　 円　 形 1．70 ×1．32 20 ～28 I 1 N F ig64

S K　8 12 ′／ 甘4 3㌔E ′！ ／／ 1663 ×1．24 20 ～30 II 3 N II期 床中央の覆土中に少量出土 F ig64

S K　8 13 C 3h7 ／／ ！／ L 66 ×L 26 17～ 24 II 1 1 N △ flig64

S K　814 C 3h6 N －13。－W ／！ ′1 1．53× 1．30 35－40 I王 1 1 N
本跡はSIO74 よ り新 しく，南
床よ り出土。

F ig64

S K　8ユ5A C 3g8，h8 E I a 不　 定　 形 日通郎X L 18 20 H 1 N ）m 期
F ig131

B ／！ 1才 ／／ 1 ．6　×錘，7） 28 Il 3
邑

N
床南方の凹に遺物は集中して
出土。

F ig131

S K　816A C 3h6 N …5ダL E 工IH H 不定楕円形 2 ．42×（ユ。55） 20 I 1 N 1
吉1期

F ig153

B ′！ N ～550－W E I b ノ1 L 45×1 ．0 43 III 3 N F ig153

i s K 817 A l㍉。，「
lL J∫－′ N －8g L E

i E I a i
〝
i ′1 r、、ノ，．、
LJ ㍉○ノノ＼1 ．J 46

i
I　　TTll 1⊥

． ！
1 N
l
ト 期
！床のほぼ中央にピットがみら
れる。

＝γig152

B C 3h8 B I b 円　　　 形 1．7 ×ユ．36 76 I 1 N F ig152

S K　 818 C 3h6，g6 N …89。－E D m a 長　 方　 形 L 93 ×L 55 22 王 1
i
錮） ∴

S K 848 と重複 し本跡の方が新

i しい。
F ig 153

S K　 819 C 3g6 E I a 三　 角　 形 1．75 ×1．4 33 ‡ 1 1 N
F ig 131

S K　820 1！ N －350－E A I a 楕　 円　 形 1．45 ×1．1 14 －18 I‡
I
－ 1 N ピットはS IO74 の柱穴か。 F ig64

S K　821’ C 3g7，g8 Z （楕円形状 ） L 66 ×0 ．83 26 H 1 N ∴
S K 822 と重複 し，本跡の方が
古い。

F ig 153

S K　822 C 3g7 N …900－W D I a 長 方 形 状 1 ．。69× 1．57 30 II l 2 N ∴ ピットは本跡よさ）新しい掛軋
F ig 153

S K　823A C 3f7 E I a 不　 定　 形 1．66× 1．08 25 II 1 2 N

／ゝ i

F ig153
P L 438

B C 3g7 H I b 円　　　 形 1 ．2×1．0 70 Ⅳ 1 N 南東壁がわずかに袋状 を示す。F ig153

S K　824A C 3i5 D II a 長　 方　 形 1 ．12×0 ．68 16 I 1 N F ig153

B ！／ N w－350…W B I a 楕　 円　 形 1 ．08×0 ．85 40 I 1 N j
F ig153

S K　825A C 3f6，g6 E I a 不　 定　 形 1 ．18×0 ．64 20 H 1 N F ig153

B ！！ N ～560－E C I b
i
楕　 円　 形

I

2・3×；：孟
92 ‡ 1 N F ig153

S K　 826 C 3f5，f6 N …54㌦E D I a 隅丸長方形 1 ．37×1 ．03 25 II 3 N ∴ F iglO9

S K　 827 C 3g5 N －370…W E I a 不定三角形 1．78 ×0 ．97 II 3 N ヱユ ピッ トは撒乱によるもの。

S K　 828 C 3f6 N ～52㌧E H I a 長　 方　 形 1．4 ×0．85 15 ヱ 1 2 N ∠＼
酋壁に円形の新しい掘り込み

がみ られる。

S K　829 C 3f5 N …580－W D II a ／／ 0，84 ×0．68 17 王 1 N F ig121

S K　830 C 3f4，g4 N …29㌔－E A II a 楕　 円　 形 1．0 ×0．73 17 －22 II 1 1 A 覆土は軟質でやや新しい。 F ig79

S K　831 C 3f4 A I a 円　　　 形 20 ～30 II 3 蹄 ／！
F ig64

S K　832 C 3f5 A I‾王a 楕　 円　 形 11 ～1∠妄 I 1 N 〃
flig80

S K　833
〝　 i

A I a
i
円　　　 形 1．15 ×1．14 ノ26－35 II 1 錮） ／ゝ

F ig64

S K　834 ！ノ N －3 10－‾E A II a l 1／
需 冒×0 ・85

15～21 Iト王II 3 3 釦
覆土は軟質で長軸上に ピッ ト
が並ぶ。

F ig80　 ▼i

S K　835 C 3e4，f4 N …17㌔E ノ／

！／

D IH a

楕 円 可

！

長 送

需 誓う×0 ・93
5 ～ 15 帥

3′i

3 ！

弓

l

i

N i

N i

i

！

F ig79 ！

S K　836 C 3f3，f4 N 一・ハ46㌧W 0 ．9×0 ．82 18－22 H
F ig8周

S K　 837 C 3e3，f3 N …52㌦W 35 II N
北西側の床 は推乱をうけてい
る。
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遺構番号　　 地　　 区　　 主　　 軸 形　　 態 、′　‾”′J 形
規　　　　 模 各部の状況 覆

時期 備　　　　　　　　 考 関連図版平　 面　 ／ 平　 面 （m ） 璧高毎1ノ
壁 床 瑠 土

S K 8可 C3e3，e4
N ～61三一E E ‡b 不　 定　 形 1」×0．8 5 ～25 II 2 2 蹄

北壁にピットが2 ヶ所みられ
る。

F ig 139

S K 83日 C3f3　　 巨 47L W
A I a 楕　 円　 形 L 42×0．95 10～（32） II 1 3 N 床の南は撒乱により凹状をな

す。
F ig64

SLK 8射 恒 5 N －45L W ＝I l） 長　 方　 形 1．36×1J「 62 H 1 1 N
恒 SK 852，880と重複する。 F ig 131

B 巨 N －24㌦E E 王　a 不　 定　 形 1．0×1．41 45 II 3 2 N F ig131

S K　841 D 3a4 B ‡b 円　　　 形 L 40×1∴㍑ 102 I 1
N 巨 SK 854，856と重複し本跡の方

が古い。
Fig162

S K 84日 C3h5，g5　 恒 2L E
D I・a 楕　 円　 形 1．56×1．20 25 II 1

N i F iglO9

S K　843 C 3f9，g9 A I a 円　　　 形 L 3×1誹 26 II 1 2 N i 南東壁に接するピットはSIO49
の柱穴

Fig65
P L 439

S K　844 C 3g9，f9　 恒 6L W 11 楕　 円　 形 ト∴出＼1，両 30 II 1 N △ 1／ Fig65
P L 440

S K 845 巨 3g9　　 恒 3L E A II a 楕　 円　 形 0．93×0．72 19～27
i

III 2
N i 覆土中に少量の焼土がみられ

る。
Fig80

S K 846 i c 3f9　　 巨 21L E
E 王　a 不定楕円形 。1．70×1．03 20～34 I 1 ！ N 巨 2基の土壌の重複が考えられ

る。
F ig 132
P L 441

S K 847 A 桓 5滴　 恒 銅
D m b 長　 方　 形 2．96 X L 13 70 II

1 i 帥 △ SK 806Bが重複し本跡が古い。F ig170

B 〝　 i E　王　b 不定楕円形 0．95×0ゎ88 30 王‡
2 ！ SK 847A ，SK lO56を一切ってい

る。
Fig170

S K 848 巨 3略 h5 ！
E I a 不　 定　 形 1，37×1．04 37 I‡ 3 3

N 巨 SK 818と重複し本跡の方が古
いG

Fig153

S K 849 ic 3f3　 iN －5L W
1プ 〃 LJ 7×0．84 21～27 II 3 i 可 部分的に授乱をうけている。

S K　851Å
C3j6，j5 i

A H a 円　　　 形 0．72×0，71 26 I壬
2 ！ 舶 Fig153

可　 〃　　 恒 m
D ‡a　　長 方 形状 1。94×1．24 33 I

i i F ig153

S K 852 巨3a5，C3j5　 恒 榊
！　　 炭　 方　 形 1．95 X L 44 23～25 Il

1 ！ N i S K 840と重複する。 F iglO8

S K 853 iD 3a4ァa5　 恒 2。…E 細 目　 〃
2．77×1せ33　　　 20 ‡ 車 N 巨 SK 854と重複し本跡の方が古

い。
F ig 162

S K 854 桓 抑 制 つ m a 巨 定 形 2・56×ユ・3日 13
II 1 N 巨 SK 84 1，853と重複する。 F ig 162

S K 855 巨 3a3チa4　 恒 70一一E m a 棒 円 形 ま・93X l・55 匡 14
m
1 ！ N 巨 SK 677，1104によって南を切

られる。
F iglO8

S K 856 桓 離 翔 「… 机 〃　 序 雷 形 1・65×ま・25 巨 7 I車 可 Fig162

S K 85日 C3 j4　　 恒 lO欄
A I a 楕　 円　 形 ユ・52×1・3 巨 ～9 I車 可 Fig65

S K 8可 C3 i5　　 巨 340－W
E I a 不　 定　 形

1・45×1可 27 II」H回 3 A 巨

S K 859 巨3略 i5　 年 … A 王昆　　楕　 円　 形 ユ・32×0・93 恒 10 I車 1
N i

ピットは挽乱によるもの。 Fig65 i

S K 860 巨3断 5 「… 棚 A ‡a 楕　 円＋形 1・11X l・0 巨 ～10 ‡巨 可 Fig65 i

S K 861 巨3j6　　 恒 m
D　王　a 長　 方　 形

1・42X i可 28～ノ40 可 3 A 巨 SK 875と重複し本跡の方が厳
しい。

F ig154 i

S K 862 巨3h5　 ！
A I a 円　　　 形

1・2×1．05 巨 ～11 I 巨 可 F ig65 i

q W 賊。　 門言？；4　　 五 ムーりが＿ド A　 r　主点　　 ＿甚六 ‥ ㌦′1 ′り　h 。．～．。′、 了　「 ！
1
、つ F iだ摘3 ［

し ′ U A もノ ’ エ ‾E　　 i　　　　　 J と エ 症 ＼ L 」　　　　　　　 月 ／ ノ J U　　　　 エバ ノ 1 1 ． ふ ⊥ ヽ

S K　864 A
C 3i3＋ 匡 離 車 m

不　 定　 形 L 75 X L 22 28 王 1 1
粧 F ig 143

B
〝　　 恒 酬 車 臨 方　　　 形 （）．86×0．84 3（〕 II ユ＿ 1

S K　865 C 3i3＋ 巨 藩 W 巨 王II a 長 方形状 2」8×1∴拍 18－28 I～王I 1 2 N 巨 ビットはほぼ同時期である。tFig84

S K　866 C封　　 N 欄 0－E 巨 a 長　 方　 形 13～ユ7 王 1 N 巨 FiglO9

S K　867 C 3 i4　　 N 瀬 畑 順 養楕 円形 2」4×1，52 19～23 I 1 3
N i ビットはSIO78か079の柱穴 Fig84

S K　868
C 3h4　　 巨 榊 車 m

不　 定　 形 1．53×1．0 18～23 H 1 N 巨 覆土はやや軟質である。
l

S K　869 C 3h4　　 年 離 車 m 長　 方　 形 2．61×1．35
匠 19

I王 1
N 巨 F igllO

S K　870 C 3h4　　 恒 榊 車 m 不定楕円形 1．6×0．9 17～25 I王 1
N 巨

床の南側は凹状をなす。 F ig 132

S K　871 C 3i2，i3　 巨 530′WW　 E I a 不　 定　 形 1．82×1．38 18－21 II 1
可 △ 床の西側は撹乱をうけている。

S K　872
C鋸 ， 匠 1綱 目 胱

長 楕 円形
！
2．08×L 32 1∠妄～ユ8 ‡ 1 N 巨 flig84

S K　873 C 3と13，iごま i i D ‡当 （方　　 形ラ 19 I 1
N 巨

S K　874 C 3i3　　 恒 1。…E 巨 ‡a 不定楕円形 ま．2×0．85 15～22 II 1 3
＼l S K 873と重複［本跡の方が古

い。

S K　875 C 3 j6，j7　 恒 離 車 用 長　 方　 形 L 90×0．93 17～50 I 1 錮）巨 大部分は撹乱をうけている。 Fig154

S K　876
C封13　　 恒 7雄 巨 胱 不　 定　 形 ㍑ 舶 ‖ 4 ～32 王 1 1 巨 ピットは本跡より新しいくつ Fig14 1

S K　877 C 3h4　 恒 離 半 … 楕　 円　 形 lu18拙 可 5 ～10 I l N F ig65

一一一つ1（「



遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況

l覆

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （m ） 璧顧 cm）
璧 国 電

S K　878 C 3g4 N －680－E E II王a 長 楕 円 形 2 ．6×1．14 8・～20 II 1 N △ 部分的に挽乱が入る。

i s K 879
C 3g3 N －65㌧E D I a 長　 方　 形 1．83× 1．48 13～ 19 I 3 4 N △

i s K 880
C 3j5 N －83㌦E D I a ／1 1 ．4×0 ．85 20～40 II 1 l N △ S K 851 と重複する。

F igl17

l s K 88ユ
C 3h3 N －480…W A H a 楕　 円　 形 0 ．98×0 ．76 14～ 16 II 1 1 N

床の北部は撒乱を受けている。F ig80

S K　882 C 3h2，h3 N －46㌧W A I a 1／ 1 ．44×0 ．8 12～30 II 1 1 N ピットは本跡 より新 しい。 F ig65

S K　883 C 3h2 N －22。…W A I a 1／ 1 ．04 ×0 。84 22－25 三三 1 N △
F ig65

S K　 884 C 3h2 A I a ／／ （0 ．9）×0 ．95 18～20 ‡ 1 N F ig65

S K　 885 C 3h2 A I a ！／ 1．38 ×1 ．1 18 ～22 I 3 N ∠＼
S K 884 と重複し本跡の方が新
しい。

F ig65

S K　 886 C 3h2，i2 N －190－W E IIla 不定楕円形 2．04 ×1．05 7 ～13 III 1 N
！ △ 床の北部はかなり擾乱をうけ

ている。

S K　 887 C 3h l A I a 円　　　 形 1．22 ×1．14 10 ～12 II 1 N ∠＼ F ig65
P L 442

S K　 888 C 3g3 A I b 楕　 円　 形 1．2 ×ユ．09 40 －｝56 II 1 ㈹ △ F ig75

S K　889 A C 3g2 N －890－E A III a ／1 2．17 ×1．44 22 II 1 1 N
転

i

床の中央に長方形の掘 り込み
がある。

F ig 154
P L443

B ／′ N 4 ぷ一一W D I a 長　 方　 形 0 ．98×0 ．73 25 H 1 3 N
F ig 154
P L443

S K　890 C 3h3 N －9 ㌔W E I a 不　 定　 形 1．22×0 ．94 8 ～28 王I王 3 A 抜根痕か。

S K　891 C 3g2 N －5r J E ／／ 不定長方形 1．12 ×0．92 15～ 34 m 1 N ピットは本跡よf）新 しい。

S K　892A C 3g1，g2 N …300－W E Ill こl 不　 定　 形 2 ．25× 1．24 30～ 36 II 1。 3 N Il期
床中央の南に完形の土器が横
位に出土。

F ig154

B C 3gl E I a ／1 （1．1）×1．2 33 ‡ 1 1 N
F ig154

B ′ C 3g2 N －43㌦E A I a 楕　 円　 形 1 ．18×0 ，8 48 王I 2 N F ig154

S K　893
lc 3gl 上 7 1［。［

バ‾⊥／‾　エ。
l E ‡a l　 〝 ！ 1 r、ノ，ハ

上．〇八1 ．U
I 。n
J乙
上T
11
1 2 i l N i 南方部は擾乱 をうけている。 l　　　　　 温

S K　 894 C 3h3 N …25㌦E A I a ！1 1 ．51×1 ．21 25～30 I 3 錮） △
床中央に深いピットがみられ
る。 P L 444

S K　 895 C 3gl N l は㌦E 1／ 7才 1 ．37 ×1 ．05 25～26 ‡ 1 3 N 北東部の凹は撒乱によるもの。 F ig65

S K　 896 C 3gl ！／ 円　　　 形 1 ．47 ×1 ．39 35～44 II 1 N 覆土は軟質である。 F ig65

S K　 897 C 3fl，g l N －45∵Ⅳ E m a 不　 定　 形 3 ．06 ×1 ．6 27 II 3 N △ F ig142
P L 445

S K　 89白 C 3g2，f2 N r姐㌧W D I a． 長　 方　 形 L 73 ×0．95 20 II 1 N 床 中央の凹は撹乱 こよるもの。 F iglO9

S K　899 C 3f2 N …22。－E A I a 楕　 円　 形 1．18 ×1．02 12～16 II 3 仏） ピッ トは轍乱によるものか。 F ig65

S K　901 C 4b6 N －320…W D I a ／1 1．6 ×1．4 30 ～36 II 3 ㈹） F iglO8

S K　902 C 4b6 N －38。－W A I b ／／ 1．53 ×1．1 40 ～60 II 1 A 覆土はやや軟質である。 F ig75

S K　903 ‘C 4C6 A I a 11 1．22 ×0 ．87 20 ～32 II 3 N
F ig66

S K　904 C 4C6 N －790－W D ‡a 長　 方　 形 1．58 ×L 52 27 H 1 N △ F iglO9

S K　905 C 4C6，C7 N －540－W D I‡a 方　　　 形 0 ．96 ×0 ．96 20 ト王I 1 N F ig121

S K　906 C 4C6 A II a 円　　　 形 0 ．82×0 ．81 20 ～32 II 1 N F ig80

S K　907A C 4C7，b7 D I a 長　 方　 形 1．38×0 ．78 28 I 1 N
△

床のほぼ中央の覆土中に多く
遺物出土。

F ig 167

B 〃
‖つ

B H b
円　　　 形 （0 。7）×0 ．58 168 I 1 N F ig 167

S K　908Å C 4C7，C6 E ヱ　a 不　 定　 形 （1 ．25）×L 21 44 I 1 N
△
S K 907 と重複 し新旧は不明。 F ig 167

B ！／
（‘F ラ

B ‡I b
楕　 円　 形 L OO X O ．92 1∠10 I 1 N

F ig167

S K　909 C 4C7 N －45㌧W （ Z ） II期

S K　 910 C 4e5 N …15㌧W A H a 楕　 円　 形 0 ．80×0 ．71 26～28 I 1 蝉 III朝 S IO58 の南側に位置する。 F ig80

S K　 911 C 4f5 N －780…W A I a 11 1 ．94 ×1 ．35 25～31 II 1 N ／＼
SIO 38 の東壁に位置し本跡が
古い。

F ig66

S K　 912 C 4g4，h4 N －670－E D I a 長　 方　 形 1 ．84 ×1 ．35 28 II 1 N
F iglO9

S K　 913 C 4g4 N 一一600－W

！

i

N …3可

D　王　a ／／

円　　　 形

1．37 ×1 ．12
30 1
II 1

l

l

つ

i

可

N l

A i

N i

i

l

△ l

i

覆土はやや軟質である。

1／

〝　　　 i

i

F iglO9
P L 446

S K　 914 C 4 i3 A II a 0．66 〉く0 ．64 12－16 H 1 F ig80

S K　 915 C 4f2，g2 E H b 楕　 円　 形 0．98 ×0．82 25 II 2
P L 447

S K　9 16 C 4g2，f2 D IIIa 長　 方　 形 2．33 ×1．98 32 H 1

l一一つ17・－



！ 遺 構 番号

地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況 覆

土

時期 備　　　　　　　　 考 関 連 回版
平　 面 （m ） 壁高（cm ） 壁 床 ピッ

′ト数
i s K 9 17

C 4g 4 N －8 0 0－E A I．a 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 1 ．0 4 1 5 ～ 2 2 III 2 3 N △ ピ ッ トは 本 跡 よ り新 しい。 F ig 6 6

i s K 9 18
C 4 g 3 ，h 3 N －5 6 0…W D I a 長　 方　 形 1．63 × 1 ．2 3 1 7 II 1 N

F ig l O 9

P L 4 4 8

S K　 9 1 9 C 4 g 3 N －4 0 0－E A I a 楕　 円　 形 1．25 × 1 ．0 0 14 － 17 I I 1 N F ig 6 6

S K　 9 2 0 C 4 h 5 ／／ ／／ 1．0 3 ×0 ．8 5 2 2 H I 2 2 N ピ ッ トは挽 乱 に よ る もの。 F ig 6 6

S K　 9 2 1 C 4 g 5
i

D I a 方　　　 形 1．0 7 × 1 ．0 4 3 5 ～m 1 N
F ig 1 2 1

S K　 9 2 2 C 4 h 5 ，h 6 A II a ．円　　　 形
I

1 ．0 4 ×0 ．9 8
1
22 ～ 2 6 II 1 N

S K　 9 2 3 C 4 a 9 N …2 10－W ／／ ／／ 1．0 0 × 0 ．9 4 1 6 ～ 2 0 m 1 N F ig 80

S K　 9 24 C 4 a 9 N …8 7 ．5 0－W A I a
い奮 円 形

1．0 4 × 0 ．9 1 0 ～ 1 6 II 1 N F ig 65

S K　 9 25 C 4a 8 N －13 ㌧ E 11 不 定 楕円 形 1 ．3 5 × 0 ．9 6 15 III 1 N
F ig 6 6

S K　 9 26 C 4a 9 ，a 8 A II a 円　　　 形 0 ．97 × 0 ．94 2 8
l II
1 N

F ig 8 0

S K　 9 2 7 C 4 a 8 ，b 8 A I a ／／ 1 ．18 × 1 ．ユ8 2 5 III 2 1 N △ ピッ トは 本跡 よりやや新 しい。 F ig 6 7

i

S K　 9 2 8 C 4 a 8 B H a 1／ 0 ．77 × 0 ．75 17 ～ 1 8 王 1
巨 F ig 9 2

S K　 9 2 9 C 4 a 9 B　王　b ／1 L 5 5 × 1 ．14 5 0 ～ 58 II 1 N △
F ig 9 0

S K　 9 3 0 C 4 a 8 N …6 0 。－W A Ii a 楕　 円　 形 L O 2 ×0 ．9 0 18 ～ 20 III 2 N F ig 8 0

S K　 9 3 2 C 4 b 8 E I a 不定 楕 円形 1．3 3 ×0 ．9 4 2 0 II 1 N 北西 の顔 土 中に少量の貝を含む。 F ig 1 98

S K　 9 34 C 4 b8 A II a 円　　　 形 0 ．7 2 一× 0 ．6 6 13 ～ 23 II 1 N F ig 80

S K　 9 35 C 4b 8 ，b 7 N 一一75 ㌧ E E I a 不 定 轄 円形 1．2　× 0 ．7 8 2 7 II 1 2 N III期 ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい。
F ig 13 2

S K　 93 6 C 4b 7 N …3 5 ㌧ E E 王I a ／！ 0 ．8 0 × 0 ．6 5 2 6 I 1 つ N
F ig 13 9

S K　 93 7 C 4b 7 N －2 0－E D I a 長　 方　 形 3 0 I 1 3 N △ ピ ッ トはほ ぼ 同時 期 であ る。 F ig lO 9

S K　 9 3 8 B 4 i9
l

i A I a
円　　　 形 1 ．23 × 1 ．08 20 － 3 0 I 1 N △

F ig 6 6

S K　 9 3 9 B 4 j9 ，jO N －2 3 0…W E I a 不　 定　 形 L 3　× 0 ．98 2 7 III 3
弓
N ／＼ ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい 。

S K　 9 4 1 C 4 a 7 N ～7 6 ㌧ E ／／ ！／ 1．5 7 × 1 ．3 4 3 0 II 1 1 N

S K　 9 4 2 C 4 b 6 ，b 7 N －8 6㌔－W 〃 不定 長 方 形 1．6 9 × 1 ．2 8 2 7 I 1 3 N △ F ig 1 3 2

S K　 9 4 3 C こ追 7 N －3 5㌧ E A I a 楕　 円　 形 1．2 8 × 0 ．9 6 12 ～ 30 II 3 （刃 ／＼ 覆土 は やや 軟 質 で ある 。
F ig 6 6

S K　 9 44 C 4 C 7 N －2 10…W J 楕　 円　 形 1．1 3 × 1 ．0 5 3 H 1 ㈹ II 廟
口綾 部 は南 西 向， 横位 に埋 設

さ れて い る。
譜 捌

S K　 9 45 ／／ N …35 。一W A I a 長 楕 円 形 1．5 2 × 1 ．1 2 0 － 2 3 II 2 2 N
F ig 6 6 ！

S K　 94 7 C 4e 6 E Ill a 不　 定　 形 2 ．4　× 2 ．1 20 III 1 （哺 III期 覆土 中に多 量の土 器 片が出土 。
F ig 14 2 i

C l√　∩′10 「ヽ 4 nワ こ’丁．ハ
‖　 ！ 1 。。〉 1 。

りlニ TT　j 1 C） hT ＜
し。 H J ぐ，ハ。り爪 て［湘撼三几ふ i＋ ＋＋＋ 】

LJ　1 　ヽ　　JlまU しノ．．壬CL l ムJ　　よ　　く1 ⊥．U J　′ヽ　⊥．J ∠JU ⊥⊥ ⊥ U ⊥ヽ ∠＿＿＿ゝ

S K　 9 4 9 C 4 a 6 N …2 5 ㌧ E C I b 楕　 円　 形 1 ．6　× 1 ．18 2 1 ～ 9 4 I ～II 1 N △ S IO 53 の 炉 を切 っ て いる 。 F ig 9 6

S K　 9 5 0 A C 4 e 7 E I a 不　 定　 形 1 ．9　×（1．0 ） 18 II 1 5 N II1期
l
ピッ トは S I O 57 ・0 5 9の柱 穴か漸 ）。

B C 4 e 6 ，e 7
日日

E I b ／／ 1．68 × 1 ．28 5 0 III 3 （N

l

III 期 （古 ）

S K　 9 5 1 C 3 e O ，fO N …3 7 01 W A I a 楕　 円　 形 1．4　× 1．2 14 ～ 2 5 II 1 3 N ∠＼ 南西の ピッ トは本跡よ り新 しい。
F ig 6 6

P L 4 5 0

S K　 9 5 4 C 3 i8 ，j8 A II a 円　　　 形 0．8 5 × 0 ．7 5 2 0 I I 3 A 痩土は軟質であ り新 しいものか。

S K　 9 5 5 C 3 i7 ，i8 E I a 不定 楕 円形 1．7　× L 4 5 3 0 II 3 N △
F ig 1 3 2

S K　 9 56 C 3 i7
！

A　王　a

l

円　　　 形 1．1 × 1．0 5 3 0 I‡ 1 N △ F ig 6 6

S K　 95 7 C 3e 5 ，e 6 N －79 0…W D III a 長　 方　 形 2 ．5　× 1．4 7 1 2 I 1 1 N △ ピッ トは本 跡 よ り新 しい。
F ig 1 23

S K　 95 8 C 3e 5 ，d 5 N 「－6 2 0…W D I a 11 L 7　× 1．1 2 22 I 1 N △
F ig lO 9

S K　 9 5 9 A C 3 e 5 E I a 不　 定　 形 1 ．1 × （0 ．8） 3 0 II 1 N II 期 S K 9 59 B に切 られ てい る。 F ig 13 8

P L 45ト452

B
】
！／ N …3 1 ㌧ E （G I b ） 長 楕 円 形 1 ．6　× 1 ．0 6 9 6 I （2 ） N 北西壁はやや内わん ぎみ となる。 F ig 13 8

P l ．45ト 452

S K　 9 6 0 C 3d 5 N －5 l OI W A I a 楕　 円　 形 1 ．77 × 1 ．46 9 ～ 1 6 II 1 N F ig 6 6

S K　 9 6 1 ！／ N …5 6 0…W A I a ／／ 1．33 × 1 ．0 7 ～ 9 II 1 N 床 中央 に 撹 乱が み られ る 。 F ig 6 6

S K　 9 6 2 C 3 C 5 N …2 0㌧ E ／／ ／／ 1．0 2 × 0 ．6 5 2 1－ 24 II 2 A 覆 土は 軟 質 であ る 。 F ig 6 6

S K　 9 6 3 ／／ N －5 60～W A II a 〃 0 ．9 3 ×0 ．7 16 － 20 H 2 1 N 1／
F ig 8 0

一一1－118一一



i 遺構番号

地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部の状況
i 覆

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （m ） 壁高（cm ）
壁 回 宇義

i s K 964
C 3C5，C6 N －820－E D I a 長　 方　 形 1 ．1 ×0 ．95 44 ～46 ‡ ユ N △

F iglO9

S K　965 C 3C5 N lは㌣W A 王　a 長 楕 円 形 1 ．45 ×0．98 22 ～24 王王 …1 N
F ig66

S K　966 ／1
lN －20。－W

／／ 楕　 円　 形 1 ．13 ×1．07 24 ～26 王‡ 2 1 N △ 覆土は軟質である。
F ig66

S K　 967 C 3C4 N －650－W ／1 ／′ L O　X O．7 20 ～22
i Il
2 （吋 1／

S K　 968 C 3C5 N …35㌧W ／／ 長 楕 円 形 6 ～16 三三 1 3 A 17
F ig67

S K　 969 C 3b6，C6 N －473－E A I王a 楕　 円　 形 0．9　×0．65 18 ～23 II 2 2 （輔 ／1

S K　 970 C 3b6 N wu　7㌦E A 王　a
i

！／ 1．12 ×0．95 16～ 20 I‡ 2 1 N △
F ig67

S K　 971 C 3d6 N …15。－W A I a ／／ L 2　×0．85 8 ～ 13 互‡夏 1 A 床中央は捜乱により凹状をなす。

S K　 972 Å C 3h9，i9 Z 不　　　 明 （0．41 ）×0 ，74 15 II 2 N I‡期
F igllO

B ／1 N －27。－W D I a 長　 方　 形 1．3　×1．04 48
i
王 1 N S K 779 を切 り，本跡が新 しい。

F igllO

S K　973 A C 3b5 N …・45。－W E ‡a 不　 定　 形 （1．4 ）×1，15 12 II 1 N 覆土は軟質である。
P L 455

B ′1 A II a 円　　　 形 0 ．8　×0 ．78 44 I‡ 2 ㈹ 1／

S K　974 ／／ 甘1 5㌧E D 王　a 長　 方　 形 1．95× 1．4 48 I 1 1 N △ 南側に他の掘り込みがみられる。

S K　975 C 3a5，も5 N ぺげ－W タ′
i

1才 L 65×0 ．95 42 王～Il 1 A △
l

覆土は軟質である。

S K　976 C 3a5 E ‡ a 不定楕円形 1．15×0 ．95 13 I‡ 3 A 11

S K　977 C 3b4，b5 A 貰王a 円　　　 形 0 ．96×0 ．92 23－28 II 1 N
覆土は軟質でロームブロック
を多く含む

F ig80

S K　978 C 3b4，C4 N －　60－E D lll b 長　 方　 形 3 ．2　×2 ．45 67 王 1 N △ ／！
F ig163

S K　979 C 3C4 N …5げL E E ‡ a 不 定 方 形 ユ．95×1 ．7 38 王‡ 3 1 N △
E

1′
F ig163

j s K 980 ！
C 3C4，d4

恒 0。－E
A I‡a

匝 円 形 巨 ・98 ×0 ・63 i lO～13 巨 ！
1
i

i
（却 澤 乱か抜根痕 F ig80

S K　 981 C 友摘 ／／ 円　　　 形 0 諸7 ×0 ．82 20～25 王‡ 1 N F ig80

S K　 982 C 3d5 N …60。一W D　王　a 長　 方　 形 1 ．5　×1 ．2 12 I王 1 N 東側に方形の段がみられる。
P L 453

S K　 983 C 誠4 N ∴柑㌧E A II a 楕　 円　 形 0 ．91X O ．65 10 ～12 m 1 1 N ピットは本跡より新 しい。 F ig8 1

i

S K　 984 C 友14，e4 N …750－E D ］［a 隅丸長方形 1 ．57 ×1 ．2 40 I王 1 1 N △ ／1
F ig llO

S K　 985 C 3a／皇 N l 汀∵野 E　王　a 不　 定　 形 × 27 ヱ‡ 3 1 N
F ig 132

S K　 986 C ：追3，e3 N l は㌧E
蔓
C ‡b

i
楕　 円　 形 L 35 ×1．03 15～86 王～II 1 1 N 東側は段差を有する。

S K　 987 C 汝13 N －20㌦E E I a 不定楕円形 2．0　×1．38 17 I王 1 2 N 南北コーナーに健吉肪 みヾられる。 F ig 132
P L 454

S K　 988 C 3d3，e3 N －63㌧Ⅳ D I a 隅丸長方形 1．52 ×0．94 12 王I 1 N

S K　989 A C ：追3 E ］［a 不　 定　 形 1．5　×1．2 6 ～10 王II 2 2 N
F ig 132

B

I

／／ E ］［a ” L l X O．88 26 I 1 4 A
F ig 132

S K　990 C 3C3，d3 N －52㌧E A 王I a 楕　 円　 形 0．98 ×0．81 20 ～35
l
II 3 Å 覆土は軟質でやや新しいものか。 F ig80

S K　991 C 3C3 N －250－W A I a 1／ 1．1 ×0 ．85
】
22 ～25 I王 1 4 （謝

ピットは北 西～南 東に並 び
覆土は軟質。

F ig67

S K　992 C 3C4 N －45㌧E Å三三a プ′ 0 ．87 ×0 ．76 7 ～15 I‡ 1 1 N ピットは本跡 より新 しい。
F ig81

S K　993 C 3C3 N －900…N C I a 不定長方形 1．67 ×1．3 20～ 40 I～II 1 1 N △
F ig94

s K 99の
C 3b3，C4 N 一朗∵W A I a 楕　 円　 形

l
且．09 ×0 ．77 14～ 18 II つJ N

S K　995 C 3b3 N －83㌧E D　王　a 方　　　 形 1．9　×1．86 46
言
1 （輔

覆土は軟質でロームブロック
を含む

F ig 170

S K　996 C 3a3，も3 N －18。～W D III a 方　　　 形 3 ．06 ×2 。78 33 つ 1 （輔 △
！

／′
F ig170
P L 456

S K　 997 C 3a2，a3 N －880…W D l a ′1 L 7　×1．52 42 I 1 ㈲ 西側に段差がみ られる。
F iglO9
P L 457

S K　 998 A C 3a3，a4 N …21㌧W H m は 長　 方　 形 2 ．02 ×0 ．9 18 II 1 （叩
自 覆土は軟質でロームブロック
が多い。

F ig172

B 11 N －220－W D m a ！／
2 ・74 ×可 25

三三 1 ㈲ 17
F ig172

S K　 999 C 3a4 N －76。－E E ； a i
i

不 羞 形 ！

3 ．5　×2 ．55　　 35 I 1
i

i

i

i

（輔
！

△ i

SK 998 と重複し本跡が新しい。
F ig172

S K lOOO C 3a3 N …64㌧E
1046相 中 11 可

2 N 床の南西は凹状をなす。
F ig132

S K lOO l C 3b2 N …　5∵W D llI b 長　 方　 形
2 ・83×1 ・15 巨 6

II
1 i

N
△ i

i

東壁に土壌の重複がみられる。
［

F ig162 】
S K lOO2 A C 3a2，b2 N －12。－W D I b （　 〝　 ）

1 ・63×1 ・0 巨 6
王
1 ；

N 覆土はやや軟質である。

－n9－



遺構番車 区 主 軸形 態平面形鍔 忘 置 各部の状況　薗
梱 橘 土欄　 備　　 考　 関連図版

SKl椚 車餌＋ 巨庸 一Ei EIb　不定形巨鍼×・鋸巨0 車　 回　 鷹 譜質でロ…ムブロックiFig162
睦 車 巨蜘 3　 年納 車 服 序 方可 言読 5 区 36 ‡車 i iN巨 i　　　　　 FigHO
睦 響 匡振＋ 恒 銅 棒 可 畑… 車 繍 礪 巨 王車　 回　 恒鮮8 重複するD　 iFig163
睦 響 匡欒 …　恒 高 圧 可 ㌃… 車 凧 十 巨 I車 ！回　 序西壁がゆるい傾斜をも可
SKユ006 恒 2サ　 い繍 刃 紆中 … 可中 2×0・7日 72 車 i 回　 桓壁の細に段差を有する守 ig86

S●Kま007 恒 2　 年榊車飾斗… 形状巨 05×0・98日 0 ‡車 ‖ 可 可庫 腑 を馴棚脚肱 「輔43

SKま008 巨滋29e2 ！　 巨IIb　円　 形巨 礪×可 礪 田 止 車 「 「‾ ‾ ‾ ‾ 「
SKlO。9 恒el　 匪碓刃 E… 「不窟形巨㈲…涌匡欄回 3i 回 △i　　　　 iFig133

SKlOlO 巨　 i i A王a　閏　 年 聖竺望 匪 鋼iI車 ‖ 可＋ ！＋ ＋＋ ……「㌣80

SK舶 車 軸 ま　区射 車 m 序雷 可 …胤 41 巨 7 回 1 回　 麿1鐙嵩：音らSK膵儲 Fig162
Bic3bl　　 i E‡b 序 定形恒 6）Xi・2 巨 3 国 力 つ可 i＋ ＋ ＋ ’…1

回 3日 可 「拙 礁 胤 いものつS KlO12　　C3e2　　　　　N－6C）の…W　 A亘‡a　　楕　円　形　 0．95XOや78　ユ0～12
S Kユ013 恒 1　 年 聖 車 … 斗 摘 醐 車 都 冊 巨棚 回 1回 N 巨 惇詣 碧壁にあきラビット当

SKユ014 ic3eO　 i　 巨 王小 雪　 形巨 川 可 5欄 回 i　 N　△ i　　　　 iFig90

SKiO15 巨　　 匠 7 0…E 巨　 轄 円 形巨 舶X eけ 狛一車 日　 伊 i　　　　　 手癖「「

SKユ016 恒 2　 iN・・か44可 A主項 ’ 〃　 巨 紺 溌 巨 斗 車 巨 回 i＋ ＋ ＋ ＋ i

S KlOま7 匡 聖 つ ㌍ 弓 削 ‖＋ 〃　半 湘 … 巨 日 中 車 圧 「 極 論 差がみJヱ〕れる0　 憤霊

… 儲 匪 繍 「腑 ザ　 〃　 い… 形　 L損Xほ い　 回 3　 回　 床中央に弧 が入る。　 Fig133

ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ょ
S K lOユ言 C勘 e　 N～70㍗ 巨 ＝ ㍉ 匝 円 形 i・62×leO2 4… 3 日 l　 N i △ i　　　　　 F ig87

S Kユ020　　C最i　　　　 NルN370…E i E ‡a　 不　定　形　 ま．64×1。21　 1ユ
i ‡‡ 車 N　　 ピットは本娠 胤 ／いつ

S K 用飢 恒 C　　 恒 わがWW 巨〕 a　 長 方 形巨 7 X b姐 巨　 国 中 回　 西壁に舶 形蠍 込みあ 。 Figlm

S K lO2日 蝕 ＋ 巨碓 可 読 中 高 形巨 5拙 憫 巨… 車 年 目 弓 可＋ 巨 ットは本跡よ欄 しいつ Fig67

S K lO23 巨3b2　　 恒 踊 巨 … 序 方形可 l・60× 可 33　 H 2 i l iN i i　　　　　 譜 言霊

S K lO中 ：：鴫 eO　　　 巨 l b i 〝　 ゎi Xは可 舶 回 2 i 中 期i　　　　　 F igは4

中 2郎 0　 い湖 鵠 恒 心 い紺 形状　 ユ・竺 聖 上 聖 車 上 「 同　 上触 馴 撮 拙 … 読 曹 繭

S K lO25　 C2bO空 」 竺 空 士 聖 」 と と 軋 空 聖 聖 上 ㌣ 圧 巨 「 巨 巨 斗 …… … … ‾ ‾ 下 g133

S K胤 車 紬 最　 巨庸 一中 E a）！ ′　 恒 ×・鮮 巨 回 中 回　 凍土はやや軟質である。

訂　 7g　　　　 上ア”．＿弧㌦詔＋口＝」上組　間　罰の　 ‥昔の つ㍗！一鍾＋「す　』 「1 ㍑詔
U i ド　沐ノ　つ「…… iノ潤　し巨　肘「…抑心の i 。リ　P　P A P つ i

S K膵2日 c al ；　 巨蘭つ 長 方 形巨像帖 弛上狛 年中 巨 回 ピットは棚 よ仲漸恒つ車抑

SKlO28 恒 bユ 巨胤つ 不 定 形1 …渕 ・92　 32 ‡‡中 車 巨 巨基の土壌の壷勧甥－え拙項

細 腰 巨馳 C3bl N一一一m 車 m i 〃 ！描肛 目 測 巨車 車 i 巨1igi33

SK2030 恒 e99f9 N一ん3紺 巨服 い描 錮 車 ㈲ 侶 ！飢 巨車 回 …SKユ024と重複する。＋ 「輔 54

SKlO31　 C3ai，bl i〃＋ 「疑　う年　揖月 1．ま5×0．90　　30　　H　3 車 ドットは鰍 二よるもの「 「濠 12
i

S Kユ03日 c a銑C al 恒 00可 飢 ‖ 狛 … 車 … 冊 小 渕 回 1 車 ラ ピットは本跡よ欄 しいつ Fig67

S K皿 巨2bO N－23のu一可 日 日予 定 可 …瞞 瀾 「ほ 巨 回 iA i i

FS Kま03日 C 的cO N一一餅 可 射 箆棒 円 形巨 服 … 巨… 車 車 3 （蛸
壷

iFig67

SK 皿 恒 蜘 相 可 細 目　 〃＋ 巨 腑 可 … 車 用 1　臓 摘踊

SKlm 巨湖 巨 貰中　 形巨 祁X 可 膵～2車 車 巨 i iflig81

SKユ037 巨 巨車つ 玩 方 形巨骨㍑㌫ 巨は 巨 巨 4回 iピットは肌 二よるものつ FigllO

SKlO38 桓 順 N…30－E　 D ‡b i グ　 巨 梢×・可 5月 ト車 祈 司 南東壁はやや内わんするo iFigl18

S …諏 巨湖 N－560－－可　 ′つ　 〃　 「淵 … 弓 狛 上中 i∴　∴ ifligl18

s KH：摘轟 c ao
ぎ

！ つ 方　 形巨 諏×・1 日 0　 日 N iF’iglO40

S KiO4i ic2望む N一冊 巨 ＝ 巨 定 可 描 親 日 購 い ‖ 車 巨 i南西部の細 に段を有する守 潮

一　上狛一一一一



遺構番号

管 管 軸

形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 覆

土
時期
i

備　　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁高毎mラ璧 回 宇義

S K lO42
C 3a3，a4　 年 40－W

A I a 楕　 円　 形 1．07×0．82 （47）
I車 ！

N m 期 SK 996 ・998と重複し本跡の方が古い。
Fig67

S K lO43 A
C出9，C9　 巨… 描

E Ia 長 楕 円形 3．41×0．6 105
I
Ⅴ 2 N 主 Fig173

P L 459

B
〃＋ 巨 銅 G m b 不定楕円形 2．86×1．4 20 I 1 1 純 SKま043A を切っている。 Fig173

S K lO44
C訟9　 ！ 巨 王a

不　 定　 形 1，08×1．05 25～30 王I 1 1 N F ig67

S K lO45
C出8，C8　 恒 榊

ガ 楕　 円　 形 L 58×1．2 18～26 II 1 il N ！ゝ ピットは本跡より新しい。
F ig67

i s K 1046 C出8　 i E I a 不　 定　 形 L 55×1．05 22 ‡ 1 4 N △
西壁のピットはSIl02の柱穴か。 F ig 133

i s k ユ047 C 訟7ゥe7 ！ D I b 長　 方　 形 ユ．48×0．94 70 ‡ 1 Å △ F ig l18

i s K lO48 C 田7，d6 「… m A　王a 楕　 円　 形 L 57×0．94 45 II 1 N △ F ig67

S K IC滝9
C 2蝿 a9　 恒 40－W

D I a 隅丸長方形 ．舶×1．10 27 ㍑ 1 5 N △ 覆土はやや軟質である。 Figl12

S K ユ050
C 2a9　 i D I a 円　　　 形 ユ．08× ．掴 22 H 1

巨
△ FigllO

l
S K lO51 C 2cS　　 恒 闘 A Ia 棺　 何　 形

■
ユー6　×1．12 22～26 II 1 1 N 南側は撹乱を受けている。 Fig67

S K lO52
C 2b89C8　 年 桐

D 王‡圭a 隅丸長方形 2．05×1．3 28～35
晶
つJ 9 ㈱ △

ピットは撹乱によるものか。 FigllO

S K ユ053
C 2捕＋ 巨 粛 W A　亘盈 棺　 ド　 形i l・58×1837 25～28 王 1 N

I
F ig67

S K lO54 C 2情＋ 「… 描 C　ヱb 1′ 呈．68×1．47 38～74 ‡～I王
1 i N H 期 西壁の肩部に段を有する。 Fig96

S K lO55 C 2b5　　 巨 770－E A IIa ／！ 1．01×0．78 22～25 II l i N F ig81

S K lO56 A
C 3i5　 i E

E 汀h 不　 定　 形 2．4×1．9 44 II
車
N
匠 SK847と重複するが新旧は不明。 Fig170

B
〝　 ！

B I b 楕　 円　 形 96 II
2 ！
N flig i70

S K lO57 C 2a8　 ！ E I a 不　 定　 形 1．62×1．13 21 I王 3 i Å 覆土は軟質である。

i s K lO58 巨 2b 7　 ！ ！
P 胱

巨　 形
1　1ノt　ヽ′n　O
。1．ヱ1r　′　ヽ　ノ．　J

巨 2 1†，i l l l
iつ　 つ　 i N ノヽ∠Å

！　　 〝
l

！F ig 121
i

S K は59
8 2j7，Cあっ 巨 服

円　　　 形 1．52×1．37 55～64 車 i N △ ／／ F ig91

S K lO60 A
B 2j8　 ！

B I b プア 1．34×1．3 70
Ⅳ同 1

N 国 ／′ F ig90

B
〝　 i

／／ 1／ 1．3　×1．2 67 I H N ／′ F ig90

S K lO61 B 2減 j7 i D　王a 長　 方　 形 L 87×1．55 30～34
II i 車

N ∴
F iglll

S K lO63
B 2 i…　 巨 …

D　王a ガ 呈．6　×私82 20 Il
1 ！ ㈲ 北側に撹乱がみられる。

S K lO6∠皇
… 誹＋ 恒 80…W

t〕H a 長　 方　 形 0．9・8×0．92 12 H
3 i
N

S K lO65
B 2i9　　 恒 30…W E ‡a 不　 定　 形 1．39×0．88 35

中 i
N 部分的に授乳がみられる。 Figユ33

S K ユ066
I

B 2蝿 i9 ！

著
B I b 円　　　 形 1．15×1．08 35 I 1 ！ N SK lO96と重複し本跡が新しい。 Fig155

S K ′礪7 B 2i9　 恒 義 E IIa 長　 方　 形 0．95×0．68 13－25 III
3 i
N 部分的に挽乱がみられる。

S K l068
B 2iO　　 恒 2ew′E

E ‡a 不　 定　 形 L 23×1．02 25～46 m
車
N

ピットは本跡よりやや新しい Fig133

S K lO69
B 2摘　　 巨 9ev一みW H I a 長　 ‾方　 形 L l0×0．79 17 I車 l 1 N

床中央に段差がみられる。 Figl12

S K lO70 B 2iO　　　　　　 N －15㌧E E I a 不　 定　 形 1．02×0．87
l
＝ I車 巨 N

S K lO71 B 2h8　　　　　　 N －5鮮L E C　ヱb 楕　 円　 形 41～60 I
弓
N △

S刃）03と重複し本跡か新しい。 Fig94

S K lO72
B 2i9ラi8 i

A IIa 71 0．66×0．53 10～12
可 弓

N
l

】

S K lO73
【

82i8　 i
／1 円　　　　 形 0．66×0．58 11～14

中 ！
N SK lO96と重複し本跡が新しい。 摘 ユ55 i

S K 1074 B 2h8　 i＋ i
ノ1 ′！ 0．80×0．65 40～43 I車 i l N ／！ F ig155 ；

S K 用75 B 2h9，g9 E I‡a 長　 方　 形 17 ‡
1 巨
N 覆土はやや軟質である。 F ig 139 i

S K lO76 B 2g9　　　　　 N l汀∵Ⅳ A H a 楕　 円　 形 0，97×0．88 12～19 H
1 ！ 純 F ig81 ！

S K m 77
B 2g9，f9 「… 描

E I b 不　 定　 形 2．0　×L 渕 45 ‡‡
3 ！ N ∴

SK lO85と重複する。

S K lO78
B 2g7　 恒 90－E

D ‡a 長　 方　 形 L 57〉く1．04 32 I～王
1 ！ N i

∠隻
覆土はやや軟質である。 F ig llO

S K lO79 B 2hO　 i A H a 円　　　　 形 12～1J皇 II 1 ！ A i
！
F ig81

S K lO8（〕
H2g9　 恒 50…W

D I a 〔長　方　形） 11～15
I車 ！ N i SK 109 1と重複し本跡か新しいか。F海154

S K 1081
B 2㌢19　 i i

E IIモa 不　 定　 形 （4．0　×L 76 2（ラ
‡車 ！ 可 i

i

SK lO82と重複しプランは不明瞭。

iS K lO82 B 2g9，h9 i E 互三言a 〃
×。・8 巨 4 I車 i ㈱ SK lO81，1083と重複する。

一一一121－－－1－1



「

地　　 区　　 主　　 軸 形　　 態　 平　 面　 形

規　 模　 巨 部 の状 況 i擾

巨
時 期 備　　　　　　　　 考 関連 図 版

平　 面 （m ） 壁 高（C両 壁 床
ビッ
ト数

i s K lO 8 3 A
B 2 g 8 N －6 2 0－E D I a 長　 方　 形 2．9　× 1．8 3 1 2 王I 1 N △

！　 B
／／ B II a 円　　　 形 0．8　× 0．9 28 I 1 N

［s K lO 8 4
B 2 g 8 N 、…6 4 ㌧ E D III a 長　 方　 形 2．2 1 ×0 ．6 5 16 II 1 N

S K l O 8 5 A B 2 f8 Z （1 ．0 ）×（0 ．65 ） 2 0 － 2 5 III 3 1 N △

B B 2 f9 ，g 9
i

i
B I b 円　　　 形 1．4 3 × 1 ．3 4 5 4 Il 1 N S K l O 77 と重複 す る。

S K l O 8 6 A B 2 f9 A I a （楕 円 形 ） （1．2 2 ）× 0 ，74 2 8 III 3 N 形 態的 に は C 王bか 。

B 1／ B I b 円　　　 形 1．4 5 × 1 ．1 4 8 3 I 1 N

S K l O8 7 B 2h 7 ，g 7 B I a 1／ 1 ．3 6 × 1 ．2 3
l
32 ～ 3 6 I 1 N △ 南 側の肩部 に段 差がみられる。

F ig 8 7

P L 4 6 0

S K lO 8 8 A B 2 i8 N －49 ㌧ E A III a 楕　 円　 形 2 ．1 × 0 ．96 3 4 II 3 N △ 覆 土 はや や軟 質 で ある 。

B B 2 i8 N －　3 0－E D 王II b 長　 方　 形 2 ．16 × 1 ．9 4 6 3 王 1 ㈱ 覆 土 はやや 軟 質 であ る。 ／1

B ′ B 2 i7 ，i 8 B I b 円　　　 形 1 ．46 ×（1．2 3 ） 7 2 I 1 N ／／
！／

C ／／ B II b ／／ 1．0　× 1．0 7 5 I 1 N ／／
／！

S K lO 8 9 A B 2 h 7 B　王　b ／1 1 ．3 8 × （1 ．3） 64 I 1 1 N
！ △

／1
flig l7 ユ

B B 2 i7 1／ ／／ 1．4　× 1．5 2 72 I 1 （1） N 1／
／1

S K l O 9 0 B 2 h 7，h 8 N －2 8 0－FE C I b 不　 定　 形 2．2 5 × 1 ．3 3 3 6 I ～II 1 N △
北西 に他 の 土壌 の重 複 が み ら

れ る。

F ig 9 6

S K l O 9 1 B 2g 9，g O N ～3 5 0…W ！ B I b 円　　　 形 1．4 3 X i ．1 5 8 5 ～ 9 5 I 1 N S K lO 8 0 と重複 し本跡が古 いか。 F ig 15 4

S K l O 92 B 2g 7 N －7 80 vE D l a． 長　 方　 形 1．9 0 × 1 ．3 2 2 6 王 1 N F ig ll l

S K l O9 3 8 2g 6 N －38 ew′W C I b 楕　 円　 形 1 ．54 × 1 ．28 13 3 I ～II 1 N △ 円 筒 状 を呈 して い る。 F ig 9 7
P L 4 6 1

S K l O9 4 B 2g 6 ，h 6 N －53 0－1W A I a ／／ 1 ．32 × 1 ．04 38 ～ 4 2 II 1 ㈲ III期
遺 物 は床 中央 の 覆土 上層 に 多

くみ られ る。

F ig 6 8

P L 4 6 2

S K lO 9 5 B 2h 7 B ］［ b ／／ 1 ．6　× 1 ．55 8 0 I 1 N ∠ゝ 南 西 の肩 部に 段 を有 す る。 F ig 1 7 1

S K lO 9 6 B 2 h 8 N －5 3 ㌧ E ／／ 1／ 1 ．6 5 × 1 ．4 4 6 8 II 1 N △
S K lO 6 6 ・10 7 3 ・10 7 4 と重 複 す

る。
F ig ユ5 5

S K lO 9 7 B 2 f8 ，f9 N －5 1 0州、E A l a ／／ 1．2 6 × 0 ．9 8 12 ～ 15 I‡ 1 N S K l1 5 8 と重 複 す る。

S K lO 9 8 A B 2 f8 A II a （楕 円 形 ） 0 ．6 4 ×（0．4 5 ） 4 ～　 6 III 3 N

B 8 2 f8 D Il a 方　　　 形 1．0 0 ×0 ．9 43 II 1 2 N

S K lO 9 9 A B 2 e 8 ，C 9 A II a 楕　 円　 形 0 ．9× （0 ．56 ） 12 H 1 N S K l 1 58 と重複 す る。 F ig 1 55

B 1／ B H a ／／ 0 ．9 1 × 0 ．8 4 2 I 1
l
N 覆土 はや や 軟質 で あ る。 ／！

S K l l O l C 3 j3 N － 7 。－W A l a 円　　　 形 1．1 3 × 1 ．1 40 － 4 3 I ～II 1 N △
F ig 6 8 ！

訂〔，′，、ハハ
I 　ヽ′’ヽ　　′‘ヽ　　　　　j ⊥たこ　　　　m　　　’Tr／ ′“lr　　　　　′ヽJ‾ヽ 1 h　T

召
O Jn l ⊥U ∠ D Ja t），a q ／／ 1．4・一′、1 ．1∠ ∠〇一、一∠益 ～u ⊥ ⊥ヽ ∠ゝ

S K l lO 3 C 3j 3 Z 1 ．4 2 × 0 ．55 22 ～ 3 0 III 2 N

S K l lO 4 D 3 a 3 （B I b ） 1 ．08 × 0 ．4 8 9 4 I 1 ㈹

S K l lO 5 A B 4 j9 N －4 5 0－－W E II a 不　 定　 形 （0 ．4 8 ）× 0 ．8 1 0 II 2 N
i ト

形態 的 には C Ib か。
芸監 ‾‾‾1

B ／1 D I a 長　 方　 形 1．15 × 0 ．9 6 4 0 II 1 N
F ig 9 6

S K l lO 6 C 4 a 7 ，a 8 N …6 3 01－W ＝ I こl 隅 丸 長方 形 1．5　×0 ．8 6 20 ‡ 1 N

S K ll O 7 A C 4 C 6 ，C 7 ／／ 不　 定　 形 1．5 3 × 1 ．0 30 H 3 1 N 巨 期 F ig 1 33
P L 4 6 4

B ／！ ／1 ！／ 1．5 2 ×（0 ．9 4 ） 22 I王 1⊥ 2 N
F ig 13 3

S K l l O8 C 4 C 7 D I b 方　　　 形 1．1 2 × 1 ．1 5 1 I 1 1 N △
ピッ トは S IO 6 9 の柱 穴 か 。 F ig l 18

S K l l O9 C 4C 6
I

A I a 楕　 円　 形 （0 ．8 8 ）× 0 ．99 16 II 1 1 N S IO 69 と重複 す る。 F ig 6 7

S K l l lO C 4a 6 N －…38 0n－W 〃 ／／ 1．3 2 × 1 ．1 18 － 5 4 I ～H 1 N
△
S I O 5 9 の西 壁 に位 置す る。

P L 46 5

S K l l l l C 4 e 6
（D III a 日

隅 丸 長方 形 1 ．9 5 × 1 ．9 5 III 1 N △
F ig 17 6

S K l l 12 C 4 e 5 ，e 6 N －　3 0－W E ］［ a 不 定 長方 形 1 ．57 × 0 ．75 2 1 II 1 N
△ i F ig 13 4

S K l l 13 C 4 e 6 ，d 6 （〕 I a ） 長 方 形 状 （1 ．1）× 1．5 6 2 7 II 1 N

I
S K ll 1 4 C 女17 A II a 円　　　　 形

l
0 ．6 6 × 0 ．6 4 12 ～ 14 I 3 N F ig 8 1

S K ll 1 5 C 女17 （N ′一3 3とW ） J 0 ．3 8 ×0 ．3 8 II 2 N
F ig 1 90

P L 4 6 6

一122－



遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況

j 虜

巨
時期 備　　　　　　　　 考

童

関連図版平 面 （m ） 桓 cm）中 橘
∵

S K ll16 C 4d5 （D H a ） 長 方 形 状 （0 ．73）×0 ．93 17
I車

N S IO58と重複す る。 F ig176

S K 1117 C 4d 5 沌 I a ） ／／ 0 ．85×0 ．7 16
I車

N ／／

！，S K ll18
C 4d 5，e5 （A I の 楕　 円　 形 17

I車
N ∠＼
∈

SK ll17 と重複 し本跡が古い。

i s K l120
C 4e5 N －　7㌧W Å　王　a ′／

l
1 ．52 ×1 ．04 8 －14

王車
N

i
i

F ig68

S K l121A C 4f6 ／／ ！ ／′ 1 ．38 ×1 ．2 16
I車

1 N
i

A ：B の新旧関係は明瞭では
ない。

F ig68
P L467

B ′／ B I王a 円　　　 形 0．62 ×0．5 49
I 吊

N F ig68
〃

j s K l122
C 3fO J ！／ 0．32 ×0．33

‖

i s K l123
′／ Z

‖ ！

S K l124 ／／ N －86㌦E A H a 楕　 円　 形 0 ．71 ）で0 ．67 18～ 21 m 2 A m 期
遺物は床面中央に投棄 された
状態で出土

F ig81

S K l125 C 2gO N －83㌧W A Ill a 長 楕 円 形 2 ．3　×1．08 16－21 I～II
3 i

N
S I O86の西壁 に重複 し本跡
が新 しい。

F ig84

i s K l126
／／ N …220－W B　王　a 楕　 円　 形 1．28×0 。95 25～35 I

3 ！
N 凍土はやや軟質 である。 F ig88

i s K l127
C 3fl N …310－W D　　 a 長　 方　 形 1 ．24 ×0 ．98 14 ‡‡

1 ！
N ！′

F igl12
P L 468

i s K l128
C 3 2，h3 N …　50－W 1．1 ／／ 1 ．87 ×1 ．22 15 II

1 i
N △ S K 88 2と重複す る。

i s K l129 A
C 3 1，fl D II b ′／ 1 。93 ×0 ．83 50 II

1 i
N

i　 B
／！ N ムー760…W E H a 長 方 形 状 （1．03 ）×077 20 ‡

3 巨
A ピットは轍乱によるものか。

i s K l130
C 3i3，i4 N －41㌧E E I a 不　 定　 形 20 －34 II

中
N △

！Sm 内 の北西に位置 しピッ ト

は柱穴か。
F ig 134

S K l131 C 3i4 N …320－－W D I a 長　 方　 形
1．44 ×1．3 ；

24ノー48 I
・車

㈱ ／ゝ
i F ig l12

S K l132 C 3i4，i5 N …64㌧w
i
A I a 楕　 円　 形

首
27－ 34

ト車 巨
N ピットは本跡 より新 しい。 F ig68

S K l133
ic 3i4

N …280…E i E　王　a I不 定 形
l・09 ×。・55 巨 0 II 車

N
巨 ットはSヱ079の柱穴かe

i

S K l134 C 3j4 A II a 楕　 円　 形 0 ．91X P ．87 28～30
‡車 巨

N ∴
F ig81

S K 1135 1プ N －7g L E E m a 不定長方形 2 ．04×l 。28 23
I車 巨

N ∴ ピッ トはSIO79 の柱穴か。。 F ig144

i s K l136
C 3gO，C 4g l N －330－E C I a 楕　 円　 形

l
36 王I

1 i
N

S K 1137 C 4g l N 一一m380－E D I a 隅丸長方形 20
1

H 1 N
F iglll

S K l139 C 3jO N －ワ380…W E I a 不定長方形 L 5　×1 ．04 32 II
3 i l

N F ig 134

S K l141 C 2C6 E　王　a 不　 定　 形 （1 ．8 ）×1．1 15 I
車

N 川期
北西の幾土中に少鼠の焼土が
みられる。

S K l142 C 2d6 B H b 円　　　　 形
l

53 ヱ
可

N ピット状でS I127の柱穴か。
j

S K l143 C 3C6，d6 Z
1・11×（0 ・75）巨 2

II
1 ！

N △ 本跡はS工127 より新 しい。
i

S K l144 C 2C6 N …55㌧E A I b
i
楕　 円　 形

0・9 ×0可 51
II
車

（N） 壇上はやや軟質である。
！

S K l145A C 2b6 A I a ！／
（1・2 ）×†・2 巨 8

H
中

N ピットはS I120 の柱穴か。
F’ig 155 ！

B C 2b7 B I b 楕　 円　 形
1・57 ×1058 巨 6

I
1 i

N
遺物は西側の痩土中に多くみ
られる。

〝 i

S K l146A C 2a6，b6 B ］［b 円　　 形 i
1・04× 1可 76 II i l ！ l

N
△ i 不定長方形状の土鳩を取 り込
む。

B C 2b6
B II ‖

／1
0 866×0 ．6　 巨5へノ18

H
訂

N
！

S K l151 B 2f7，e7 N －860－W D m a 長　 方　 形
2 ・5 ′×2 ・0 巨 5

H
車

N
可 北東部をS K l152に よって切
られる。

F ig125 ！

S K l152 B 2e7 D I a 方　　　 形
1 ”44 X l ・3 巨 5 車 i l

N
△ ．！
S K l151と重複す る。

f’igll周

S K l154 1／
／！ i
隅 丸 方 形

！
！I

l ・64 ×l ・55 巨 5 I i l i N i △ i
床の南は擾乱をうけている。

S K l155 B 2e7 N －　80－E
l
E ‡a 不　 定　 形 （1 ．0 ）×1 ．05

18 ！ I 上 目
N

S K 1156土うに切られ、ピットは
新 しい。

S K l156 A B 2e8 N …86㌧E （I〕 I a ） 長 方 形 状 （0．92 ）×1．13
可 I車 i l

N ／＼ S K H 55 と重複する。

B 〃 N 一一　50－W D I b ！1 60
i

‡車 ！
A

！

S K l157 B 2f7 N …470…W E l a
［

不　 定　 形 1．6　×1．25 46
II i l′！

㈲ △ S K l151 と重複するb P L 47 1

S K l158 B 2f9 R I b 楕　 円　 形 1．09 ×1．04

1

44
車 ！

（N） m 期
F ig 156

S K l160 8 2d 8 N …709～W D　王　a
l

長 ‾方形 状 1．1 ×1．0 20
H 巨 巨

N ／㌔ ピットは本跡 より新 しい。
F ig 167
P J470

S K l161 B 2d 8 B I a 円　　　 形
16 i 車 ！

N △ S K 1160 と重秘する。
F ig 167

S K l162 B 2d8，d7 N －66。一一一W H IlI ト 長 方 形 状
106 i I車 i

N
F ig167
P L 472

ー11去主一一



遺構番号 地　　 区　　 主　　 軸

i

形　　 態　 平　 面　 形
規　　　　 模　　　 各部の状況　 覆

時期 備　　　　　　　　 考 関連図版平 面 m 漣 高総m 回 可 滝 土 、dノ

S K l163
B以7＋ 恒 調 E I‡王a 唇 醐 形 2・2 × ・盤 巨　 回 中 回 △ ピットは撹乱によるもの。

S K H 鎚 〝　 i E I a 巨 定 形 0射 服 可 22 回 中 国 △ SKl15私より新L ら　壌土は
やや軟質。

F ig198
P L 473

S K l165Å B 2d7，C7　 恒 20…E
タつ　 〝 （1406）x 可 22 回 1 回 △

B
ブタ＋ i Z ！ （183）×ま調 巨 8 回 3 可 可

S K i166 8 2d8
H 量可 円　 形 0・9 X O e8汗 … 車 1 回 凍土上層に土偶足部が出土。 F ig 175

P L 474

S K l167 B訟8　　 i
m a 巨　 形 ユ・10×ユー03 巨 聖 上 3 ！ 回 F igユ12

P L 475

S K i168 B以9＋ 巨… … E ‡昆 桓 長方形 i・li X O・82 巨 2年 王…王；車 回
ピットは轍乱によるものか。 flig l34P L 476

S K l169 B 2C7
′下 形 1・62 X l・摘 巨　 回 3　 回 △ 68

S K l170
B 2cO　　 恒 机 A I a 匝 円 形 ユ・47×1・38幸 二可 可 可 可 可 車 Fig68

P L 477

S K l171
B 2C9　 i B I b 桓　 形 1・68×1e6 匠 6車 出　 可 ‡期 Fig91

S K l172 B Zc紺 ［ い腑 冊 A 三通 匝 円 形 l・68× ・1 匪 摘 回 五　 回 Fig68

S K l173 i B 2C8
′つ　 〝 用 路 盤 「 銅　 棒

2
回 ノダ

S K l174 B 2C8　　　　　　 N mw52㌦W
′つ　 〝 甘 捌 巨… 車 2 回 N 覆土中に少量のカーボンがみ

られる。
ガ

S K l175 B 2C8滴　 巨 500…E D 無 序 方形 状 五 媚× ・ 巨 2 巨 車 中　 △
ピットはSIO83の柱穴か。 Fig166

S K ユ176 B 2b7，b8 「… 描
… a 序 定 聖 b X L 23 巨 2　　 小 棒 巨 SIO83の炉を切り計離i葵

と重複。
り

S K l177
B 2b8　 恒 70－－E

E I a　　　　　 l／
ま・… 描 「 錆 車 中 車 回 ピットは槻乱によるもの。 fligユ34

S K l178
艮2b7湖 ＋ 巨日 用

タダ　　　　　　　　　　′1
… 軋 牛 巨 4　 匝 巨 巨 巨 巨 ピットはSI瞞　グ枝先か。 相

PL478

S K lま79
［

B2b 7　　 年 … ′つ　 〝 ユる舗× ・飢 巨 5 ．㍍車 巨 回 SKま178と重複し本跡か新し．い。 F ig 134

S K l180． 82闘 ア　 巨勝 一W D 亘a i長 方 形
1・76× ・ 巨 ・H 3　 中 巨

ピットは本跡よ里折い㌔

S K l181 蝕 う＋ 巨 骨 可
ダブ　　　　　　　　　　　り

ユ・45X l o26　 器　 …　 回 △ F ig H 2

S K l182
上う狛 §　 巨 欒

D m a′　　　　　 ′1
飾 … 「 項 項 目　 匝 恒 舶 来に方形欄 り込みがある。！P L479

S K 1183
B納 8　 恒 80www E m a　　不　 定　 形

2・25 X i：雲 巨 7　 中 2 N ㌃ 北西壁にSヱ103の焼土 （炉）
がみられる。

F ig 143
P L 480

S K 日84
B 2鴫 a9 「… 紺 m a 序 方 形 －1・57 X ie36 巨　 回 っ　 回

i

F ig lll

S K l185
羞

B2b8　　 恒 2わーE 〝　 巨　 形 描 軋 購 「 ㍑ 序 2 巨 ト　 ム

S K lユ86
B 2醐 i 巨 … E ‡b　　不　 定　 形 ＝ 軋 賂 巨 消 極 巨 巨 匝 Fig 138

S K li87
艮2b9＋ 巨 一70′～E E 亘言可　 〃 ユ・腑 可 ㍉ 巨車 「 回 i

Pl。48ユ

S K l188
〝　 ！ 机 a 匝 円 麿 ＝ 軋 3 「 掩 巨 同 車 十 」 2Fig68

P L 482

（こ　l√11豆n 附捕＋ ＋＋ 』は㍍湖
” ！　 〝 1 1。Y。党ワ i lワ　 首了し1 ！ 五言　 i Fig棉

り出目肌ノ　ドル蝉 Fふ’し八ノ　 i　　　 i＋　 H＋＋ ！ ふっ l＋＋ i
S… 鮒 巨脚 巨 的 巨　 形巨 馴 膵

ユ0
‡車 1 N　 極分的に軌 がみられるコ

S K湖 上脚 … … 車 日 日 長 方 形巨㈲ 胴
60
中 車 1 軽 攣 聖 ツト胤 い。

S K l192 恒 0 N一冊 車 航 ！ 〃＋ 巨 ×089
14
ヱ車 中 ； 巨 ットは深く6艶mほどである0 fligl54

PL483
S Kユ193 桓 梱 N－朋0－－E i E a　 不 定 形 （繊 ×1〃1 ユ2 ‡車

2 ㍍　 △ isKユ192と重複し本跡が占いむ
PL483

s K l読 上甑 摘 … m 巨 持 つ 長 方 可 お聖 攣
57
上車 斗 可 可 fligH 9

S K l195　　昆2a8，a9
恒 ＝つ＋ 〃＋ 巨 離職

24
‡車 回 i

S K H 96　　A2拍誹　aO N粛 湖 上H a 匡＝ 欄 状「照 射凋 13
‡車 可 i i

S K H 97　　日2a7
腑 斗 当　 塵車 灘 読 15

！

‡車 ユ N　 巨 ットは本跡よ胤 い。 iflig80
i

S K i198 巨2j7湖 a7 N－一端c…E 巨 夏‡中 蕾 定 形巨 ×湖 42 亘車 中 小 叫 Fig鍼

S Kユ199 巨2a7 巨 ＝つ 不 定 形巨 拗 …
ニ36 H　 l

† ∵i∴ 要

S K 12（jlA 巨2a6 N 一一一一73雄 巨 … 上狛 欄 可 射線 臓
53～63 ヱ‡　1 N　iH期

「
！

B　　　〃
i F　 巨㌣　 斉可 … 紬 巨ユ3 EI　2

！

回　 恒 は粘土層に達しているC

S K 1202　　 Ij2f8，f7
i

N一一7… 車 蝕 つ 不 定 可 ㌫齢 用
26～32
‡車 中 巨 巨K1209によって切㍉〕れている。 F ig167

S K 1203　 1．32f6，f7
… … 巨 h 軽骨 … 巨働 ㍑

45
I車 弓　 巨 車 ットはSH猶鵬 触 iiF igllユ

S K 1204　　　日2蟻
巨 ふ っ 不 定 形巨湖 痢 ・8

25 H　 l
1 回 isKユ206と現 しプランは穐

一一一つごこ十Ilムー



遺構番号　　 地　　 区　　 主　　 軸 形　　 態　平　面　形

規　 模　 極 細 攣 匝

時期 備　　　　　　　　 考 関連図版平 射 m月 璧高毎m回 輔 か

S K 1205 iB2g玖g　 匠 670…W D I a 序 方形状 1，4 ×1月 65 回 車 巨

S K 1207 iB 2e6，e7 ！ B ‡b i隅丸方形 137 × ・6バ 9 ～車 用　 匝 王‡期 形はDIbに近く，下層に少量の貝出土。
S K憫 軽症＋ 匠 銅 沌 1扇　 楕　円　形 1・86X l・03 巨　 回 2 i N △ SK1237を切り壁はややⅤ字状をなす。
i s Kユ209 恒 7滴＋ 巨閥 繍 A I ‖　 〃 竺・03×1・17 巨5～8車 車 i 回 本跡はSK1202の南側を切っ

ている。
Fig167

l s Kユ2ほ 恒 6＋ 匠 胴 A I可　 〃 0・79×0・6月　 ～1 回 1 巨 ‖ Fig81

S K 12ユ1 匝 舶 ） い… 棚 腑 つ　 〃 0・92×0・6中 4～1車 車 巨 回 ピットは槻乱によるもの。
頂

S K 12ユ2 恒 掴 H l 月 円　 形 1・3 ×可 鮮 回 1 回 F ig175
PL484

S K 1213 iB2f99拍　 N…51。一一E 椚 a 序 酎撒 1・98拙 可 24竺 止 し 上 田 平面形はやや長方形状ともみ
られる。

S Kま214 iB2fO　　 匠 70湖 E I a i不 定 形 1・53×可　 は 回 1 回
Zも 分銅型石斧が出土。 F ig134

S Kユ215 iB2C9　　 N…390－mW B I a 匝 円 形 1・13×1・0 匠 3車 回 目 回 F ig88
P L485

S Kユ216A iB2e99eO　 N－509－W … 車 形 状 し烈×・ 巨　 回 3　 回 覆土はやや軟質である。

可 タダ＋ ！ D 脹 巨方　 輝 … 船 中 ㍍ 巨車 「 回
打

S嵐 217A iB以9　 恒 40－E E H a　　不　定　形 （0・58如 9 巨　 回 申 回 7才
F ig94
PL486

B 巨　 i D I可 方　 形 0・98×0・92　 舶 回 中 細 i　 〝 ！′
′／

S K 1218　 王は9　　 恒 腑 椚 箆棒 円 形五 7 × ・錮　 摘～中 車　 N Fig68

S K 12鋸 B 2舶　 ；　 －m a 軽 定 形 ＝ 紺 薫 巨 は 巨 巨 i 巨
∴ Fig155

B 巨　　 N一一′V e…E i D持Ia　 長‾方形淡 2… 湖 中 … 車 車 1 匝 ／／

S K 122日 脚 湖 寸 描 一一W 胸 中　 〃 ユ・27×0・9中 8～48回 車 車 南東壁は内わんL北西壁は外
反する。

Fig175
PL487

S K l納 車 紬 蔚　 巨庸 一彗 E I ‖ 不定舶 形 ユ・02×ユ可　 用 い車 i iN

B 圭3誠99CO i m b 棒 円 形 1漉 冊 斗 腑 枠 中 4　 巨 覆土はやや軟質で撹乱が入る。

S K 122日 車 軸 9 「… … 旺 日 鋼 一形状 ユ・63×1・25 巨 0 回 中 車 Figl15

・S K 1223 巨2b8　　 恒 6。…W D互I可　 〝 2・34×i可 70可 回 目　 巨
△ SXOOloSIO76と重複する。 Fig7 7

s K 1224A 巨2b7　 i D 王箆 棒 方形状 0・7 ×（・舶 巨　 回 1 ！ N

B 「 ソ＋ i 腑 斗 当　 形 0灘 服 可 46 巨 巨 ！ 巨

S K 1225 恒 。79b7 i 紺 諷 巨 定 形 0・88×0・75 巨 0 回 弓　 巨 F ig9 9

S K 1226 巨2C7　　 恒 … m b 序 捌 用 1㈲ “ 可 52 巨 巨 巨 巨
m期 ピットは本跡よ㌢）やや新しい。F ig162P l．488

S K 1227 ic㍍＋ 上欄 可 m ‖ 不 定 形 1・09船 中 巨 て 序 巨 「 巨 ピットはSIO76の柱穴か。 F ig162

S K 1228 巨2C7沌7 ！ D I a 序 ‾方形状 ユ・30×用 つ 舗つ 中 i 巨
∠ゝ F igl12

S K‥1229　　　　 軽 骨 可 D引 つ 長 方 形 1・54×ユヶ07 巨 2 ト車 回 N △ 盈ピットはSIO80の柱穴か。

S K闇 巨麟 捕 「… 彗 巨 h 匝 閂 可 1・75×1瀾 匡 欄 回 車 i N ／隻 ピットはSIO80で，中央は轍乱による。
’ig軸

㌃蒜 訂 下 蒜 ，e7　 匠 錮 車 胱 巨㍗ 形 2・4 ×1・24 巨 月 I車 i 匝
△ 床の北に方形の損は込みがみられる。

F ig144

S K 1232　 日2e7　 恒 銅 車 満 つ　 〃 0・96×0・72 巨 中 巨 同 N

S Kは33　 8以6　　 N一一一餅－W 巨 ‾弓 絡 ′王 形 1・73… 生 別 帖 弓　 巨 H期 底部は姓L層まで達している。 Fig91PL489
S K l… 巨蠣 適＋ 匠 餅 可 別売 序 方 形 … 捌 可 聖 枠 中 車 車 m期 Figlll

S K皿 巨2最　　 恒 0－－－W　 A 小 舎 円 形 l・07×1可 20 ‡車 巨 N Flig68

i
S Kは猫　 日出 － 士 －、Y開口湖 D a　 長 方 形－

1・72×1・可 45 H l l湖 SKO81と重複し本跡が新しい。 Figlll

S Kほ37　 摘 7　　　　 巨 a　 不 定 形 幽 廟 可 舶 H　は　　　 N SK12（蟻によって切られてい
る。

紺 闇 巨加 減＋ 匠縦 引 射… 匝 円 形 0・88×… 巨棚 I車 i 巨 Fig81

S K 1239　 B2e転e　　　　 巨 圭‡a　 不 定 形 2・42X i・25 日 5　 可 1 日 1ig拍4

s K 12舶 脛 6　　　 i z iユ　 形 oe28×0・28 i I車 ‖ m期

蒜 ㌃ 笹 o　　 N一針 可 m a 序 方 形 … … つ 訳 巨年 目　 巨

S K i飢中 田　　 恒 0－W 巨 H a　 纏 ド 形 o e83 ×0 ．74　 購　 H 日　 日 N
∠＼ ピットは本跡 より新しい。

Flig81

ぎ
竺 空 」 聖 聖 と J 聖 聖 止 聖 二 ⊥ 二 i・32 ×1▼0　 35凋 車 可 ‖ ＋ 巨

∴
方形周溝S K O鍼の北東に重複
するL

F ig69

一一一一一125－ll



「

地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況 ！覆

巨
時 期 備　　　　　　　　 考 関 連 図版

平　 面 （m ） 壁 高（cm ） 壁 床 ビッ
ト数

i s K 12 4 4
B 2g 5 E I a 不 定長 方 形 （1．8 ）× 1．3 0 1 9 ～ 3 3 I 2 （蠣 △

S X O 0 4 と重 複 し細 い 溝 が北 東

へ 走 る。

F ig 1 3 4

i s K 1 2 4 5
B 2g 5 N …8 0 0－E A I a 楕　 円　 形 1．1 7 × 1 ．3 2 2 ～ 2 4 II 1 N △

F ig 6 9

P L 4 9 0
i s K 1 2 47

B 2 j3 ，j3 N …　4 0…W E I a 不　 定　 形 1．6 6 × 0 ．9 2 32 II 1 （輔 △ 覆 土 の上 層 は軟 質 であ る 。 F ig 1 34

S K 1 24 8 B 2i 3，h 3 D III a 長　 方　 形 4 ．6 5 × 4 0 I 1 2 N ／＼
S X O 0 4 の 溝 と重 複 しプ ラ ンは

不 明 。

S K 1 24 9 B 2 i2 ，h 2 N －2 8 。…W ／1 1才 4 5 I 1 N

S K 12 5 1 B 2 i2 N －5 10－W D　王　a 1／ 1 ．5 5 × 1 ．15 4 1 II 1 2 N ∠＼
F ig l ll

S K 12 5 2 B 2 i2 ，h 2 N －4 2 0－E B I a 楕　 円　 形 1 ．45 × 1 ．0 2 4 0 I 1 N △
F ig 8 8

S K 12 5 3 B 2 h l ，h 2 N …13 ㌦ E A I a ！／
日 ．3 × 1．13

2 5 － 32 I I 1 2 N △ 床 は束へ ゆ るい傾 斜 を もつ 。 F ig 6 9

S K 12 5 4 B 2 h l，h 2 N －8 9 ㌧ E ／1 11 3 2 ～ 3 5 II 1 1 N △ ピッ トは本 跡 よりやや新 しい。
F ig 6 9

S K 1 2 5 5 B 2h 2 N －4 5 0－E ／1 ！／ 1．2　× 1．0 3 0 ～ 3 8
i II

1 1 N
F ig 6 9

S K 1 2 56 8 2h 2 C I a 長 楕 円 形 2 ．1 × 1．3 4 38 II 1－ 2 ′1こ） N m 期 床の 中央は凹状 をなしている。
F ig 1 56

S K 1 25 7 B 2h 3 ，h 2 N …6 0 ㌧ E C I b ／／ 2 ．0　× 1 ．2 3 2 ～ 6 5 II 1 1 ㈲ △
S X O 0 4 に よって 北 西壁 を切 ら

れ て い る。

S K 1 25 8 B 2h 3 ，g 3 Z ， 不　 定　 形 2 ．9　× 2 ．0 38 ～ 4 4 I 1 1 N △
西 側 に新 しい掘 り込 み が み ら

れ る。

S K 12 5 9 B 2 g 2 ，g 3 A I a 円　　　 形 1 ．24 × 1 ．1 5 34 ～ 3 8 II 1 1 N △
F ig 69

S K 12 6 0 8 2 g 2 N －3 7 。－E D Ill こ1 隅 丸 長方 形 2 ．3　× 1．5 2 0 王 1 N △
F ig 12 4

S K 12 6 1 B 2 g l D H a 方　　　 形 1 ．0 6 × 0 ．9 4 2 8 I 1 N △
F ig 12 1

s K 1 2 6 2 ！
B 2 h l，g l （A III a′） 楕　 円　 形 3 0 I王 1 N ／ゝ

大聖 土鳩 で南 西は 区 域外 に至

る。

F ig 1 7 6

S K 1 2 6 3 B 2g l A I a 円　　　 形 1．1 8 × 1 ．0 8 2 8 ～ 4 0 I 1 1 ㈲
F ig 6 9

S K 1 2 64 B 2g l N …3 ぴL E ／／ 楕　 円　 形 1．1 5 × 0 ．9 4 2 0 － 2 2 II 1 N F ig 6 9

S K 1 2 65 B 2g O ，g l N …3 60－E B m a ／／ 2 ．2 6 × 1 ．2 2 2 2 － 2 6 I 1 N F ig 9 2

S K 1 26 6 B 2f l，g l N －　20－W A I a ／／ ユ。6 3 × 1 ．1 24 － 2 7 II 1 N △
S K 12 6 7 と 重 複 し本 跡 が 古い

か 。

F ig 69

S K 12 6 7 A 8 2 fl ，f2 N －6 4 ㌧ E D fII b 長 方 形 状 3 ．9× （1 ．8 j 6 0 II 1 N III期
北 西部 に 円形 の 土鳩 が み られ

る。

譜 捌

B ／／ N －6 4 0－W
I

G III b 艮 楕 円 形 3 ．0　× 2．0 17 0 Ⅴ 2 2 N
壁 中央 の肩 部 に対 噂 す る ピ ッ

トが あ る。

輔 7 3 ！

S K 12 6 8 8 2 g 2 ，g 3 N …4 2 0－W D I a 長　 方　 形 1 ．2 2 × 1 ．0 4 0 I 3
N I
／ゝ 薇 土の上 層はやや軟 質である。

F ig l1 2

S K 12 7 1 B D 2 i4 ，i5 B I b 円　　　 形 1．4　× 0．9 1 0 1 I 1 N JA
F ig l 1 2

S K 1 2 7 9 B 2g 5 ，g 4 N …5 1 0－W B　王　a 楕　 円　 形 2．0　× 1．8 2 8 ～ 30 I 1 N ／ゝ

S K 1 2 80 B 2f 5 N －8 7 0－W B I a ！／ 1．5 5 × 1 ．2 7 2 5 ～ 3 8 I 1 3 N △ F ig 8 8

S ‘K l ？只1 A H ？f 5A P 5 N l は∵ W ＝ lH　h 1　フR Y l l l 7 こ、 TT ワ 1 ＼「 ／＼
新 旧は 明瞭 で な く B が 古 い可 ！

能 性 が あ る。

B ／／ N l 摘0－FW D III a 11 （2 ．0 ）× 2 ．1 4 3 1 I l N
l

l

S K 12 8 2 D 2 e 5 N …8 7 0－E B I a 長 楕 円 形 3 3 ～ 4 1 I － 1 N △
F ig 92

S K 12 8 3 B 2 e 5 E II b 不　 定　 形 1 ．6　× 0 ．83 3 0 II 3 1 N ／ゝ
F ig 13 9

S K 12 8 6 B 2 i5 A II a 円　　　 形 0 ．26 × 0 ．1 1 （2 0 II 2 N II 期 F ig 19 1

i

S K 12 8 7 B 2 i5 A I a ！／ 0．36 × 0 ．15 （2 5 II 2 N ／！

S K 1 2 8 8 C 2 C 6 N …2 8 0－W C l b 不 定楕 円 形 2．4 5 × 1 ．8 2 1 I 1 1 N ／ゝ
S K 1 28 9 と重 複 しそ の新 旧は

不 明。
F ig 1 7 0

S K 1 2 89 C 2b 6 ，C 6 N …3 7 ㌧ E E III a ／′ （1．7 ）× 1．2 1 5 Il 1 4 N ∴ ピットは S工1 1 9 か 1 2 的 柱 穴。 ノ′

S K 1 29 2 A C 2 a4 N ．一8 2 0－W E II a 不　 定　 形 2．1 × L 3 2 28 II 1 N ∠＼
F ig 1 44

B ／！ E H　a 不　 定　 形 0 ．8 3 ×0 ．6 4 46 H 1 N ／！

S K 12 9 3 C lj4 ，j5 A H　 a 円　　　 形 2 6 － 3 （） H 1 N flig 8 1

S K 12 9 4 C 2 a 4 N －8 2 。一一W ／／ 結　 円　 形 1 8 ～ 2 0 II 3 N
東 側 の獲 土 中に 少量 の 貝 がみ ！

られ る。
／！

S K 12 9 5 C 2 a 4 ，a 5 N －－8 7 0－E A I a ！／ 1 ．38 × 0 ．9 5 1 6 － 2 0 H 3 N F ig 6 9

S K 12 9 6 C 2 a 5 D I a 長 方 形 状 2 5 lト III 1 純 F ig 11 2

S K 1 2 9 7 ‾ C 2 a 5，a 6 N －2 5 0－W E E ］［a 不　 定　 形 3 0 H 3 N 南側 に 撒乱 が み られ る 。 ／／

S K 1 3 00 C 2b 9 ，b O A I a 不 定楕 円 形 16 ～ 20 H 1 2 N F ig 6 9
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遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 覆

土

時期 備　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁高（cm）壁 床 ビッ

ト数

S K 1301 C 2a9，aO N －47。－E A I a 楕　 円　 形 1．55 ×1．26 25～35 II 1 3 A △ ピットは挽乱によるものか。

S K 1302 B 2jO，j9 N －80。－W E III b ／／ 2．58 ×1．78 80 I～II1 3 A △
覆土は軟質で床は西に傾斜す
る。

S K 1303 B 2j9，C 2a9 N －16。－W E I a 不定楕円形 1．52×0 ．93 22 II 1 （却 △
F ig135

S K 1304 A B 2jO N －26。…W E I a 1！ 2 ．30×0 ．91 30 II 1 1 N F ig 155

B ／／ N －64。－W D I b 長　 方　 形 1 ．25×1 ．14 40 王II 3 2 N F ig 155

i s K 1305
B 2jO A II a 楕　 円　 形 0 ．82 ×0．7 10 III 3 （輔 △ 覆土は軟質である。

！s K 1306
B 3jl，C 3al N …200－E E I a 不定楕円形 L 44 ×1．13 36 II 1 2 A

覆土はロームブロックを多く
含む。

F ig135

i s K 1307
B ljO，jl N －13㌧E 1／ 不　 定　 形 1．79 ×0．72 20 II 1 A △ ／1

i s K 1308
B 2jO，iO N …31㌧E A I a 楕　 円　 形 1．07 ×0 ．88 18～ 20 II 1 （輔 F ig69

i s K 1309
B 3il，jl N －　60－E E I a 不　 定　 形 1．77×0 ．87 10～24 III 3 N F ig135

i s K 1310
B 3jl D I a 方　　　 形 1．06× 1．06 33～48 II 3 N 覆土の上層は軟質である。 F ig l12

i s K 1311
B 3jl，C 3al E I a 不　 定　 形 1 ．87 ×1 ．01 10 III 3 N

S K 1312 C 3a2 N －80。－E A Il a 楕　 円　 形 0．84 ×0 ．83 16 ～20 II 1 N F ig81

S K 1313 B 3j2 N －78。－W D I a 長　 方　 形 1．45 ×1．04 22 II 1 1 A

S K 1314 B 3j2，j3 N －900－ E I a 不　 定　 形 1．57 ×0．89 25 II 1 2 N 覆土はやや軟質である。

！s K 1315A
B 3j3 N －250－E A I a 楕　 円　 形 （0．8 ）×1．11 24 I 1 N

i　 B
！／ N －550－W ！／ ／1 1．32 ×0 ．56 44 I 2 3 A ピッ トは撤乱によるもの。

S K 1316 8 3j4，j3 A II a 円　　　 形 0 ．95×0 ．84 42～46 II 1 N F ig81

S K 1317 A B 3j4，j5 N l献上E D III a 長　 方　 形
i

2 ．2　×1 ．7 16 II 1
l l

N
I

日 △
l S K 999 と重複するD

i　 B
／／ N －21。…W D I a ／／ 1 ．0　×0 ．8 37 H 1 N

A ， B の新旧はそれほど明瞭

でない。
i s K 1318

B 3i4，j4 N －450－E D I a ／／ 1 ．45×L O5 40 II 1 N F ig l12

S K 1319 B 3j4 N －52。－E A I a 楕　 円　 形 1 ．63 ×1．16 35 ． II 1 N △ 平面形はやや長方形状である。 F ig69

S K 1320 B 3j4，i4 N －860－E D I a 長　 方　 形 2．01 ×1．45 37 I～II 1 （叫 部分的に挽乱がみられる。 F ig l13

S K 1321
B 3i5　　 】

A II a 円　　　 形 0．82 ×0．79 10～ 12 II 3 N 覆土はやや軟質である。 F ig81
P L 492

S K 1322 B 3i4，i5 N －23。－W H I b 楕　 円　 形 1．66 ×1，37 74 Ⅳ 1 N II期
覆土及び床面に多くあ焼土が
み られる。

F ig175
P L 493

S K 1323 B 3i4 N －　3㌧E E I a 不 定 形 i 1．48 ×1．18 29 I～H 1 2 N 床の北側は凹状をなす。 F ig135

S K 1324 B 3i4 A I a 円　　　 形 1．52× 1．12 18～20 II 1 1 N
F ig69

S K 1325 B 3h4 A I b 楕　 円　 形 1．．43×1 ．34 61～63 II 1 ㈹ 覆土はやや軟質である。 F ig75

S K 1326 C 3j3，j4 A I a ／！ 1 ．1 ×1 ．01 12 ～16 II 1 1 N F ig69 i

S K 1327 B 3h3，h4 N －440－E E III b 長 楕 円 形 2 ．65 ×1 ．18 50 －58 II 3 1 （刃 部分的に撹乱がみられ る。
F ig168 i

S K 1328A B 3h3 E I a 不　 定　 形 （0 ．8 ）×1．17 20 II 3 N
覆土 は軟質 でそれほ ど時期
若はない。

i

B ／／ A I a 楕　 円　 形 1．28 ×0．94 45 II 2 A
！

S K 1329 B 3i3 N －720－E D IIIa 長　 方　 形 2．03 ×0．92 25　 Iト111 3 2 N
f’ig 124 ！

S K 1330 B 3i3 N －　8㌧E E I a 不定楕円形 L 14 ×0 ．72 14 II 3 1 N ピットは本跡 より新 しい。
！

S K 1331 B 3j2，j3 N －76 0－W E I a ／／ 1．63× 1．03 35 II 3 1 （瑚 床の南は撹乱 をうけている。 F ig135

S K 1332 B 3i2 E III a 不　 定　 形 2 ．44× 1．42 21 H 1 N △ 2基の重複の可能性がみられる。
F ig143

S K 1333 A B 3i2，j2 E I a ／／ （1 ．98）×1 ．1 6 III 1 N

lII期く

F ig156
P L 494

B 11 N …一180－E D I b 長　 方　 形 1 ．61×1 ．5 57 I 1 N

S K 1334 B 3il，jl N －10。－W E I b 不　 定　 形 1 ．92 ×1 ．31 50 III 3 1 （却 覆土はやや軟質 である。
F ig156

S K 1335 B 2j9 N － 70－W E II王b 1／ 1．99 ×0．96 55 II 1 1 （哺 △ 2～3基の重複が考えられる。

S K 1336 B 3il N －330－W D IIIa 長 方 形 状 2．18 ×1．17 25 III 3 2 ㈱ 覆土はやや軟質である。
i

S K 1337 B 2iO N …23。－W A I a 楕　 円　 形 1．12 ×0 ．87 12 II 3 1 N ピットは本跡 より新 しい。
Flig6当

S K 1338 B 3h l N －32。－W D I b 長 方 形 状 1．62 ×1．35 80 H 1 ㈲ flig l19 ！

一127－



遺 構番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の状 況
i覆

巨
時 期 備　　　　　　　　 考 関 連 図版

平　 面 （m ） 壁 高くC両
璧 輔 義

S K 13 3 9 B 3 h l N l 汀㌧ E （A l b ） 長 方 形 状 1．4 4 × 1 ．0 5 35 ～ 5 1 II 3 1 A
覆 土は 軟 質 でロ ー ムブ ロ ッ ク

を含む 。
F ig 7 5
P L 49 5

S K 13 4 0 B 3 i2 N －4 がL E A I a 楕　 円　 形 1．12 × 0 ．8 4 14 ～ 20 II 3 1 （輔 ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。
F ig 7 0

S K 13 4 1 8 3 h 2 ，g 2 C I b 不 定楕 円 形 L 9 7 ×ユ．2 4 9 9 Iト載 1～2 N ∴
床 中央 に 円筒 状 の掘 り込み あ

生

F ig 9 6

S K 13 4 2 A 8 3 h 3 N ～8 4 ㌧ E A I a 1／ 1 ．　 × L 3 4 3 5 I‡ 1 N i I壬1期 形 態的 に は C I a カ㌔
F ig 9 4

B ／！ A H a 円　　　 形 0．9　×0 ．9 7 3 4 Il 1 N

S K 1 3 4 3 B 3 g 4 （〕 I b ） ／′ 1，8 8 × 1 ．6 8 1 0 0 II 1 l N
形 はや や楕 円 形 で覆 土‾‾卜層 は

軟質 。
F ig l 1 9

S K 1 3 4 4 B 3g 2，g 3 D　王　a 長 方 形 状 1．6 5 × 1 ．0 8 2 0 II 3 3 N ピッ トは捜 乱 に よ る もの。

S K 1 3 4 5 B 3g 2 ′1 長　 方　 形 3 1 H 1 2 N ！！

S K 1 3 4 6 B 3g 1，g 2 D　王　b ′1 1 ．5 2 × L 2 7 2 8 － 4 3 日、IIl 3 5 N
F ig l 1 8
P L 4 9 7

S K 1 3 47 B 3h l A I a 楕　 円　 形 1．0 8 × 0 ．9 8 ！3 0 ～ 3 6 ‡‡ 3 N
F ig 7 0

S K 1 3 48 i B 3g l，h l N …50 0…W ＝ ／／ ま．4 5 × 1 ．0 9 33 IV 1 N S K 14 9 4 に東側を切られている。

S K 1 3 49 B 3 jl N l ㍑㌧ W B H　 a
】

′1 0 ，8 9 ×軋 6 8 1 4 ～ 16 I 1 N
F ig 9 2

S K 1 3 50 C 3a 6 N 十談r W D　貰　b 方　　　 形 L O4 × 1 ．0 4 5 （〕 王 1 （蠣 I 期 穫 土 上層 に ∴持 して 出土 。
F ig l 18

P L 4 9 6

S K 1 35 1 B 3j 6 N 一7 4 ㌧ E D I a 長　 方　 形 1 ．7 6 × L 4 6 4 2 II 1 Å S K 1 35 4 A と重 複す る。 flig 1 7 ユ

S K 1 35 2 B 3 j 5 N …12 ㌧ W ＝ 1日こ1 隅丸 長方 形 2 ．18 × 1 ．4 5 3 7 II 1 ㈱ 覆 土 はや や軟 質 で あ る。 F ig 1 7 1

S K 1 35 3 B 3 i5 ，j5 ＝ III J 長 ‾方 形 状 甘 潮 × 2 ，舶 4 2 ‡亘 1 純 ∠ゝ
S K 1 35 4 A と重複 し本跡 が新 し

いか 。

F ig 1 7 1
P l。4 9 8

S K 1 35 4 A B 3 j6 ，i6 ！≠ ′1 4 6 ‡ 1
ち
N S K 1 35 1 と重複 す る。 F ig 17 1

P L 4 9 8

B B 3 j7 ，i7 N …7 8 ㌧ E ′プ 長　 方　 形 4 8 ‡ 1 繍 S K 1 35 6 と重複 す る。
F ig 17 1

11

C B 3 i6 ，i7 N …　0㌧ E D I a ′1 2 7 ‡‡ 1 1 N
S K 13 5 5 A e1 3 5 4 と重 複 ，本 跡

が新 しい 。
F ig 17 1

／1

S K 13 5 5 A B 3 i7 ，i8 ＝〕 m a」 （長 方形 ） ＝∵銅J x 2 」 4 2 II 1 湖 S K ユ3 5 4 日に切 られ て い る。
F 海 17 1

〝

B ′！ I封旧 a 長 方 形 状 4 8 ヱ 1 ㈲
S K 1 3 5 1 ～ 嶺 は 同 タ イプ で新

しい もの か。
F ig ユ7 1

〝

S K 13 5 6 B 3 j7 N 一一2 7 ㌧W C C I の 楕　 円　 形 7 8 ‡I 1 1 N △ S K 13 5 4 B に切 られ て い る。
F ig 17 1

S K 13 5 7 ！／ E ‡ b 不　 定　 形 4 5 Il、Ⅲ り乙ノ N 北 東部 は ゆ るい傾 斜 を もつ 。 F ig 13 9

S K 13 5 8 B 3 j7 ，j8 A　ヱ　a 楕　 円　 形 ま．2 6 × L 2 1
2 1 i

H 1 飾 ／ゝ
F ig 7 0
P L 4 99

S K 13 5 9 D 3 j8 N Ah6 7 0一W D I a 長　 方　 形

l

可
王 1 3 N △ ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。

P IJ 50 0

S K 13 6 0 D 3 j8 N PP4 5 0…W D I a 長 方 形 状
可

‡首 1 （輔 ∴ 壁 面 は凹 凸状 を な して い る。
f lig ll 3

P L 50 ユ

S K 1 3 6 1 B 3 j8 A II a 円　　　 形 0 ．9 2 ×0 ，9 2 12 ～ 14 ‡王 1 1 細 ピッ トは撹 乱 に よ る もの。 F ig 8 1

P L 50 2

q　打 1男け H M 只 A †只 結　 関　 配 12 ～ 16 H 1 1 N
F ig 7 0

S K 1363

r PJJ、．ノ

b 3j9

l l

（D　「吊

i

〃

i i

5（〕

i

I

！

1

i 同 i

平面形は楷円形ともみられる。7

［　　　　　　　 泣
け ig l18
i

S K 1364 D 3j9，j8 N …5r⊥E A I a 楕　 円　 形 1，05×0 ．96
i

18～ 20 H 1
N 恒 F ig70

S K 1365 A B 3j9，jO N －770－E E I a 不定楕円形 L 31× 1．06 10 m 3
N i F ig ユ56

B ／／ N 一一810－W D　王　b 長　 方　 形 ユ．3　X L 22 50
晶
1
回

覆土はやや軟質である。 ！／

S K 1367 上33iO，C 3aO 上目l ト 不　 定　 形
i

110 H 1
N i 中央に轄「‾．弓の掘 り込みがみら

れる。
F igユ46
P L 503

S K 1368 D 3iO H I b ド　　　　 形 1．58× 1。52 68 Ⅳ 1 ㈱
F ig175

S K 1369 D 3g6，g5 N r…83㌧W D m b 長　 方　 形 70 王 1 4 ㈲
長軸線にビットが並び粘土塊

がある。
F igユ63

S K 1370 B 3iO N づ 1㌦E D I a ！／
i　　　　　　 i

1 ，91× 1．21 15 II 37
可

S K 1371 D 3i5 N 一一63㌧E A I a 楕　 円　 形 L 74 ×1 ．ユ6 14～ 17 II 1 1
N l

ピットは搬乱によるものか。ノ
F 海70

S K 1372 D 3h59i5　 ；N ∴ほ㌧E U I b 長　 方　 形 1 ．66＞くま∴11 50～56 ll十111 i 2
N i

覆土は軟質で南風 二溝がある。
Fligl19

S K 1373 B 3i6 N … 1㌔－W E　王　a 不定楕円形 23 H 3 1
可

ピットは本跡より新 しい。 F ig135

S K 1374 b 3i6 B I a 円　　　 形 42～46 壬 1⊥
！ N 巨 覆土中に少量の焼土 ・カーボ

ンを含む。
F ig88
P L 504

S K 1375 8 3i6，｝16 N －　5㌔W
！

A I a 紙　 円　 形 34 －36 m 2 1
可

覆土はやや軟質である。
F ig70

S K 1376 臼3i79i6 N －410－－W C I a ／1 H 1
N 巨 F ig94

S K 1377 D 3i7 D H　a k　 方　 形 （‾），95 ×0 ．95 ユ2 ‡‡ 3
＼ i 床の東側は撹乱をまけている。

lll一つ28一一1一一一



遺構番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部の状況
！覆

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連図版

平　 面 （m ） 壁高（cm
回 床 ビッ

ト数

i s K 1378
B 3i8 N －35L E A II a 楕　 円　 形 0 ．96 ×0 ．82 42～45

H 巨
N 覆土はやや軟質である。 F ig81

i s K 1379
B 3i9 ！／ ／′ 0 ．85 ×0 ．75 26－ 28 II 2 N ／／

F ig81

S K 1380 B 3iO，hO N …て30－W A I a ／1 1．58 ×0 ．87 12 王II 3 ′ （輔

S K 1381 A 3i9 N 十は∵W D I a 長　 方　 形 l 掴　 ＼111寸 40 H 1 N 南壁にピットがみられる。 F igl12

i s K 1382
B 3h9ゥi9 N －30㌧W A II a 楕　 円　 形 0 ．69×0 ．54 14－22 II 1 N

F ig82

i s K 1383
B 3i8，i9 D I a 長　 方　 形 1 ．13×0 ．93 24 II 2 N F ig l12

i s K 1384A
B 3j9，C 3a9 N …　3㌧E D I b 長　 方　 形 1 ．65×1 ．1 68 I 1 N 巨 期

F ig 156

i　 B
／1 N l は。一一E A I a 楕　 円　 形 1 ．55 ×1 4 5 23 I 1 N ／／

S K 1385 B 3h8，i8 N …34㌧W B I a ！／ 1．04 ×0．64 43 ～50 I 1 ㈱ 覆土はやや軟質である。 F ig88

S K 1386 B 4h l D　王　b 隅丸長方形
1・6 ×1t3 巨 2

王 1 ㈱ ‖期
F igl19

i s K 1387
B 3gO，hO A　王　a 楕　 円　 形

1・45 ×0 ・9 巨 ～15
H 3 ㈲

陣 1388
8 3hO，gO A H a 円　　　 形 0 ．94 ×0 ．94 36～44 II 2 1 純 覆土はやや軟質である。 F ig82

i s K 1389 A
B 3g（き

！
Z

（細 … ‖　 5
II 1 N

P L 505
』　 B

ノ／ A H a 棺　 円　 形 0 ．96×0 ．8 30 II 2 N

B ′ ′プ B II a 円　　　 形 0 ．75×0 ．66 33 I 1 N
！

S K 1390 B 3fO E I a 不　 定　 形
1 ・33×0 ・7日 12

1トⅢ ～2 N 床の東側の凹は新 しいもの。 F ig135

S K ］391 B 3f9 A II a 円　　　　 形
0 ・83×0 ・83 巨 ～ま5

II 1 1 N ピットは本跡より新しい。 F ig82

S K 1392 B 3fO，gO N …57㌧W E I a 不　 定　 形
1 ・21×1 可 23

H 1 2 N ピットは轍乱に よるもの。
F ig 135

S K 1393 B 3g9
i N …52㌧w

i
1！

i
1／ 1 ．58 ×0 ．67 3 ～19

l
Il
l
3 l N 床の北東は凹状 をなす。

S K 1394 B 3g 9，f9 D I a 方　 形　 状 1 ．2　×1．16
l

13 H 1 純

S K 1395 B 3g9 N －45㌧W E I a 不　 定　 形 L 6　×1．28 25 II 3 純 ．∴
F ig 135

S K 1396 A B 3h9，g9 N w”140′一一E
ぎ
A I a （楕　 円　形）

1－02 ×1可　 5
II 1 N

P L506

B プ／ N 一一ヱ4。一E A I b 不定楕円形
1・1 ×1・0日 15

II 1 1 N
覆土は軟質でピットは新 しい
もの。

S K 1397 B 3h9 N 一一5㌢L E E I a 楕　 円　 形 1．16 ×0．7 12 IトIII 1 （却 顔土はやや軟質である。

S K 1398 B 3g9 A H a 楕　 円　 形 12～ 20 III 3 A 穫土はやや軟質である。

S K 1399 B 3h9 N －…28㌦E
D m つ

i
長 方 形 状 15 II 3 2 Å

F ig121

S K 1400
i

B 3g8 N －280一一一E A I a 楕　 円　 形 1．28×0 ．86 8～ユ0 II 1 1 N
再訂訂「

S K i401
B 3i4　 i

N …2㌢J紺 D H a 長　 方　 形 （）．90×0 ．7 35 H 2 N F ig121

S K l舶 2 B 3fS
ぎ

N ムー3 5㌧W A I a 棺　 円　 形 i 1 ．3　X L O 20 H 2 1 ㈱ Plig70

S K 1403 8 3g8
D I b 恒 L ‾方 形

50 H 1 A
平面形はやや檎円形ともみら
れる。

F igl13

S K 1404 B 3g8 N 4 浮㌧E A I a 不　 定　 形 1 ．12 ×0 ．73 15 II 3 4 A

S K ユ405 B 3g7，g8 A H　a 円　　　　 形 0 ．86 ×0 ．82 30 ′～40 II 2 1 ㈱ 凍土は軟質でピットは新しい。 F ig82

S K 1406 B 3I18 A I a グ／ ユ．19 ×1 ．17 28 ～38 H 2 A 覆土は軟質である。 F ig70
P L 507

S K 1407 8 3I17，‡18 N －4 7㌧E I〕I a 長 方 形 状 1 ．27 ×0 ．8 30 I 1 2

l

A
p IJ5。8 i

S K ユ409 B 3h＿7 A I a 楕　 円　 形 21 II 3 1 （蠣 ピットは本跡は り新 L 一い。 F ig70

S K 14 1C） B 3jl，il N ムー2㌢」Ⅳ D H a 長 方 形 状 1，14 ×0．72 30 H 1 2 N
F ig 156

S K 14 11 艮3il N l 捕∵W E I a 不　 定　 形 0 ．88 ×0．63 16 m 3 2 滅 穫土下層は軟質である。 1／

S K 14 12 艮3g 7 D I a 隅丸長方形 1．09 ×0 ．99 41 H 1 純 1′
F ig ll当

S K 1413 B 3g6，を16 N －15㌧W B I a 纏　 円　 形 1．03 ×0 ．86 38～ 42 王 1 N
礪 『

S K 1414 8 3g7，g6 N l 配㌻W D H つ 長 方 形 状 1．23×0 ．83
可 H 車

1 純 ／ゝ
S K 1415A を切 り痩土は軟質で
ある。

譜 捌

S K 14ユ5A 8 3g6，g7 D I a 方　 形　 状 32 II 1 N
S K 1418 と重複 し同 タイプで
ある。

F ig166
P 1－509

B り N A一一′8 10－mW け日日パ 長 ‾方形 状 1 ．17×0 ．7 66～72
可 1

′L 洩
S K 1414 と同 タイプで墓場 と
し考えられる。

F ig166

S K 1416 Ij3f7 N …558－′W D I a 隅丸長方形 1 ．25×0 ，79 5－20
iI j 2

2 （母

l一－－129一一一一1



遺構 番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況 覆

土

時 期 備　　　　　　　　 考 関 連図 版

平　 面 （m ） 壁 高（・c m ） 壁 床 ビッ
ト数

S K 1 4 1 7 B 3 f6 ，f7 N l L10－E E I a 不　 定　 形 1．2 3 × 1 ．0 6 2 3 Il 3 N

S K 1 4 18 B 3 括，g 6 N －8 3 0－W D I a 方　 形　 状 1．4 8 × 1 ．3 4 28 II 1 N
床 中央 に方 形状 の 掘 り込 み が

み られ る。

F ig 16 6

S K 1 4 19 B 3 f6 N －7 1 0－E A I a 楕　 円　 形 1．1 3 × 0 ．7 6 2 4 II 1 N △
F ig 70

P L 5 10

S K 1 42 0 B 3 f6 N －7 1 ㌧ E E l aI 不　 定　 形 1 ．24 × 1 ．0 7 3 0 II 1 N
S K 14 19 と重 複 し床 中央 に挽

乱 が み られ る。
F ig 70
P L 5 10

S K 14 2 1 B 3f 6 N －60 。－W A I a 楕　 円　 形 1 ．18 × 0 ．78 9 ～ 1 8 II 2 1 N
F ig 7 1

S K 14 2 2 B 3e 6 N －76 。－W D I a 長 方 形 状 1 ．35 × 0 ．9 8 18 ～ 2 0 II 1 N
F ig l1 2

S K 14 2 3 A B 3 f6 ，f5 A I a 円　　　 形 1 ．0 6 × 1 ．0 7 1 5 II 1 N F ig 16 7

B ！／ N －3 6 ㌧ E D I a 長　 方　 形 1．3 8 × 1 ．3 1 1 0 Il 1 2 N
S K 14 2 4 A と重 複 し 本 跡 が新

しい。
！／

S K 14 2 4 A B 3 f5 E I a 不　 定　 形 （0．7 5 ）× 1．1 6 2 5 II 3 1 N

B ／／ E IIl a ／／ 2．6　× 1．8 4 3 3 II
I

1 N

B ′ ／／ D I b 長 方 形 状 0 ．8 5 × 1 ．1 54 II 1 N

S K 1 4 2 5 8 3g 5，f5 N －5 6 0－W A I a 楕　 円　 形 1．0 8 × 0 ．9 4 20 II 2 N F ig 7 1

S K 14 26 A B 3g 6 N …1 2 0－W D H a 方　　　 形 0 ．9 5 × 0 ．9 5 4 6 I 1 N
F ig 16 3

B 1／ （D I a ） （長 方 形 ） 1 ．3× （0 ．5 1 ） 2 4 I 1 ㈱
S K 1 36 9 と重 複 し本 跡 が新 し

いか 。
／／

S K 14 2 7 B 3g 5 ，h 5 N －6 20…W E I a 不 定 長方 形 1 ．16 × 0 ．94 5 0 I 1 ㈱
覆 土 中 に焼 土 ブ ロ ックが み ら

れ遺 物 を少 量含 。
F ig 13 5
P L 51ト 512

S K 14 2 8 B 3 h 5 N －　6㌦ E A II a 楕　 円　 形 0 ．74 × 0 ．6 2 10 ～ 1 2 II 1 N 覆 土 は軟 質 であ る。 F ig 8 2

S K 14 2 9 B 3 h 5 N －60 0…W （A l a ） ／／ 1．26 × 0 ．18 30 ～ 36 II 1 N 北 西肩 部 に段 を有す る 。
F ig 7 0

S K 14 3 0 B 3 h 5 ，h 6 N －・50 0－E E l a 不　 定　 形 1．3 6 × 1 ．2 3 1 I 1 N
F ig 1 3 6

P L 5 1 4

S K 1 4 3 1 B 3 h 6 B l b 円　　　 形 1．2 2 × 1 ．1 2 6 6 ～ 6 8 I 1 N F ig 9 1

S K 1 4 3 2 B 3 h l N ～10 0－W D l a 長 方 形 状 1．5 5 × L 4 7 2 5 － 3 0 II 1 N
西 に S K 14 9 4 （T ピッ ト）が
重 複 す る。

／！

S K 1 4 3 3 C 3 g 7 N …2 1 。－W A l a 楕　 円　 形 1．0 2 ×0 ．6 4 3 0 － 3 8 II 1 1
F ig 7 1 ！

S K 14 34 C 3g 7 N －4 1 0－W － A l a 1／ 1 ．1 7 × 1 ．0 1 8 ～ 2 2 II 1 1
F ig 70

S K 14 3 5 B 3g ユ N －1 6 0－E E I a 不定 長 方形 1．2 6 × 1 ．1 5 2 8 II 1 N
覆 土 は軟 質 で床 の 南に 段 を有

す る。
F ig 13 5

S K 14 3 6 B 3g 6 A II a 楕　 円　 形 0 ．88 vX O ．58 2 7 II 2 （謝 S K 1 3 6 9 と重 複 し本 跡 が新 し

い 0

F ig 16 3

S K 14 3 7 A B 3f4 N …4 50－W E I a 不　 定　 形 1 ．0 5 × 0 ．6 3 10 II 1 N
F ig 13 6

B ／／ A I a 円　　　 形 1 ．1 × 0 ．92 3 8 II 1 N
覆 土 は軟 質 で新 旧 は明 瞭 でな

い。
／！

S K 14 3 9 B 3 f4 B I b ／／ 1 ．0 7 × 1 ．0 6 68 ～ 7 0 I 1 N F ig 9 1

S K 14 4 0 B 3 e 4 ，f4 H l b ／／ 1．4 2 × 1 ．3 5 4 Ⅳ 1 N
F ig 1 7 5

S K 1 4 4 1 B 3 e 4 N …8 8 0－W E II a

l

不 定 方 形

l

0 ．8 3 ×0 ．5 6 1 2 II 3

l

N

i l　　　　　　 】

S K 1 4 4 2 B 3 f4 N －8 8 0…W D I a 隅 丸長 方形 1．0 4 ×0 ．7 6 1 5 II 3 N

S K 1 4 4 3 B 3 f4 N －　8 0－ ‘E I a 不　 定　 形 1．6 5 × 1 ．1 3 2 4 ～ 3 6 II 3 N 床の 南 はや や 凹状 をなす 。 F ig 1 36

S K 1 4 44 B 3 f3 N －2 0 0－W A I a 楕　 円　 形 1．0 5 × 0 ．8 2 0 ～ 3 8 II 1 l A
覆土 は軟 賓 で溝 り新 しい もの

か。

F ig 7 1

S K 14 4 5 B 3 f3 N －4 2 。…W ／／ 長 楕 円 形 1．4 5 × 0 ．9 4 3 2 － 3 4 I 1 2 （輔
F ig 7 1

S K 14 4 6 A D 3f 3，e 3 N －2 8。…W E ］［ a 不　 定　 形 1．29 × 1 ．2 7 3 4 － 4 8 II 2 N
F ig 17 2

B B 3 e 3 N －2 10…W D l b 長 方 形 状 1 ．6　× 0 ．8 6 8 II 2 N
S K 1 44 7 と重 複 す るが 時期 差

はそ れ ほ どで ない 。
／／

S K 14 4 7 A B 3 e 3 ，f3 E l a 不　 定　 形 （1 ．4 ）× 1 ．06 18 II 1 （哺 ／／

B ！／ E IH b ／／ 2 ．0 6 × 1 ．4 5 3 II 3 2 （哺
覆 土 は軟 質 で ピ ッ トは 本跡 よ

り新 し い。
／／

S K 14 4 8 B 3 f2 N … 0 0“N A m a 綾 ．円　 形 1．7　× 1．0 9 12 ～ 2 2 II 3 N

S K 1 4 4 9 0 3 f2 N －8 8 0－E A III b ／！ 2．2 5 × 1 ．4 5 4 － 7 2 II 2 N S K 14 4 8 と重 複 す る。

S K 1 4 50 B 3 f3 N …15 0－W A II a ！／ 0 ．9 9 ×0 ．7 8 13 ～ 15 II 1 1 N ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。 F ig 8 2

S K 1 4 5 1 D 3 e2 ，f2 N …　6。一W A I b ／／ 1．5 3 × 1 ．3 7 8 0 II 1 ㈹
平 面は やや 長 方形 状 で覆 土 は
軟 質。

F ig 8 6

S K 14 5 2 D 3e 2 ，f2 N wml l O－E E I b 不　 定　 形 1．9 2 × 1 ．4 2 1 08 Il 1 （哺 覆 土は やや 軟 質 であ る。 F ig 1 3 8

S K 14 5 3 D 3f 2 A H　a 鰭　 円　 形 1．5 8 × 0 ．8 8 1 0 ～ 18 II 3 ′ N 2 基 の 重複 も考 え られ る。 F ig 1 5 5

一130－－



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況 覆

土

時 期 備　　　　　　　　 考 関 連撰 版

平　 面 （m ） 壁 高（c m ） 壁 床
ビッ
ト数

S K 14 5 4 B 3 f l D I b 長 方 形 状 1．8　× 1．2 6 90 II 1 N 覆土 は 軟質 で あ る。 F ig l 1 9

S K 14 5 5 B 2 fO ，fl B I b 円　　　 形 1 ．5 2 × 1 ．5 1 84 II 1 （N ／／
F ig 1 68

S K 14 5 6 A B 3 f l，fO N －1 40－E D III a 長　 方　 形 2 ．47 × 1 ．5 3 29 I 1 N ／1
F ig 1 68

B ！／ E I b 不　 定　 形 1 ．14 × 1 ．0 5 52 II 1 （母 ！／
F ig 1 68

S K 14 5 7 B ：追 3 N －6 4 0－W A I b 楕　 円　 形 1 ．74 × 1 ．4 6 50 ～ 5 5 Il 1 3 ㈲ ／／
F ig 7 5

S K 14 5 8 B 3 e 3 N －2 2 。－E D III a 長　 方　 形 1 ．6 4 × 1 ．4 8 3 6 II 1 N 床 中 央が 凹状 をな してい る。

S K 14 5 9 B 3 e 3 ，e4 N －4 9 ㌧E E III a 不　 定　 形 2 ．2 0 × 1 ．3 8 2 0 II 3 N

S K 14 6 0 B 3 e 4 N －1 1㌧E A I a 楕　 円　 形 1．18 × 1 ．0 2 2 6 ～ 3 0 II 3 N
F ig 7 1

S K 14 6 1 B 3 e 5 ，d 5 N －2 6 。－W E III a ／1 2 ．5 2 × 1 ．5 4 2 5 II 1 N
南 に新 しい掘 り込 みが み られ

る。

lF ig 14 4

S ＿K 1 4 6 2 B 3d 5 N －4 8 0－E E I a 不 定楕 円 形 1．9 8 × 1 ．2 2 2 0 Il 3 （輔 S K 14 6 4 と重 複 して い る。 F ig l1 5
（F ig 136）

S K 1 4 63 B 友1 5 N －　0。…E A Il a 楕　 円　 形 0 ．9 3 ×0 ．8 9 1 0 II 1 （刃
床 面 に一 括投 棄 さ れ し土器 が
出 土。

F ig 8 2

S K 1 4 64 B 3d 4 ，d 5 N －3 2 。－E D I a 長 方 形 状 1．6　× 1．7 8 2 0 II 1 1 N ピ ッ トは 本跡 よ り新 しい。 F ig l1 5

S K 1 46 5 B 友14 N －6 2 0－E D I a ！／ 1．7 7 × 1 ．2 2 1 7 I 3 3 N 床中央の凹は本跡 より新 しい。 F ig l 1 3

S K 1 46 6 B 3 d．4 N －7 1 0－E A IIl a 長 楕 円 形 2 ．4　× 1．3 7 2 2 ～ 26 ～H 2 N

S K 14 6 7 B 3C 4 ，d 4 N －5 8 。－E E I a 不　 定　 形 1．9 8 × 0 ．9 3 18 II 3 N 床 南西の凹は本 跡よ り新 しい。 F ig 1 3 6

S K 14 6 8 C 3C 5 ，d 5 N －3 1 L W E I a 1／ 1 ．14 × 1 ．0 6 26 II 3 （輔

S K 14 6 9 B 3 C4 ，C3 N －8 3 ㌧ E E lll こl ／／ 2 ．1 × 1 ．08 32 王I 3 ′ N 撹乱 が 多 くみ ら れ る。

S K 14 7 0 B 3 d 3 N －6 5。－E D I a 長　 方　 形 1 ．64 × 1 ．08 3 6 ～ 3 8 II～III 1 1 N
F ig l 1 4

S K 14 7 1 B 3 C 3 号d 3 N －5 00－E E III a 不 定 長方 形 5 」　 × 2 ．13 16 王 3 ’ 2 N 大部 分捜 乱 をうけ て い る。 F ig 1 44

S K 14 7 2 B 3 e 2 （A I b ） 長 方 形 状 1 ．62 × 1 ．4 4 70 ～ 8 1 I 2 2 A
S K 14 5 1 と重 複 し覆土 は 軟質

で ある 。

F ig 8 6

S K 14 7 3 B 3 C 3 N －70 。－W E I a 不 定 方 形 1 ．39 × b ．9 2 2 5 H －111 1 N
北西 に 円形 の土 頓 の重 複 が み

られ る 。
F ig 1 36

S K 14 7 4 B 3 C 4 N －6 2 0－W A I a 長 楕 円 形 1 ．8 5 × 1 ．3 5 36 ～ 4 5 II 2 N 覆 土 は軟 質 で あ る。
F ig 7 1

S K 14 7 5 B 3 C 4 ，b 4 N －6 10－E E I a 不　 定　 形＿ 1．8 8 × 1 ．3 4 18 II 3 2 N ピ ッ トは撹 乱 に よる もの 。

S K 14 7 6 B 3 a 3 ，a 4 N －10 0－W E III a 不 定楕 円 形 2．8 2 × 1 ．2 6 1 4 I 1 3 N
F ig 14 5

S K 1 4 7 7 B 友i3 N －3 0 。－W D III a 長 方 形 状 2．0 6 × 1 ．3 2 2 0 II 3 3 N

S K 1 4 78 B 3 a3 ，b 3 D III a 不 定長 方 形 4 7 II～III 3 ㈹ 覆 土 は軟 質 であ る 。

S K 1 4 79 B 3C 4 ，C 5 N －3 1 。－W D I a 長　 方　 形 1．7 6 × 1 ．5 4 4 II 1 N

S K 1 4 80 A B 2 j4 N －6 4 0－W A I a 楕　 円　 形 1．9 8 × 1 ．5 2 0 II 1 1 N
F ig 15 7

B ／／ N －8 5 ㌧ E A I b ／！ 1．9　× 1．3 6 5 2 II 2 2 （N 覆 土 は軟 質 であ る．。 1／

S K 1 48 2 B 3e l，e 2 N －7 7 ㌧ E D I a 隅 丸長 方形 1．5 1 × 1 ．1 3 3 8 II 2 A ／／
F ig l1 3

S K 1 48 3 B 2d O ，B 3d l N －6 2 0－E ／／ 長　 方　 形 1．4 9 × 1 ．0 4 30 II 2 A ／！
／1

S K 14 8 4 B B 3a 2 ，a 3 N －7 2 0－E E III a 不　 定　 形 3 ．5 4 × 1 ．4 4 3 0 ～ 4 8 Il 1 N
F ig 16 8

A B 3 a 3 ，b 3 E I b ／／ 1．0 3 × 0 ．5 2 58 II 1 N ／／

S K 14 8 5 B 3 a 3 N …4 5㌧ E E III b ／／ 3 ．5 4 × 1 ．44 3 0 ～ 5 2 II 3 3 N
床 中央 に L 字 状 の溝 ， その 西

は段 状 。
／1

S K 14 8 6 B 3 e l N －2 9。－W A I a 不 定 楕 円形 1．7 6 × 1 ．1 3 14 － 2 3 II 2 ㈱ 覆土 は やや 軟 質 であ る 。 F ig 7 1

S K 14 8 7 B 3 e l N －10 0－W A I a 楕　 円　 形 1 ．20 × 0 ．74 3 6 － 4 2 II 1 A ！！
F ig 7 0

S K 14 8 8 B 2 e O ，e l N …8 3 0－W E l a 不　 定　 形 1 ．69 × 0 ．8 2 0 H 1 N
S K 1 23 9 と重 複 し本 跡が 古 い

か。

S K 14 8 9 B 放10 D I b 長　 方　 形 1 ．38 × 1 ．0 8 9 5 I 1 N
S K 1 23 9 と重 複 し本 跡が 新 し

いか 。

F ig 1 44

S K 1 4 9 0 B 誠 1，e l N －3 5 。－W E I a 不 定 長方 形 1 ．75 × 0 ．8 8 15 II 3 3 N ピッ トは轍 乱 に よ るもの 。 F ig 1 36

P L 5 1 3

S K 1 4 9 1 B ：追 1 N －4 1 。－W D I b 長 方 形 状 1 ．18 × 0 ．9 3 6 0 I ～II 2

1

2 i

2 1

1

1

（劫

N

（N

N

覆土 は軟 質 で あ る。 F ig l 18

S K 1 4 92 B 3a 2，b 2 N －3 6 0－W D I b 長　 方　 形 1 ．25 × 1 ．2 7 2 II
S K 14 8 4 と重 複 し本跡 が 新 し

い 0

F ig 1 68

S K 1 4 93 B 融 1 N －5 9 0－W A I a 楕　 円　 形 1．5　× 0．8 2 16 ～ 2 0 II

Ⅳ

ピ ッ トは本 跡 よ り新 し い。
F ig 7 2

S K 1 49 4 B 3h l，g l N －1 0 0－W G III b 長 楕 円 形 2．7 7 × 0 ．4 4 6 8 （1）
S K 13 4 8 ・14 3 2 と重 複 し本跡

が新 しい。

F ig 17 4

P L 515 ・516

－131－



遺構番号 地　　 区　　 主　　 軸　 形　　 態 平　 面　 形
規　　　　 模 各部の状況 i覆

巨 時期 備　　　　　　　　 考 関連図版
平　 面 （m ） 壁凛在所 壁 回 完

S K 1495 晦 浦　 巨雄 可 腑 長　 方　 形 32 II 車 ㈱ △ ピットは本跡より新しい。 Fig124

S K 1497 B 3C7　　 恒 4、0－W 巨 I a 楕　 円　 形 1．18X l．23 11～12
可 1 ！

N 北壁に溝状のものがみられる。 Fig71

S K 1498 A
B 融7　　 恒 10－W 巨 ＝ 長 方形 状 L H X ．鵬 53

中 車
A 覆土は軟質でピットは轍乱に

よる。

B
艮3e6，。7　 巨… 鵠 巨 航 長　 方　形 1．98×L 5∠皇 30 H

車 A ！／

S K 1499 A
B 滋7サC7　 恒 0雄 巨 1 a

′！ 1．88×l．32 23 H
l i （輔

B 〃＋ 巨 20可　 〃
11 1，62×1．48 33

中 車
㈱ ピットは擬乱によるもの。

S K 1500
I31鴫 d9 i　 巨

11 1．8　×1．38 30タ II
1 i
N △ Fig113

S K 1501
鵬 e9　 恒 冊 巨

〃 30～32
II i l 純 △ ／／

S K 1502
B le9　 「＋ ！ 〃 隅丸長方形 24 II 巨 N △ ／／

S K 1503A B ldO　　 恒 7可　 〃 長 方形 状 ！ 30 可 1 i N ∴ F ig 157

B
B ld O，eO i　 巨 ＝ 轄　 円　 形 81

中 i ㈱ ／／

S K 1504
艮柚 9　 匡 730－E 巨 H a 不定長方形 3．31×0－85 29 ～H 1 ㈱ △

S K 1505 蠣 誠　 巨㈲ W 巨 的 長　 方　 形 4（′）
II i l i

㈲ ∴ F ig 146

S K 1506 B ld O　　 恒 10－瀾 巨 王a 不定長方形 1鳶2×1∴ほ 25
II 巨 （蠣 Fig 124

S K 1507
B leO　　 恒 榊 車 服 掛丸長方形 1．26×L 14 38

I中 i N F ig 136

S K 1508
B lf・9，掩　 い… 可　 〃 隅 丸方形 L 91 X L 78 30～36

ト車 巨 N ピットは本跡よ生新しく撹乱
による。

Fig l14

S K i509
B leO，fO　 N 一糾 車 損 不定長方形 40

中 i
N 床は僅かに南に傾斜し，覆土

は軟質。
Figl13

S K 1510 瞞 融　 恒 … 車 胱 長　 方　 形 2．38×1．68 55 ～H
1 i
N

南東は段差を有 L 2基の重
複か。

Fig99

S K 15日
B 勒 8 2fl 巨 60－W 巨 I a 不定楕円形 1．82×1．03

l
45 H

1 i
N

S K ユ512
B leO9よ胤　 巨 30－可 E I a （楕 円　形） （1。2ラ刈圭 お 20 ‡I

1 ！ N S K 1513 と重複あるいは同一
プランか。

S K 1513
B 崎 B2el 巨 … 車 胱 不定長方形 （2諭㌫畑‖錮 25 中 i N

S K 1514 B 2 dl，eユ　 恒 鞠 事 前 楕　 円　 形 11・4 ×1・0　 巨 6 II ‖ N ∴ F海71

S K 1515
B飢 el 巨 8… 巨 胱 不　 定　 形 2・22×1・53 巨 2 トI頼 （蠣 Fig145

S K 15 16
B ldO，CO　 恒 5可 A I aノ 長橋円 形 1975×0・95 巨 ～26 II 月 N F ig71

S K ユ517
B封5　　　　 巨 a 楕　 円＋形 ！109×（2・叫　 43

中 i
N 埋設土器が穫土上層にみられ

る。3
／′
PL 518

S K 1518
8 2i5　 i i z 匠 56 弓 1 ！

N Ⅹ棚　によって切られている。

S K 15ユ9
B 2i5　 i　　 z　 … 1・0×（′1可 51 ＝ 1 i N ！／

C、　Tノ′1rrHl
U。しこ　　　 ！　　　　 ′八1 、 1 つ＞！1 つ、i り′こ L 着「言 ＼「 ／＼ 〃LJ　上ゝ　⊥J L U j＿ノ乙．よ11J 、　′1　⊥　Cl　ノ 」バJ 且　　　11 一L ま　1

S K 15 2 1 B 2 i4 ，h 4 「Ⅲ ∴ 不 定 長‾方形 2 0 H 1 N ∴ 覆 土 上層 に 少量明月 を含 むり
F ig 拍 5

S K 15 2 2 A 2 ㌢18 J
i

△ 底 部 のみ て凍 る。

　S K 15 23 A 2 e 9 N 一一11 0－－E
「 狛 h

楕　 円　 形 3 0 II 1 N
F ig 7 1

S K 1 5 24－ A 2 j7 N ん－4 9 0－E D m a 隅丸 長 方 形 4 5 I ～II 1 2 N
F ig 22 4

S K 1 5 50 8 3d 5 N r′2 2 0′W E m a 不定 長 方形 2 5 II 1 N ／ゝ 床 中央 南 に新 しい撹 乱が ある。
F 海 14 5

S K 1 5 5 1 Iう3 C16 N m－8 2 ㌦W E I a 不 定 台 形 2 Cl ‡‡ 1
i

N

S K 1 55 2 A 艮 3C 6，d 6 N l 賂∵W E m a 不定 長 ‾方形 2 。　 × L 9 3 4 1「Ⅲ 1 1 N ∴
′i

flig 1 5 7

B ！1 A I a 楕　 円　 形 1．コ6 X L O 4 4 3 ト用 1
／！

S K 1 55 3 艮3 b 6 ，C 6 日用附の 隅 丸 長 方形 5（j H 2 4 ＼ ピッ　 は撹 乱 に よ る ものか 。
F ig 1 4 6

S K 15 5 4 A 3 i 2 D l a 長　 方　 形 L 9　× 1．3 7 H 1 1 N ピットは本跡 よりぺや 新 しい。 F ig ユ1 4

S K 15 5 5 A 3 i3 ，i2 N 一一一20 0－－－－W ！！ 長　 方 形 状 3 5 II 2 1 洩 ∴

S K 15 5 6 A 3 h 2 J 13 N 4 ほ㌧ W D m a 長　 方　 形 30 II 1 N ／ゝ
F ig 1 24

S K 15 5 7 A 3 h 3 7才 隅 丸 長方 形 2 ．7 X （、1．5 j 1 私～ 2 3 亘I 1 2 N ∴ ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい。

S K 15 5 8 A 3 吊 諭 2 A iH a 不 定 棺円 形 II 1 N △ 中央 部 が凹 状 を な して いる 。

S K 15 5 9 上j 3 b 2 J II 2
．　言

北 澄け－jきに 埋 設 され 汀線 部 欠

損 。

一一つこう2ll－、



遺 構番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況 覆

土

時 期 備　　　　　　　　 考 関 連図 版
平　 面 （m ） 壁 高（c m ） 壁 床

ビッ

ト数

i s K 15 6 0 A
A 3 j2 （D I b ） 長 方 形 状 （0．6 5 ）× 1．4 6 0 II 2 N

F ig 1 57

P L 5 1 7

B A 3 j2 ，i2 甘4 8 0－E ） B I b 楕　 円　 形 1．2 5 × 1 ．2 1 00 I 1 N 1／

S K 1 5 6 2 A 3 j2 B II b 円　　　 形 0 ．8　×0 ．7 6 7 1 I～II 1 N 覆土 は やや 軟 質 であ る。

i s K 1 5 63
A 3 j3 N …2 7 8－W D I a 隅丸 長 方形 1．2 2 × 1 ．0 8 30 I 1 1 N

i s K 1 5 64 A
B 3a 5 ，d 5　 b N －4 8。H…W D I b ㈲ 長　 方　 形 1．4 2 × 1 ．2 3 6 1 II 2 N

東壁 は 内わ ん し， 南西 肩 に段
を有 す る。

F ig 15 8

［　 B
／／　　 b N －7 30－W A I b 楕　 円　 形 1．0 3 × 0 ．8 8 8 8 II 2 N 覆 土 はや や 軟質 で あ る。 ／／

陣 1 56 5
A 3 i3 N －1 50一｛E B l b ！／ 1．89 × 1 ．2 6 7 6 ～ 8 0 I 1 N △ 薗 土 中 に土 器 と凹石 が 出土 。 F ig 9 1

i s K 1 56 6
B 3a 6 ，a5 E I a 不 定 楕 円形 1 ．5 5 × 0 ．9 3 （3 5 ） II～III 3 （劫

S工0 0 8 に 重 複 し， 本 跡 が新 し

い。

F ig 13 7

i s K 15 6 7
A 3 h 3 ，h 2 A II a 楕　 円　 形 0 ．8　× 0 ．7 （3 8 ） Iト Ill 3 N

S K 1 55 7 と重 複 し本 跡 が新 し

いか 。

！ s K 15 6 8
A 3 j3 N …3 0 ㌧ E D l b 長 方 形 状 1 ．4　× 1 ．17 6 4 II 1 N △

S IO 8 4 の 南 東 壁 と重 複 し本 跡

が新 し い。

i s K 15 6 9
A 3 i3 D 二L　a 隅 丸長 方 形 1 ．13 × L O 6 3 0 I 1 N

S IO 8 4 の 東 壁 に 重複 し本跡 が
新 しい。

i s K 15 7 0 A
B 3 b l ，C l E ‡ a 楕　 円　 形 2 ．3　× 1．8 6 2 7 II 1 N 覆 土 はや や 軟質 で あ る。 F ig 9 9

i＋ B
B 3 b l B I b ！／ 1．3 4 × 1 ．5 1 0 2 II 1 純 形態 的 に は C lb か 。 ／1

i s K 15 7 1
B 3 a l，b l N ∴狙㌧W E III J 不　 定　 形 2．4　× 1．2 3 1 6 1ト llI 3 7 N

ピッ トは大 部 分捜 乱 に よ る も

の 。

陣 1 5 7 2
B 3 a l N …1 2 ㌧ E 1 1Il こ1 長 楕 円 形 2．1 5 × 15．2 4 1 0 II 1 N

i s K 1 5 73
1／ N －4 4 0－W A I a ／／ 1．7　× 1．0 4 17 II 1 2 N ピッ トは本 跡 よ り新 しい。 F ig 8 2

i s K 1 5 74
〃 N －5 6 ㌧ E ′！ 楕　 円　 形 l J1 4 × 0 ．8 3 20 II 3 N

S K 1 57 5 A 3 j2，B 3 a 2 N …8 2 0…W ∴ III 昔 不 定 楕 円形 2 ．0 5 × 1 ．2 7 23 II 1 N 、 Jゝ

S K 1 57 6 A 3j lヲB 3 a l N －2 ㌢L E E IIi a 不　 定　 形 2 淵 8× 0 ．8 3 12 II 1 1 N 床 の中央は捜 乱を うけている。
F ig 14 5

S K 1 57 7 A 3i 2 N 」溜㌧ W D 王　a 不 定 方 形 1．7 2 × L 5 2 1 5 ～ 2 0 H 1 N
F ig l 14

S K 15 7 8 A 3 i 2 N …6 0 0…W A l a 楕　 円　 形 1 ．8　× L O6 2 7 ～ 3 0 II 1 1 N
F ig 7 1

S K 15 7 9 A 3 i l N －・…5 1㌧ W 11 ！／ 1 ．45 × 1 ．0 20 ～ 2 2 II 1 2 N ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい 。 F ig 7 1

S K 15 8 0 A 3 h l N …6 3 。一W B I a ／！ L 7　× 1 ．1 28 ～ 3 0 I王 1 N △
F ig 8 8

P L 5 29

S K 15 8 1 Å3 g 3 J 0 ．5　× 0 ．4 4 II 1 Il 期
や や 南東 向 きに 埋 設 され て い

る。
F ig 19 0

S K 15 8 2 A 3 g l サg 2 N …4 7 0壷・E D I a 長　 方　 形 L 3 8 × 0 ．8 4 18 ～ 20 II 1 N 土 器 は本 跡 よ り新 しい 。 F ig l1 4
P L 5 30

S K 15 8 3 A A 3 h l N っ拍㌧W D I b ／！ 1．　 × L 2 3 4 4 － 68 H 1 N △
F ig 16 4

B A 2 h O N －7 8 ㌧W （A I王a ） 長 方 形 状 0．8 6 × 0 ．6 4 2 6 II 1 1 N S K 15 8 9 と重 複 す る。 1／

l
S K 1 5 84 A 3 fl ，e l E m a 不定 三 角 形 2．2 5 × 2 ．1 3 6 H 1 （湖 Ⅲ期

F ig 16 5

S K 1 5 85 A 3 fl A I b 楕　 円　 形 1．5 8 × 1 ．3 2 5 6 II 2 N △ S K 15 8 4 と重 複 し本跡か古い。 F ig 1 6 5

S K 1 58 6 A 3h 3 J 0 ．4 0 × 0 ．3 6 Il 2
南 西 を向 き斜 め に埋 設 、底 部

欠 損。
F ig 1 9 0

S K 1 58 7 A 2 f9 J 0 ．3 4 × 0 ．3 4 I～II 2 1日期 ［］綾 部 ・底 部 は 欠損 す る。
F ig 1 9 0

P L 5 3 1

S K 1 58 9 Å 2h O Z 1 ．3 8 × 0 ．2 ） Iト調 1 2 N ∠＼
平面 は やや 長 方形 状 で ピ ッ ト

は新 しい。

F ig 1 6 4

S K 1 59 0 A A 3h 2 N …56 0－E A I b 長 方 形 状 1．4 5 × 1 ．1 1 64 Il 1 2 N ！ゝ

B 71 N －…16 。」Ⅳ D I a 長　 方　 形 1．6　× 1．3 4 1 II 2 N

S K 15 9 1 B 3 a 3 ，a2 N ∵柏㌧ E A I a 楕　 円　 形 1 ．5 6 × 0 ．78 2 0 ～ 3 0 II 2 N
覆土 は やや 軟 質 で床 は段 状 を
なす 。

S K 15 9 2 Å3 h 2 N －6 7 0－－E C I b
楕　 円　 形

（長 方形 ）
；：芸3×漂

12 8
I
Ⅳ 1 N I 期

東壁 は垂 直 だ が他 は 内れ ん ぎ

み。

S K 15 9 3 A 3 h 2 沌 I a ） 不　 定　 形 L 79 × 0 ．95 3 2 － 4 6 II 1 N ∵ △ S K 1 5 92 と重複 し本 跡が 占い。

S K 15 9 4 Å3 h 3
N …．6 7 0－可

A I a 棺＋ 円　 形 1 ．65 × 0 ．9 1

】

2 5 － 2 9 山 3 4 N ピッ トは本 跡 よりやや新 しい。 F ig 7 1

S K 1 5 9 7 A 3 fl ，g l A II a 不 定棺 円 形 18 ～ 2 2 I ～II 3 ㈹ 覆土 はや や軟 質 で あ る。 1 3

S K 1 5 9 9 A 3 h 3，h 4 N －3 ㌢L E E ］［a 長 方 形 状 1．9 4 × 1 ．5 3 4 0 II 3 N △ S K 1 59 4 と重 複す る 。 F ig 1 37

S K 1 6 00 A I a 長 楕 円 形 1．7　× 1．2 20 ～ 28 Iト IIi 3 N 7 2

S K 1 6 0 1 A 2 iO N l 泊㌧W A I a 楕　 円　 形 1．7 8 × 1 ．2 4 1 8 II 1 1 N ∴
F ig 72

S K 1 60 2 i
互2 iO，i9 N ～14 0一一W H U I こ1 隅 丸長 方 形 2．2　× 1．8 6 2 1 II 3 4 N △ 中央 部に 撹 乱が み られ る。

F ig 12 5 i

一一つ33－－



遺 構番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の状 況 覆

土

時期 備　　　　　　　　 考 関連 図版

平　 面 （m ） 壁 高（cm ）壁 床 ビッ
ト数

S K 16 0 3 A 2g O ，A 3 g l N －27 。－E D I b 長　 方　 形 1 ．52 × 1 ．15 83 ～ 103 II 1 N △
S K 15 8 9 と重 複 し本跡 の 方が

新 しい。
F ig 16 4
P L 5 3 2

S K 16 0 4 A 2 h O ，g O N －53 0－E A I a 楕　 円　 形 1 ．4 5 × 1 ．33 3 2 Il 1 2 N
S K 15 8 9 と重 複 しピ ッ トは新

しい。

F ig 16 4

S K 16 0 5 A A 2 h O N －3 3 9一E D l a 長 方 形 状 （1．5 ）× 1．1 2 8 II 1 N 1／

B ／／ N －10 。－W E l a 不 定長 方形 （1．0 ）× 0．8 8 14 ～ 30 IIl 3 2 N
覆 土 中に 多 くの 土器 が み られ

る。
／／

S K 1 6 0 6 A 2 j8 ，j9 N －8 9 0－E D l b 隅丸 長 方形 1．4 8 ×0 ．9 7 5 4 II 1 N △
F ig l1 8

S K 1 6 0 7 A 2 j9 A II a 円　　　 形 0 ．6 5 ×0 ．5 8 16 ～ 17 II 1 N 覆土 は 軟質 で あ る。
F ig 8 2

S K 1 6 0 8 A 2 j8 N －4 1 。－E E ］【 a 楕　 円　 形 1．3 3 ×0 ．9 8 2 0 II 1 N 2基 の土 渡の重複 と思 われる。 F ig 1 3 7

S K 1 6 09 A A 2 j8 A l a 1／ （1．2）× 1．1 5 1 5 II 1 1 N
F ig 1 5 7

B ／／ D l a 長 方 形 状 1．3 3 × 1 ．2 2 4 0 II 1 N

S K 1 6 10 A A 2 j7，j8 N －34 。－E D III a 長　 方　 形 （1 ．2 7 ）× 1 ．3 2 8 王l 1 3 N △
F ig 1 72

B A 2j 7 E 王　b 不　 定　 形 （1 ．9 5 ）× 1 ．56 7 4 II 2 N S K 16 4 1 ・1 64 2 ・S IO 9 9 と重複 。 ／／

S K 16 11 A 2i9 N ～28 ㌧ E D l a 長　 方　 形 1 ．14 × 0 ．53 5 III 3 2 N ピ ッ トは 捜乱 に よ る もの 。

S K 16 12 A 2 i9 N －37 0－E E I a 不 定長 方 形 1 ．63 × 1 ．0 4 1 7 II 2 3 （叩
F ig 13 7

S K 16 13 A A 2 j9 N － 7 0－W E I a 不　 定　 形 1 ．2 6 × 0 ．6 8 4 ム II 1 N

B ／／ D I a 長 方 形 状 1．8　× 1．3 8

l

ン　2 5 Iト III 1 4 N

S K 16 1 4 A 2 j9 ，jO N －5 0 ㌧ E E H I a 不　 定　 形 2．8　× 1．2 2 1 II 1 6 N △ ピッ トは本 跡 よ り新 しい。

S K 16 1 5 B 2 C 4 A II a 円　　　 形 0 ．9 7 ×0 ．9 2 3 ～ 24 II 1 N
F ig 8 2

S K 1 6 1 6 B 2 b 4，C 4 N －3 1 。－E A I a 楕　 円　 形 1．0 5 ×0 ．8 3 2 0 ～ 4 0 II 1 1 N △
F ig 7 2

S K 1 6 18 B 3b 5 A l a 円　　　 形 1．1 4 × 1 ．0 2 1 4 ～ 18 II 1 N 1／

S K 1 6 19 B 2b 6 N －1 1 0－E C I b 隅丸 長 方形 1．4 8 × 1 ．0 6 22 I～II 1 N 床 中央 に楕 円 形の 凹 が あ る。 F ig 9 6
P L 5 3 3

S K 1 6 20 B 2C 6 N －7 2 0－W D I a 長　 方　 形 1 ．7 2 × 1 ．0 2 3 0 II 1 N
F ig l 14

S K 1 6 2 1 B 2C 6 N －1 50－W E ］［ a 不　 定　 形 1 ．5 2 × 1 ．18 3 0 II 1 （刃 △
F ig 1 37

S K 1 62 2 B 2b 5 ，C 6 N －6 6。l W C I a 不 定 楕円 形 2 ．18 × 1 ．62 4 5 II～III 1 3 N I 期
南 は段 状 をな し 3 ヶ所 の ピッ

トあ り。
F ig 94

S K 16 2 3 A B 2 C 5 N －20 。－W D 王　a 長 方 形 状 （2 ．2）× 1 ．5 2 5 II 1 N F ig 99
P L 519 ・520

B B 2 C 5 B l a 円　　　 形 1 ．4　× 1 ．3 4 4 I ～Il 1 N
覆 土 中に 多 くの 土器 片 と石 棒

1 が 出土 。

F ig 99

〝

S K 16 2 4 A B 2 b 5 N －7 10－W D III a 長 方 形 状 3．0　× 2．6 3 4 Il 1 2 N III期 覆 土 中に多 くの土 器 片が出土 。
F ig 16 4

P L 5 2 1

B ／1 C I b 楕　 円　 形 （1．2 ）× 1．2 8 7 4 I ～II 1 N
S I l0 8の 北 西 に 位 置 し， 覆 土

中 に遺 物 多。
F ig 16 4

〝

超 S K 16 2 5 1 8 2 b 4 湖　 l B I b ／／
l
1 ．3 4 × L 2 2 9 0 I‡ つ

1
当 II 期 l

I

F ig 17 6

S K 1 6 2 6 ／！ E III a 不 定 方 形 2．0 8 ×0 ．8 7 2 1 Il 1 1 N △

S K 1 6 2 7 B 2 b 6 N －　0㌧ E D l a 長 方 形 状 1．9 8 × 1 ．2 4 2 5 ～ 27 II 1 1 N △
F ig l 1 4

S K 1 6 2 8 A 3 il N －6 2 0－E D l a 長　 方　 形 1．1 4 ×0 ．8 6 13 II 1 3 N △
F ig l 1 4

S K 1 6 29 A 3 il N －8 6 。－W A l a 楕　 円　 形 1．2 2 ×0 ．6 6 1 0 ～ 2 0 II ‘1 2 N
F ig 7 2

S K 1 63 0 A 3 jl N －4 40－E A II a ／1 0 ．8 8 × 0 ．6 8 1 0 ～ 15 II 3 N △ ピ ッ トは本 跡 よ l）新 し い。 F ig 8 2

S K 16 3 1 A 2jO ，A 3j l N 1 4 6。－E D II a 長　 方　 形 0 ．8 5 × 0 ．6 6 3 2 II 3 2 N △ ／／
F ig 1 2 1

S K 16 3 2 A 2jO N －44 0－E D l a ／／ 1 ．3 5 × 1 ．0 6 2 0 II 1 3 N
F ig l 14

S K 16 3 3 A 2 iO N －7 5。－E D II b ／！ 0 ．9　× 0 ．7 2 5 6 ～ 7 5 I 1 N

S K 16 3 4 A 3 i l N －37 0－W E l a ／／ 1 ．3　× 0 ．8 2 7 II 1 3 A
覆 土 は軟 質 で ピ ッ トは本 跡 よ

り新 しい 。

S K 16 3 5 B 2 C 6 N －13 01 E A l a ／／ 1 ．13 × 0 ．8 3 20 － 2 4 II 2 2 （N ／／
F ig 72

S K 1 6 3 6 B 2d 6 N －3 0 。－E 11 ／／ 1．5 3 × 1 ．0 3 20 ～ 2 1 I ～II 1 1 N ピッ トは本跡 よ りや や新 しい。 ／／

S K 1 6 3 7 A 2 i9 N －7 8 。－E A H I a 長 楕 円 形 3．12 × 1 ．6 3 9 ～ 14 II 1 3 N △
ピ ッ トは新 しい挽 乱 に よ る も

の か。

！

S K 1 6 3 8 A 2 i8 N －7 0 。～W A I a 楕　 円　 形 1．2 2 × 0 ．9 1 0 II 1 N F ig 7 2

S K 1 6 39 A 2 i8 N …3 5 0－W E I a 不定 長 方形 1．9 8 × 1 ．3 18 ～ 20 I 1 3 （輔 △
F ig 13 7

S K 1 64 0 A 2 i7 ，i8 N －　20－E D m b 長　 方　 形 2 ．0　× 1．7 83 I～II 2 A
覆土 は 軟質 で ロー ム ブ ロ ッ ク

を含 む 。
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遺構 番 号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部 の状 況 穫

土

時 期 備　　　　　　　　 考－ 関 連 回版
平　 面 （m ） 壁 高（cm ） 璧 床

ビッ

ト数

S K 1 64 1 A 2 j7 N －9 0 。－E A I b 楕　 円　 形 （1．5 ）× 1．7 12 0 II 2 N III期
S K 16 10 ・1 6 4 3 と重 複 し S IO 9 9
を破 壊 。

F lig 1 7 2

S K 1 64 2 A 2 j7 N ～1 40－E E I a 不　 定　 形 （1．3 ）× 1．2 2 2 0 II 1 1 N III期 S IO 9 9 の炉跡 が残 存 している。 ／1

S K 16 4 3 A A 2 j6 N －　4。－E E IIl a 1／ 2 ．6 5 × 1 ．9 8 3 7 IIl 1 卜T N Ⅲ期 遺物 は 覆土 中に 多くみ られる。 F ig 1 58

B ！／ C l b 1／
1 ・6 ×漂

50 I 1．3 ト丁 N 南側 の 肩部 に 多 くみ られ る。 ／／

S K 16 4 4 A 2j6 N －23．50－E A II a 不 定楕 円 形 1 ．0 5 × 0 ．8 7 1 3 ～ 18 II 1 N N
F ig 8 2

i s K 16 4 5
B 3 a 5 N －7 3 0－E E I a 不　 定　 形 1 ．04 × 0 ．68 17 II 1 1 N ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい 。

S K 16 4 6 B 3 a 5 D l a 隅 丸 方 形 1 ．3　× 0 ．9 12 I 2 1 N
ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい撹 乱

か 。
F ig l 15

S K 1 6 4 7 B 3 a 5 N －7 8 。－E （A I a ） 楕 円 形 状 1．3 2 × 1 ．22 12 I ～II 2 1 N ／／
F ig 17 6

S K 1 6 48 B 3 a 6 Z （1 ．0 ）×（0 ．7 ） （2 4 ） N N

l s K 1 64 9
A 2 i7 N －3 6 。－W E l b 不　 定　 形 1．8　× 1．4 4 4 II 3 1 （刃 F ig 13 8

i s K 1 65 0
A 2g O A l a 円　　　 形 1．7 5 × 1 ．6 6 2 8 ～ 4 5 II 1 N N F ig 7 2

l s K 16 5 1
A 2f 9，g O N …20 0－W D I a 隅 丸 長方 形 1．7 3 × 1 ．4 4 5 II 1 8 N

F ig l 1 5

S K 16 5 3 A 2f9 ，g O N －4 7 0－W E Ill a 不 定 長方 形 2 ．1 4 × 1 ．3 18 II 1 1 N ピッ トは 本跡 よ り新 しい。 F ig 1 45

S K 16 5 4 A 2e 8 ，f8 N －3 0 。l W A l b 楕　 円　 形 1 ．14 × 1 ．0 4 0 ～ 6 4 II一m （2 ） （輔 （輔 覆土 は 軟質 で あ る。 F ig 7 5

S K 16 5 5 A 2 f8 N －3 1 01－W B l b ／／ 1 ．54 × 1 ．2 8 9 7 I 1 N N S K 1 5 56 と重 複 し本跡 が古 い。 F ig 1 58
P L 5 22

S K 16 5 6 A 2 f7 ，f8 B III b 円　　　 形 2 ．0　× 1 ．96 5 7 I ～II 1 N N 覆 土 はや や 軟質 で あ る。
F ig 15 8

S K 16 5 7 A 2 f7 N －4 1 0－W A II b 楕　 円　 形 0 ．9 4 × 0 ．77 56 － 7 0 II 1 （軸 ㈹ ／／
F ig 8 6

S K 1 6 58 A 2 g 7，g 6 N …5 8 0－W A I a ／！ 1．3 6 × 1 ．3 2 25 ～ 4 1 II 1 1 N F ig 7 2

S K 1 6 59 A 2g 7 D l a 隅 丸 方 形 1．4 8 × 1 ．4 5 3 0 II 1 N F ig l1 5

S K 1 66 0 A 2h 8 ，g 8 N －2 7 0－E A m a 長 楕 円 形 3．0 2 × 1 ．6 6 3 2 ～ 37 II 1 4 N 東 壁に S Il 05 の炉が見られる。

S K 1 66 2 A 2h 8 N －A　8 ㌧E A I a 楕　 円　 形 1．5 8 × 1 ．1 4 2 3 ～ 25 H 1 2 N
S K 1 66 3 と重 複 し ビ ッ トは S I

1 10 か。
F ig 7 2

S K 16 6 3 A 2h 8 N －4 501 W A I a ／1 1 ．1 2 × 1 ．0 5 2 2 ～ 2 6 II 1 1 N ！／

S K 16 6 4 A A 2i 7，i8 N －72 0－E E III a 不　 定　 形 2 ．1 × 1．4 8 22 II 1 N
S K 1 6 65 と重 複 し本 跡 の方 が
古 い。

F ig 1 58

B A 2i8 N －8 0 0－E B I b 楕　 円　 形 1 ．34 × 0 ．9 2 30 I 1 N 1／

S K 16 6 5 A 2 h 7 N －3 8 0－W E l a 不 定楕 円 形 1 ．2　× 0 ．8 3 38 II 1 3 N
S K 1 66 4 と重 複 し本 跡が 新 し

い。

F ig 1 58

S K 16 6 6 A 2 h 7 Z （E I a ） 不　 定　 形 2 ．0　× 1 ．8 2 0 II 1 1 N
覆 土 中 に分 鋼 型石 斧， ピ ッ ト

は新 しい。
F ig 16 6

S K 1 6 6 7 A 2 h 7 （D l a ） 長 方 形 状 1．5 2 × 1 ．9 4 f5 II 1 2 N ピ ッ トは S I lO 4 ・10 9 の柱 穴か 。 ／／

S K 1 6 69 A A 2 g 6 ，h 6 A l a 楕　 円　 形 1．22 ×（1 ．0 4 ） 14 II 1 N

B A 2 g 7，h 7 B II b ／1 0 ．8 2 × 0 ．6 3 4 4 I 1 N

S K 1 67 1 A A 2h 6 Z （1 ．2 ）× 0．2 8 （2 0 ） II 1 N F ig 9 7

B ！／ N －5 00－W C l b 楕　 円　 形 1．1 8 ×0 ．5 4 I 1 N 北 壁 に S 工0 9 8 の 炉が み られる。 F ig 9 7

S K 16 7 2 A 2h 6 N －60 。－E E l b 不　 定　 形 1．3 9 × 1 ．2 4 6 II 1 2 N ピットは 本跡 よ りやや新 しい。 F ig 13 9

S 許 16 7 3 A 2h 6 N －59 0－E D l a 長 方 形 状 1．3 5 × 0 ．9 9
I

2 2 － 3 9 I～II 1 N

S K 16 7 4 A 2 i6 ，j6 N －4 8 0－W A l b 不 定楕 円 形 1 ．1 5 × 0 ．8 6 6 0 － 7 6 II 2 1 ㈲
覆土 の 上層 は 軟質 で南 の ピ ッ

トは S IO 9 7 。
F ig 7 5

S K 16 7 5 A 2 i8 N －3 1 。I E A l a 楕　 円　 形 1 ．1 3 × 0 ．8 1 2 8 ～ 3 0 II 3 N F ig 7 2
P L 5 2 4

S K 1 6 7 6 A 2 h 9 ，h O N －　6 0－ E III a 不　 定　 形 4 ．0　× 2 ．3 2 9 II 3 6 N 撒 乱 が み られ る。 F ig 1 64

S K 1 6 7 7 A 2 h 7 ，h 8 （B I b ） （楕円 形 ） 1 ．52 × 0 ．9 3 40 － 7 8 I 1 1 （謝
S K 16 6 6 ・16 6 7 と重 複 し本跡

が 新 しい。

F ig 1 66

S K 1 6 78 A 2 g 8 N －2 9 0－E D I a 長 方 形 状 1．6 2 × 0 ．9 9 3 8 Iト III 1 1 N S K 16 6 0 と重複 す る。 ／／

S K 1 6 79 A 2 j7 N －3 0 。～E A II a 楕　 円　 形 0．8 8 × 0 ．5 8 12 ～ 2 2 I 1 1 N
F ig 82

P L 5 25

S K 1 68 0 A 2 j5 N －5 5 0－W A I a 長 方 形 状 1．2　× 0．6 1 2 0 － 22 Il 1 N F ig 72

S K 16 8 1 A 2 i6，i5 N －7 10－W E III a 不 定 長 方形 2．5 5 × 1 ．5 7 2 1 II 1 A 覆 土 はや や軟 質 で新 しい 。
F ig 14 6

S K 16 8 2 A 2 i4 ，j4 N －28 0－W E l b ／／ 1．8 6 ×0 ．9 5 6 0 I～II 2 1 （輔 △
F ig 13 8

S K 16 8 3 A 2i6 ，i7 N －8 4 ㌧ E D III a 長　 方　 形 3 ．5 8 × 1 ．6 6 3 2 I 1 3 （謝 △
S K 16 8 4 と重 複 し本 跡 が新 し

い 0

F ig 16 5

－135－



遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各部 の 状況
！覆

巨
時期 備　　　　　　　　 考 関連 図 版

平　 面 （m ） 壁高 （cm ）
壁 回 冒義

S K 1 68 4 A 2 i7 B I b 円　　　 形 1．4　× 1 ．4 7 0 I 1 （輔 F ig 1 65

S K 1 68 8 A 2h 6 A I a 円　　　 形 1 ．0 7 × L O l 20 ～ 2 2 II 1 N △
F ig 7 2

S K 1 68 9 A 2h 6 N －4 2。－W 1／ 楕　 円　 形 1 ．0 7 × 1 ．0 20 ～ 2 2 王I 1 N 11

S K 1 69 1 B 2a 4 N ∴5 1。…W D l a 長 方 形 状 1 ．4 5 × 1 ．0 22 ～ 2 6 II 1 N
F ig l 15

S K 1 69 2 B 2b 4 A II a 楕　 円　 形 0 ．8　× 0 ．7 6 15 ～ 2 8 III （2 ） A 覆 土 はや や 軟質 で 新 し い。 F ig 82

S K 16 9 3 B 2b 4 N －43 0－E D I a 長　 方　 形 1 ．37 × 1 ．0 4 2 王～I】 3 A
P L 5 26

S K 16 9 4 B 2a 4 ，b 4 N －72 。－E A l a 楕　 円　 形 L 25 × 0 ．97 18 ～ 2 0 II 1 ㈹ 覆 土 はや や 軟質 で あ る。
F ig 73

S K 16 9 5 B 2a 3 ，a 4 ′／ ／1 1 ．54 × 1 ．24 38 ～ 4 2 m 3 A 覆 土 はや や 軟質 で新 しい 。 ／／

S K 16 9 6 Å2 j4 ，B 2 a 4 N 4 は㌧ E E l a 不 定 方 形 1 ．58 × 1 ．17 1 8 王～II 2 N
F ig 13 7

S K 16 9 7 B 2 a 3 ，A 2 j3
恒 8 。～E

A l b 楕　 円　 形 1 ．4 2 × 1 ．23 52 ～ 54 I王 i l N △
F ig 7 5

・S K 16 9 8 B 2 C 2 N ～26 。－W E l a 不　 定　 形 1．4　× 1．0 1 2 0 II 1 N △
南 東部 に 焼 土 をカ … ボ ンがみ

られ る。

S K 16 9 9 B 2 b 3 ，C 3 N l 拍㌧W A l a 楕　 円　 形 1．7 5 × 1 ．3 8 2 2 － 28 I～Il 2 （輔 覆 土 はや や軟 質 で あ る。 F ig 7 3
P L 5 27

S K 17 0 0 B 2 a 2 N …4 0 0－E E lll こl 不　 定　 形 2．14 × 1 ．2 5 3 5 II 1 ㈲ 大 部分 は 捜乱 を うけて い る。
P L 5 28

S K 17 0 1 B 5 C 7 ，C8 N …8 5 0－W D Ill a 長　 方　 形 2．2 5 × 1 ．9 2 3 5 I 1 N △
F ig 12 5

S K 1 7 0 2 B 5 C 8 N －　3 0－W ／／ 隅丸 長 方 形 3．6　× 2．4 7 3 6 II 1 （輔 北 壁に段 差 を有 し覆 土は軟質 。

S K 1 7 0 3 B 5 C 9 ，d 9 N 」甘∵W E IIl こl 不　 定　 形 4 ．2 8 × 2 ．5 2 8 I 1 N

S K 1 7 04 8 5 f8 ，f7 N …4 1 0－W ′／ 1／ 2．6 5 × 2 ．3 ・ 1 2 II 1 （哺 覆 土 は軟 質 であ る。

S K 1 7 0 5 B 5 g 8 ，g 7 N …　7㌧W A 王II a 不定 楕 円形 3 ．9　× 2．6 7 1 6 ～ 2 0 II 1 ㈱ △ ／！

S K 1 7 06 B 5 g 9 ，g 8 N …3 1 ㌧ E E lll こ1 不定 長 方形 2 ．7 6 × 1 ．1 3 37 H 1 N ！1
F ig 1 4 6

S K 1 7 07 C 5 a 9 N l 娼㌧W n lll Ll 長　 方　 形 2 ，9 2 × 2 ．5 5 4 2 II 1 3 N △

S K 1 70 8 B 5h 8，g 8 N …2 がL E E II‡a 不 定 楕 円形 3 ．1 × 1．3 32 H 1 N ピッ トは撹 乱 に よ る ものか 。

S K 1 70 9 B 5 f8 N －・8 9 ㌧ E A l b 長 方 形 状 1．8 8 × 1 ．1 5 0 ～ 7 0 II 2 A
F ig 8 6

・S K 1 7 10 B 5 i9 B I b 不 定 楕 蹄形 1 ．7 2 × 1 ．4 1 8 7 I 1 A
覆土 は 軟質 で ロー ム ブ ロ ック
を含 む 。 P L 5 3 5

S K 1 7 11 A C 5C 9 ，C O E fll こl ／′ 3 ．8　× 1．4 4 9 I 1 N

B C 5C 9 N －6 1。一…W B I b 楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1 ．3 1 16 II 2 ㈱ 覆土 は 軟質 で あ る。

S K 1 7 12 C 5b 9 ，b 8 N －1 5㌧ E E H I h 不　 定　 形 2 ．2 1 × 1 ．8 5 8 0 H 1 N △
2 基 の 土壌 の重 複 が考 え られ

る。 P L 5 3 5

S K 17 13 B 5e 7 ，e 8 N －1 10－E a I a 長　 方　 形 1 ．44 × 1 ．2 20 － 2 8 I王 1 N
F ig 7 3

q　W 17 1A R 『p 7 N －7 ㌢1 日 A l b 橋　 田　 形 L 4 6 ×ト」 5 5 ～ 6 0 II 2 ㈱ 環土 は軟 質 で あ る。 F ig 8 6
q　W 17 1A
汗）いい 目

R 『p 7
i 〕））－

l N ‾7 30彗 A l b 橋　 田　 形 P ヶ4 6 ×日 5 5 ～ 6 0
l

II
l

2
l i

控
l
l 覆土 は軟 質 で あ るご F ig 8 6

i

S K 17 15 B 5 e 7 ，d 7 N －90 ㌧ E A l b 1／ 1 ．4 5 × 1 ．2 3 6 3 － 6 5 II 2 （輔 △ 1／

S K 17 1 6 B 5 e 7 N －3 1㌧ E D I a 長　 方　 形 1 ．38 × 0 ．74 17 II 1 1 （蠣 ／1
F ig l 15

S K 17 1 7 B 5 h 7 ，i7 N －2 501 E E l a 不 定 長方 形 L 74 × 1 ．56 II 1 A 北 西 壁の肩部は凹 凸状 をなす。

S K 17 1 9 B 5 C 9 N … 0 。－E D l b 長　 方　 形 1 ．3　× 1 ．18 5 7 II 1 N S K 17 0 3 と重複 し本 跡が新 しい 。

S K 17 2 0 B 5 c O ，C 9 N …90 0－E B ］［b 楕　 円　 形 1 ．15 × 1 ．0 5 7 8 II 1
！

i
㈲ 11

S K 17 2 2 A 2 i6 N －4 2 0－E A l a ′1 1 ．0 7 × 1 ．0 20 － 2 2 Iト III 3 3 N
F ig 73

S K 17 2 3 B 2 a 5 ／1 円　　　 形 1．0 9 × 1 ．0 3 20 ～ 2 6 II 1 N ／／

S K 1 7 2 4 A 2 j6 ，B 2 a 6 N －15 0－W D l a 昆　 方　 形 1 2 ．8 × 1 ．0 3 0 II 1 N
F ig l 15

S K 1 7 2 5 A 2 i7 ，j7 N …5 6 。－E A l a 楕　 円　 形 1．16 × 0 ．5 7 5 2 0 II 3 N
F ig 7 3

S K 1 7 2 7 B 2 a 6 E l a 不定 長 方 形 （1．12 ）×0 ．6 30 ～ 40 I 2 N
S K 17 3 1 と重 複 し本跡 が新 し

い。

S K 1 7 2 8 C 2 C 7 N －7 2 ㌧ E A l a 楕　 円　 形 1．1 × 0．8 3 0 ～ 32 II 1 N
F ig 7 3

S K 1 7 2 9 A 3 f2 ，g 2 N …2 7 ㌧ E E l a． 不　 定　 形 1．6 4 × 1 ．2 1 4 0 I I 1 2 N
F ig 13 7

S K 1 7 30 A 3 g 2 ，h 2 N …15 ㌧ E A l a 楕　 円　 形 1．19 × 1 ．0 4 20 ～ 2 1 H 1 1 N 覆 土 はや や軟 質 で あ る。 F ig 7 3

S K 1 7 3 1 A 2 j6 ，日2 a6 B I a， 11 1 ．3 ×（1．3 8 ） 4 0 ～ 4 4 II 1 N
S K 17 2 7 と重複 し，床 面 に小 型

スプ一一ン出土 。

F ig 8 8

P L 53 6

S K 1 7 33 B 2 h 4 A l a 11 1 ．13 ×0 ．9 3 3 3 ～ 4 1 H I 2 N
F ig 7 3
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遺 構 番号 地　　 区 主　　 軸 形　　 態 平　 面　 形

規　　　　 模 各 部の 状 況
！覆

土

時期 備　　　　　　　　 考 関連 図 版

平　 面 （m ） 壁高 （c m ） 壁 床 ビ ッ
ト数

S K 1 73 4 B 2h 4 N －2 50－W A l a 楕　 円　 形 1 ．2 2 × 1 ．2 1 6 ～ 3 5 II 1 1 N
覆土 上 層 に焼 土灰 が 少量 み ら

れ る。
F ig 7 3

S K 1 73 7 B 2h 4 A II a 円　　　 形 0 ．5 2 × 0 ．5 2 0 ～ 2 2 王王 1 N F ig 8 2

S K 17 3 8 B 2h 4 ，h3 Z 3 ．9　× 1 ．2 14 － 1 8 II 1 1 N
ノS X O 0 4 と重 複 し， ピ ッ トは本
跡 よ り新 。

S K 17 3 9 A B 2 i3 ，i4 N －4 2 0－E A 王I王a 楕　 円　 形 1 ．8．6 × 1 ．6 II 1 N 1／

B 11 Z 2 ．4 3 × II 1 N ／／

S K 17 4 1 B 2 h 2 N …6 5 。－W A I a 楕　 円　 形 1．0 2 × 0 ．9 1 2 4 ～ 2 6 II 1 N 覆 土 中に少 量の貝がみられる。 F ig 7 3

S K 17 4 2 B 2 h 4，h 5 A II a ／1 0 ．8　× 0．5 18 ～ 2 3 II 1 N
F ig 8 2

S K 1 7 43 B 2 h 5 B I b 円　　　 形 1．7　× 1．1 5 8 4 ～ 86 工 1 N F ig 9 1

S K 1 7 44 A l a 楕　 円　 形 1．5 6 × 1 ．0 1 0 ～ 22 II 1 N
床 中央 に 再形 の掘 り込み が み

られ る。

S K 1 74 6 B 2e 5 N －9 0 0－E D H l a 長 方 形 状 0 ．2 4 × 1 5 II 1 1 N S K 1 2 83 ・1 2 8 2 と重 複す る。
F ig 1 2 5

S K 1 74 7 A 2h 7 ，i7 N －8 5 0～W E l a 不　 定　 形 1 ．4 5 × 0 ．8 4 1 6 ～ 3 1 II 2 2 N 部分 的 に挽 乱 がみ られ る。 F ig 1 3 7

S K 17 4 8 A 3g 2 ，g 3 D l a 長 方 形 状 1 ．3 2 × 1 ．1 2 22 I 2 N 遺 物 は 床面 に 少量 出 土。 F ig l 15

S K 17 4 9 A B 2b 4 E I a 楕　 円　 形 （0 ．66 ）× 0 ．95 32 II 1 N F ig 1 57

B B 2 b 3 ，b4 N ～5 30－E D ］［b 長　 方　 形 1 ．33 ×（1．2 ） 5 5 II 1 2 N ピ ッ トは本 跡 よ り新 しい 。 11

S K 17 5 1 Å2 g 8 ，g 9 A II a 楕　 円　 形 0．9　× 0 ．74 2 5 I‡ 1 N

S K 17 5 2 A 2 g 9 A II a ／！ 0．7 8 × 0 ．6 7 4 5 III 1 1 N

S K 17 5 3 C 2 a 5 J 0 ．4 1 × 0 ．3 2
西 向 き で，傾 斜 して埋 設

底 部 欠。
F ig 19 0
P L 5 37

S K 1 7 5 5 C l j5 N －7 6 。一W E Ill a 不　 定　 形 2．5 6 × 1 ．9 7 1 6 II 1 N
F ig 15 8

S K 1 7 56 ／／ E I a 不定 楕 円形 1．2　×0 ．9 7 4 5 Il 1 N S K 17 5 5 と重複 し本跡が新 しい。 ／1

S K 1 7 57 ／1 E II a ／／ 0 ．9 5 ×0 ．8 5 1 9 H 1 N ／／ 1／

S K 1 75 8 B 2g 4 A II a 円　　　 形 0 ．7　欠 0 ．6 3 1 7 ～ 22 II 1 （劫 F ig 8 2
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◎　輿　　塚　　第悶～相国》

本遺跡において検出された貝塚は87か所で，やや大規模の貝塚が2か所ほどみられ，他は小規

模のいわゆる地点貝塚である。

分布状況　遺跡中央部の平坦地にはほとんどみられず，やや環状微高帯部の集落に沿って検出

されている。その多くは東部（B4e C4区）及び西部（B2区）に集中してみられ，北部及び

南西部は一部調査対象区城外のため未調査であるが，南部からの貝塚の検出例は比較的少数でそ

の分布状況から想定すれば南西部は少ないと考えられる。

西部のB2f4周辺には多くの貝塚が群をなし，その大部分は開墾などによって二次的に破砕され

ているものが多いが，中にはSK1525。1533のように円筒状を呈する深い土壌内に多量の貝が投

棄され，純貝層を形成するものもみられる。さらに北側には扁平ではあるが本遺跡では最大級の

貝塚SM2がみられ，この地区の周辺にはあまり住居跡が確認されていない。この点からこの地

域は集落のごみすて場としての性格を有するものかと考えられる。東部地区にも貝塚は多く検出

されているが西部地区のものに比してやや散在してみられる。

形態　東部に検出された大規模の貝塚SMlは住居廃絶後に投棄されたもので，大規模の貝塚SM

2とほぼ同様な形態と考えられる。小貝塚は土壌廃絶後あるいは凹状の地に一次的ないし二次的

に投棄されたものが多く，そのほとんどはプランが確認されていない。

（平面形）・不定形の土壌や凹地に投棄された貝塚　　39か所　（45．8％）

・長方形の土壌に投棄された貝塚　　　　　28か所　（33％）

e円形（円筒状）土壌に投棄された貝塚　11か所　（13％）

e楕円形の土墳に投棄された貝塚　　　　　5か所　（5．8％）

e袋状土壌に投棄された貝塚　　　　　　　2か所　（2．4％）

以上のように本遺跡の貝塚は小貝塚がほとんどで，不定形の土境や凹地に投棄された貝塚が約

半数を占めている。長方形状の土壌に投棄された貝塚は全体の3分の1を占めているが，貝を少

量検出されるものと多義に純貝層がみられるものに分けられ，西部から検出されたSK1536には

多量の貝と共に魚骨が多く検出され，北西部のSK1668からは植物の種子が検出されている。南

東部のSIO58の床面を掘り込んでいるやや大規模のSK586には保存状態が良い純貝層がみられ，

貝による年代測定を実施した結果，3880±120年B。P。という年代値が測定されている。その他の長

方形状の土境に投棄された貝は少量のものがほとんどである。

次に円形の土壌に投棄された貝塚は13％であるが比較的貝の量が多く，特に円筒形を呈するSK

1525・1533では多量の貝が出土し，堆積層には純貝層がみられる。また貝層中よF）貝輪e貝刃・

植物種子e魚類遺体等など多くの遺物が検出されている。楕円形の土壌に投棄された貝塚は少な

－259－



く，壁。床とも軟弱である。

袋状土壌に検出された貝は極少量で，一塊を投棄したような状況を示している。

第　展塚纏醐帰　　寮相聞）

本貝塚は，調査区の東部（C4a9。aO）に位置し9　隣接する2地点からなり，西はSM1－1・

東はSM1－2である。

SM1－1は，調査区の東部（C4a9区）に所在LSIO51廃絶後に投棄された貝塚である。

規模　南北約3．5mの東西上5mほどで9　長軸方向はN－45LEを示し，表面積は約4．5mZである。

調査方法　小調査区（一辺4mのダリットラ内に50cm四方の方形を64か所設定し，北西コーナ

ーより東へ1～8と順次番号を付ける。SMつ∴－1にかかるメッシュは25か所ほどでその半分を

千鳥法で調査し普　断面図作成後残り半分を取り上げる。その取り上げは24．50mを基準とし各区を

5cmを1層とし柱状に掘り下げ，③～⑲層（35cm）を土と共に取り上げ，貝は③～⑧層に多くみ

られた。

SM1－2は，調査区の東部（C4aO区）に所在しラ　SIO42の住居廃絶後に投棄された貝塚である。

西のSM1－1との距樅は約圭5mほどである。

規模　南北約4・5nlの東西約2・2mほどでやや南北に長く，長軸方向は9　N…15LEを示し，表

面積は約7mZである。

調査を実施した区は39か所で，SM1－1よりやや堆積量が多く，③～⑲層（70cm）取り上げ，

⑥～⑲層に比較的多くの貝が確認されている。

窮　鼠塚纏関の　　第相聞）

本貝塚は，調査区の西部（B2d3ed4区）に所在し9　その南方には小貝塚群がみられる。

規模　東西約6．6m e南北約3．5－4．7mほどで東西に長い不定形を里し，表面積は25．25m2ほどで

あり，体積は約10m3ほどの扁平な堆積層がみられる貝塚である。

調査方法　規模が大きいため貝の確認された平面プランで北側の西より東へ①～⑭区と番号を

付け，調査中に確認されたものについてはその区の他に東西南北を付加し，調査を実施した区は

140である。第一次調査は，区を千鳥で24．70mを基準に5cmごとに取i）上げ，断面図作成後その残

りすべてを取生上げた。収納した遺物は②～⑲層（45cm）で貝は②～⑧層が多く下層は少量であ

る。

以上のように調査した貝塚は多く，その貝の量は彪太な義となf）すべてを詳細にわたって検討

を加えることは国難であるためアトランダムに貝塚を選び洗浄0分類e計測を実施した。大規模

の貝塚については中心線を通る十文字を任意に選び重量で2分割し洗浄e分類し，計測は道春度

－11－2（う（「一一一



の良好な地区を選択し，柱状に各層（5cm単位）ごとに実施した。その結果については第3章

遺物の第2節　自然遺物の項にまとめて記載した。

貝塚の時期について

本遺跡からは縄文時代中期末の加曽利EⅣ期から後期の堀之内期にわたる住居跡が確認され

ているが，第I期（加曽利EⅣ式）に伴う貝塚は遺物及び住居跡の配置からも確認されていな

い。

第II期（称名寺式）と考えられる貝塚もほとんど認められていない。東部に所在する一群は，

第II期の住居跡と重複しているが住居廃絶後に投棄されたものがほとんどであり，SM1－1は

SIO51に，SK950はSIO59にそれぞれ投棄された貝塚である。

第I～II期の検討結果により本貝塚群は，第IIl期（堀之内式）に位置づけられるものがほとん

どであり，第III期は後期堀之内I式に編年されるものである。本遺跡の第m期は堀之内I式の古

い段階・堀之内I式の段階・堀之内I式の新しい段階の3段階に細分が可能であり，一部第IIl期

の住居跡と重複する貝塚はたぶん新しい段階のものと考えてさしつかえないと思われる。

貝塚の分布は，5－6グループがみられ，北東部の一群はSIOO2・004・013・025の住居跡に囲

まれ，東部に所在する一群はSIOO8・023・029・032・053・069が弧状に並び，SMl等を囲む

ものと，その北側に所在するものがみられる。南部は少数でSIO49・068の外側にみられる。北西

部に所在する一群は本遺跡内で最も密集する地域でSM2などのように大型の貝塚もみられる。

これらは集落における共同のごみ捨場と考えられ，北北西の一群はその南方に最大級の貝塚群が

みられるため東部および西部の一群以外は，規模的にも小さいものでキッチン貝塚的なものと考

えられる。
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第188図　土壌（貝塚）実測図（9）
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◎　埋設堂器　第柑9～摘帽酌

廻り地A遺跡から確認された埋設土器は25基ほどで，その分布は環状微高帯部にみられる。

時期的にみると，第‡期の加曽利EⅣ式土器が2，第H期の称名寺式土器が12～13，第m期の

堀之内I式土器が7である。これらの中には，いわゆる埋設土器としての可能性を欠くものも

含まれる。SK671の土器は，ロ綾部を下にした倒立の状態で出土し，SK944出土の土器は横位に

検出された。各埋設土器は，SK944出土の土器以外41L900の傾斜で埋置され，直立した状況で埋

置されていたものは，SKO99・119e125e443。445e594e796があ生　SKOO8eO950097e186e
‾‾‾′ご－ナーT－＿＿

444e671。1122・1587は約80㌦880ほどの角度をもって埋置されていた。

分布状況をみると，SKO9巨095・097eO990119・125e186がB4区の南東部に集中し，SK443・

444・445がC4区の中央部北東よt）にみられ，SK493e594は南西部にみられる。SK67巨1122はC

3区東部にあり，SK1581弓587はA2区南東弧　SK1581。1586はA3区西南部に位置し，そのほかは

単独の状態で検出された。この分布からみると，埋設土器は複数で埋置された可能性が多く，集

落内のひとつのエリアが想定される。

これらの埋設土器の傾斜角からみた主軸方向は，北から西，西から南に大別できるが，それほ

ど規則性を有したものではない。

S

埋設土器　主軸方向
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埋　設　土　器　一　覧　表

番号　 遺 構 名 地　 区 主 軸方 向 傾斜角 掘方 長軸×短軸×禁 覆土

（cm） （Cの
時期 備　　　　　　 考 関連図版

1 S K OO8 B 5e2 N －560…W 780 45×40×32　　　　　 N I 期 底部欠 Fi．g189

P L 578

2 S K O91 8 4i9 N －890－E 500 54×48×24 （N ） II1期 口綾部欠
PL 265

3 S K O95 B 4j9 820 46×44×29 N II期 F ig189

P L 266

4 S K O97 B 4i8 830 49×47×28 N II期 底部欠 F ig189

P L 268

5 S K O99 B 4i9 900 44×44×23 N II期 底部欠 （内部に土器あり）

6 S K l19 B 4i7 900 41×40×27 （N ） II期 F ig191

7 S K 125 B 4h9 900 38×38×20 N III期 ロ綾部欠 F ig189

P L 282

8 S K 186 B 4h8 N …280－W 870 40×35×31 （A ） II期 北東にS K O99 F ig191

P L 312

9 S K 443 C 4C8 900 47×46×25 （A ） II期 S I O34の南
P L 368

！

10 S K 444 C 4d7 N －270－W 870 44×36×28 A II期
瑚

11 S K 445 C 4d7 900 38×36×26 A II期 S I O59の北東
瑚

12 S K 493 C 4d4 N －200－W 830 73×68×23 N III期 口綾部欠 F ig189

P L 386

！，13

S K 594 C 4f5 900 78×72×30 N II期 F ig189

P L 409

14 S K 663 D 3b6 S －600－W 420 44×41×14 III期 日綾部欠
F i‾g190！

！ 15

S K 671 C 3eO 880 45×40×18 N IIl期 倒位 ・底部欠
Fig190！

16 S K 676 C 4d7 S－140－W 64。 94×90×30 N II期 底部欠 Fig189

P L 421

17 S K 796 C 3i9 900 37×36×27 N II期 S I O64の東
F ig190

18 S K 944 C 4C7 S －290…W 00 113×100×47 A III期 横位 F i191

P L 449

19 S K ll15 C 4d7　 S，300－W 570 38×38×18 N F ig 190

P L 466

20 S K l122 C 3fO 790 33×32×22 S I O68の炉跡北

21 S K 1559 B 3b2 N －470－W 520 54×31×15 I期
t

底部

22 S K 1581 A 3g3 S －160…E 550 48×41×40 （N ） II期 F ig190

23 S K 1586 A 3h3 S－300…E 710 35×34×31 III期 底部欠 Fig190

24 S K 1587 A 2f9 800 40×40×22 III期 ロ綾部 ・底部欠　 ！F ig190

25 S K 1753 C 2a5　 N －850－W 570 48×36×30 （A ） 底部欠 Fig190

P L 537
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第189回　埋設土器実測図（1）
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第190回　埋設土器実測図（2）
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了．．こ・

SK1286．1287

第191回　埋設土器実測図（3）
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◎　方形周溝墓　第摘～柑図）

当遺跡からは4基の方形周溝墓が検出されている。いずれも遺跡西部の微高地部に確認され，

第1・2号方形周溝墓は連続し，第3・4号方形周溝墓は約2mほどの間隔をあけて隣接して検

出された。

第　号方形周溝墓　第柑図　遺物　第錮図　e約

本跡はC2a8を中心に検出され，主軸方向はN－48Lwをさす。規模は北西～南東部径6．6me

台部径4・48m，北西～南西部径6・46m e台部径4．9mほどのやや北東～南西部径が長い隅丸万形状の

平面形を呈している。周溝部は内辺部の掘り込みが外辺部よりも急傾斜を示し言酎副ま0．7～0．8

mで，検出面から溝底までの深さは40－50cmほどであrら断面形は日宇状を呈している。土層の

堆積は，自然流入の堆積状況を示し，東コーナー部覆土下層よf）高棒形土器の杯部（第241図五

西コーナー部覆土上層より琉形土器（第241図2）が出土し，そのほか縄文土器が覆土中より多く

出土している。

本跡からは埋葬施設は検出されず，第2号方形周溝墓よりやや築造年代が古いものと考えられ

る。

第2号方形周溝墓　第沌宜　遺物（酎4個3）

本跡は第1号方形周溝墓の南東部に連結して検出されたもので，主軸方向は同じくN－48Lw

をさす。規模は北西～南東部径5・3m・台部径4・Om，北東～南西部径6．56m・台部径4．88mほど

のやや北東～南西部径が長い隅丸万形状を呈している。北西溝は第1号方形周溝墓と共有したも

のであり，周溝の掘り込みは内辺部が外辺部よ㌢）急傾斜を示している。溝幅は南西部で0．6m，南

東部で0・65m，北東部で1・Omほどである。このように周溝は北東部が広く，検出面から溝底まで

の深さは35－60cmほどで言ヒ東および南東部が深い。土層の堆積は自然流入の堆積状況を示し，

北東溝中央部の覆土下層より小型葉形土器が出土し，そのほか縄文土器が覆土中より多く出土し

ている。

本跡から埋葬施設は検出されず，第1号方形周溝墓より若干新しいか，あるいはほぼ同時期に

構築されたものと考えられる。

第3号方形周溝墓（篤摘3同）

本跡はB2i7を中心に確認され，第1・2号方形周溝墓の北部に隣接し，主軸方向はN－0三一Wを

さし，西には第4号方形周溝墓が接している。規模は東西径8．28m・台部径6．64m，南北径7．1m。
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⑤

B　　24．70m

、、工′′

第192図　第1・2号方形周溝墓実測図
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A　　24．60m

∴・・

⑤

第193図　第3号方形周溝墓実測図

ー284－



や

／

第194図　第4号方形周溝墓実測図
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台部径5・5mほどの隅丸長方形状の平面形を呈している。溝幅は0．67～1．0mほどで，やや西周溝

部が膨らんでいる。遺構検出面から溝底までの深さは25－32cmと残く，断面形もややゆるやかな

立ちあがりを呈している。台部には縄文時代の遺構が重複し，溝を切るSKlO71elO90は本跡よ

り新しい時期のものである。

本跡からは埋葬施設および時期を決定できうる遣物はみられず，第1e2号方形周溝墓とほぼ

同一時期のものと考えられる。

第　号方形周溝墓　第臓図）

本跡はB2h4を中心に検出されたもので，当遺跡から検出された4基の方形周溝墓中最大の規

模を有するものである。主軸方向はN－OLwをさし，東側には第3号方形周溝墓が接している。

規模は東西径11．4m e台部径8．2m，南北径10。7m e台部径8．0mほどのやや東西に長い隅丸長方

形状の平面形を呈している。溝幅は1．18－上66mで西周溝部が広く，検出面から溝底までの深さ

は50－60cmで，西周溝部が深い。土層は自然流入の堆積状況を示し，北周溝は地点貝塚を切りこ

んでいるため，貝が撹乱された状態でみられる。

埋葬施設は検出されず，時期を決定できうる遺物も出土していないが，前述のものと同様の時

期に位置付けられるものであろう。
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